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中之島センタービル

基 本 設 計

実 施 設 計

施 工

日 本 電 信電 話 公 社 建 築 局

〈建築〉日本総合建築事務所 〈設備〉日建設計

大 林 組 竹 中 工 務l吉 共 同 企 業 体

施 主 大 阪 地 区 開 発 株 式 会 社

敷 地 面 積 11，143φ29 m'  

建 築 面 積 3 ，587. 53m'  

延 床 面 積 74 ，236. 12 m・ ( う ち 駐 車 場 9 ，033 . 13 m・)

基 準 階 1，676 . 2 9 m・ ( 有 効 1，376 m' 、 天 井 高 2 . 6 m、 階 高3 . 8 m )  

階 数 地 下 3 階 、 地 上 32階 、 塔 屋 1 階 、 ホ テル 部 8 階

高 さ 地 上 128. 9 m ( 畳 高 部 144 m ) 地 下 16 . 2 m 

建 築 容 積 約350 ，OOOm・ ( う ち 地 下 部 112 ，000 m・〉

駐 車 場 地 下 197台 、 地 上 18台 ( 法 定 21 1台 )

建 ペ い 率 31 . 2 %  ( 容 積 率5 8 3 %)

構 造 地 下 部 R C 造、 1 、2 階 5 R  C i 倉、 3 階 以 上 S 造 宿 泊 棟 5 R C造

支 持 地 盤 地 下 33 mの 天 満 洪 積 層 ( N 傭 1ω 以 上 )

外 著書 事号膏室棟 ・プ レ キ ャ ス トコ ン ク リー ト版 特 殊 塗 料 塗 り

そ の 他 ・ 鉄 筋 コ ン ク リー ト特 殊 塗 料 塗 り お よ び タ イ ル 貼 り

内 装 コ ア 部 ・ A L C版

事 務 室 ・床 = ビ ニ ー ル タ イ ル 鐙 = 特 殊 プラ ス タ ー E P 塗 り

ヰ主 = 詮 酸 カ ル シ ウ ム 板 E P塗 り 天 井 = 岩 綿 吸 音 板

エレ ベ ータ 高 層 用 ・ 6 台 ( 24人 乗、 毎 分 300 m)  人 荷 用 ・ 2 台 ( 23人豊島)

低 層 用 ・ 6 台 ( 24人 集 、 毎 分 150 m )  ホ テ ル 用 ・ 2 台 ( 9 人 策 )

エスカレータ 1 階 - 2 階 上 下 2 台 1 階 ~ 地 階 上 下 2 台

用 途 貸 事 務 所 を 主 と す る 多 目 的 の 復 合 ピ ル

( 事 務 室 、 会 験 室 、 結 婚 式 場 、 宴 会 場 、 ホ テル 、 飲 食I吉、 1苫 舗 )

宿 泊 昔 日 6 層 174室 ( 5 ・132室 W ・ 18室 T ・24室 ) 定 員 2 16名
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中之島センタービル

竣エにあたって

このたび中之砧センタービ J レが竣工し、大阪中

之 jみの一角に 32階建白亜の殿堂カ省主姿を JJ l . わし

ました。

低層部、ホテ J レ械て寸i' l t 成され、 きJ W，i5* は43mX  

15mの柱なしの笠聞が単位になっております。

現在関西経済述合会を初め経済同友会、関西' ; U

中之仏センタービ J レは大阪における日本万同時 力、地域振興盤備公団、積水ハウス、メディカ

覧会後のモニユメントとして関西財界を 主体と ルセンタ ー ( 5科 ) 等が入居されております。

する弁方而のご支援によって企画されました。 低層部は 「ロイヤ l レN C B 会館」として、会議

こ13ホのように '1' 之島は古くから大阪の 'i ' 枢と
宴会場、結婚式場、研修会場等になっておりま

して、また都心のオアシスとして市民に親しま すが、この '_1' にはわが悶で初めての試みとして

れてきた所でありますが市当局の再開発計回に 東京帝国ホテ J レとの聞にテレビ直結} j 式のテレ

も沿うものとして超高層ビ l レの建設が計画され ピ会議室 を設け、今秋には使用開始の予定でお

たものであります。 ります。

敷地内は空地を多くとり建ぺ い率は約30% で、 ホテルは宿泊定只 216名のビジネスホテルで、会

基準法の総合設計による 「公 11日空地」を設け緑 議研修との組合わせ利用にも便利になっており

と ｾｊｾ いの庭園としております 。 また、南北の公 ます。

共道路に対して人と事の鋭J線をはっきり区分し、 なお、屋上に球形の変ったものがのっておりま

ユニークな外観と共に市民に親しまれるビ J レを すが、これは関西電力の雷雲探知用レーダーで

念願しております。 関西電力本応内の給屯指令所に接続しているも

当ビルは多目的ピ J レであ' ) 、大} j lj して高層棟、 のであります。

当ピルは基本設計を日本 ｾＱｉ Ｑ 百 ｩｬｬ 話公社建築局に

委託し、実地設計は日本総合建築事務所および

日建設計の担当で、施工は大林組、竹中工務庖

による 中之島センタービルディング共同企業休

lこ依車Rいたしました。

工事期間中に経済環境が大きく変動し、 ドJ レシ

ョックに絞〈オイルショックなど工事推進には

極めて悶維な状況に芭而したわけでありますが、

終始粉極的に工事に取組まれた関係者各位の熱

意あるご努力に対し敬意を表すると同時に深〈

! 感謝いたしておるものであります。

技術的な粕しい報告は別の稿でなされると思い

ますが、当所においていくつかの新しい試みや

工法の改善がなされ、それぞれに相当な成果を

あげて立派に完成されたことをご報告いたして

おきます。

長尾 昇/ 大阪地区開発株式会社建設部長

，、



設計にあたって

rl'之島は船場、山ノ内とならび大阪では古くか

ら栄えたところである。御立筋近辺とその東部

はその後大阪のシビックセンターとして面目を

一新してきたが、中之山西部は水速の要所とし

ての性格を受け継いできた。しかし最近では大

阪市の発展による業務地域の J広大によりオフィ

スビ J レ、ホテル等が次々と ill ちこの辺りの機能

と長観を次第に変えつつある。大阪市の中之島

ｾｬｽｬｪ 日発計画 Ｓ によると「この地域は適正な計画

による秩序ある発展を計らねばならない」こと

から、公園、広場、文化センタ一、オフィス、

ホテル等が幅広〈計聞きれている。

'1] 之砧センタービル ( N C  B ) は、当中刀から中

之ぬ再|井l発の拠点となることを願い大阪市の 中

之lU再開発計画の主旨を汲んだ広い公共性を持

つプロジェクトとして計画された。その計画舎

には①大阪市の都市計画および中之島再開発の

椛氾! に基つe き大阪市の発展に寄与するものであ

あること、②公共性を持たせた計四とすること クスペースとして広〈延ばしその上に性格の呉

をこの計画の骨子とする旨がうたわれている 。 るオフィスとホテ ｬ レを作々ｾＡｬ｜立してその機能を

したがってN C Bの設計計画段階では、法規| 浪 5税1させるべく 二本のタワーとして載せる単純

度内容積において超高層化することにより敷地 な榊成としてまとまった。超高層のオフィス棟

内にできる| 浪りの4 : ; むを機保することを第 1 の は経済的な 3 メートルモデュールを1 ;1<周し、貸

設計目標とし、次に多機化した機能を1mi えるこ ピルとしてのフレキンビリティと彰t務空間として

とにより公共性を持たせ、それ等を機能的に且 の適正な」知子きを持つ 15メートルスパンの事務

つ経済的に集約させる 2 目標が打ち出された。 室 2室を備えた1' 1 通コア型平面をほぼ40メート

空地の確保については、建ペい率三割強という ルの正方形にまとめている。

低率に れl' えられそのぬんどを総令設計制度によ 外壁は P C カーテンウオールを採用し彫りの襟

る公関空地として型自に緑を取り込んだプラ y い外観を白を基調とする色調で統一 し、木々の

ツァとして人々に開放されることとなった。 緑とレンガ色のベーブとの調和を意図している。

多機能ビルとしてその内容はオフィス、会館、 若干単調さはまぬがれないが N C Bの目的とす

ホテル、地下庖告iIi 街にしぼられたがそれ等: の建 る公共的性物上、個性の強い自己主必型デザイ

築的構成の問題、超高層ビルの安全性の問題、 ンはさけたつもりである。

軟弱地盤帯に位置するための構造上の1 I i 11約、コ

スト工JtJ J笥: の条件を総合し多数の奈が検討され 松 本 侃/ 現( 株) 札幌日本総合建築事務所

たカヴ訟終的には、現在見る 1 、 2 階をパプリ y 設計部長
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電 気 : 近 畿 電 気 工 事

太 陽 工 藤 工 事

日 比 谷 総 合 設 備

大 阪 電 気 暖 房

栗 原 工 業

衛 生 : 三 機 工 業

三 晃 空 調

須 賀 工 業

空 調 : 高 砂 熱 学 工 業

朝 日 工 業 社

新 日 本 空 調

東 洋 熱 工 業

昇 降 機 : 日 立 製 作 所

三 菱 電 機

東 京 芝 浦 電 気

Ｎｉｊｩｾ彩 :qミ出抗!;- 彦
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中之島センタービJ レ

経済的な高層ビル施工を終えて

此 j支の 中之島センタービル新築工事について、

これを単なる施工技術面からのみでなく高層ビ

ルを建設しての総体的な視点から考えて見たい

と思います 。

わが国においてはすでにかなりの高層ビルの実

例があり大阪においてさえも三番、四番茶の感

がある 。施工技術の開発や実験的な試みとい っ

た目新しいものが特にない、この中之島センタ

ーピル建設工事において特鋒さるべきは五年も

前に設定した工事単価で、しかも現在において

は一般ビルの建設工事単価よりも低い工事費で

しかも超高層ビルが建設できたこと、できない

単価でよくいまどきできたということである 。

その上この建築工事が発注者も設計者もそして

施工者も、それぞれ複合的な寄り合い体制て' あ

っただけに工事管理! 上において統一体制化が除l

却され勝ちであったこと 、更に昭和四十六年六

月工事務工開始后五ヶ月で地下外郭である地中

述続壁が大林組の ows 工法で完了しピア一基

礎杭工事に一昔11着工したその時点に至 って基本

的な建物の企画の計画大変更を余儀なくされ、

約小一年工事を中断せざるを得ないという精工

早々からのハプニングがありました 。

また昭和四十七年六月、基礎工事の一部再Il日活

工后も基本設計の変更笑の再検討中であり同時

に笑施設計も部分的な作成をする中で現場の作

業は先行的に工事を進めるというような状況で、

発注者も基本設計者、笑施設計者も又これを l庖

工する私達も、全〈異常な再 ｉｾ ト ｬ 着工工事であり

ました 。

それに加えて昭和四十七年の秋から昭和四十八

年度にかけてのドルショ ックは私達現場施工者

にとって建設物価の高騰とそれに 151不足、労貨

の上昇などが重なり工事の遂行を 2 ヶ月にわた

って阻害遅延させられたのであります 。 それに

引続いて II t J 和四十八年から昭和四十九年にかけ

ての石油の危機による異常さは、工場製作の不

能による供給不足となり、納入不能又は遅延を

きたし、下新協力業者の方々からは、契約更改

の要求やー音11破楽など工事実絡の困難さは、工

事の中断中止の危快さえ生ずるに至るような、

重大なる危機にも直面いたしました 。

こうした外的な経済準備の悪条件にも拘らず、

厳しい工事単価で四苦八苦しながらや っと完成

したことを思い、顧り見るとき、怨設工事の現

況の業務責任体ll J i 1 の下で如何になされてきたか

一つ一つを反省することも将来の建設界のため

にも大切なことであると思います。

建築工ZJ:';. のあり方は今夏あらためていうまでも

なく、先づ第一に 『どんな建物が』、 第 二 に、

『どんな工法で1 、第三に 『いつまてマ〉工期てJ

そして第四に 『いくらの工事政で』 これら四つ

のことが知何にそれぞれの与えられた業務縦貫

て¥どんな方法で相互に解決するかが最も大事

なことであると思うのです 。

この凶つの婆求を関係された人々が相互に信頼

と信義とで、解決し完成するところに社会的な

それぞれの業務と立場があり、それが理解され

協力解決されるものでなければならない 。四つ

の要求が単独でみ、そしてエゴ的になされるなら
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ぱ、それは ｾ ｦ 主 かの犠性か負担でなされるのであ

って、スムーズな遂行は JUI し難いと忠、います 。

当中之 j斗センターピルの場合、これが解決に大

いに相互に努力したが 『いくらの工事政で』の

点になると設計が末だできない段階での、一方

的な指し他方式による fi Hi絡の決定て¥これが非

常に厳しい価格であ っただけに、基本設計及び

実施設計に於ても苦労し、施工者としての私達

にはコスト生産管理が最も大きな難問でありま

した 。

『とe んな建物が』については、大半が企画者と

設計者との問題でありますが、これが笑現のた

めの詳細に渉 つての工法工程の省力化、合J l l i 化

のため実施設計の段階において設計者、及び施

工者が毎週設計打合会を ｉｬｾｊ き発注者ｦｈ ｬｊ の立会の

もとで、設計に施工性を加味した怠見を十分に

組入れてそれによる精度の高い、ムリのない

ムダのない、主J l 物をつくることができたことが

大幅なコストダウンを実現しました。

r どんな工法で』 に関しては、施工計画にあた

って地下工法に f比重点がl u ' かれ安全で高能率な、

かつ工事貨の安い工法が姿求されました。

そこで従来の、設計ーからの施工計画ではなく

施工から検討した地下設計をという考えに立ち、

計画の段階から J .V を柿成した大林組と竹 中工

務底が、それぞれ地工案を持ち寄 って超高層ビ

ル建設の用地としては訟も条件の惑い4奪回? 中積

層と呼ばれるシルト混りの粘土層の j享い、 日本

でも、有数の軟弱地盤に i直した地下工法を比較

検討して笑施した 。超高層ビル建設の生死にか

かわる地下工事が適切な工法で安全に実施でき

たことがコストダウンを大きくしました 。

『どんな工法で』 は、施工業者として最も大切

なものでこの研究とおIH会を怠 っては施工業者と

しての資格がないといってもいいす 5 ではない 。

しかし施工計画も設計と全〈分離しての地工の

合理化は考えられない。超高層ビルの場合はと

くに設計と施工法が相互にあいまって検討し合

うことがコストにつらなるのであり、合理化が

笑現できるのであって、単なる設計至上主義だ

けでは解決はされないと思います 。

ｲ ｾ 、つまでの工期で 』 についてはムリなく、ム

ダのない工程の笑施に徹した 。 そのために人事

管理と労務管理を厳しく実施した 。労働時 1mの

面では J .V 所貝は勿論、労務者においても午前

八時より午後五時迄の所定の工事を所定の工程

|日i で笑焔完了することを原則としました。

また日日記日は全休日とし、毎日の作業のスター

トも毎朝七時五十分に出動し十分間の安全体操

と、安全朝礼を励行してから各々作業を開始し

た。 また安全管理面においては、きめこまかい

安全ノ マトロールとミーテイングを行 ってムリの

ない、ムダのない作業を笑現し敢終的には、品

質面はもちろん、安全面でも良好な結果を見た

と思います。

以上中之烏センタービル新築工事を終えて思う

ことは 『どんな建物を Jr どんな工法で Jr いつま

での工期で』 そして r いくらの工事費で』 での

基本をそれぞれの立場で総合的にそして合理的

に企画者も、設計者も、施工業者もそして各職

下請負協力業者も一体となってp ; に理解し合い、

納得のゆく中で相互に努力し解決し実施して行

〈心構えこそが、この中之島センターピル新築

工事を完遂することが出来たものであり、これ

が今後の将来の建設社会のよりよき相互信頼の

回復の道であり社会発展へ貢献できるカである

と信じています。

七 海 実/ 共同企業体所長
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中之島センタービル

基 本 設 計 日 本電 信 電 話 公 社 建 築局

実 施 設 計 〈建築〉 日 本総 合 建 築 事 務 所

〈設備〉 日建 設 計

施 工 大 林 組 竹 中 工 務 庖 共 同 企 業 体
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置 金 銅 ・ 宣 告 喝

Ｂ間早ーｾ ロ ピ ー

⑧ 小 会 議 室
副 書 量 庖 蝿 駐 車 場

⑧ テ レ ビ 会 議 室
.， 慣 岨 宜 駐 車 場

③宿泊犠{
. 3 圏直視軍 駐 車 喝

③ Ｉ ｊ ｾ 務室

H 皆平面図
基* ' 昔 ( 5 - 15階 ) ③小 Ｇ ｉ ｾ 務室 断 面 図



. N CB 中 之 島 セ ン タ ー ビ ル 工事 関 係 業 者
P R  

(J 慎不問)

. アルミ防潮鉱工事 日 軽 ア ル ミ 販 売 株 式 会 社 大 阪 支 庖
大阪市東区高股橋 5 - 1  ( 大阪興銀ビ J レ) T  E  L  0 6 - 2 0 3 - 5171 

. シーリ ング工事(チオ コール系シーラ ント)

ハマタイ ト克咽 日 本 化 成 工 業 株 式 会 社 吹田市南金田 1 - 4  - 4 6  T  E  L  06- 385- 3886 

. AL C工事 ( へーベル) ・コンクリートブロ ック工事 福 田 源 株 式 会 社
大阪市都島区都島南通 1 - 5  - 1 5  T  E  L  06- 924- 3535 

. P Cカーテンウオール 株 式 会 社 シ ヨ ‘ク ク ベ ト ン ・ ジ ャ パ ン 大 阪 事 務 所 大阪市東区船越町 2 - 32 T  E  L  06 - 943 ー0071

. シポレ ックス工事 新 日 化 産 業 株 式 会 社
大阪市北区堂島船大工町53( 毎日大阪会館4F ) T E L  06- 341- 5051 

. 鉄骨耐火被 覆工事 日 本 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社 大 阪 支 唐 大阪市南区塩町通 4 - 25 T  E  L  06 - 252ー1371

. 柱型 耐火被覆 工事( パネラ B C-S 工法) 日 本J 、 ー ド ボ ー ド 工 業 株 式 会 社 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 事 業 部

大阪市西区北堀江御池通 1- 30(むifTンド

T E し 06- 532- 2391

. 金属製建具 工事 岩 住 サ ッ シ 株 式 会 社 兵庫県尼崎市水堂町 4 - 3  - 21  T E L  06- 438- 6751 

. 金属製 建具 工事 昭 和 鋼 機 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市西淀川区イ田町 3 - 155 T  E し 06 - 471- 6051 

. 銅製建具工事 理 研 鋼 機 株 式 会 社 大 阪 支 唐 大阪市東区淡路町 4 - 54( 興和淡心ピ J レ) T  E  L  06 - 201 - 2801 

. 打タ込イルプzリ・ツ(クホエー・ル(盤庸変、庫大型特タ韓イ拓ル舞) ( 100 X 200) タイル、舛構庫 拓器( 100 X 200) タイル 不 ニ 窯 業 株 式 会 社 大 阪 出 張 所

大阪市淀川区西中島 3 - 5  - 8  

T E し 06- 301- 9166

. エポタイル・エマタイル ・G Oリシン 神 東 塗 料 株 式 会 社 大阪市東区北浜 5 - 22( 新住友ピ l レ2 号館内) T  E  L  0 6 - 220- 7900 

. 軽鉄天 井 ・間仕切壁 工事 株 式 会 社 マ ン テ ン 大阪市南区日本橋筋 3 - 2  T E L  06- 632- 1151 

. システム天井 工事 一式 近 藤 金 属 工 業 株 式 会 社 大阪市西区土佐堀通 3 - 55 T  E  L  06 - 441 - 8676 

- ウエルポイントシーメンス工事 浅 野 工 事 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市大淀区中津本通 1 - 2  ( 世界長ビ J レ) T  E  L  06- 371- 5895 ・6091

. 硝 子 工 事 株 式 会 社 柏 商 会 大阪市北区川崎町33 T  E  L  06- 358ー0991

. 硝 子工事 株 式 会 社 山 田 商 庖 大阪市西区南堀江立花通 6 - 2 3  T E L  06- 531- 6871 

. 内装工事 内 外 木 材 工 業 株 式 会 社 大阪府大京市谷川 2 - 100 T E L  0720- 72- 2161 

. 内装工事 株 式 会 社 阪 急 百貨 庖 室 内 装 飾 部 大阪市北区角田町41 T  E  L  06- 361- 1381 

. 内装工事 株 式 会 社 大 丸 装 工 部 大阪市南区鰻谷中之田T 38 T  E し 06 - 252 - 0641 

. 内装工事 株 式 会 社 高 島 屋 装 飾 部
大阪市浪速区日本橋筋 3 - 4 0  T  E  L  06- 632- 3191 

= ::tg軍功会J6JムL ーL ー:r: 干z信

典 世 高事 株 式 会 社
大阪市西区切 3 - 4 7  T E L  0 6 - LlLl 8- 3091 .  

. 内装仕上 工事 株 式 会 社 和 中 商 唐 大阪市大淀区愛山奇西通 2 - 7  T E L  06- 371- 0732 

. 断酷吸音ネオパールスキ ン噴付工.
東 邦 パ ー ラ イ ト 株 式 会 社 大阪市東区森之宮西の田T594 T  E  L  06- 941- 9243 

. ユニ ットパスルーム亙U

聞生陶器 ・付属会具 東 陶 機 器 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 大阪市北区曽根崎よ2 - 3 1 - 6 ( 梅新第一生命ビ J レ来館) T  E し 06 - 364 - 1181 

. 高低圧配電盤・各祖監視盤・自動酬骨盤
日 満 電 気 株 式 会 社 大阪市淀川区十八条 3 - 1 9 - 8  T E L  06- 331- 2261 

- 監規制御 R C Cシステム 森 井 電 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市北区玉江田T l - 17( 正宗ピ J レ) T  E し 06 - 443 - 8381 

. ディ ーゼル発 電 装 置 久 保 田 鉄 工 株 式 会 社 内 燃 機 器 営 業 部 大阪市浪速区船出町 2 - 22 T  E  L  06 - 648 - 2056( ダイヤルイン)

. 庭 園工事 ・設 計 富 士 造 園 土 木 株 式 会 社 宝塚市山本東 2 - 6 - 1 7 T E し 0797- 88ー0501
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朝 霧 寮

設 計 施 工 大 林 組

設 計 扱 当 井 戸 昭 七 上 野 孝 彦

所 在 地 京 都 府 宇 治 市 宇 治 里 尻32番 地

工 期 昭 和49年 3 月~ 昭 和50年 5 月

敷 地 面 積 13，212m・

建 築 面 積 1，911 m' 

延 床 面 積 10 ，019m'  

事膏造規模 R C造 、 地上 8 ｾ皆 塔 屋 1 階

寮 室 数 2011室( 男子 104室 、 女 子 104室)

収 容 人 員 672名( 男子320名 、 女 子35諸 )

主 要 仕 上 外壁 ア ク リ ル 系 リ シ ン 吹 付

一 部 コンクリ ート 化 粧 打 放 し

寮 室 〈 床 〉 タ タ ミ 及 び カ ー ベッ ト 〈壁〉ク ロス

〈天井〉 セ メ ン ト 系 リ シ ン 吹 付

ホ ー ル 〈床〉 カー ベッ ト 〈壁〉 ビ ニ ー ル ク ロ ス

〈天井〉化粧石 二 う ボ ー ド
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⑤自治会議

⑥商会室
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⑬自炊室

⑬洗1担当ミ

⑫ 便 所

⑬合"1・

⑬女子 4 人部hl

⑫女子 2 人部屋

@ 男子 4 人部屋

@ 列子 2 人部屋

⑧バルコニー



当独身寮 l立、従来、ともすれば工場に内

包され閉鎖的になりがちだ った独身伐を、

市民生活に向 って 開放し、f .E生活者の市

民意識の| 向上と市民との交流発展を意図

して計画された 。

工場敷地の東端に、既存の木造 2 階建の

旧社宅を撤去して建 てられたこの独身寮

は、男女合ｾＭｪＭ 670 余名を収容し、共用紙{

をはさんで男子棟、女子相I r が並列してい

る。共用棟には娯楽室、喫茶コーナ一、

会議室などが設けられ 、そ の使用は 向治

会の自主運営の下に男女が共用すること

になっている 。 自治のもつ権利と義務を

日常生活を通して体得していくことが目

的である 。

工場がその周辺に及ぼす173響についての

問題がクローズア ップされている今 日、

工場施設の鐙備が周辺環境の再開発にも

つながるように意図されたこの計画は 、

JI寺代の方| 古! といえよう 。

建設に当っては当社開発の O V H工法と

P C版を採用し、騒音の少い現場とする

ことが出来た 。

近くを流れる宇治川のみずみずしさに因

んで、朝霧寮と命名された。

ユ こ チ カ 宇 治 工場独 身寮

朝 霧 寮

設 計 施 工 大 林 組



悪くなる。 ｉｾｴ 水 ，Ｇ， の イ ｔ 機物は、物ｊＢ ｉ ｉ 的、化Ｇ手 ｦ ド ｪ Ｉｊ 法で

“ 自 然 の 浄 化 カ を コ ン パ ク ト に 加 速 し た "

(6)生 物 純 類 が 多 い た め 、 IJ ; {7K B  0  D 負 荷 変 動 は 、 ほ と ん ど 除 去 で き な い も の で 、 n然 が 本

ｾ，Ｎ ｮ ぉ ｳ ヨ
シ ス テ ム ズ

に Ijrt l l.、 。

(7)パノレキ ン グ の よ う な 'ι 牧/[I(J なトラブノレがな

散水泡床による 高度処理システム 特 許 5 件 出 願 中 い。

; 1 < もっている自 f争 作 用 に よ ら ざ る を 仰 な か っ

た 。 水質汚 ｩｾｾ が問題になるまではこの白然界

の ｦＱ ｾ ｮ ｊ と ｬｩｴ Ｗ｝ＧＨＮ とのノぐランスカずうまくとｴｌて ｌ 、

(8)袋紫除去対策がI l f能である。 ZZ栄 養 化 の 似 た が 、 そ 1し が き か な く な る ほ ど 水 が F与されて

囚 で あ る N に対する) : J . ! . ( l i ll が 今 後 す す ん で く る 。 き た わ け で あ る 。

11 本 ペ イ ン ト の 水 処 刈 エ ン ジ ニ ヤ リ ン グ 部 繕 造 と 機 能 この点にお Ｑ Ｑ し、 Ｕ つの ｲｾＧｾ J. : f なシステムに

では、このはど! l f - 公' 1 ' 1: バ ク テ リ ア を う ま く ヰIJ 在 来 の 活 性 汚 泥 法 L 、 生 物 利 j 日 に よ る 浄 化 ま と め ヒ げ た の が 、 同 シ ス テ ム ズ で あ る 。

川 し て '1，ミ物的に廃 水 の 処 迎 浄 化 を お こ な う 、 で あ り 、 ズ ー グ レ ア と H乎ばれる紺1菌 の 集 合 体 なお、 'lil 内 特 許 5 件 を 山願 ，'， である 。

ニ y ペ ナ イ ヤ ガ ラ ・シ ス テ ム ズ を 1)，1発 し た 。 が 浄 化 の 主 役 で あ っ た が 、 こ の 方 式 で は % 以 活 性 汚 泥 法 と の ち が い

当主l で は 、 す で に 「 ハ イ ド ロ X
j

ほ か 数 雌
の 変 化 や 流 入 廃 水 の i創 立 に よ っ て 一 夜 の う ち 何l シ ス テ ム ズ も 活 性 汚 泥 法 も 、 と も に 生 物

の 水 処
Jl 11シ ス テ ム を 発 表 し て お り 、 独 n の l売 に処坦l が で き な く な る ( パノレキング現象) な を 干IJ 川 し て 廃 水 を 浄 化 す る も の で あ る が 、 生

水 処J噌に閃寸る技術と設仰の1 ) [. 1発を. i i f i めてお ど 、 そ の コ ン ト ロ ー J レ が 極 め て 厄 介 で 、事 川 物 肘 には キ11当 のi主いがある 。

り、水処Jl11に|則す る 当 社 の 技 術 水 準 は 傾 め て 日 の技術者による脱税が必嬰て' ある 。 と い っ た 活 性 汚 泥 法 が ほ と ん ど ズ ー グ レ ア の み に 処

い。 今 |叶 のナイヤガラシステムズの処. 1 " 11結 決 問 題 点 が 少 く な か っ た 。 J l I1を 依 存 し て い る の に く ら べ 、 |口j シ ス テ ム ズ

は ＧＱ Ｚ｟ ｲＮＱＧｪ ｉｙｾ 水、食品 ｉｾｾ 水、工場有機廃水を問 ｪ わ ナ イ ヤ ガ ラ ・シ ス テ ム ズ は ズ ー グ レ ア の 他 ではそのほか将司の後生動物が也必、しており、

ず シ ス テ ム の 選 択 に よ っ て B O D他 5 という に も 椛 々 な 後 生 動 物 が 生}::J. し て 、 極 め て 強 力 と く に 活 性 汚 泥 法 で は パ J レキング: f J . ! . 象の原因

1常災 (I(J な 純 化 む 可 能 と す る 多 く の 特 i止を備え に働き 、外 的 変 化 に 対 し て も 刈 し 、 安 定 性 を 示 と し て 嫌 わ れ る 糸 状 菌 も 、 問 シ ス テ ム ズ で は

ている 。 めす。 か え っ て 日l Z処 思 ( B 0  Df也2 0 P P  M以 下 に

ナ イ ヤ ガ ラ ・ シ ス テ ム ズ に よ る 有 機 系 廃水 の ー・・圃......... 純イじさせることをとくに ｉｾｾ 水町百 ｊ 以山Ａとし、

高 度 処 理。

o T F B シ ス テ ム

ラ ン ニ ン グ コ ス ト が 法 ー く あ が り 、 あ ら ゆ る

イ了機脱水にi i &川 てJ きる 。

fU!. 1こ o T F F シ ス テ ム o T F H シ ス テ ム o T

F A シ ス テ ム O T F S システムカeあ り ま す。

特 長

Ｈ Ｑ Ｉ 維持管Ｎｦｉ ｉ Ｑ が簡単 。 操作や ｦ￁ｾＺＺ Ｇｆに ｾｉ ｊＮ門家が不

ｾである 。

(2).1:1':: ;1止のため、 4火いスペースでよ、、 。 1IE米 の

5 分 の 1 .ji 'E_1立。

(3)込1 f 松コストが安い。

(4 )f品釈 7K が 不 姿。 活 性 汚 泥 法 の 』必ず半(;;1:， .般

に ｉｾｾ 水 を Ｑ ， ｏｏｏｐｐｍ 以下に柿釈せねばならな

い が いl シ ス テ ム は ダ イ レ ク ト で よ L 、。

(5)季 節 変 化 に 対 し て 安 定 し て い る 活 性 汚 泥 法

の場介は、会 ｜Ｎｮｾ 7 ・C 以下では極端に処. f I I1性 が

T. F. B システムに よるフロ ーシー ト

8 0 0 200 p p m 

N H， N  1 5 ppm 

20  

No ' ナ イ ヤ ガ ラ 焔 N0 2 ナ イ ヤ ガ ラ 熔

8 0 0 1 0- 30  p p m 

N H"  N  1  p p m 

No  1  / ( イオフ ィJ レタ ー No 2/ ' ( イオフ ィJ レター

起理水

B OD  5 p p m以 下

N同 - N 1  p p m以 下

う ) にイT川 な 閣 と し て 似 わ れ る な ど が 大 き な

午、!礼えとし、える 。

廃 水 別 適 用 例

ｴ＾生活廃 水 Ｈ 工場生活 ｉｧｾ 水、Ｇ下校 ・ｪ｜ 務所 ＱＱ￨Ｗ ｋ 、

ホテノレ ・旅 館 、 保 養 所J泥 水 、 給 食 セ ン タ ー l泥

水 、 レクリェ ー ション崎設脱水、住宅 ｉｧｾ 水、

引引先行機廃水、研究所l泥 水 )。

t >食 品製 造 廃水 ( 水路) ) 0 工製品 l泥 水 、 食 肉 加

一製品 Ｑ Ｚｩ ｾＷｋ 、乳製 品 廃水、 ＼＼ｩ jl 卸売水、 h'ii ，京飲

料 水 製 品 防水、: J ; Rー実力日工 製 品 lit 水 、 製 め ん ・

製 ＪＧｾｾＷｋ 、阪泣 品 製 ｩｩｴ 廃水 Ｉ。

t > 有機系工場廃水 ( 主主袋工場l泥水、クリ ー ニ

ング業! 泥水、化紘品 製造脱水、; t ; ' パ ー J レl泥水、

化学工場 有 機系 ＱＱｾ 水、廃安Ｗｋ Ｉ。

。
. 司

。。
.。

，、 。 。

や

美 し い 環 境 づ く り を め さーす

水 処 理 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 部

大 阪 大 阪 市 大 淀 区 大 淀町 北 2 丁目 1- 1

干 531 06 (451 )  5051  

束 点 点 京 都 品 川 区 商 品 川 4 - 1  - 15 

干140 03 (474 )  1111 



4 矢崎実験ソーラハウス 1号( 太陽熱利用

冷・暖房システム)の 見 学 会

現在、世界の先進国においては 、 っきることのない莫大なエネル

ギーとして、太陽エネルギーが注目をあび、太陽炉、太陽電池、太

陽熱発電など の技術開発が進められています。

ここセンターハウスでも、約500耐の屋 根 に 、 ほ ぽ一 直:の大きさ の

集熱器を 255枚敷き つめ、太陽熱をエネルギ ー とした冷 . 1暖房 実験を

行 っています。 その規 模 は 世 界ー といえるも の です。

今回は 矢崎絵、業株 式 会 社 ・朝 日 新 聞 社 の ご厚立により 、朝日〈ず

は住宅展示場セ ンターハウスでの く太 陽 熱〉 冷 ・暖房笑! 殺を見学す

ることになりました 。 多数ご参加l下 さい。

日 時 8 月30 日( i ) 集合 14: 0か→解散 16 目。。

集 合 場 所 〈ずは住宅展示場センターハウス入口 - 目標会旗、京阪

定

L>.  

:z:;: 

申

電 鉄 淀 屋 橋 よ り 急 行 電 車 ( 15分 間 隔 発 卓) → 〈 ず は 下 車

( 片 道 150円 ) 、徒歩南へ5分。交通貨は各自ご負J旦願います。

員 30名 ( 会 場 が 狭 い ため )

費 200 円 ( 資 料 代 等 )

込 往 復 は が き に 限 り ま す。 はがきは 1 人に 1枚 |浪りとし 、

氏名 ・勤務先名 ・連 絡 電 話 番 号 ・返信用宛名 ・郵 便 番 号

を記入し、 「矢崎実験ソーラハウス 1号 見 学」 と明記の上

8 月21 日嗣までに建築協会事業謀へ。 ただし定員を超過

したときは抽せんにて決定し、お安[1らせいたします。

4 j毎とレクリェーショ ン

一 一 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 施 設 を 考 え る 一一ー

( 大阪府青少年海洋センター)

週 休 2 日制 の普及に代表的にみられるように 、私た ちの生活の 中

で余暇のもつウエー卜が増大し、この余暇をいかに過ごすかとい っ

た問題が注目されるようにな ってきました。

このような状況の中で、私たち建築にたずさわるものが、余暇と

深くかかわりのあるレクリェーション施設について考えてみること

は意義のあることと思います。

今回は最近オープンした大阪府青少年海洋センターを見学すると

ともに余暇とレクリェーション施設についての談話i と討論の場を持

つことにしました 。 多数ご参加l下 さい。

日 時 9 月 6 日 出 集 合10.40→ 解 放 17. 00 ・雨天決行

集合 場所 南 海 屯 車 「淡輪」駅改札出口 付 近 ・目標会旗

〔参考〕交通貨は各自負担のこと ( 難 波 → 淡 輪 、 片 道280円)

難 波 発 9.20(和 歌 山 市 行 急 行 乗 車) → 途 中 「尾 崎」 で普

通 に 来 替 え → 10. 12i炎輪着

難 波 発 9. 40(和 歌 山 市 行 急 行 乗 車) → 途 中 「尾 崎」 で普

通 に 釆 償 え → 10 . 387炎輪着

講 師 大阪府企回苦11青 少 年 対 策 課 主 幹 井 上 都 宏 、 弘 氏

J反合建築研 究所 大 阪 事 務 所 取 締 役 太田隆信氏

定 員 50名

会 費 800円( センター使用料 、昼食代、そ の他. 7] IJ に補助あり )

行 程 1l. 00→ 12 . 30講演 「余暇とレクリェーショ ン」 井上高11志 弘 氏

12 .30→ 13 .30昼 食 ・休 恕 ( 自由行動 )

13. 3か→14 .30講演 「海 洋 セ ン タ ー に つ い て 」 太 田 隆 信 氏

14 . 3か→16 . 30見学 及カ ッター講 習 会

16 . 3か→17 .00講師とともに懇談会

17 .00 現 地 に て 解 散

申 込 往復ｾ Ｚ ， ｉｩ Ｚ に ｼ 根ります 。 はがきは Ｑ 名に Ｑ 枚限りとし、氏

1， . 勤務先名 ・年 令 ・連 絡 電 話 番 号 ・返信用宛名 - 郵 便

番号を記入し、 f ifit とレクリェーション (l )J と明記の上 8

日 本 建 築 協 会 会 告一一一一一

月28 日嗣までに建築協会卒業課へ。 ただし定員を超過し

たときは抽せんにて決定し 、お知らせいたします。

・ 青 少年海 洋セ ン タ一 概 要

所 在 地 大 阪 府 泉 南 郡 岬 町 淡 輪

建 築 主 大 阪 府

設 計 大 阪 府、坂倉 建 築研 究 所

規 模

宿 泊 管 理 棟 R C造 6 F 建 築 延 面 積 5，627 m'

集 会 展 示 棟 S R C造 3 F (  1 音114 F )  建 築 延 面 積 18 ，083m'

総合ホールそ の他 R C 造 1 F 建 築 延 面 積 813m'  

(備 考) 当日好天の場合はカ ッターの講習会をいたしますから軽装

でご参加下さい ( 参 加 は 自 由 で す )

4 大 阪 駅 前 第 2 ビ ル の 見 学 会 ( 第 1 回)

( 大阪駅前市街地改造事業第 2 棟新築工事)

大阪市では市街地改造事業として、大阪駅前に第 1 ビルより第 4

ビルまでの大 型 高 層 ビ ル の建 設 が 計 画 さ れ 、第 1 ビルは去る昭和 45

年 に 完 工 し 、 現 在 第 2 ビルが建設中であります。

この第 2 ビルは地下 1 ・2 階と J也」ニ1 ・2 階に広告m、地上 3 階から

16階までは事務所等の用途として計図されています。

当工事の見学会は躯体工事と仕上工事について 2 回を予定してお

りますが、今回は継体工事の見学会としてA区体の概要が見れる 11寺期

をiきんで企画したものです。 見学H寺には地下 4 階の地中梁施工中、

地 上1611皆の鉄骨建方を完了した 11寺点になると予定されます。

躯体工事関係に関心をお持ち の方 の参加をお待ちしております。

日 時 9 月27 日 出 集 合14 : 0か→解散 16 :  00 

集 合 場 所 大 阪 市 北 区 曾 根 崎 上 4 丁目 50

同上ビル共同企業体工事事務所前附近 ・目標会旗

〔参考〕 国鉄大阪駅前から広い通リを南へ 200 m友 fWJ

定 員 40名

L>.  

:z:;: 

申

費 200円

込 往 復 は が き に 限 り ま す。 はがきは 1 名に 1 枚| 浪りとし、

氏名 ・勤務先名 - 役 峨 ・述 絡 屯 話 番 号 ・返信 用 宛 名 ・郵

便番号を記入し、 「大 阪 駅 前 第 2 ビル見学」と 明記 の上、

9 月16 日( 刈まて寸こ建築協会事業課 へ。 ただし、定員 を超

過した H寺は抽せんにて決定の上お知らせします。

工 事 概 要

事 業 主 大 阪 市 都 市 再 開 発 局

設計監理rr 大阪市都市 ｊｾＮｉ［ ｦＮ ｊ 発局

株 式 会 社 安 井 越 築 設 計 事 務 所

地 工 ｧＨｾ 池 ・ 奥村 ・ 銭高 ・ 松村共同企業体

総築と社会/ 1975年 8 月号 21  



一 一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

所 在 地 大 阪 市 北 区 曾 根 崎 上 4 丁目 50

地 域 地区 商 業 地 域 ・防 火 地 域 ・第 10種 容 積 地 区 ・高 度地 区 ・

大 阪 駅 前 市 街 地 改 造 事 業 計 画 区 域

面 積 敷 地 面 積8，892m' 延 床 面 積 103 ，746m'

高 さ 軒 高 56 .750 m 最 高 68. 500 m

構 造 基 礎 R C造 ピ ア ー 基 礎

地下 及 地 上 1 ・2 階 S R C造

地 上 3 階 以 上 S  造

外 装 ア ル ミ カ ーテ ンウオール

工 期 着 工 昭和 49年 4 月 竣 工 昭 和 51年 5 月

4 沖縄海洋博建築写真集申込受付

詳細前月号会告欄参! 問。会員特価 ￥2，600 ( 送料 別 )

病院建築に関する研修会( 普通コース) の開催

主 催 日本建築学会近鍾支部、日本病院建築協会

後 援 厚 生 省、文部省、建設省

日本建築協会、日本建築士会連合会、日本建築家協会ほか

と き 昭和 50年 9 月 12 日幽、 13 日出

ところ 大阪科学技術センタ一大ホール Ｈ 大阪市西区切 Ｑ 丁目 ＱＱ Ｘ 初 公附Ｊｾｴｊ古Ｉ

青年技術者のみなさまヘ

「建築と社会」昭 和50年 11 月号の

「第22回青年技術者特集号」の応募について一 一

日本建築協会誌「建築と社会」は毎年「青年建築家特集号」もしくは

「青年技術者特集号」を企画し ，すでに 21固にわた って優秀な青年技術

者を紹介してきました 。今回も r青年技術者選衡委員会」を設けて，

選衡の上掲載することにしてお ります。

その選ぶ分野も ，設計だけにかぎらず，都市計画，構造，施工，設備

など を含み，それぞれの分野から，優秀な青年技術者を選んで，その不

断の研究努力とすぐれた業績を「建築と社会」に掲載して顕彰すること

にしております。

ついて は，下記応募規定を参照の上， ふるって応募されんことを /

応 募 提 出 規 定

l .  応募される人は満 35オまでの青年技術者であ って，本会会員に|浪る

こと 。

2.  原則として，本会会員であるすいせん者を 通 じて応募のこと。すい

せん者は被すいせん者( 青年技術者 ) の勤務する組織の上司なり上長

であること。すいせん者が学校教官であ る場合はこの限りでない。 ま

た本人が組織の代表者である場合は自せんとする 。 ( すいせん用紙は

事務局 にありますので，ご請求ください)

3.  応募者は ，設計，計画( 都市計画など) ，施工，構造，設備，そ の

他の分野にあって，なしとげたす ぐれた笑績につい て，すいせんをう

け，下記の所要の資料を本会に期日までに提出すること 。

4. 提出された資料は 「青年技術者選衡委員会」にかけて選衡する 。

5.  r青年技術者選衡委員会」 において選衡されたものは 「第22回青年

技術者特集号 J (昭和50年 11月号) に掲載するととも に，記念 品を贈

呈する。

6.  提出資料

(1) 略 歴

本人の氏名，生年月日 ，最終学歴業歴，作品目盛歴など

2 2  

プログラム

・第 1 日 ( 9 月12 日) 9.30- 16 . 30 

1  . 病 院 機 能 の 発 展 と 近 代 化 / 吉 田 幸 雄 (聖7
1
) アンナ医科大学客員教授)

2 . 地 域医 療 ・地 域 計 画 / 青 木 正 夫 (九州大学工学部教授)

3. 全体計画/ 石丸健雄 (病院管理研究所建築設備部長)

4 . 設計者のための病院設備計画/ 高野重文 (高野重文建築事務所長)

・第 2 日 ( 9 月13日) 9. 30- 16 .20 

5  外 来診療音[1 ・病 棟 / 池 田 有 隣 (京都工芸滋雄大学教授)

6 . 手術音[1 ・中央材料室 ・1 C U/ 西 野 範 夫 (田中西野設計事務所長)

7. 放 射 線 部 ・検査音[1 ・ 薬 局 / 柳 沢 忠 ( 名古屋大学工学部教授)

8. 事 例研 究/ 栗原嘉一 郎 (筑波大学芸術学系粉受)

定 員 400名( 公開 ・一般 来 聴 歓 迎)

会 費 参 加 賀 5，000問、資料費 1，500円

申 込 方 法 下記要領で申込書を作成記入し、返信封筒 ( 20円切 手貼

付 の上 ) を同封し、現金書留により会費を添えてお申込

み下さい。 ( 申込昨要領については申込先にお問い合わせ下さい)

締 切 昭和 50年 9 月 5 日樹 (定nになり次第締切)

申 込 先 日本建築学会近畿支部事 業 係 宛 ( TE L 06- 443- 0538)  

なお、東京においても 、病院建築に関する研修会( 普通コース) を

昭 和 50年 9 月 5 日幽 ・6 日出全社連会館 5 階大会議室( 東京) で開

催 し ま す。

(2) 選衡資料

( i ) 建築設計の場合

鮮明なる写真，主要平面図，概要，設計要旨，その他応募者の

業績を 審査するに十分な資料

( ii ) 計画の場合 (都市・地域の計画など )

計画図，計画要旨，その他上に準 じた資料

( iii ) 施工，構造，設備の場合 (そ れぞれの設計計画なども含む)

上に準じた資料

( iv ) その他 (新材料開発，著作などを意味する )

それぞれにふさわしい資料

(3) 青年技術者としてのことば

青年技術者としての抱負 ，考え方，信念，建築観等々 (400 字てい

ど) 。

(4)  すいせんのことば

原則と して ，す いせん者によるすいせんのことぱ( 120 字ていど)

を添付のこと 。 自せんの場合は不要。

7.  提出期間 昭和50年 8 月29 日

8.  提 出 先 大阪市東区北浜3 - 37 ⑤ 541

日本建築協会「青年技術者選衡委員会」

9  青年技術者選衡委員会 (50年度 )

委員長 松 村 康 三 (浦辺生Il 築白J'; 務所取締役設. r ! 室長 ー編集委只民 )

委 員 川 崎 清 (大阪大学教授)

片 倉 健 雄 Ｈ 近畿大Ｇ下助教 ｪｾ Ｉ

大久保 昌 一 (大阪大学助教佼)

石 |刻 m 夫 ( 環』克鮒lii センタ 代表取締役)

五十嵐 定 義 ( 大阪大学教佼)

前 川 陽 一 (村野森建築 'Ji 務所)

中 村 桑 ( 日建払r ! - J主11ii 部氏)

島 田 和 治 (竹中工務 J，ti ，N: 1' i1部長 )

山 口 安 男 ( 日雄投J十段底部長 )

林 正 一 (大成建設建築部長)



[ あらゆる山γ レ の 企 画 に 挑 むT P P A N-

社 会 が 拡 大 し 複 雑 化 し て く る に つ れ 、 企 業 活

動 も 単 に 一 面 的 な と ら え か た だ け で な く 、 社

会 心 理 学 ・文 化 人 類 学 ・ 人 間 工 学 な ど 広 く 学

問 の 成 果 を 取 り 入 れ た 多 面 的 な ア プ ロ ー チ が

. マ ー ケ テ ィ ン グ 部 門

企 業 の 販 売 活 動 が 却I}*的 に 展 開 さ れ

るためには、あらゆる動向に立脚して

い る こ と が 大 切 で す. そ こ で7 ーケ

ティング苦11門 は、セールス ープ ロ モ ー

ション、商品開発などに必要な、あら

ゆる fJI 報の収集と捌査、分析、 宮十回

をf T ないます。

. ア イ デ ア セ ン タ -

7 ーケティング活動に基づいて、各種

広 告 キ ャ ン ベ ー ン 企 画、セールスプロ

モーション企闘の立案から、パンフレ

y ト、 P ｒ ｾ 在、ディスプレイ、パ ｹ ケ ー

ジ 、 ノ ベ ル テ ィ な ど の 企 画 、 製 作 を

行 な い ま す.

必 要 に な っ て い ま す 。 そ う し た 時 代 の 要 請 に

応えて、 トッパ ンの 企 画 制 作 部 門 は 印 刷 を 軸

に あ ら ゆ る 媒 体 を 一 体 化 し 、 新 し い 社 会 ・企

業 ・生 活 環 境 づ く り を 目 指 し て い ま す。

- ト ー タ ル メ デ ィ ア

人 IHI 活 動 、 販 売 活 動 の す べ て の 空 間

をメディアと L て と ら え 、 そ の 総 合 的

な 企 聞 と 開 発 を お こ な い ま す。 各 界

一 流町頭脳をJ j ; め、環境開 発、 C 1  

計図、映像、似し物、流行開発などの

企 画 立 案 、 制 作 、 笑 施 を 担 当 し ま す.

. そ の 他 の グ ル ー プ

以 上 町三 つの苦111" 1に は 、 そ れ ぞ れ 協

力 チ ー ム が 組 織 さ れ て い ま す. 専 門

分 野 の ア イ デ ア と テ ク ニ ッ ク を 駆 使

して、 一 体 と な っ た 創 造 活 動 を 展 開

します.

凸 版 印 刷 株 式 会 社

2 3  



ピロゥZIII ド を 用 い た 防 水 層 の 耐 亀 裂 性 が 実 証 さ れ ま し た 。

完 全 な ア ス フ ア ル ト 防 水 /

製 品 は 歴 史 と 品 質 を 誇 る 日 新 工 業 株 式 会 社

施 工 は 技 術 を 車 越 す る 日 本 ア ス 組 合 員

仕 様 は 責 任 と 保 証 の 日 本 ア ス 仕 様

2 4  

ビ ロ ウ ェ ル ド を 用 い た 防 水層 の 断 面 ( 長 手 方 向 )

ビロウヱルド

S P ビニロ ン

ルーフイング70'

防水層浮上がり

下地亀裂

空気層

/  

日 新 工 業 が 永 年 の 研 究 に よ っ て 、 そ の

結 晶 を み た 特 許 ス ト ラ イ ブ 工 法。

ビ ロ ウ エ ル ド は 絶 縁 率67% ・密 着 率 33

% という微妙なノてランスで、理想、の防

水 効 果 を 発 揮 し て い ま す。 ア ス フ ア ル

ト 防 水 の 伝 統 で あ る 密 着 工 法 を 生 か し

た 絶 縁 工 法 ・ス ト ラ イ プ 工 法 は 、 ス ト

ラ イ ブ の も つ 空 気 層 が 、 下 地 の 動 き か

ら 防 水 層 を ガ ッ チ リ と 守 り フ ク レ 圧 力

を 分 散 さ せ ま し た 。 しかも、 7t / が と

い う 接 着 力 が 風 圧 に も ビ ク と も し な い

防 水 層 を 保 守 し て い ま す。

. ビ ロ ウ ェ ル ド の 貼 着 状 況

ビ ロ ウ ェ ノ レ ド を 防 水 の 最 下 層 に 使 用 し

た 場 合 、 下 地 と の 接 培 は 、 ビ ロ ウ ェ ノ レ ド

の 凸 部 の み が貼 付 け 用 ア ス フ ア ル ト で 下

地 に 接 培 し 、 凹 部 は 下 図 の よ う に 浮 き 上

っ た 状 態 に な り ま す。 そ の た め に 、 下地

に 亀 裂 が 生 じ て も 、 そ の 力 を そ の ま ま 防

水 j習 に つ た え ま せ ん の で 、 防 水 層 の 耐 下

地 亀 裂 抵 抗 性 に お い て 、 卓 越 し た 性 能 を

発 揮 し ま す。

. ビ ロ ウ ェ ル ド の 下 地 応 力 の

分 散 性

防 水 下 地 に 亀 裂 が 入 っ た 場 合 、 防 水 層

の 強 度 が 、 貼 菊 ア ス フ ラ ル ト の 明断 剥 離

強 度 よ り大 き い と き 、 下地 亀 裂 附 近 の 防

水 層 が あ る 幅 に わ た っ て 浮 き 上 が り 、 応

力 が 分 散 さ れ 、 ゼ ロ ス パ ン の 伸 び が 回 避

で き 、 防 水 層 の 破断 は 起 き ま せ ん。



ー ナ

1 ' ( 疑なと' の投稿を 』づけちしておリます
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遊戯施設に関する告示について

遊 戯 施設は; ! J f 動 を伴 う 工作 物 で、 主fi !矧 が非' ，:_; : ，' に多〈、主として 兇 堂、 幼 児 が利 用 す る も の で あ る た

め 、 安全 」 二 、五 ￟ 行Ｇｲ￬ＧＮｬＡｬＡに依存する聞が非 Ｇ ｪ ［ ｾ Ｇ に大きし、。遊 戯 施設に ｼ刻 する 現 行の令 第 Ｑ Ｔ Ｔ 粂の ［ 総 定は安全

を確 保 す る た め の j 位低 の ol J i 単を定めているが、近年、 逆 行 管 哩II 上 の 欠 陥 に 起 因 す る 事 故 が 発 生 し て い

ることか ら 、五 ￟ 行竹珪 ｉｉ という人 的 要 素 に 依 存する 古 Ｑ ｜ 分をできるかぎ リ ｈｉ ｾｩ 主上の姶世に 世 き答えること

も 必 婆 で あ る と の 観 点 か ら 、 本 告 示 が 制 定 さ れ た も の で あ る 。 ( 大 阪 ，Ii ill 築局主Il 築指持部瀞査，j ! 小 林 健彦 )

建 築 基 準 法 施 行 令 の 規 定 に 基 づ き 遊 戯 施 設 の 安 全 上 必 要 な 基 準 を 定 め る 件

第 一 、 主 索 、 鎖、 綱 車 及 び 巻 胴

一 士 2FEは 、 次 に 定 め る 椛 ii E と し な け れ ば な ら

な L 、。

イ 日 本 工 業 規 格 G 3525 ( ワ イ ヤ ー ロ ー プ )

- 1973に迎 令 す る こ と 。

ロ 直 径は、 10 ミ リメ ー トル ( 巻目同 式 の 駆動

4主fE に )1-1い る 主 索 にあ って は 、 8 ミ リメ ー

トJ レ) 以 上 と す る こ と 。

ハ 2 本 以 上 と す る こ と 。

ニ 端部は、 一 本 ご と に シ ン プ ル を 使 用 し た

7 リ y プ 止 め ( 三箇 所 以 上止 め る 方 法 に 似

る。 ) そ の 他 こ れ に 献 す る 方 法 に よ り繁 給

す る こ と 。

二 事 ｾｾ ( 客席古1¥分 を つ る も の 又 は 駆動 装 訟 に 片l

い る も の に |似 る ) は 、 次 に 定 め る 精 進 としな

け れ ば な ら な い 。

イ 日 本 工 業規 格 B 1801  (伝 助 用 ロ ーラチェー

ン ) ー 1970の 呼 ぴ 番 号 60以 上又 は 日本 工 業

規 絡 F 2106  ( 船 上一 般 チ ェ ー ン ) ー 1958

の 呼 ぴ 後 16以 上 に 迎 合 す る こ と 。

ロ 2 本 以上 とすること。

ハ 端 ff lSは、 一 本 ご と に 鋼 製 留 金 具 に よ り 22

給 す る こ と 。

三 綱 Ｑ Ｑ ￯ 又はｾ ＮｳｉｬｬＧ Ｑ の直径は 、 主 索 の 直 径の Ｔ Ｐ 倍

以 上 と し な け れ ば な ら な い 。 ただし、 巻 m'l王に

の 駆 動 装 泣 に月れ、る案内 j羽の 治 III で あ る 綱 111

に あ って は、 20倍 以 上 と す る こ と が で き る 。

第 二 油 圧 装 置

?llJ 圧 式 の 駆動 装 置 に よ る i遊戯 施設 に は 、 次 に

定 め る と こ ろ に よ り、 ?III圧 装 世 を 設 け な け れ ば

な ら な い 。

一 れlJ l 1>ぞワー ユ ニ y ト ( ポンプ、 流 i.J: tlil]御 弁、

i差止 弁 、 安 全 弁 及 び 主 モ ー タ ー を 主 た る 構 成

要 素 と す る ユ ニ ッ トをいう 。 ) は 、 遊戯 施 設

ご と に 設 け な け れ ば な ら な い 。

二 プ ラ ン ジ ャ ー 及 び パ ワ ー シ リンダーには、

ス ト ロ ー ク の 両 端 となる {立世 に 、 そ れ ぞ れ ス

トッ J マーを芯t け な け れ ば な ら な い 。

三 庄 力 配 給ーには、有効な圧力 計 を 設 け る ほか、

地 長 そ の 他 の 渓立すJ 及 び 衝 撃 を 緩和 す る た め の

情 置 を ，講 じ な け れ ば な ら な い 。

第 三 安 全 装 置 等

遊 戯 地ili t に は 、 次 に 掲 げ る 安 全 装 置 等 を 設 け

な け れ ば な ら な い 。

一 込s' I伝1Jf.J始及 び巡 転 終 了 を 表 示 す る 信 号 裟 出

二 客 席 ms分 の えさ行速 度 又はP : J 1司速 度 が 、定' ，';:，

走 行 速度 OU，I在荷量を 作 用 さ せ て 運 転 す る 場

合 の 枇 向 走 行i率J立をいう 。 以 下 同 じ 。 ) 又 は

定 'l;:，円 周 速 度 Oi 't; 1在荷量を 作 用 さ せ て 巡 転 す

る場 合 の放 同 円 周 速 度 を い う 。 以 下 同 じ J を

超 え な い よ う に す る 装 也

三 ?Ih圧 式 の 駆動 装置t に よ る 遊戯 施 設 に あ って

は 、 次 に 仰 げ る 装 置

イ 遊戯施 設の 述 ［ ｉ ｾ 日 中 に 油 圧が ， ｗ￬ｾＭ に 増 大し

た幼 子子 、 自 動 的 に作 動 して 、 作 動圧 力 ( ポ

ン プ か ら の l比出 圧 力 をいう 。 ) が 、 定 絡 圧

( 昭 和50年 3 月31日遇 政 省 告 示 第558号)

カ ( 積 載 桁 重 と作 用 させて: i ! l i 絞して 使 mで

きる ｬｾ ｬＮＺ ｾ 圧力をいう 。Ｉの ＱＮ 25倍 を 趨 え な

い よ う に す る 装置

ロ ?rtl 温 を 筏 氏 5 度 以上 摂氏 60度 以 下 に 保 つ

た め の 袋 i丘

四 非 Ｇ ｬ［ｾ Ｇ 止 め袋 ｦ 丘 が 作動 した 場 合、 客席 にいる

人 を 安 全 に 救 出 す る こ と が で き る 位置 に 答 j応

部 分 を 移 動 す る た め の 手動 巡伝 装 世 又 は 右: 仰

に い る 人 を 安 全 に 救 出 す る こ と が で き る 通路

そ の 他 の施設。

ただし、 情 造 上 客席 にいる人が安全に道主総

す る こ と が で き る 遊戯 施 設 に あ って は 、 こ の

日以リ でない。

第 四 安 全 柵

遊 戯地; l l t には、次に定めるところによ り、 安

全 棚 をおt け な け れ ば な ら な い 。

一 安 全棚 は、軍事席 に い る 人 以 外 の 人 が 遊戯 泊

設 の 可動百1¥分 に 触 れ る お そ れ の な い {立 世 及 び

地 盤 l伺からの目玉さが 2 メ ー トノレ以上のプラ y

トホ ー ム を 設 け る 場 合 に あ って は 、 そ の 外周

に 設 け 、 か つ 、 そ の 高 さ を 110セ ン チ メ ー トノレ

以 上 と し な け れ ば な ら な い 。

二 安 全棚 は、 縦 概 そ の 他 これに実liす る も の と

し、 か つ 、 人 が 谷 易 に く ぐ り 抜 け る こ と の で

きなし、 総j f i : と し な け れ ば な ら な い 。

三 安 全榔 の 出 入 口 には、 tj :思 者 以 外 の 者 が 谷

易 に |刻版 す る こ と の で き な い 械 造 を 有 す る 戸

その 他 こ れ に 類 す る も の を 設 け な け れ ば な ら

な い

第 五 運 転 室

遊 戯 施 設の是正転室 は 、 巡;1去を 行 う た め に 十 分

比 通 し の よ い 位世 に 設 け、 か つ 、 人 の 乗 降 を 航

視 で き る 構 造 と し な け れ ば な ら な い 。

第 六 定常 走 行 速 度 等

ウォ ー タ ー ンュート 、 コ ー スタ ー そ の {也 こ

れらに ｾ ｩ する 高架 の遊 戯施 設の答 服 部分の定

'出走 行i生 皮 及 び軌 条 又 は 軌 道 の 勾 配 は 、遊 戯

施 設 の 都 知 に 応 じて 、 そ れ ぞ れ 次 の 表 に 掲 げ

る数 値 以 下 と し な け れ ば な ら な い 。

定7十; 走行速度
勾晶:

遊戯地設の観類 単 位 毎 時 キ

(単位11: )
ロノ ートル

(1) 地盤[ 前から客席部分までの日

さが 2 メー トル以上で、かつ、

40 

当該客席者11分が高低差 2 ノー

トル未満の軌糸をAl 干するむの

(2)1也盤[ 市から 客席昔11分までの JJJ

きが 2 メー トル未満で、かつ、

10  

当該谷l申告11分が日低差 2 ノー

トル未満の軌糸を走行するもの

(3)答! 市部分が、向低差 2 ノート

ル以上町軌条を走行するむの

で急激な万 IIrJの変化を i半うも

40  30 
の. 文は軌条を 11 しない高低

差 2 メートル以上の軌道を走

行するむ の

(4)客席部分が、向低差 2 メート

Jレ以上の軌条を走行するもの

て-( 3)に掲げるむの以外的むの

75  45  

ニ メ リー ゴ ー ラ ウ ン ド 、 鋭! 箆111、オ クトパス、

飛行 浴 その 他 これらに ｾ ｩ する ｬ 副 転 巡動 をする

遊 戯 施設 で 原 動機 を使 用 す る も の の 客 席 部 分

の 定 'j;:" 円 周 速 度 及 び傾斜恥h又 は 可 変 判l の 傾 糾

角 度 は 、遊戯施設 の 経 努l に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 次

の 表 に 掲 げ る数 値 以下としなければならなし 、

定常円周迷l立

傾斜fll );主

遊戯施芯の 随頬 単位 毎分

(ljllu:I !l' )  

ノー トル

(1)直接外気に 開放された椅チ

型的客席苦11分が主索により

360  

つるされ、かつ 、垂直軸の

まわりを回転するもの

(2)答服部分が主索によりつる

され、かつ、垂直紬のまわ

390  

りを 回転するもので、 (1)に

掲げる b の以外のもの

(3)客席部分が、垂直軸のまわ

リを回転するら ので、(1)又 200 

は(2)にぬげるむの以外のむの

(4)客席部分が水平紬のまわリ

13  

を回転するもの

(5)客席部分が閤定された傾斜

270  15  
軸のまわりを回転するもの

(6)客席部分が、可変軸のまわ

りを回転するもので、当該

550 70 
t; I市部分に作用する遠心力

が大きいむの

(7)客席部分が可変紬のまわり

を回転するもので、(6)にぬ 420  16  

げるもの以外のもの

第 七 構 造 計 算

遊 戯 施 設 の 椛 造 計 Z平を す る 場 合 に お い て 、 次

に主主める 桜 ，1在荷量 、 許 容 応 力 J主 及 び;lmJi' 1係 数 に

よ ら な け れ ば な ら な い 。

一 遊 戯 施設 の 客 席部 分 の鰍 11世祈 ill は 、 当 該i鐙

戯 施設 の 笑況 に応じて定めなければならなし、

た だ し 、答 !市音1¥分 の 極 対l に 応 じ て 、 次 に 定 め

る数 値 以上 と し な け れ ば な ら な い 。

イ 座 席 を 有 す る 客 Jf(; fil¥分 に あ って は、 一 座

l常につき 65 キ ロ グ ラ ム と し て 計算 した 数 値

( 小 児 専 用 の も の に あ って は、使 用 条 件 に よ

り当 該数 値 を 2 分 の 1 ま で 低 減 し た 数 他 )

ロ イ 以 外 の 客 席部 分 に あ って は 、床 面 積 1

平 方 メ ー トルにつき 370キロ グラ ム と し て 計

算 した 数 値

二 遊 戯施 設 の 次 的 表 の上 側 に仰 げ る 部 分 に 使

用 す る 材 料の 許 谷 応 力 皮 は 、 当 該材 料の I波書直

強 度 を そ れ ぞ れ 同 表 の 下州 に仰 げ る 数 値 で 除

した 数 値 に よ ら な け れ ば な ら な い 。

客席部分 6  

可動部分又は機織部分
4  ｾＨ脆性金 属 に

あって は， 10)

叩 を直接吋 附 抑 制l
4  

する柱又はは 1) コンクリ ー トの部分
7  

プランジャー、 ｾｉｊ ンダー又Ｑ［ Ｑ 圧力配管 4  ｾＨ脆性金 以 ｬ
あって は10) I  

油圧ゴムホ ス 10  |  

主索又は鎖 10  

三 遊 戯 施設 の 可 動 部分 の l主l定 事frill 又 は 椴 ，1長帯:1

重に来ずべき Ｇ ￭ｾ ｱｊ Ｚｴ曽係数 は、遊 戯地 訟の 種 類に

応 じ て 、 そ れ ぞ れ 次 の 表 に 掲 げる 数 他以 上 と

し な け れ ば な ら な い。

遊戯施設の極J:l i i明iJl i' I係数

第 6 の 1 の(1) に掲げるもの 1. 2  

第 6 の l の(2)に掲げるもの 1. 5  

第 6 の 1 の(3)又は(4)に掲げるむ の 2. 0  

第 6 の 2 の(1)にJ品げるもの 1. 8  

第 6 の(2)又は(6)に掲げるむ の 1. 5  

第 6 の 2 の(3)又 1;1(4)に掲げるむの 1. 3  

第 6 の 2 の(5)に掲げるむの 1. 2  

第 6 の 2 の(7)に掲げる もの 2_  0  
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新 幹 線 雑感

新 怜 紛 が I守 多 ま で|羽 通 し た こ と に よ り、3訟の放

郷の岡山の ｊ 也 から一つの駅名が ｩ Ｇｲｦｾかに ｩｬＧｩ えさり、

そ し て そ れ に 変 る 新 し い 駅 名 が 生 れ た 。 それは

な に か r Ｍｴ ｊｾ は ｪ ｩ ｾ ｪ え去るのみ 」 というち一必を思

い H-'，す 。 何 か 長 い I::I J 、 そ の J也Ji の j瓜 七 の な か で

人 々 に 可 愛 が ら れ て き た 文 化 の 小 さ な 拠 点 が

r ll <1 J  r 経済」という名の{ 圭 !; ! kによ って 食 い ち ぎ

ら れ た と い う 峨 な 気 分 に さ れ た の は 私 だ け で あ

ろうか 。

この、そこのけそこのけ新幹線が走るという! 必.

じ の な か で そ の ス マ ー ト な ' 11( 本に似た走り引を

し て い た の は 、 日 本 の 経 済 が 高 度 成 以 を し て い

たJV) 1¥¥) に す ぎ な か っ た の で は な い か 。 21世紀は

日本の世紀という 1'， の1 ! r物 認 の な か で め ま ぐ る

しく 励 き担 っ ていた経済 界 がイ ｬｩ ｬ ｬｬ ｾ ョ ｹ ク以米

の安定成長 ｊ ｾｊ に人ろうとする説花、 色 々な 問 題

を-t.lt l f ヵ、 It てし、る 。

盟量子寺とか公‘ I ［ｾとかい っ た 問 題が人々の ｈｉｊ でさわ

が れ て い る が 、 新 幹 線 の 公 害 と い う む の は liiJ ，む

のような物旦J! 的 な l市 ば か リ で な く 利 伸 (I(J な Ifjj の

万 が 多 い の で は な い だ ろ う か 。 岡 山 へ 数 年 前 に

こ の 新 幹 線 の H寺tBJ スケジューノレが持ら込まれた

H寺、 J れ誌なショ y クを受けたことをずt えている 。

その新しいＡｉｊｾ合でそれまでは阿山に州えるたび

に快っかしく IH) く こ と の で き た |河 山 弁 が{ii l か 不

1'1然なものと! 必じられ、そしてその駅予? とその

間 山 弁 と の リ ス"ムがかみ合わないままでいるイロI

か 鋭f! J 的 な主主四% を! 長じたむのである 。 今 H 、

)"1; え ってもそi L は lfli.リ |徐かi L るとい っ たも，'{< ( ーも

なく 、 逆にその ｾ 屯聞がＡ駅前日 ｊｩｬｬ まで拡が っ てい

る。

そのI也JJ で li っ て き た 言 訴 が 、 そ の j且L 仁の '1' で

滑 ら れ る こ と が 不 向 然 で あ る の は 何 般 で あ ろ う

か。 それらの坦J ! 吐l の 一 つ に 駅 周 辺 の 地 n封を合

め た 官 H¥) t的 成 が 点 点 の そ れ と 金 < 1古l じ下法で打1)

られた Y 告であるかもしれない 。 今 nの |珂山の周

辺を Jj;< ＼時、 ＱＡｾ ｆ，表情な Ｒ 長十 Ｑ ｙ をした Ｈ Ｑ をＩｊ［， ｾ ｉ ， ｊ とし

た 往 物 が 多 い 。 私 に は 「臼J と い う 色 が 色 彩 の

なかでいう 「 色 」 の ， Ｑ￮ｾ時に入るのかどうかは良

〈阿平か句ない 。 ニi L ;まであ った|向山という It!!. JJ 

の な か か ら 色 彩 を 取 り 去 り 、 そ の つ い で に 干HI:

.I' IUj ] そ の む の し 取 り 去 っ てしま った 脱 が あ る 。

地 ｊｊ 風土のなかで生れ ｦ￬ っ てきた純粋 Ｇｾｉ 唱の強い

読者の頁

上 谷 重 男

ージの育成を| 徐々に、その1 . 1;[:;さ か ら 見 え る 風 景

と 共 に 心 の な か で tjl ) り、目的I也に Jrj し、た 11寺、そ

の 心 の イ メ ー ジ と そ の 旅 の イ メ ー ジ と の お If[i 白

し、からみ合いがあ った も の で あ る 。 し か し 、 新

併 線 は こ の一 万 の 楽 し み を 取 り 去 り 、 目 的 地 の

みを 強 < ＺＱｾ そうとする 。 そして、その目 的地 が

よ ｰ Ｍ なる訪 問 ｉ 也にその ｬｾＱ 二部ちいるおそれがある 。

ｲｬｪｾｊ のイメージそれはどこかにおき忘れたも

の 、 そ れ は 経 済 の 流 れ で の イ メ ー ジ 変 換 で あ る

かもしi L なし、 。

文 化 と い う も の を 本 来 そ の H寺 代 に お い て 、 異 純

の 文 化 と の 衝 突 の 中 か ら 新 し く 生 れ ず ? っ てくる

ものであるかもしれなし、 。 し か し 、 そ の 衝 突 の

なかて¥その地) ; の純粋な土嬢のなかで生れずf

く ま れ て き た 地 J} の 独 自 性 ゆ え の他 の砲 鴛l のむ

の に 対 し て は 抵 抗 が 坊 い と い う 而 が そ の 存 伐 の

なかにおいて' 1 : . じてくるのではないだろうか 。

そ し て 、 そ れ は や が て 滅 亡 し て ゆ く と い う ill を

歩んで、ロ ｾｦ￭ に ｾｲＭ Ｂ，、た駅名の消失へと流れてゆ

き 、 そ の J也) J の 存 在 理 由 さ え も 依 端 に い え ば 消

え る と い う こ と に つ な カS る。

布、は新幹線が通 った ニ と に よ り 、 新 し い 地 方 独

自 の 文 化 が 生 れ て き た と い う Jl ¥¥なものを閉し、た

ことはなし、 。 何か新幹線公' ，' ; ' というと「騒背」

rt反動 J とい った物則的: な 1mば か り 色 々 と い わ

れ て い る が 、 こ の よ う な 納付l 的 文 化 而 公 害 の 万

が 以 外 と 多 い の で は な い だ ろ う か 。

これらの ‘ ｲ ｾ をゆ っ くリと々えなカピらそｩｌに ｩ 半な

っ たI也JJ 文f じめ存イE 、 そ れ ら を 巧 え て い っ て み

た い も の で あ る 。( うえたにしげお U 雄築企画室 )

むのが外米のあくの ｾｾｬ ' " 、むのに 1
1
1' し流され、そ サンフランンスコの jJ 了f'l

して jjl j えてゆく 。

あ の r  1' 1  J  と 「川 」 の JふVI，Jが、 j朕民 ¥L史lと: のなカか、てで也

づづf九し、てきた合 リ倣j並k の l旧UT11，が除々に、 そ し て そ の 頗

j立を平めなカずら「ホコリ J の 色 と 丸 を 強 め て い

る。 そ れ ら は 合 リlii の 風 土 の11¥向 性 が 人 の 4庄のな

か で ま む な く そ の イ j ー ジ は 全 く な く 立 ってし

ま う の で は な い た' ろ う か /

イF 米 総 に お け る 「旅 」 の な か に あ る も の 、 そ れ

は同 (I( ) j 也に" vi くまでの. i / ! ，l 位のなかにおいてイメ
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とぴある記

その (1) サンフラ ンシ スコ 森 田 茂 夫

年 の 瀬 の74年 12月28 日 企 に 羽 田 に I"J け て 11をび立

つ 。 タ JJ J  L ー0021必 に 来 り 、 サ ン フ ラ ン シ ス コ

に [IJ 川、 って，tJ凶 を出る 。 今 回 は 5 I交 自 の 海 外 旅

nて' あるカヘま ったく主ーにままな{ I Iil 人』長行 。 ノマy

クは 忙 し い の と 団 体 な の で ツ ア ー の 楽 し み が 半

減 す る の で 、 友 人 と 二 人 の ヤ ジ キ タ 珍 辺 rl: r とな

った 次 第 。 今 回 の 旅 行 は サ ン フ ラ ン シ ス コ 、 ロ

スアンジエノレス、メキシコ y ティ、アカプノレコ、

ハワイと ＱＶ 日 Ａ日 Ｉ ｦＮＡＮ て回る旅 。 まずｾ ー の訪 問ｊｪ也

の サ ン フ ラ ン シ ス コ へ II JJか う 機 中 で 、 サ ン フ ラ

ン y スコの観光ノレートを巧える 。 で き る だ け 安

〈 、 か つ で き る だ け 多 く の も の を 見 ょ う と い う

あ つ か ま し い 々 え で あ る 。 し か し 、 食 ・)'; ( / ) 時に

ビーノレとワインを 飲み 過 ぎ て 11民 く な り 、 結 局 は

シ ス コ に つ い て か ら 巧 え よ う と い う こ と に な る 。

そ う こ う し て い る う ち に 日 付 変 更 級 を 通 過 し て

シ ス コ に は 仰 の 9 時頃に必〈 。 シ ス コ の 飛 行 場

は 新 し い し 、 大 変 美 し L 、。 続出lへ行<. i l f i i l l ¥の上

に{ 欣迎などと ，I: : ¥，. 、てある 。 日 本 認 も 同 際 ;Hf にな

リ つ つ あ る の か 、 は た ま た 「 ノ ー キ ョ ー 」 さん

の MIJ 泌 物 か 。 心細 ｬ し、税関を Ｎｩｉｦｩ リ外へ ｈ ｾ ると

ハ ラ つ い て い た 小1・Il L い つ し か や ん で い た 。 し

ヵ、し、 tHるlニ( 立 t_Uたカヘさてこi L ; からどう えすi L

ぱ L 、し、か 。 タ ク シ ー に 来 れ I;Ci 丹しは 1ml ii.t..:' 

カどわ・もしろくな L 、。 さカイしま j つってタ"ワンタウ

ン 行 の 来 f斗ノ〈スに来る 。

約 30分でダウンタウンのパスターミナノレへ Af < 。

1 ドル 50セ ン ト の 料 令 を 払 い 、 自 分 の 荷 物 を し

っ て コ イ ン ロ y カ ー へ ほ う リ ニ む 。1! U、日本五IJL宅

の カ ウ ン タ ー へ 行 き 市 内 の 地 図 を む ら って 片 手

に f寺ち、おそろし L 、』反 juに チ ャ レ ン ジ す る 。 神

戸 っ F な の で 坂i立 に は な れ て い る つ も り で あ っ

たが、 !J . t { 主以上にきつい坂i庄の迎絞である 。 そ

の 坂 Jll を あ え ぎ つ つI也図を JT 下 に 「 こ の 通 リは

ブ y シュ .iIfi リ、あの通 りは ー」 と ひ た す ら 歩

き、' 与 』エをとる 。 日iil の1' 1:' は H寺差ポケでボヤーと

し て い る が 、 冷 た い j臥 に ひ や さ れ て 心 地 よ い 。

i(1 ったホテノレはピパリープラザホテル。 チ々イ

ナ タ ウ ン の ゲ ー ト の す ぐ li ii である 。 日航のノ、ィ

ロ y トやスチ ュ ワーデスと l百l じホテノレで便 利 が

良し、 。 食 ・) ' ; はら っ l; f らカフェテリア叩門 。 ラン

チは、 j! i : くのパーガーの府ですます 。 コイトタ

ワーやフィ '/ / ' ャーアンズウォーフ へ むす べ て

徒歩 。 ＷＷｾ ーにし来らず、ち Ｚ Ａ ｬ をとり Ｓｩ が ｉＢ ｊ

いた句食べ、ウインドーショ ｹ ピングをし、 ｉ Ｇｾ Ｂ

j市 を ひ や か す 。 お ど ろ い た の は 、 フ ィ ッ シャー

マ ン ズ ウ ォ ー フ で は /1レ 守ン 一 丁 で 日 な た ぼ っ こ

をしたリ、 ｩｊｾｪｬｬ て守本いでいる人がいることだ 。

ｹ スコといえばよ 在 京とほぼ同じ位の Ｊｊｾｊ Ｎ￦で、こ

ちらは' 尽くてプルフソレふるえているのに‘ p : ::，(な

阪で泳いでいる 。 そんな瓜 Ｑｾ Ｈ を 徽 佐 ｬ にエピのゆ

でた のや，(('，料思! を J マクついた 。 'J"ti リ辺では色々

な fj ，宅をよL て 回 ろ う と 思 い 、 あ ち こ ち で 立 ち ど

まり y ャ ッ ターを 押 す う ち に う す ぐ ら く な っ て

きたのて 訓 告 ＱＺＮｉ Ｉｪ 立をＺｾ、ぐ 。

シスコに日liイ( '1'は ず っ とそのような，VI，J (-。 しか

し 、 あ ま リ 外1. 1という欠はしなし、 。 ホ テ ル は 日

本認が. i I f i じるし 、一 般のh 5 もおちっし、た所が多

〈、あまり公を i史わなくてすん1 . . : ' せいであろう

か 。 さて明日 1;): ロスアンジェ J レスへ I"J かう 。

( しりたしげお 柴日] イ1 ノド主Il 築 事務所 )
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ニュース原稿を必 i韮りくどさい.

黒 川 紀 章 氏 を か ニ む 討 論 集 会 開 催 旧 堺 紡 績 会 社 の 調 査

さる 7 月 5 日 出 、 大 阪 商 工 会 議 所 、 国 際 ホ ー ノ レ 明 治 組 築 研 究 会 ( 代 表 ・柴 田 正 己 氏 ) は 、 堺 市 出

において、 吋 目 市 に は コ ミ ニ ュ テ ィ が 必 裂 か / 山町T2 - 189の 刷 新L紡 総 会 社 ( 説 、 将 削工 業 会 社 )

一一一 い ま コ ミ ュ ニ テ ィ を ど う 巧 一 え る H 一一一 』 の めるかレンガ工場を、建築士会背年昔日と ::11，1' 在した 。

パ ネ J レディスカ y シ ョ ン が U! 川 紀 江 氏 を 中 心 に . こ の 他 物 は 、 明 治 25年 に 堺 紡 納 会 社 と し て 他 て

新 池 袋 家 校 術 者 集 団 大 阪 支 持 品 、 大 阪 府 建 築 士 会 ら れ た む の で 、 赤 レ ン ガ 治 リの ノ コ ギ リL-i 似 の

・T年持11会 的 共11 1 i で聞かれた 。 ほか、洋 ｉ ｬ｜，の当 ｾＧ ｴ 江 戸斤、木 ＱＧ ｪ レンガ巡りや、ーフ

会{ 立、消r . i ! i の県 川 紀主主 l夫 の ス ラ イ ド 解説、 ;Wi- 7iI'( チ ン パ - j様 式 ) の tr hjI な ど 、 会 問 で も 数 少 な い

に つ づ い て 、 自 慰 矧 氏 ( 大 阪市 立 大 学 ) の 司 会 ｉＭ ｾ Ｚ ｬ＠ if i 中 JUI の 代 表 的怨 築 機 式が 残 つ て い る む の で

で 、 ハ ネ ラ ー の 向 田 持 氏 ( 新 波 大 阪 支 部 事 務 局 あ る か 、 日 本 住 宅 公 団 が 跡地 を 務Wi し て 住 宅 を

長 ) ｊ ニ谷重 男氏 Ｈ士会 Ｉｬｦ 年ｴＱ Ｑ ｾ 会常任委 只 Ｉ国末 他 殺 す る百 l' j i I j j を進めている 。

武ｾＮＧｪＮ氏Ｈ士会背年苦 ＱＱ 会 ｬ Ｎ ｉｕ 委以長Ｉよリ各々肉体 研 究 会 で は 、 堺 の 近 代 史 を 知 る t i: ιRな 泌 物 を ー

験よりＺｑｾ見がめべられた 。 また、会場には若い 日11で し 似 存 し 、 集 会 所 、 公 民 館 主 ど と し て 所 用

人 を 中 心 に 約 300 人 の 参加 があった。

カ ナ ダ . B C州 林 産 業 審 議 会

大 阪 事 務 所 開 設

カ ナ ダ ・ブ リ テ ィ ッ シ ュ コロンピア州、l林 産 業

私 議会 ( C 0  F  [ 、本音|レ ぐ ン ク ー パ ー 市 ) I立、

大阪を0 [ ' 心とする西日本におけるツーパイフ才

一 ( わ く 飢 壁 ) 工 法 の 技 術的 鰍 の 作 及 と 市 場 開 拓

をはかるため Ｎ大阪事務 所Ｈ代点 ・ 制 ｈ 泊二 ｩ ｬｾ 一氏

大 阪 di 点 区 京 椀 1 丁 目 28 - 3光発ビノレ 10 F 、-;-l l :話

94 1- 4708/ 9 ) を IJfI 設 し た @

阪 '10 ; 務所は、 H乍年 3 }-I に r;トl 設 し た 点 京 ! j '; 務 所

に 続 く も の で 、 西 日 本 の 住 宅 ， 辿 設 業 者 、 J幻十者

技 術 者 お よ び ユ ー ザ ー に ツ ー パ イ 7 ォ ー 工 法 的

技術的鰍 ・ 製品約報を従供し、市助 ＱＭ Ｉ ト ｈｾ をする 。

『正 し い H 形 鋼 構 造 の た め の 講 習 会 」

名 古屋 ( 9月 1 日 ) 大 阪 ( 9月2 日 ) 開 催

S問桃 泣 他 築 に お け る H I形鋼 材titi 的 特及は」押しく、

一 般処築から超 ｴｾｬｩ 宵におよび、なお ー 府 内効 製

作 ｊ な江主 ｾ ｩ ・ 地工が要望されている税枝、 ｈ 乍年末

日 本 鋼榊 泣 協 会 は f改新 町 デ ー タ ー を 縫 っ た 「 新

版 H J移 鋼 デ ザ イ ン ア ニ ュ " ? )レJ を刊行した。

今 同 ニ れ を 機 会 と し て 、 日 本 鋼 川 巡 協 会 主111，、

処設' ( i 愛知り ｉｾ 大 阪 府 ー名 古 屋 市 ・大| 仮 i l'i

( 社) 日本処築学会 ( 社) 日本位築協会の後般で、 H

ｉｦ ，＾Ｚｉ岡 ｾＮｭ Ｎ 巡のｊｬ ｬｬ ， ｔ￮ 命 ＨＱＧＱ 、 ｚ 足ドＺｊｪＧｴ ＨｉＧｊ ｉ 問 題山について向午，Ｉ見

す る と と む に、 ' A'fi HII.当- h の疑問に 1.ι え J . E しい

ｈ ｗ 三 ｚ 闘 ｴ ， ｙｴ Ｎｩ￟Ｚグ〉ヲ ｾｍ を即 ｩｊｩ うことを目白勺とした ｲ ｟ｩｅ

しい H I印 阿 川 巡 の た め の 昨 例 会 』 が4町内 I;{ 大

阪で，ｾ ｉ ｾ＠ 111可され、 1，)U I 、 参 加 者 を 募 っ て い る 。

IJfl fili 梨符i は 次 の と お り 。

・日 時 :r，" 干jせI也区 11召手[ I 50.{f三 9 n  1  11(/ 1) 

大 阪 地 区 昭 和50 -"1三9 月 2 円( 火)

- 時 間 9 :  00- 17  :  00 

- 会 場 : :r， I片Jii 地 区 名 銀 ピ J レホー J レ

大 阪 地 区 大 阪 科 学 技 術 セ ン タ ー

・対 象 : J疋 nlJ お よ び 1':' 公 庁 内 ill 築伐材:r -h

・受 携 料 : 9，600FCJ ( テ キ ス ト 代 別 )

・ テ キ ス ト : 日 本 鋼材』造協会編 r 新 版 H I防 阿 デ

ザ イ ン ア ニ ュ マ ル J ( ) L 出7，0001'J )

受 " ，YI -h' 6 ， 000円 ( 2  11廿以上む" T )

- 申 込 先 : I l . . f >: 鋼榊iiE協 会

干 100 千 代 IJ I区 丸 ノ 内 3 - 3 - 1

I斤 点 以 ビ ル 848 @ 03- 212- 0875(! り

・ 申 i b栴普匂7 因 。U{{ 利 50-'1'- 8 月 30 11

・題 目・ 檎 師 お よ び 時 間 害IJ ( 予定 )

9  : 00- 9  :30  '叉H ' I) 日会

9  :30- 11 :30  ，1干作応力皮肉々え方と応力 :n.n

坂 本 1I閃( ;I"，r'，};1) 五十 ｉＧ＼｜Ｇｾ 筏( 大 阪 )

II : 30- 12: 15 主主築法規

! i ! 川 典二 日II ( 名 古hl )三 ，日z哲 夫 ( 大 阪 )

13  :00- 14  :00 特 別 滞 納 建 築 物 的 安 全 性 怖 付 魁

14 :00- 17 :00 1'111村町設計、接合苦11の 設 計 佐 維 事IIII!J

｡ ｊＺ￠ＱＺ￠ｩＺ￠企ｾ企ｦＺ￠ＮｴＺ￠企企企企企正￥込企企 ｾｨ 樹の話シリーズ・ ＱＲ 企企企企企ム

し，んじゆ A似川仙l日ila川n】

「し ん じ ゅ 」 は ど ん な I.Mt.ごろうとし、う f問L 、に、

「う る し や は ぜ の き に よ く 似 た 舟 木 だ が. うる

し の よ う に か ぶ れ た り は し な い 樹 J と答えれば、

野 山 や 公 闘 で み ら れ た の を 思 い 出 さ れ る こ と だ

ろう 。 す な わ ち 、 業 は う る し と f，i) じ よ う 主 羽 状

版 業 で あ る が 、 う る し に 比 べ て 柴 山 は 大 き く 、

長さ 10cm!立 の 小 梨 が 対 生 し て 10段 以 上 つ い て 、

全 長 50 - 100 cm も の 大 き さ が あ リ 、 幼 樹 で は 校

付 き も 少 〈 、 疎 生 な 感 じ で 、 針 生 の 題 き が あ る 。

う る し に 11 : ) ，ていることから、日1) i' .r iこ わ う る し J

とし、 1っi L るカヘうるしの仲 間 ではむし 、の で ( う

るし Ｔ トではなくにカずき Ｔ 斗Ｉか｟［ｾｩｌることはなし、

カヘｩＧ， ｬｬ ￭ ￯ をさし、ただけでか｟［ｾｩｌそう ｴＮＡ とか 。 し

ん じ ゅ と い っ て も 音 の ひ び き か ら 、 「心 中 」 を 述

怨 す る の で 、 し ん じ ゅ を 多 く .M. え て し ん じ ゅ の

i'， rJ トとしようとしたら、 r  ，(.、 '1"の名戸斤 J と な っ

て は と 心、円己 されてしリやカずらi L たリする。 しかし、

こ の 1Mは極めて生長が♀〈修. f lt I { ，谷易て¥ゴニ駿

に対する適応性も強氏、防ｮＧＺ ｩ が ｉ Ｚ Ｇｾｩ <  20  m 以 上 に

む な り 、 校 幅 も 広 〈 張 リ 、 支 の 日 l訟 を つ く り 秋

のま工ｾを楽しめるので、 行 ＱＱ 市 の樹木として今後

多 < Mえら h る t.! ろう 。 あちこちの' U J - 山 に も 自

生 し て い る が 、 我 国 の も の で は な く 、 l京/}II は 中

医lで 、 我 国 に は 明 治 10年 ご ろ に 入 っ て き た む の

lニカf さ4千

ｦ 討の命名吐 ｩ 米は、マラヤ ｾｾｆ ，Ｚ， Ｇ ｪ のモノレ ッ カンンジ

ユ が マ ラ ヤ 詣 で ア イ ラ ン ト ( Ai l ant us ) J l /l ち、

天 に も r，11 <  i ( 吉本であるので 「夫 の 附J と い わ れ

た こ と に 111米 し 、 脳 名 と な っ た 。 その後、 ドイ

ツ に 入 っ て ゲ ッテノレパウム、問I ち、 相11の 1Mと主

リ 、 日 本 て 中111Mと訂t さ i. Lた も の で あ る 。 4主llil に

持 ち 込 ま れ た の は 、 明 治 初 JU) に 長t置の目的で、

裂 を エ リ ぶ の かl料 と し て 余 と 同 じ よ う に よlU古さ

れ た 。 その名立l 1 リとして、京 ml 工 繊 大 の 織 品11 学

問11G 7 ) キャンパス跡地 に 、 当 時 の も の と ，忠 わ れ る

. t : 木が多〈税有している 。そ の他、公 l主lや l五 赦 跡

にも時々Ａ三木がみられるが、ｬＱ ｩ ｾ 布日＿ としては、

まだあまりi !i 1 . . 、むのは少〈、近くでは、大阪市

内 の 天 神 僑 筋 に 若 木 が 梢 え ら れ て い る 。 さ き に

ら ｪｩｬｾ べたように、生長の早いことや、大 ｾｊｈ 災に

宅 地i21成 し た や せI也にもずf ち う る の で 、 集 合 住

宅地や公| 主lに よ く 組 え ら れ て い る 。 f付j杉 や 必 砲

に 特 徴 が あ る の で 、 他 の 樹 と MM.す る よ リ も 、

同 一 樹 般 を く リ 返 し て 組 え 込 む )j が 雰 囲 気 を 自1)

りだすのに{ ， r.J 1合 が よ く 、 ま た 、 下 校 が 向 し 、 こ

とから、 十討中ＧＮｦ［ＮｴＱＡＡ Ｑ 人ｾ ]号11 h  r.1i illMI'J に平I) J i ! できる の で¥

腕 棟 II¥J のi l l : ぴ場や広場での紋のシエノレターとし

て 似 わ れ て い る 。 泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン l人l の 竹 城 内

団 地 で は 多 〈 納 え ら れ 、 や が て は す ぐ れ た 対 鋭

この樹は仲間と訟ーかれるが神の ｾＢＨｲＺ Ｑ 床はない 。 や ｬ Ｇ

で a I 史は極めて浅い 。 を情Jj J<: し て く れ る だ ろ う 。

( まれ'11Li e )

11¥ 

11 

住 築 と 社 会/ 1975耳 8 月号 2 7  
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ｾｧＭ［ＺＮｉＮ 、ご ｅ ード

マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

耐 久 性 のす ぐれ た防湿床 材

特 長

耐久性: 而t久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈 、ホコリなど生じない。

3  すべり抵J 克'性 : すベり? 正抗'性にすぐれている 。

4  復元性 : 弾性があり、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても 、 コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 圏、⑮

、_，

フリントコートに ついてのお 問合せ は下記へ

。
j脈武851シェル厄;iA版発売所

コ，-..1 ｾ＠ I - :1l ' _ I - 施工販売部

大 阪 - n l >532 大 阪 市淀 川 区 西 中 島 2 T 目 11 番 30号 室ま( 06) 303 - 7  1  3  1  

東 京 ⑨104 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁目 4番 地( 第Zぬ η 彦 ビ ル3階 ) n ( 03)  562 - 4646 

名 古 屋 ⑮46 1 名 古 屋 市 東 区 東 門 前町 3の 47 ( 日本 矯 ピノレ4階 ) n ( 052 ) 93 1- 8537 

広 島 ⑤ 730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ビ J レ3 階 ) 合 ( 0822) 21 - 1  224  

福 岡 ⑮810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 l ー 1 - 5  ( 舞 鶴 ビ ノレ3 階 ) 含 ( 092 ) 77 - 1961 

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
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口 写真 と概一安を どしどし お送 リ 〈だき も、.

凡1日IJ :  a  所在地 b 敷地而m c.  ｬｊｬｾ而 ｈ ｩＧｴ d  延而概 e . fIIi 造規 模 f  工JUJ E E園

1117. 光 明 寺

設計 新

総 工 : 新

井

弁

a .  i.白 川 市 IlJ 口 町 F IJJ 口

b .  1. 636m'  

c .  394 .3 m'  

d .  355. 6 m'  

e.  R  C 、 2 F & び平良一語115

f .  1昭和47年 1 月~昭和47年 7 月

1118 . 慶 興 寺 本 堂

綜合監理 . トーメン名古屋建設部

設計 加 藤 建 築 設 計 事 務 所

施 工 松 井 建 設 大 阪 支 I吉

a  点仰 ，Ij 右京区的沌絵本田f29 - 12

b.  2. 853 .880m'  

228 .308m'  

334 .209m'  

R C 、 2 F  

BB千[149年 6 FJ - 昭和49年 12 月

院 1119 .  )1慎

Eヨ

E ヨ

車且

車晶

設計 . 松 井 1 級 建 築士事務所

地 工 ・松 井 建 設 大 阪 支 庖

a.  ｊ ｾｭｬＧＨＮｦ 乙訓 ｬｮ￭ｬ￭ｬｊ 日町 寺戸 商野 二

b .  2，679 ‘ 216m'  

c.  "N慢 189.679m' 本堂208.39m'

d  .  '，111<'1[ 372.  525m'  本堂174.81m'

e .  "lI. rnl R C 、2 F 本堂 R C . l F  

f  昭和46年 7 月~昭初48年 8 月

1120 .  池 田 市 民 文 化 会 館 I  112 1. 社会福祉法人 百丈山合拳荘特別養護老人ホーム

設計 石 本 建 築 事 務 所

施 工 . 竹 中 工 務 底

a  池 田 市 天 神 1 丁目 7 4 番 地

b .  12，680.  OOm'  

5，04 1. 85m'  

8，385.62 m'  

R C 、一 部 S 、 B 1 ， 3  F  

l昭和48年 7 月~昭和5011' 2 月

1122 . 本 町 イ
、ソノ、

設計 。岡 本 組

地 工 . 岡 本 組

大阪府寝屋川市成田東ケ 丘28番7号

設計 MI K I  建 築 設 計 事 務 所

施 工 . 愛 媛 相 互 建 設

桧 山 市 本 町 6 丁 目 10 - 1  

420 m'  

363m'  

3，594 m'  

5 R C 、 10 F  

IIrH¥l 48
i
l" 10月- 1昭和50

1
1' 2 月

1O. 960 m'  
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1125 西 沢 商 事 、 エ リ モ 、 社 屋

1123 .  池 田 銀 行 別 館 計 算 セ ン タ ー I 1124 .  北 陸 銀 行 大

設 計 . 石 本 建 築 事 務 所

施 工 : 大 林 組

地問1Ii減 I軒目r 2 丁目 34 得 I也

1，928 .055m'  

1，151. 54 m'  

5，778. 48m'  

5 R C 、B 2 、5 F  

昭和47年 12月ー昭和49年 3 月

設 計 . 大 林 組

施 工 ・大 林 組

a  大 阪 市 南 区 日本橋 筋 1 丁目 15

b.  482m'  

C.  415m
2  

d .  2.779m'  

e .  5  R  C 、 B 1 、 6 F

f  日目制]49年 2 月~昭和 50年 5 月

設 計 熊 谷 組 大 阪 支 庖

施 工 熊 谷 組 大 阪 支 l吉

a  箕 面 市船 場 点 1 丁 目 8 - 10 

b.  2，361. 90 m'  

1，926. 75m'  

9，197. 35m'  

e.  R  C 、 5 F 、 P 1  

l 昭和48年 6 月~昭和49年 7 月



防水層の保護と軽量、断熱に

東邦の，¥0ーヲイトコ〉タリート (…坊7 地

回目 ＱＱＮＮＮ ・ ｅ ・ ｉｉ ｾ U  -

打 π γ . . i I 岡回 師 岡 岡 薗 圃

副 副 師岡田岡田園函回田園田園田岡国

一 回 同 師 岡 田 岡 田 岡 田 園 田 園 田

ＮＮＮＮＭＭＮＮＭＭＭＭＭ ｾ 一一一面同町函園田園圃圃圃

屋 よ ア ス フ ア ル ト 防 水層 的 保 護 、 断 剤 、 軽 量 に 東 邦 J ぐ ー ラ イ ト コ ン ク リ ー ト

P C - D 工 法 採 用 の 大 湾法 務 合 同 庁 舎

設 計 近畿 地 方 建股 局 施 工 K K 帝 腹 組 、 K K 笹 川 組

PC- D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

. rめ7/<. J習の fljl えに使用し仕上モノレタ J レ の 要 ら な い 金 ゴ テ ー

ノマッ仕上 工 法

・ デッキプレートの峰 ｩ［ｩ 化や採ＺｊＺ ｾ防水 下 ｉ 也、 または貼物下

地 にナラ y モ ル タ ノ レ の 嬰 ら な い 金 ゴ テ ー パ ツ 仕上 工 法

畳 下 地 の 省 力 化 と 塩 ビ 系 タ イ ル 下 地 の 防 湿 、 防 温 、 軽量 化 、 断熱 ( 結 露 防 止 ) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

各 階 の タ タ ミ 下 地 に 東 邦 J ぐーラ イ ト モ ル タ ル P M - C 工 法 採用 の

大 宮高 層 分 限 住 宅

E宣言十 大 阪 市 住宅 供 給 公 社 施 工 K K 問組、 K K 熊 谷 組

本方 If-' L-.xキム

化 粧 、吸音 、 防 温 、 断 熱 ( 結 蕗 防 止 ) と 多 目 的 用 に

- ベ ニ ヤ 仮粋 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に l立桜 吹

付して争IJ 南fi .の，心開己 カずない

・か べ函 は 金 ゴ テ 押 え す れ ば 来 j仰 を タ イ プ の 表 面リ創立 の あ

る ソ フ ト で デ ラ ッ ク ス な ム ー ド で あ る ( ネ オ パ ー ル ス キ

ン の 特 徴 )

・ー ヱ松て寸土上るので工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・ 下 ｊ 也はボード類、鉄板 ｲｦｩ 、石 ｾｦ ｬｾ 板、モルタ ｊ レなど何んで

もよい

・燃 j I' J色 20色 と特 別 色 も できる

P M- C工法

- タ タ ミ 下 地 の 床 机 ( 大 工 仕 'J¥. ) が 会 〈 安 ら な い の で工 期

短縮 と コ ス 卜 が 安 くなる

・床 組 し な い の で 往 物 の ボ リ ュ ー ム の 節 約 が で き る

・ ｾ Ａ ｴｾ 機ＧｬＧｴ Ｑ ＰＰ Ｅ 絶対耐火それに多孔Ｇ性材料のため ｬ 船 Ｎｉｵｬ 、ｾ

TTにi長 れ て い る

・ 独立 気 泡 の 束ｾＧｩ ｬ パーラ イトと 防水液を使用した完 全 防

水パーライトモルタル であるため、 ｩｾｊ Ａ Ｎ 気を全く透きない

比 重 ・断熱 共 木 材 並 1 3  

( 比重 0 . 85kg / t 、 熱 伝 導率 O. 14kca  I  / mhc)  

か べ 面 に ヰ オ パー ル ス キ ン 7 F  K  ( 吹付 後 金 ゴ テ 押 え } 採 用 の

村 野、 森 建 築事 務 所

股骨十 村 野 ・ 森 建 祭事 務 所 施 工 鹿 島 建設 K K

務|

東邦バーヲ[ T . ・株式会柑
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建 築 の 眼

木 造 公 営 住 宅 と 建替 え事 業

梶 浦 恒 男 . 大阪市立大学講師・生活科学艶群地生活学講座

坂 本 勝 比 古 ・炉 覗育委員会社会捕監瞬、工学慢士

瀧 光 夫 ・滋 光 夫 建 築 都 市 設 計 事 務 所

荒 川 治 徳 ・清水建設大阪支庖妓術部授術課長

7 同号より 12月号まで」ニ1124氏で担当

昭 和20年 代 か ら 30年 代 に か け て 、 平屋 の 木 造 公 営 住 宅 が か な り あ ち ら こ ち ら に 建設さ れ た が 、 こ れ ら の 木 造 公 営 住 宅 の 建 替 え

が、現在、 住 宅 政 策 の な か で重 要 視 さ れ て き て い る 。 さ て こ の 木 造 公 営 住 宅 で あ る が 、 庭 つ き な の で、居 住 者 が 思 い お も い に

増 築 や 改 造 を お こ な っている。 私 た ち の 研 究 室 で こ の 的 改 築 の 実 態 調 査 を し て み た の で あ る が 、 6 帖、 4. 5帖 の 2 K タ イ プ が 原

型で、 9 省IJ が 何 ら か の 建 て 増 し を お こ な っ て お り 、 住 宅 の 規 模 は 、 平 均 1. 5 倍に叱' えている 。 地 改 築 を な さ し め て る 要 因 は 家

族 の 成 長 に よ る 過 密 居 住 な の で あ る が 、 W15廷 を し て も 、 一 人 当 り 立 数 は 一 般 公 営 住 宅 の 水 準 と ほ と ん ど 差 は な い 。 反 対 に 居 住

性 は 低 下 し て い る 。 と い う の は 南 側 め 庭 に 地 築 部 分 が は り 出 す 結 果 、 従 前 の 居 室 が 通 路 に な っ た り 、 日 当 り 彩 光 が 悪 く な っ た

りするからである 。 こ う い っ た 実態をみると、 プ ラ ン を 悪 化 さ せ る 個 別 の 増 改 築 よ り 、 全 体の主主 て 替 え が 必 要 だ と 強 〈 感 じ る

の だ が 、 さ て 、 建 替 え に 対 す る 居 住 者の 抵 抗 は 強 〈 、 そ の 原 因 は ど う や ら 公 営 住 宅 法 に よ る ホ 公 営 建 替 え 事 業H に 問 題 が あ る

よ う だ。 こ の 事 業 の 施 行 要 件 と し て 、 建 て 替 え 後 の 新 規 住 宅 が 、 除 却 住 宅 の 2 倍 以 上 で あ る こ と 、 中 高 層 住 宅 で あ る こ と と い

う の が あ っ て 、 い き お い 密 度 を た か め る 方 向 と な っ て い る 。 建 替 え 卒 業 の 主 目 的 を 戸 数 増 に お く の で は な く 、 狭 小 、 老 朽 化 し

た公営住宅スト ッ ク を 、 す ぐ れ た 住 環 境 を 残 し つ つ 更 新 す る こ と に 置 く べ き で は な か ろ う か 。 ( K )

青 い 瓦 の 屋 根

国 鉄 沿 線 を 走 る 列 車 の 窓 か ら 近 頃 目 立 っ て 目 に つ く も の に 、 住 宅 建 築 の 屋 根 に 原 色 に 近 い 真 青 な 色 の 瓦 が 詳 か れ て い る 例 で あ

る。 建 売 り 住 宅 の デ ザ イ ン セ ン ス の 欠 乏 と 、 こ の よ う な 青 瓦 の 屋 恨 と は 、 周 囲 の 景 観 や 住 環 境 に 大 き な ;i 修 科 を 与 え て い る こ と

を 、 わ れ わ れ は 改 め て 考 え て み る 必 要 が あ る の で は な い だ ろ う か。

最 近 と み に 注 目 さ れ て き て い る 都 市 長 飢 や 回 図 的 な 集 落 が も って い る 持 味 を 、 ど の よ う に 育 成 し 保 持 す る か に つ い て 再 検 討 す

べ き 段 階 に 入 っ て い る こ と は 、 申 す ま で も な い と こ ろである。

日 本 人 の デ ザ イ ン ・セ ン ス や 色 彩 感 覚 は 、 長 い 伝 統 の な か で 育 く ま れ 、 到 達 し た 高 い 水 準 に あ る ょ っ に 考 え ら れ る が 、 い か が

な も の で あ ろ う か。 そ れ が 今 や 片 方 か ら 失 な わ れ つ つ あ る と す る な ら ば 、 こ れ は 全 く 悲 し む べ き こ と と い わ な け れ ば な ら な い 。

そ の 解 決 の 一 手 段 と し て 、 ま ず 住 宅 建 設 の 大 き な 誌 を 占 め て い る 個 人 住 毛 の 建 設 に た ず さ わ っ て い る 建 築 技 術 者 や 技 能 者 た ち

の デ ザ イ ン 能 力 や材 料 の 選 択 阪の 向 上 に つ い て 、 関 係 団 体の 協 力 の 下 に 積 極 的 な 改善 の 手 が 打 た れ て い か な け れ ば な ら な い の

で は な い だ ろ う か。
( S )

一 本の 樹

早 〈 、 安 〈 、 い い も の を と い う の が 相 変 ら ず 設 計 の 考 え 方 の 主 流 の よ う だ。 技 術 は 日 進 月 歩 、 規 桜 は 巨 大 化 す る し 、 社 会 的 背

景 も 益 々 複 雑 、 一 人 や 二 人 の 頭 で は 手 に お え ぬ。 と い う わ け で 専 門 家 ( と 称 す る 人 々 ) が 群 を な し て 、 無 公 害 、 低 廉 、 快 適 、

美 胞 な る 環 境 を ス ケ ジ ュ ー ル ど う り に 、 早 〈 安 く 案 出 し よ う と す る の だ か ら 大 変 で あ る 。 ど う も も と も と ム リ な こ と を や っ て

い る よ う な 気 が す る 。と い う の は 、 そ うして設言十 し た と こ ろ で 、 後 世 保 存 運 動 が お こ る ほ ど のZ筑波ができあがるのはごく 7 レ

で 、 保 存 し な い と な る と 速 く な い 将 来 こ わ し て し ま う わ け だ し 、 こ わ せ ば ビ ル は コ ミ に な る だ け だ。 こ の 論 法 で ゆ け ば 、 い ま

は や り の 超 高 層 ビ ル は 、 将 来 超 粗 大 ゴ ミ 化 す る と い う こ と に な る 。 古 く な る ほ ど よ く な る と い う 風 に は つ く ら れ て い な い よ う

に み え る か ら だ。 ( そ う い う 偏 見 で み る せ い か 、 東 京 の 超 高 層 群 は 遠 望 す る と ガ ス ラ イ タ ー に 酌 似 し て み え る し 、 大 阪 の は 、

ぽ つ ぽ つ 立 っ て い る の で ス モ ッグの 日 な ど ガ ス タ ン ク と 見 ま ち が え る 。)

王手続るほどによくなってし、〈環境の創出が、 今 日 最 大 の 謀姐 で あ ろ う 。 と す れ ば 、 ま ず は 土 壌 を え ら ん で 一 本 の 樹 を 植 え る 、

樹 齢 数 百 年 の こ ろ に 思 い を は せ る . .. . . . とい っ た こ と が 計 画 の 第 一 歩 と い う こ と に な ら な い だ ろ う か。 早 〈 安 〈 主 義 は 、 も う い

い か げ ん で 願 い 下 げ に し て ほ し い も の だ。 ( T )  

角 が と れ る

本 年 4 月の大分地b _rf で 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 建 物 が 崩 壊 し 、 、、ひ弱し、近代ビノレ。 、、ｾＡｬＡかった壁多い旧型砂 、、建築基準法大 r t J 改正

の 方 針 砂 等 と 新 聞 で 取 り 上 げ ら れ た 。 こ の よ う な 事 故 が あ った た め か 、 コ ン ク リ ー ト の 亀裂 に 不 安 を 抱 〈 方 が ふ え て い る よ う

である 。

元来鉄筋コンクリート精進は圧縮に強いコンクリー卜と、引日長りに日齢、鉄筋J と を 組 合 わ せ て で き た も の で あ り 、 コ ン ク リ ー ト

に 少 4 亀 裂 が 発 生 し て も 引 張 り カ は 鉄 筋 に 負 担 さ せ て い る た め 問 題 の な い 場 合 が 多 し 、 。 コ ン ク リ ー ト は 、 作 ら れ て か ら 2 年 位

の 聞 に 除 々 に ち ぢ み な が ら 硬 化 し て い く の で あ る が 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 は 鉄 筋 が 入 っ て い る た め 会 長 は 変 化 し な い 。 そ の

た め コ ン ク リ ー ト の ち ぢ み は ど こ か に 微 細 な 亀裂 と し て 現 わ れ る の で あ る 。 又 欽 筋 コ ン ク リ ー ト 桃 造 休 は 長 年 月 を 経 れ ば 、 気

温 の 差 、 日 照 に よ り 、 膨 張 、 収 納 を 繰 り 返 し 、 そ の た め に 亀 裂 が 発 生 す る 。 こ の 場合 の 亀裂 は 、 角 が 欠 け て な く な る よ う な 形

で 発 生 す る 。

年ふれ，; r 角がなくなるのは人間ばかりでなく、自然に存在するものは全て気温差とか日照等によ っ て 角 が な く な っ て い く も の

だ そ う で あ る 。 そ う は い っ て も ち ち ま な い コ ン ク リ ー ト は わ れ わ れ 建 築 屋 の 夢 で あ り 、 膨 張 コ ン ク リ ー ト 、 低 ス ラ ン プ コ ン ク

リート、繊維入コ ンク リ ー ト 等 に 望 み を 託しているのである。
( A )
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お 客 様 を も て な す 応 接室一 一 い わ ば 、 そ の 家

の 顔 と も い え る 大 事 な 部屋 。 容 貌 の 良 さ も さ

る こ と な が ら 、 お 客 様 の く つ ろ ぎ を 誘 い 出 す

雰 囲 気 づ く り も 大 切 な 要 素 。

華 麗 さ の 中 に 、 自 然 と 心 や す ら ぐ. . . . . . 卜ー タ

ル イ ン テ リ ア 「松山」は 、 そ の よ う な 空 間 づ

く り を 押 し進 め て い ま す 。
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神 戸 市 下 水 道 局 垂 水 下 水 処 理 場

企 画 神 戸 市 下 水 道 局
建設概要

この処理場は 神戸市垂水区の最南端、降1; 芭2号線と海に

設 計 日 本 水 道 コ ン サ ル タ ン ト

所 在 地 神 戸 市 垂 水 区 平 磯 1丁目 2 - 1 はさまれた「垂水海浜センター」と呼ばれる施設の主要

設 計 事 務 所 洋 洋 社

敷 地 面 積 20，210m' 施設である。国道より北側IJ は凶鉄、山陽ｾ｛￨鉄各線をはさ

本館建築面 積 2，065m' 
んで住宅地に按しているため、 fJ ; ' l 境保全対策には特に注

監 理 神 戸 市 住 宅 局
本館延床面積 7，895m' 

意がはらわれた。処理総設には尖気| 切除対策として人工

安 井 建 築 設 計 事 務 所 本館構造規模 R C & S R C ， 8 2 ， 3 F  地盤で臭気発生源を 完全に密閉し、イオ ン交換樹脂およ

施 工 前 田 建 設 工 業
本 館 工 期 昭 和46年 10- 昭和48年 3 月 ぴ活性炭などにより脱臭されている。また、行 ＱＱ 市 ｾ ｉ ｈ｝ の

汚 水 処 理 設 備 三 菱 重 工 業

計画処理面積 870 ha 有効利用をはかるため、人工地豊富上を緑化して公園、プ

汚 泥 処 理 設 備 月 島 機 械

計画処理人口 144，000人 ールなどを設けて地域住民が身近に利用できる恕の場と

計画処理能力 日平均54，720m' 日最大69，120m' して ｊｪ ｾｉｊ ｪｪＨ される計画です。

排 除 方 式 分 流 式
処理坊の頭脳であるこの包: 聖H 自立は、いわば非人間Inりな

処 理 方 式 標 準 活 性 汚 泥 法 土木的スケー J レを喜! ! * されるなかに、処築的、人川 (1甘ス

脱 臭 方 法 イオン 交換樹脂法 ・活性炭法併用 ケ- ) レ感を与えることにより、海浜セ ンターを訪 れる市

3 4  
運 転 開 始 昭 和49年 8 月 民に威圧! 惑を与えてないように惚なした。
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奈良県浄化センター

企 画 奈 良 県 土 木 部

設 計 日 本 水 道 コ ン サ ル タ ン ト

設 計 事 務 所 洋 洋 社

監 理 奈 良 県 浄 化 セ ン タ ー

施 工 奥 村 組

汚 水 処 理 設 備 久 保 田 鉄 工

建 設 概 要

目 立 プ ラ ン ト

三 菱 重 工 業

所 在 地 奈 良 県 大 和 郡 山 市 額 田 部 南 町

敷 地 面 積 58. 6 ha 

本 館 建 築 面 積 2，479m 

本 館 延 床 面 積 6，074m 

本 館 構 造 規 模 S R C ， B I . 4 F ， P I  

本館工期昭和 ＴＷ 年 ＱＰ 月 ｾ 昭和 ＴＹｾ 手 Ｕ 月

計 画 処 理 面 積 43，000ha 

計 画 処 理 人 口 2，120，000人

計 画 処 理 能 力 1，527，000m/ 日最 大

排 除 方 式 分 流 式

処 理 方 式 標 準 活 性 汚 泥 法

奈 良 県 浄 化 セ ン タ ー は 、近 年 特 に 汚 濁 の 著 し

い大手口川の水質保全と、県民の生活環境の盤

備を目的として、奈良主主地のほぼ中央にあた

る 大 和 川 と 佐 保 川 の 合 流 点 に 建 設 さ れ た 。

周 辺 を み ど り の 山 々 に 囲 ま れ 、 泣 か な 自 然 と

歴 史 的 風 土 に 恵 ま れ た 、 東 西 1. 5 K 、南 北0.5

K に 波 る 広 大 な 敷 地 の 内 に、管理本館、沈砂池

ポ ン プ 機 、 機 械 棟 、 沈 殿 池 な ど の 処 理 場 砲 設

が各々所裂の位D 1 をしめて機能しており、汚

泥処理地元主は尚現在主I ! ; 設中である 。

各 施 設 の 概 要 は 他 に ゆ ず り 、 こ こ で は 怨 築 設

計 に あ た っ て 我 々 が 特 に 惚 意 し た 点 を 2 、 3

言己してお〈ことにする。

それらは、 1 . 従 来 の 下 水処 型 坊 に 見 ら れ た

暗 い 閉 鎖 的 な イ メ ー ジ を 排 除 し 、 県 民 に 親 し

ま れ る た め し い 施 設 と す る 。 2. 千 古 の 歴 史

を継ぐ奈良盆地の歴史的風土、王手、観にいかに

融 合 、 調 和 さ せ う る か。 3. 処 理 場 敷 地 の も

つ無機的、非人! 日l的 か つ 土 木 的 な 途 方 も な い

スケーノレに対処しうるように、日常生活的な、

人間的な尺 ｬ 支をもった建築的 ｾｦｬｈ を確保する、

などであった。

そして一一一これらの建築物はその結果である

カf ・・ 。

1 管理本館

2 塩紫滅菌室

3 沈砂地室

4  ポ ン プfllt

5  a排気沈砂羽1 l 室

6 受水柿

7 プロア- ( 1 点

8 最初沈殿池上屋

9 最終沈殿地
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河川はよみがえるか 一水の利用とその汚染・制御の本質一

橋 本 奨

まえおき

治水とは 、洪水や高 ij l等の水者から 、住民の生活や生産活

動を護るために i"J 川 、湖 沼や海域 をうまく管理することをい

い、また 利水とは、住民の生活や生産活動に 必要な水資源を

得るために、 i" J 川、湖沼、 地下水、海水等をうまく 利用する

ことをいう 。古くから「水を治むるものは天下 を治むる」と

いわれ、治水と 利水は公共事業の 中心課題であ った。し かし

人口と産業の 都 市集中、また、住民生活や生産活動の 向l変化

にともなって 、平IJ水が大規模 化 してくると、河 川 をはじめと

する多くの水資源は 梱 渇し、水質汚濁の進行とともに、質的

にも量的 にも不足するようになる。

保水とは、i U J 川等の水資源を iii: 的にも質的にも保全するこ

とであるが、現在の水問題には従来の治水、 利 水に )JIl え、さ

らに保水という新しい謀題が加わるようになっている 。 これ

まで、わが国では、人 U と産業の都市集 中、 工 業 生 産の拡 大

と生活の高度化で、水需要の飛躍的増大と水質汚濁による水

資源 ｩｬｾＱ 渇や自然環境の破嬢を招来し、手 ｉｊ 水をめぐる産業と都

市の I}fj 、利水と保水の II¥J の対立と矛盾が深刻化 し、これが現

在もつづき、河川の水質汚濁の根本原因になっているのでは

ないかと思われる 。

そこで、水利 用の本質と河川の治水、 利 水、保水、また排

水処理! の l而か弘、河川の水質汚濁とその制御の本質について 、

私見を述べる

1  . 水 利 用 の本 質

人IBJ にとって、使われる JKの一 滴- i商は、終局的には、 第

1 図 の棋式医lに示したように水の循環システムの 中 に戻って

搬に ti :: ｾ Ｎ 、蒸発し、また雨や 雪になって 地 上に降 ってく る 。

水は絶対になくならない 。

多くの人が水資源といい、Ｗ｝Ｈを ｩ ￬ ｾ 'f'( するというが、よく々

えてみると水を本当に i¥lj 'f'i することはほとんどない 。

家庭や工場て許可ｾＷｬ＼Ｎした水の量とほぼ同量の水を汚水や廃水

として 出 している。7 ] ( そのものはほとんど消 費 されな L 、。水

は使ってもなくならない 。{ 交われた 7tくは、下水や廃水とな っ

て再び河 川 に泣元され、河川の水質を悪くする。つまリ、生

活 用 水 や 工 業用 水 を利用 するということは水を消抗 すること

ではなく、水質すなわち水の清浄さを 消1をすることで、7 . k を

汚すことである 。熱 力学: では 、エント ロ ビーは系の 状態 を表

す|共j数 で、その系の状態の 利用価値の減少に対応して、エン

3 8  也郷と枕金/ 凶75判 月 号

'00" 

第 1 [週 水の循環システム図 ①

トロビーの増大があるという 。 したが って 、水の不純物量を

エントロピーとみると、7 ] ( を使えば7 l < . に不純物質が )JLI わ って

培4え、エントロビーが別大して 排0' 1¥されることになる 。すなわ

ち水が汚れるとエントロビーは明大することになる 。

一 方、 「 エントロビー 」は 出 乱 の桜山やｩＱｩ ｌ ｩＱ ｉｾ さを表す尺 ｪ 立て｜

菅'J 点② は、負のエントロビーをネゲントロビーと定義して、

つぎのように述べている。すなわち、水が汚れてエントロビ

ー が明大するということは、ネゲントロビーが減少するとい

うことで、きれいな水はネゲントロビーに iQみ、水はネゲン

トロビ ーの 供給源として 利用されるのだと述べている。し た

がって、われわれ人類社会は水のも っているネゲントロビー

を食って生きているともいえる。

以上のように、エントロピーとネゲントロビーという物理

尺 j立を用いてわれわれ人知の水利用 や 水処 理における行為を

説明するときわめて便利 である 。盛岡山等は、下、廃水処 理

における 稀釈、濃縮の行為をつぎのように述 べて いる 。

すなわち 、Clの濃度のも のが、 C2の濃度のものに 稀 釈 され

る場介、7 ] ( の不純物量の絶対量は変わらなし、 。 すなわち

C V= 一 定

ただし、 C : 水の不純物濃度 V:  7 ] ( の容積て4 あ る。

したがって、下、廃水を 稀 釈するということは、エントロ

ピーの変化 をd. S とすると

d. S= Kl n V2I V1= Kl n Cl/ C2  ・・・ ・・・ ・・・・・・・ . ......... (1)  

とるり、 Kln C 1/ C2のエントロピ - J f，山11がある 。 すなわち、

下院水の稀釈はエントロビーの h門大、つまりれエントロビー

の減少を起こし、7 ) ( の汚れを倍加させるこ とと |訂l じ熱プJ 学 的

立 l味をもっている 。

また 、 ｃ Ｒ のものから ｃｬ のものへ 濃 縮するときは、 ｉ ｾ ｉ 由エネ

ルギーの変化 をd. Gとすると ムGは、

d. G= K.T.ln  Cd C2…  ・- …・ ・… ・・・ ・・・ ・・・… ぃ ・・ ー・・ ・・・ ・・(2)

とな り、ム Gの自 由 エネルギーを 加 えねばならない 。

ただし K は恒数 、T は絶対温度である 。



一 度 う す め ら れ た も の を 、 も と の 濃度 に 戻 す に は 、 エ ネ ル

ギーを 必 要 とするので、 廃 水の稀 釈 放 流 や稀釈処理I ! _ は、エネ

ル ギ ー 論 的 に き わ め て 不 合 理 か っm失 で あ る と い える。' 首原@

も、 !亮7l<. の稀 釈 は ネ ゲ ン ト ロ ビ ー の 浪 費 で あ る こ と を 述 べ て

いる 。丹 保 @ は、水処理! を水の不純物質 ( エントロビー ) を

減少させる 操 作 であるとして、 現 代の水 処 理 が水以 外の他 の

系 ( た と え ば 、 固 体 系 、 気 体 系 ) に依 存 し て い る 場 合 が 多 け

れば多いほど、 水 系のエント ロ ビー低 下 が 他の系のエント ロ

ビ- T;"I加 を招 くことを述べ、 i npl ant cont rol なる概 念を提出

している。

まだほんの数年前までは 、わ れ わ れ は 水 消 費量の 地 大 は 文

化 の バ ロメ ーターという こ と で 、 水 浪 費 を 無 雑 作 に 行 ってき

た。 7 l < . がなければ片時も生きられないことは百も承知でこの

ことを容認してきた 。 とにもかくにも 水 消 費 量 は エ ネ ル ギ ー

消 岱 量 と 同 じように 、人間活動 の尺度となるから 、 水需 要 量

の 明 大 は 、 必 ず 汚 染 総i誌の 増 大 を招 くものである。 水 需 要 が

多 く な れ ば 、 そ れ だ け 下 水 量 や 廃 水 量 が士曽 え、 排 出 汚濁 負 荷

訟は Wi 大 し 、 水 域の 汚濁は進行する 。 しかも 、これ まてo下 水

道格付ii と下廃水の処 理! の立ち遅れに 加 え、産業開発と宅地 開

発の波は内陸宮1¥すなわち 河川 の 中上 流 部 に 波 及 し 、 そ の 排 水

は下流のかけがえのない 水 源 であるがI 川の水 質 を悪くさせる

結 呆 に な っ た 。

2 . わ が 国 河 川 の 特 徴

わ が 国 の 年間降水量は 全 国 平均 で1818mmで 、世界の 平均 と

比 較すれば多間であるが、 地 域 的 にも時間的にも変動が大き

く、たとえば、年間降水量の最 大 は 北 陸 地 方 の2000凹 で、 最

も少ない北海道の 1250mmの倍 近 くで、毎年季節 的 に到来する

台風によ って 年 間 総 降 悶 量 の お お よ そ uの降水がもたらされ、

時 間 的 変 動 も 著 し い 。

その 上 、 わ が 国 の 河 川の特徴は、 短 少 か つ 急 流 で 、 流域 面

積 もきわめて 小さ いので、 第 1 表 に示したように 、白段 大流 量

(  m'  /sec )a と、 最 小 流 量 ( m'/ sec ) bの 比 、すなわち iuTi 兄係数

a/b は、 外 国 の 河 川 の そ れ に 較 べ て き わ め て 大 き い 。 したが

って 、手IJ 水 の 而 でも 、 治 水 や 保 水の商でも 外 国 に 比 べ て き わ

め て 不利 かっ不安定で、とくに汚染に対してはきわめて弱〈 、

渇 水のときにはこれがとくにはなはだしく 、また洪水時には

会t に海 へ汚染 物 を 洗 い 流 し てしまうような 水流し の特 徴 を

もって いる 。 したが って 、 こ れ らの不 利 な 条 件 を 緩 和 し よ う

として 、 これまで 多 目 的 ダ ム や 貯 水 池 が 建 設 さ れ 、 河 川 利 用

の li lj_七が は か ら れ て き た 。

3 . わ が 国 の 水 需 要

これまで河 川 から 取 水 し、利用 されている 水資源量は、 600

- 700億 m'/年 位 度 と い わ れ 、 年 間 |if手水量1800mm67001意m'の

うち河川表 流 水 は 52001意m' で、こ のうち 10%程 度 が 水 資 源

として 利 用されている 。 昭 和47年 12月に建設省から 出 され

第 1!喪 日 本 と 踏 外 国 の 河 川 の 河 況 係 数 の 比較

(1) 日 本

地 域 水 系 基 準 地 点

(. Ift 大流畳

( m・15)

北 海 道 石 狩 川 石 狩 大 橋 4，400 

東 北 阿 武 限 川 岩 3召 4，728  

f重 ;. 川 小 千 谷 5. 996 

関 東 利 根 川 粟 橋 10 ，208 

東 海 木 曽 川 dーhヲ 渡 5，312 

近 畿 淀 )11  枚 方 7，970 

中 国 太 田 川 ｬｾ＠ ヰ寸 4，267 

四 国 吉 野 川 ，也 回 10 ，126 

九 州 筑 後 川 瀬 ノ 下 3，750 

(2) 外 国

水 系 基 準 地 点

最大流量

( m・15)

ミ シ シ y ピー 河 カ ン サ ス 20，830 

セ イ ヌ 河
，、.  

1) 
1，652 

フ イ ン 河 ケ J レ ン 10，000 

チ ー ム ズ 河 テデイント ン 103 

エ ル ベ ， 可 メ J レニ y ク 4，300 

ド ナ ウ 河 ノ イ プ ル プ 2，100 

口 ー マ 河 サ ン モ リ ス 636 

ナ イ ル 河 カ イ ロ 12，000 

ウ ェ ー セ ル 河 パ ー デ ン 4，600 

(blft 小流量

( 附15)

40 

13 

55 

11 

61 

93 

4  

2  

最小流量

(  m・15)

277 

43 

660 

13 

38 

125 

18 

400 

73 

注 1 日本初河川町河況係数は I昭利34一昭和43年内 iifefoi 年表による.

2  外国持川 町河況係数は宮本武之輔 rifj 水工学J による .

第 2 表 わ が 国 の 水需 要 予 測j

区 分 40 年 45 年 60 年

生 活 用 水 68 (  10)  92 (  12) 210 ( 18) 

工 業 用 水 127 (  18)  180 ( 22)  370 ( 32)  

都 市 用 水 195 ( 28)  272 ( 32)  580 ( 50)  

農 業 用 水 500 (  72)  534 ( 66)  580 ( 50)  

合 計 695(100)  806(100)  1，160(100)  

( 注) 雄設省「国土主lt 設長期構悠( 試案 )J( 47年 12月)に よる

単位 。{! ト ン/ 年、 ( ) 内は合計に対する比( %)

( . / b)  

河況係数

110 

364 

109 

928 

871 

86 

1，067 

5，063 

3，750 

;可;兄係数

75 

34 

16 

s  

113 

17 

35 

30 

63 

60/ 40 

3.09 

2. 91 

2. 97 

1. 16 

1. 67 

た 国 土 建 設 長 期i構 想 ( 試案 ) に よ る わ が 国 の 水 需要 予 iWIは

第 2 表 のように 、 昭 和，60年には、 40年 の 3 倍 に 増 加 すると

見 積 もられ、この見積もりは新経済社会発展計画や新全総、

ま た 日 本 列 品 改 造 論 な ど の 高 度 経 済 成 長 持 続 型 の 上 部計 阿 か

ら 、 導 び か れ た 同 土 総 今1;日発の 巾 で、人 口 と生産額の ;II IJ 1) 山

て と は り つ け か ら 、 原 単 位 方 式 ( こ の 方 式 は 島 津⑤ によって

分 析 され 、 その問題点が指摘されている 。) で計られた。 その

結 果 、 現 在 も 存 地 域 で 陪 々 の 新 し い 水 問 題 を ひ き お こ し て い

るように忠われる 。 現 在 、 工 業JTJ 7)<. や生活用水を供給してい

るダムは全国で大小 あわせて約 200 1問所ある といわれている

が、首i 1 表の計岨達成と水供給を安定させるために、 60年ま

でに約72011iil 所 ( 現 在 は 約50011iil rrfr 余 り に 削 減 さ れ る よ う に な

っている) の多目 的ダム、湖沼、河 11湖、河口 I匝、流況調技河川

な ど を 完成 し、 平IJ水容量、 115億 m' を確 保 し、キJj';l J¥I.利水426f.i1: m'

/年 を |井l発するという考え万である 。 もちろん 、こ れは上 部の

高 度 成 長 政 策 か ら 水 政 策 を 下 へ 下 げ て き た や り 方 で あ る と 思

わ れ る が 、現イ正このような計画については 、 かなりの 批 判 も

あ り 、 来 た し て 可 能 か ど う か 疑 問 と さ れ 、現 在 、経 済 の 安 定

成長 の」工場 か ら 、 水 を ベ ースに 比直しが行われる気運がでて

きている 。

室凹 ⑥ に よ る と わ が 国 の ダ ム 築 造 可 能地 点 をすべて取り上

げ、その柴7 l < . 1M .fi'l を集計すれば全凶土 1m和 の 約40%になると い

39 



われている。したがって河川流出品の貯留可能限界は巨視的

にみて、 2000億 m' ，河川利用率は 40%がその限界とみなされ

るという。香川県のように極度に河川開発を行っても、利用

率は 50% であるから、工学的な限界はこのあた りだともいわ

tl ている。

淀 川 では、平均流量 300 m'/ sec 、昭和 60年の水需要立のう

ち、淀川依存量をひかえめにみて 200m'/sec としても 利用 率

は65% にな り、 工学的限界 を越えてしまい、急増 する7 . k 椋要

に応じられないことになる 。複雑な地質条件をもっわが国で

は、ダム築造の適地 に之しく 、かつ河 川流路 が短少で、えさ、勾

配であるため、貯水池容量; の大きなダムを期待することが難

しく、さらにまた流域の開発が進むにつれて、供水調節i機 能

を併 せ もたせる必要性が向くなり、水資源開発を効率的に進

めることが年を追って困難にな ってくるわが国では、ダムコ

ンクリー卜体積のおよそ 100倍から 400倍の水を貯めるのがせ

いぜいであるのに、平坦I也を流れる諸外国のがI川 では 、1000

倍以上が普通である 。 ダム建設の問題ーとしては、ダムによ っ

て土砂が堰止められて、上流下流の河床上外、下流の河床低

下、河口 11付近の海岸線の変化、ダムの富栄養化等があり、ま

た、水没地 区の住民の立退きとその補償閉経jーがある 。 とくに

この頃のような地域開発や向然破- 壊に対する地 j 己の要求や住

民運動、 地価高騰等種々の問題がある 。 これらのことは当然

水価格にはねかえ ってくるので、従来 5 - 10円1m'て¥できた

ものが現在は 30- 50円1m'にもつき、高官邸につくともいわれて

いる 。 このようなところから、下水の高度処理水を水資源に

利用しようとする考えが生まれてきたようにも思われるが、

処 理 技 術 とコストを含め下水の1 . '11皮処 理 で科られる 処理水を

河川の保水や維持用水にあてようとする場合には、来たして

ダム等で伴られる自然水と比較して、どれだけ の効川がある

か、 ｉ ｾ ｉ 然生態に与える ｪｩ 診 空 ｾｾ ￆ や コストを含め、今後 の 亙裂な研

究諜題である 。

4. 水 利 用 か ら み た 下 水 ・ 廃 水 処 理 と 水 質 汚 濁 の 関 係

下水誌や! 苑水量が少ない段階では、これまで、衛生学的な

問題はあ っ たにしても ｉ ｾ ｉ 然がうま く 処理してくれるために、

水質も余り問題にならなか った。 しかし、水域 の上流域に市

街地人口や産業が増大してくると、下水量や l発水量がhti えて、

自然の処理能力の限界を越し、河 川の汚濁は急速に進行する

ことになり、人為的 な下水処理、! 亮水処理 が必要にな ってく

る。藤 野 (7l によると 、現代、わが同では、この限界の人口密

度は 200人Ik m
2

程度といわれ、これ以上にな って都市化 して

くると、人為的 な下水処 理 システムを作らなければならない。

下水道とは焚尿やその他の汚廃水が一瞬のうちに 、固め前から

洗い流されてわれわれの周りの生活環境が快適になるという

地訟である 。処 理 とは、洗い流された汚水を 、物理的、化学

4 0  

的、生物学的な人工操作でA不純物を分離波縮し、元の自然の

水に戻すことである 。 しかし、水中の微量の元素や、純々の

成分のバランスという点まで考えると処理によ って自然、の水

に戻すことはほとんど不

可能であると見るべきで

ある 。 また 、下水道とは、

まさに汚廃水の洗様、稀

釈、輸送のシステムで、

先のエントロビーとネゲ

ントロビーの物理尺度を

用いると、 7)<. のエ ン 卜ロ

第 2 図 水質・水畳収支からみた

河川の水質汚濁 ピーを明大させ、逆にネ

ゲントロビーを低下させる施設であるといえる 。 しかし、下

廃水処理は、水の エ ン トロ ビーを 低下さ せ 、ネ ゲン トロ ビー

を ｭ 大、させる地 設 である から 、下水道は汚廃水 を 処ＩＧＡｾしに く

くさせ る地 l没であ る とも、 とれる から 、こ のよう に巧 えると

下水道 と下廃水の処 理 は、11
1村Tは熱力学 的 に全 < Ｑ 、 ＱＱ 反 す る・ ｊＧｾ

ｾえ であ るこ と に、われわれ は 目 を ｉ ｉ Ｇ ｊ ける べきであ る。 今、 第

2 図のよう にあ る地域 A の盆J也、 あるい は、生活地域 を巧 え、

Q : 河川流品、 y :  ｬｄ 兄水 ｾｉｩｬｪ 介、 ｃ Ｑ : 上流河川 の水 'l'i i炭l丘、 C2

: 生活地域からで る放流下水水 'Cli.制定、 C 下流河川 の水 'l'[

泌l主として 1M流水が河川 の維持用水 で完全 iLt イトされ るとする

と、

C1(  1- γ ) Q+C2γ Q  

C = Q = Cl  ( 1- γ )  +  C2γ  

=  Cl  +  ( C2一Cl ) γ …・一 一一ー •••. 一…ー・・・ ・(3)

今、水汚染率α= C2/ Cl とすると、 α ミ 1 で(3)式はつぎのよ

うに書ける 。

C =  Cl l  1  + (α - 1  )γ |  

(4)式からわかるように、下 i.ffc河川の7.k 'I1 C を小さくするた

Q，C  

第 3 図 水質 ・水量収支からみた

河川の水質汚濁

めには、取水' ，IIIJ 合 γ を小

さくして、水汚染率 α を

小さ くすることである 。

また、 第 3 図 のように A

から 出 る下水や廃水を B

の処理場で 、処尽して待

られる水質 C3の処. f A水 が、

河川 にl似たされ、河川 の

維持用水で完全 j昆令されるとすると、先と同僚に、

C = Cl (  1 - γ ) + C3γ …  ー・ ・ ..... .. . . . . . . . . . . .…・・・・(5)

ここで、下水や廃水の処理効率をβ とすると 、C3 = C2( 1一

β) であるから、 (5)式は、つぎのようになる 。

C = Cl ( l - γ )  +  C2(  1一β) γ - 一… … …・- … … … … … (6)

C2 = Cl α でb あるから

C= Cl [ l + γ|α (  1一β) ー II J ・ ・ (7)  



γ 、水環境における光令成作用と呼吸作用の| 聞の/ Y i l係をる。(7)式によれば、河川の水質 C を減少させるためには、下水、

脱式図で示すと 第 4 図のようになる 。
廃 JKの処理効率β を大きくすることは、もちろんではあるが、

p = 告 ( 有機物生産速度 ) p: 糊 生P間光合成生産また、 i，jJ 川の取水;'f'l 令 γ先に述べた水汚染率 α を小さくし、

R= 生( 有機物分解速度 )

dt  

この間の関係の化"'1・f市命式は次式で表される 。

つまり河川の利用率を低下させることにあるといえる 。河川

従属栄養呼吸

メ入

7 、

つぎのようなことが考

えられる 。

① γ= γ'Q/ Qであるから、水資源開発を行 って、河川の市.u寺

の取水;l 司令 γ を小さくすることには、

106C 0 2+ 16N03- +  ｈｐｏ ｾ Ｍ Ｋ＠ 122H20  +  18W 

+ 微量元素+ エネルギー

流t 1Qを大きくし、 l収水量 Y Qを小さくすることである 。

水平1/) 日の合理化を徹底して、 /n/ 収不11mや再利用を進める 。② 

+  138 02 ……………… …(8)  p

 

r
o
 

1  C 106 H263 0 110 

河川の汚染は、水環境に過剰のバクテリアや、栄養となる

これには、下水や廃水 の処理11水を再利用して、取水丑 Y Qを

明やさないようにする 。

また泌類の栄養となる無機塩がはい 1) 込むことより、有機物、

つぎに 、水汚染率αをノj、さくするにはつぎのようなこと

P > Rの条{ 牛は、? 築士RP - R バランスが乱されて、起こる 。
が考えられる 。

河川水の有機物負荷量が増大する 。が次第に集積し、

C2 を小 さくするつまり、用途別α =  C2/ C1 であるから、③ 

P とR の聞のノ〈ランスが必要

P == R の場令には、有機物は 光合成によ って生産さ

水を清浄に美的に保つには、

である 。

また、水質濃度別に段階的に効果的な水利用を行い 、

るだけ高濃度の排水と、できるだけ低濃度の排水に分

別できるようにし、高濃度排水は取水量 γ Qの中に入れない

で

るのと同じ速さで呼吸作用によ って分解される 。

* 環境で、 |主l 然的にも人工的にも、有機物が集積 されると、

有機物の酸化巡元反応が起こり、最初に j容存酸素が消Y' i され、

これは別途排楽物として 1/¥1. り扱う 。

④、②の水利用の際、できるだけ汚染されないようにする 。

②、③、④は相互に l羽述するもので、④は実際的にはむつ

ようにして、

Hi 々の嫌気的反応、が起こる 。

5  - 2 . 水質汚染の制御の本質

さらに、処即効率β を大きくするには

河海における光合成作用に対して、燐( P ) が最小制限物質

かしいことである 。

つぎのようなことが巧えられる 。

になるとすると、 1 mgの P は、 ': it 燥重量にして約 0.1 g の 藻 類下水や ｉｾｾ 水の処理を徹底して 処理効率を高め、処理水⑤ 

この合成藻類は死滅して、深層水

に沈んで、分解無機化する のに約 140mgの固ま素を生物化学的

を令成することができる 。

の* 1 '1を改善する

処理技術 を向上させる 。

:最近、河 川上流内陸部の農村下水道がとりあげられるよう

⑥ 

これを計算すると、に要求することがわかる 。

C106 H263 0 110 N16  P 1  
一- l ・P 1  

になっている 。農村地帯のように、土地に余ゅうがあれば、

-・ ・(9)3550 g  分子量31 g  
また商変化構等を築造して自然の生態大きな般化池、貯め池、

0.114 g  1  mg 
系を利用した浄化法をとるべきで、都市型の下水道と下水処

C 106 H263 0 110 N16P ， + 13802 . →106C 02 +16N03  
でないと考える 。従来 、そのまま採用すべｾｉＡ システムは、

+ 122H20 +  8  W 11千め池はほとんど農業用水用のもので、宅地開発のため水田

4416 g  3550 g  分子量

守日のl ! ' f め池は洪水| 幼| 徐と汚減少とともに埋められてきた 。

1. 244 g ……一一. . . . . . 一… (10)1  g  
われわれは貯め池の効用を染防| 徐の二面をもたせるべきで、

141. 8mg  0. 114 g  

つまり 、P ，l mgは、向然の水環境中で約140mgのB O Dが再

再認識すべきであると考える 。

令成されるということである 。下水、廃水の生物学的処理てe

5 . 水 質 汚 染 の 機 構 と そ の 制 御 の 本 質

N とP の除去は、 20- 50% 以上に除去することができな
は

今日の水質汚染の本質的な 制待1I )J 法は、 B OD物質を除去す

い。家庭下水の元素組成を活性汚泥と 処理水の元素組成に、

るということだけでは駄目で、河海における光合成作用と呼

さらに藻類の元素組成を生物処理! と光合成の経過別に、化学

03  

廃棄物

l汲作用 のバランスを 推持すること である 。

水環境の水質は、水中の種々の生物の光今成と呼吸反応に

より、水 中の有機無機化合物は分解、変質、貯蔵、放 H-' ，t間賞、

5 - 1水質汚染の機構

生体内取り込み等の生物と無生物間の相互作用を受けて変化
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河川中の生化学的諸関係 ③第 4 図

したがって 、河海や湖沼の汚染や向浄作用 では水 中生

物による光介成と呼吸作用がきわめて重要な役; ヰ1I を淡じてい

する 。



量論的に対比すると第 4 図のようになる。

この図からわかるように、 現在下水や廃水処理Il で最 も多〈

採用されている生物処理では、 B O D除去率90% 以上といわ

れても、円然水環境で処理 水 中の残存 N 、P が B O Dを合成す

るということになると、実質的 な B O D除去率はきわめて低

いことになり、下水処理の意義が少 なくなってくる 。 したが

って水質汚染を本質的 に制御 するためには、7 k 環境に 排 出さ

れる汚水や廃水 中の生物分解性の汚染性有機物 ( B 0  D ) ゃま

だ除去法が完成されていない生物官11 ' 分解性の汚染性有機 物

質 ( C O Dあるいは T OC ) を除去するだけでは不十分であり 、

藻類の栄養となる塩類 ( N ，P )やその他 、にごり 、嫌気性因子 、

等を取 り除〈必要がある 。河川の水質汚染の IIJJ J上には 、汚廃

水の処理だけにとどまらず、汚廃水量の減立法や、栄養物質

( N ，P 等) の滞留 l時聞の減少 、栄養塩 ( N ，P 等) の循環速度の

減少 、たとえば魚類等の養殖 や、 水生刷 物等の育生等の操作

も々えなければならない。

下 、廃水の N ，P の除去は、高度処理あるいは第三次処 思 て

極々 研究され 、取り 扱 われているが、経済的に N ，P を除去す

るためには 、下、 廃 水 の二次処 理つま り前f l.: 汚 泥処理の 中で

除去するいわゆる高濃度活性 汚泥法や 、 また生物肢をそなえ

た接触活性汚泥法等の方法になるように忠われる 。 わが国の

下、廃水処理は、活性汚泥法のところでもまだ不完全である

というとき、まだまだ、 N ，P の除去は到民望めないのではな

いだろうか。

下廃水の N ，P にかぎらずその他 、下廃JKの処 理で発生する

汚泥の 処底 、処分は最も大きな問題で 、その 他下 j亮水の水質水

誌の 時間的 変動 に対する 処 理のあり方の |問題、工場廃水と下

択の混合処J ! I l の是非の問題 、雨水と生前脱水の分離 の問題、

下! 亮水中の機分解性物質や化学合成物質、 j足袋、重金属等の

処理の |問題、 j島村下水道はいかにあるべきか等、未解決の問

題が数多く 111 .f i'tみされているので 、 これらの 問題をも考慮に

入れた上での適切な 処理のあり方もまた、先の水利用のあり

喜子宮t 的生物処理 の化学賞蛤的関係 | 生物処理 をした下水に よる藻類成長の

化学量鎗的関係

生下水

C:  N:  P = 20・19: 1  

| C  N  P|  
除 去 率 % 80 24  29 

P = O. IO 

+  15 02 

N= 0. 3  

+ 匡ヨ

藻体畳 同化 され

ない炭素

平均約な* 庭下水の相対組成 を、バ クテリア中のC 、N、P の平均の化学量論 的関係 と比較

することに よって、 リン酸塩と 窒繁物質 のご〈 わず カ、の部介 しか汚泥中にはとりこまれな

いことがわか る. 生物処理下水放流水として放 出される無機栄養措置は藻体細胞物質にか わ

る. C O，(ま たはHC 03) その他の主要元素は窒素やリンに比べて+ 介利用できる貨が存

在する.

第 5 図 汚 水 の 好気 性 生物 処 理 に お け る 化学 賞 齢的 関 係 ③
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J] に加えてわが岡の河川 をよみがえらすためにきわめて大 ')i

なことである 。

まとめ

河川を 、 よみがえらせるための水質汚濁防止のあり方につ

いて、水資源と水 iW'f 'l の本質、 jh水、 利水、保7 / < の而から私

見を述べたが、 inJ 川 をよみがえらせるためには、われわれは

つぎのことを古名言じしておくべきであると与える。

① 水資源は| 棋界があ って、いくら数多くのダムを建設して

も、 一般のi nJ 川の利用率は 、平均 iJ1t量の 30- 40%位が限度

である。

②下水や廃水の処理I ! . 技術が発達すれば自然の JKにj! I づける

ことはできても、コス トが問題で本質的には技術がいくら

li 'J上しようとも、完全な肉然の7 k の ο';-ff tさに戻すことはで

きない。

③ 水資源の IJ 日発も水域の汚染も、いずれも膨大な水需要に

起因する 。

④ 日本列 向汚水' 1WIめ化防止の原点 は水需要の jfll flt lJ と適正 配

分である 。 すなわち水の再利用、水利用のイトJ ! 1l化 が絶対必

要で、その上に立 っ た下水 処 理、 Ｑｾ｛ 水 処担 、 ｬ 何 度 処 理て唄あ

るべきである 。

以上のように、河川の水質、7 / < i J : 収支からみると、河 川 を

よみがえらすためには、 f: r f I の々きびしい flJIWJ 粂f ドはあるにし

ても、これまで強制されてきた下水や廃水処sl lのみでは不十

分であり 、処尽によ って なお一層 水平1) 用 がm大されるという

人Il ¥J に対する心埋的刺激作用があるから、むしろ、水利用の

合理化、 また下 JKや! 苑水の処理水の再利用 や JKの術 JJ; i利用を

行うことがきわめて屯要なことである 。

もちろん、河 川 の常時流吐や ｩｾＷｋ ;il をm大させるべく、 ii" i

JK と利水 ・保水の調和のとれた多 H 的ダム ( これには 、災害

や ｮｾ 然破壊にはとくに注意せねばならない。Ｉゃｊｬ Ｇｪ ニめ池、間変化

池 、流51調整池等により 、水資源の絶対iE をも mやさねばな

らなし、。いずれにしても、河川をよみがえらすためには、い

ろいろ様々の多憾な万策を、その水E;;1境 lこLι じて、探用すべ

きであり、同一的な方法では河川 をよみがえらせることはで

きないのではないかと考える。
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排 水 規 制 と 生 活 排 水 対 策

中 村 秀 一

(  1  J  はじめに

河川 . ｩｍｊｩｬｬ ・ ＱＱｦｴＮＡＡＺ 主等の水ＧｬＧ｛の汚 ｩｾｾ を排ＷＩＨｊ［ｊ，ｬＮ ￭Ａ ￬ｉＡによ っ てｼ幼 ＱＱＭＮ し ＡｬｩＡｬＨ

の他) ，)t の{米議と生活環続の似全を阿る法律として; j ( '1' U'j  ｩｾｾ Ａ ｗ＠ dて法が

ある 。 本1'，': ; は、この法rltによる排水) ' ) ，I ，II ，I! の収状と、その '1:.i1;排水対

策に ，'i め る 位?l および泌足立について述べるものである 。

(  2  J  水 質 汚 濁 防 止 法 の 性 格

;j( ＧｬＧ｛汚 ｩｾｾｉ ｬｽｪ ＱＱ Ｚ 法は、 ｉｉｾｈ Ｑｬ ＴＵ 年 Ｑ Ｒ J) の第64[II IIE! 会 ( 公刀川紹が争点

となり 14に上L る法律が制定 ・改正された同会のため「公1・IE!会」と

いわれる 。) において制定された法律である 。法体系からいえば、

公 Ｉ ｾＺ対策 ｊ ， ｈｾ 法が公主として定義する Ｗｦ ｩ ｦｉの公Ｇ ， Ｑ ｾＺのうち ｲ ; j ( 伎の汚

濁」について、 |百l じく [1<] の地策として講ずべきとされている「耕 11¥

等に関するよ札制の t片山 」 を定めた法律ということになる 。

;j( ＧｬＧｬ 汚 ｩｾ［ｪＡｬＩｪ J上法が排水tJ.l.:J，I) について定めた最初の法律ではなく 、

この法律には前身がある 。 いずれも昭和 33年に: J ，I) 定された「公J l < ) f J

水域の水位の似令に! 日! する法律」および「工場初水等の脱出リに| 見lす

る法律」がこれである 。 これら 111二 法が、激化する公' ，1;: に卜分対処

できなかったという反符の上に立ち、これら 二 法を統介し、強化し

たのが現行の水質汚濁防止法である 。

(  3  J  水 質 汚 濁 防 止 法 の 排 水 規 制

水質汚濁防 11'. 法の排水 J;l，I.:J，IJ は、俳; j( を初 ，'[ ¥する. r r によーl して、その

排水の水質を排水 ｊ ，ｾ［ ｉＧ ｜ に ｪ 盛イヤさせることを設す別・ ｪ けるという万式を

ほJTJ している 。 ただし、この初; j ( jJi.:J，I! が適HJ されるのは、つぎの

および 二 をir: l.)た -n，のである 。

公共川水域に排水するものであること

: 、特定施設を設 iif する工場 ・'J';) 走場ーであること

この点について行千ぷしく述べることとする 。 liii 才?の t.!('! は、公

共JTJ 水域以外に排水するものは、初水規 ilil) を受けないということで

ある 。 公共川水域とは、 「川 JI[ .  iMJifoi . 港 問 ・治ml f J ; J 或その他公共

の川に ijb される水域j止びこれに抜枕する公共梯渠、かんがい) I J 水路

その他公共の川に {J4する; j ( 目指」 をいうとされている 。 ただし、 「下

水 道 法 ( 昭利33i
!ミ法律釘¥79 号) 第 2 条第 3 号及び第 4 5 によ比定する

公 ) 1、下水道/ 止ぴ流j或 F水道て9 あ って、 |日l条第 6 J1にJ;Q定する終末処

ｊＱ ｬｩ 坊を設 ￬ ｩ ＯＨ している ｌ の Ｈ その流 ｪ 或下水道に Ｑｾ 紋する公共下水道を

含む。) を| 徐< 0  j  Ｈ ［ｪＨ ＧｬＧＨ 汚 ｩｾｾＡｬＩｪ .11: 法 第 2 条第 1 Jjj ) とされている 。

すなわち 、終-+: : 処J' !l場ーを設 i丘している下水道に初水している場介は、

水質汚濁防止法のＱＧ ｊｾ［ ｪＨＩＺｑＺｊ， Ｑ ド η 対象とはならない 。

後者の要( ' ! 一 一特定施設を設22する工場 . 'J'; :1i l"J，' j であることにつ

いて 。 水質汚濁ｼ幼 ｬ 上法て酬は、人の他 ｍｾ に布 Ｇｉ ｉ ｾＺ な物質を含むまたはＮＧＮ Ａ ミ

ｩ 円環境に係る被Ｇ， ｉｪ Ｚ をＧＱＺ，ずるおそれのある汚水またはｽｪ ｾ￬￬ ｬｩＮを排 ｮ ｾ する

地設を特定地設として政令で指定し、この特定地設を設 iiqする工場 ・

引業場以外は、排水J ; l ，I . i ! ，I]の対象としていない 。

さて、初［ｪＨ ｉｕｉ｝ は、排水 ｊ ， ｾｩ ｬＧ ｜ の ｪｾｾＧｲ を義務付けるものであ っ た 。

排水 ｊ ，ｾ［ｉＧ ｜ とは、特定地 ｩ 設を投目している工場 ・ 目 ｬ 工業 ｊ｡［ ーから公共ｊｦｊ水

域に排 ｮｾ される水 Ｈ r  1'J] ・，'[¥水」と 111 ' ばれる 。) の汚染状態について

定められている 。

初 ＷＩＨ ｊ ， ｾ［ｖ ， には Ｒ 何 ｷ ある 。一 つは、 ｲｅ ｝ の定めるものであり、 「排

水Jιベt を定める総j 布!un令」で定められている ( ti' 1  )， これは、いわ

ばナンョナル ・ミニマムである 。 もう 一 つは、行[1道府県が条例で定

めるもので俗に r 1::. 来せ Jν I" j といわれている 。 卜. 来せ Jが1' ，は、 1E]  

の排水 J，l 5i ¥主によ っては、人の健康の保護または生活環勾Eの似令に 卜

分でない場介に、医Ａの排水 ｊ 主準にかえて ｪ 車用される同の ｊ ， ｾ［ ｉＧ ｜ より厳

しいお[，7)( J，H'¥である 。 卜来せ JJ; ［ＱＧ ・ は、 ｊｊ ｌ イ正、ほ ｉ ｩＧｾ注目 ｛ Ｑ 道府県におい

て設定されており、ｼ工Ａの妙 ｆ［ ｪＨ ｊνｉ ｉｩは事実上 ｊｦｾ 骸化されているほどで

ある 。

つぎに排水 ｊ ，ｾ［ｉＧ ［ の ｩ 益守の万式である 。 第 一 に、俳 ＱＱ｜ 水 Ｈ 先に述べ

たとおり、特定施設を設 iiqする工場 ・事業場から公共川水肢に排i J ' ，

される水である 。Ｉ を初 ｮ ｾ する者は、その排， ＧＱ｜ 7j ( の水質が初水 口に

おいて排水 ｊ ，ｾ '1' ¥'ニ i盛iイ干していない場介は ;iTiせられる ( 釘12J長) 。 第

二 に、排出水を排出するＱＧ ￮ が、排水 ｊ ， ｾｩ ｬＢミを辺守しないおそれがある

場介は、特定地設等の改 -;'{f または排 :1¥水の排出の .11寺村リ[:. を命ぜら

れる 。 第三 に、特定地設を設置または変更しようとするおは、その

計阿を届け出なければならない 。 さらに、この場介において初; j ( J左

［Ｑ Ｑ ［ が ｪ 墨守できないと認められる場介は、計 ｾｉｩｪ の変ｽｬＲＧ等が命ぜられる

こととな っている 。

(  4  J  排 水 規 制 と 生 活 排 水

(  3  ) において 、水 'l1 i'j 消防止法の排水 jJi.:J，IJ のれ! 伊丹について述べ

た。 では、生 iMJ[o; j ( は、このような排水規: J ，IJ とどう関連しているか。

水質汚濁防止法体系において規il ，l ] の対象とな っている特定施設は、

製iiEJ たはもちろんのこと、 (.' i合のような民業関係、鉱業関係および

サービス業にもわたり、工場、 目 ｊ Ｇ［ ＺＱ ｕｊ｢ における主姿な汚 ｩｾｾ［ｉｊ￭ｬ は、で

きるだけ jよくとりこむこととしている 。 しかしながら、| 司法は、 「

工場及び 目J'; 業場から公共川 ;j( J設に俳: 1 ¥される水をJ ;Q: J 討すること j ( 第

1 粂 ) を向的としていることから、生活排水についてはつぎのよう

なものを 、 その対象としてJ ; Qi l J I] し得る ( あるいは、 しれトるにj I! ! J i!{ な

い) こととなる 。

第 一は、下水道に IJk人する生前排水である 。 これは、 F*i 立終末

処里Jl地設が特定地設に指定されており ( 水質汚濁| 坊 11 : 法地行令}JI J表

第 Ｍ ｾ Ｂ￭ ＷＳ 号 Ｉ 、 下水道終未処理: l i 場から排 :L¥される* ，止、初: 1'. ; j ( とし

て排水規制の対象となるからである (注2 表 3 )  

第 二は、し尿処型施設で処里li されるし尿である 。し尿処用地設は、

水質汚濁防止法地行令別表第 一 節72号により特定地設として指定さ

れている h主てーある (花2 1<3 )。

第三 は、し }j JU下化 作l で処 刊される生活排水てa ある 。 これは、水質

汚濁| 坊 Ii こ法体系でいうし以処型地設には、し以作化仰が合まれてい

る放である 。 ただし、処築 ｊ 主権法地行令第 ＳＲ 粂ｾＢ￭ 1項のぷに) ' ) ，1，定す

る算定万法により算定した処l' ll対象人n 500 人以下のし以浄化柵は

除かれる 。 したがって、排水t ; Q，: J il] の対象となるのは、大規脱なし bj(

I争化問である ( t i'.3 )。

ｊ ｉ 走後 ｬ 止、生前 例 ［ｪＨのうちの す 守殊のケースである 。 Ｗ ｪＨ ｗ 汚 ｩｾｾ｛ 坊 ｉ ｴ 法

休系では、旅館 業も 捌 水 J;l，I.i!iI ]の対象とな っておリ、その 初 ;j( ( それ

は、生前排水と[ ，iJ じものであろう 。) は、排水 J，H' ¥を遵守するもの

でなけ tl ば! ならない 。

また、今後、水質汚濁防 11:法の );Qi!J I] の対象に病院等を IJII えること

を検討しており 、生活排水あるいはそれに矧似したもので寸Jド水規制

の刈象となるものがありがJ ょう 。

以ー仁子IJ挙したもの以外の 也市制; j ( は、 排 水JJi.;Il I) の弁l 象とはな って

いない (tJ: 4  )。
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(  5  )  今 後 の 課 題 一 一 生 活 排 水 の規 制 一 一

C  4  ) で、排水脱il 討の中に ，1; め る 生 前 排 水 の 現 状 に つ い て 触 れ た 。

そ れ で は 、 今 後の 展 望 を し て お こ う 。

生前排水対策を排水脱: 1 ，11の観点からとらえると、 d 与 え ら れ る 今 後

の 方 向 として 三 つ の ものがあろう 。

第 ー は、 C  4  ) で述 べ た 排 水 焼ililJ の 対 象 と な っ て い る 生 前 tJI' 7/<.に

対 する 排 水 規 制l を強化 す ることである 。 方 法 と し ては 、 排 水 J出Y悼の

強 化 と 民 視 ・指 導 体 制 の 強 化 で あ ろ う 。 前者については、 IL体 的 に

は上* せ，IHi 主 の 見 直 し 強 化 、 後 者 に つ い ては 、折7 / < . 口抗視の 強化、

改 善 命 令 等 水 質 汚 濁 防 止 法の 砲 行 の 徹 底 で あ る 。

第 二 は 、排水規i l J ll の 対 象 と な る 生 活排 水 発 生 源の 範 囲 の 拡大 を図

る こ と で あ る 。 論旦t的には、 (1)現 行 法 大 系 の も と で 範 閤 の 拡 大 を 阿

る方げ ｉ ト ー具 体的に残され ている余 地は処Ｎｧｪｾ対象人Ｎｷ 500 人 以 下 の

し尿浄化槽の規i l J lJ対 象 化 と(2)現 行 法 大 系 そ の も の を 改 め 、 工 場 - 事

業 場排 水の み で な く 家 庭 排 水 そ の も の の 規 制 対 象 化 を 図 る 万 II ') の 二

つがあろう 。

第 三 は、第 一 ・ ｭ 二と 別な次 ｊ 亡の議論であるが 、俳水Ｉ， ｾ ｩ ｬＧ ［ に おけ

るｴｊＡＮ ￭ｬ ， ｉ ｊ 項目 の 兄 ｬ 在 しがあろう 。 この議諭は、生活挑ＷＩ＼Ｎが水ＱＧ｛汚 ｩＹｾｉｉＩｪ

ｊ ｉＺＺ上ｼ問題な のは 、人 の 健康 にと って 有Ｇ， ｉ ｾ Ｚ な物質を含むからではなく、

その仁1] に 含 ま れ る 栄 養 血%ri が 、 環 境 水 域 の お 栄 義 化 を も た ら す と こ

ろ に あ る と い う 点 に あ り 、 し た が って そ の 防 11:.のために、 JJL行の拐ド

水 J島根項目に j川 え て 窒 素 ・燐を胤市IJ す べ き で あ る と い う も の で あ る 。

以 上の 方 II') に つ い て は 、 し か し な が ら 、 つ ぎ に 述 べ る 問 題 点 があ

る こ と を 指 摘 し て お こ う 。

第 一 に つ い て は 、 水 質 汚 濁 防 止 法 の 施 行 の 徹 底 は と も か く と し て 、

上 来 せ 法 棋の 強 化 に つ い て は 、 現 行 で も か な り厳 しい焼il，ll を 実 施 し

て い る 上 来 せ )，H 在 ( it 5  ) に 、 こ れ 以上 必 化す る 余 地 が あ る か ど う

か 疑問 である ( il '  6  )。

第 二 に つ い て は 、 ど の 万 II ，) を と る に し ろ 多 か れ 少 な か れ 家 庭 排 水

が来たして規制になじみ符るかどうか ーＭ ｾは、 ｬｵ ［ｲ ￮ 排水対策 とし

ての排水規: I ，IJ にと って 版 本 I1りな|町民( i - - 、 また 、水 質 汚 濁 防止法 て

対 処する こ と が 適 切 であるかどうかとし、う議論引l手ぶ と こ ろ で あ ろ

7 。

第 三 については、 Ｒ 主素 ・ 燐の ｊ ［ｬｾ克ＷＩ＼Ｎ ｪ 或 ｲ ｬＢ への討 し人 の ｦＧｪｬｊｩ ｬ ＮＮｸの Ｎ ｲ ｴＮ要性

については巽論の余 地は ないにしても、 処ＮｦＱ ＱＱ 技術 の ｈ ｦＮ ｊｾ が先決であ

り、か つ 、，排 水 規 制 のみでなく 、 合 成 洗 剤 rl] の 燐円安塩合イTl i t の t'jlJ 減

等 多 11岐 に わ た る 発 生 源 に 応 じ た 総 介 的 対 策 の 必 必1' 1，が 大 き く 、 そ れ

ら 施 策 の 優 先l庄が似亙に巧! 伍されなければならないであろう 。

こ の よ う に 、 排 水 iJL:l ill と生所持! 水対策 に つ い て は 、 今 後 大 い に 議

論され、 有 効 か つ 適 正 な 地 策 の 選 択 が 必 要 と さ れ 、 砂L:( ，:悦; ぷーの 段階

にある 。

(  6  )  おわりに

生 活排 水 対 策 は 水 質 保全 行 政上最1 [ ( 婆の諜足自の一つである。本f，;:j

は、この問題の輪: 711 を た ど ろ う と し た も の で あ る が、 ご く 大 ま か な

ス ケ ッ チ に と ど ま っ た 。 機 会 を 改 め て 件.f.;1命でいきたらというのが筆者

の Jむ唱 である。

なお、，，-js: ; f，:' :j は、すべて唯者の{ 間人的な見解であることを、" i i ' Wリに .

より ｾ ｌ しておきたい。 ( 立かむ句しゅヲいち 環 境Ji '木町保全I"j水'l't! JJ .aill;;'.!! )

(注 1) llil がA める排水 Jレl' をぬげ ておく。

・排水基準を定める総理府令

(  鍛J炉供)

第 1，条 水質汚 ｩＡｾｉｉｽｪ ｊｉ Ｚ 法Ｈ Ｑｉｐ，ＮｦＱｬ ＴＵ 年法 作ｾ 138 '，;- 。以下「法J という ，) 10 3 条約

Ｑ 耳 ｩ の 排水Ｉ，ｾ司 ＧＱＱ 立、 Ｑ ，［Ｉ条第 Ｒ ｭ のイ￮Ｇ，作 物 ｦ Ｇｴ ( 以下「ギ1.1;: 物Tむという j による#ド

，ＧＱＧＮ水 の汚 染状態については、日 ＱＩ よｾｾ［ ー の ← 卜 Ｎ出 ｬ に仰げるイ￮ＢＮＧＺＺ物伐の干 ｈｬｩ ごとに Ｑ ，［Ｉぷ

の下側に mげるとおりとし、そ の他の排出水の汚染状態に ついては 、日IJ 炎第二の

t l世|に mげる rti 11ごとに l百lぷの F梢lに掲げると必リとする 。
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別表第一 Ｈ ｾ｜ 1 条|民l係 )

イr，作物 'l' tのH W ，;i 作 I:H 1主

カドミウム l止びその11:イ干ヰ却 I リソトルにつきカドミウム0. 1ミリ

グラム

シアノ 1じfT物
l リ γ トルにつきンアン 1 ミリグラム

イi 機mf じイ干物( パラチオン、 メチ

Jレ，マラチオン 、ノナ Jレジメトノ fえ l リッ トルにつき 1 ミリグラム

ぴE P Nに目4るJ

鉛 Jit. びその 1ヒイ干物 1'1 .， トルにつき鉛 1 ミリグラム

人 IIIIi7 ロム化イトヰ却 l リ y トJレにつき六 IIIIi 7 ロム 0.5 ミリ

グラム

日t .fi 1. 止びその 1じイ汁和 l リ γ トルにつき fJ t .fi 0.5 ミリグラム

ノ')<j lU止ぴアルキ Jレ水銀その i也のノk 1  '1 .， トルにつき水銀0.005 ミリグラ

jll fヒイ干物
ム

アルキル水銀化イ干物 検tl ¥されないこと

P C B  
1') .， トルにつき 0.003 ミリグラム

l  「 杉 ｴｴｈ きれない ζ と ｵ とは 、 ｾＱ Ｓ 粂の ｩ 比定にＩ，ｾづき ｊＢｕ 克庁長 ｹｾ が〉とめ

る ｈｩ 去によリ排出水の汚染状態を検定した場介において、その結ｾがＢＧ ，

d 検i.Eh法の定 q ( 限界をド 1"1 るこ とを L、う.

2  [I!t.fi ＱＺ世びその Ｑ ヒイ干物 についての釧ＷＩ＼Ｉ Ｏ いいは 、水 ｦＧｕ Ｇ ｪｩＡｾ 防 止法 組行令 Ｑ 立

びＡ従来物の 処 ｽＧｉ ｕ 止び ｩ ， Ｇｦｨｾ にｼ日 ｩ する法 ｲ ｬ ｴ 施行令 のー 古ｊＩを改正する政令 Ｈ Ｑｉ ＡＱ

利 Ｔ Ｙ ＮＱ Ｑ 三 政令 ＱＰ ＳＶＳ 号 Ｉの 地行の際 ｦ ｊｬＮ にゅう ｮｾ している温 Ｉ ｪ ｬＮＨ 弘 氏法 Ｈ ｬｉ ｻｪ 制 ＲＳ

ｩ ｬ ｾ 法ｦｉｴ第 Ｑ ＲＵ サ ＩＱ ＱＢＱＲ 条 Ｑ ｍ ｭ に規定するむ のをいう。 以下 Ｑ ，［Ｉ じ。Ｉを ＱＧ ＱＩ 川す

る旅館業に itJ!，する 'J与党: 上品に係る釧 n' ，水については .・"，分のH¥J ，j_直! 日しない 。

別表第二 ( 10 1 条関係 )

rn ，:i 作 IIN 1定
11 

水止; イオノ lril 支 ｼ 海域以外の公共川水域に俳 ｮｾ される

i 水. f i 指数 ) 1  むの5.8以 1:8.6以ド

ｉＱ 正 ｉ 或に釧 ｮｾ されるむの ＵＮＰ 以 上 ＹＮＰ 以

Ｇ Ｑ ＧＮ 物化 γＧＺＨｉｾｊ 俄ぷ必 ， Ｉ＼Ｚ，［ Ｚ ( lji.fι 1  1  160 (  1111¥1 '1沼Jl 20 )  

リ ァトルにつきミリグラム ) 1  

iヒ{ Nn闘を.fi型jボ:，:: ( 単位 1 リ ， 1  160  (  111::1 Ｇ Ｑι ｪＢｾ ｊｬ ＲＰ＠ )  

トルにつきミリグラム )

17.j 泣物't't :止 ( Ij i.  fJI :  1  ') ，トルに I  200 Ｈ Ｑ Ｑ ＱＱ ｜Ｑ、 ｖＮ ｪＢ ｾＩ Ｑ Ｕ Ｐ )  

っきミ リグラム)

ノルマルヘキサノ 411111¥物質合イi :，; :  1  5  

Ｈ 自 ＧｩＺｩｬ ｨ ｾｬ ｩ 合イ ￯Ｚ ，Ｈ Ｉ ( 'ji.(立 l リソ

トルにつきミリグラム )

ノルマルヘキサン 111111: 物代合イi :，t  1  30 

Ｈ ｦｩ ｽｪ刷物油断 ｾｉｩ 合イ ￬ :，¥:) (  'ji. jo) :  

l リッ トルにつきミリグラム )

7 ェ ) - 1レUi-;>，イ i :，: :  ( 'iif立 1 リ 1 5  

y トルにつきミリグラム )

剣合イf :，t  ( 'i1 (立 1  ') .， トルにつ I  3  

5 ミリグラム )

'1F. $fi 合イf :，l  ( 'i 1  1占 1  I) ットルに 1  5  

っきミリグラム)

t存僻1 U;I:合イi: ，: : ( 'i
l
.(立 1  '1 ， 卜 1  10  

ルにつきミリグラム)

ハ
Un

u

 

n
u

 

q

J

 

I

 

ω

2

日

日

1

ル

に

千

ト

ル

ノ

ハ

M

)

y

ト

七

山
ト

ム

リ

ソ

ト

H

f

、
F
7

1

リ

・
止

リ

附

ゲ

'
'

1

A

、
A

'何

リ

位

)

)

A

f

u

ミ

巾

ム

似

)

似

例

ノ

き

(

-

7

恥

ム

山
中

き

ガ

つ

川

グ

(

ラ

(

つ

ン

に

布

リ

リ叫

グ

数

に

マ

ル

九

百

ミ

ト引

リ

併

ル

性

ト

ム

き

A

J

H

ミ

山

間

ト

脳

肝

y

口

つ

ぷ

き

脇

一

心

情

リ

7

に

州

つ

大

メ

liij J>; 

1  r  1111:1 Ｇ ｉ ｌ ｪＢ ｾＩ ｊ に よる ｊ 下作 ｉｗ 支は、 Ｑ 11 の1)1'11: 水の千g) 的な汚染状態 に

ついて定めた L のである。

2  この炎に仰げる 却| 水Wi V.は、 1  11 ｾＧ ， たリの‘ ドｪＢｾＩＨｉり な ＱＩＱ ＧＱ ＱＺ 水 の Ｚ，Ｚ Ｚが ＵＰ 占 Ｎ

ｊｩ 〆 ー トル以 上 である に場 ｘ は・ ｊｾ ｊｩ ｴ 品 に係る 俳 ｮＧ ，水 について Ｓ 盛 川する 。

3  水 ｊｅ イオ ン 濃度 ｬ 止ぴ出 ｍ 刊欽合イ ｔＺ 止 につ い ての Ｑｪｬ 水Ｉ， ｾｩ ｬ Ｇ ， は、ｕｲｬ ､ｬｩ 鉱業

Ｈ Ｖａ ｴＡ ， Ｇ ｩ と ｊｕ が する ｍ､ ヒｾ［ｬＺｪｊ ｪＺ を Ｔ Ｑ［ ＧＺＱ まする鉱業を合む ｪ に以する ｛ｊ ｾｪ ＺｸＮ Ｑ よ Ｇ ｊ Ｇ［

Ji I品に係る排H¥水については j1&l I ) し主い。

4  水J i イオン I良l主、 j /ol合イI n( 、II[ijfi 合イf ＺＧＱ Ｚ 、溶解竹 ｾＢ合 イ ｩＺ 止、 Ｗ 存解ｴｊＺＮＮ，

ンガン 合イ1'1'、 タロム合イI :，:) 止ぴリ1¥Ｍｫ ｩ 合イ ｔＺ 止に ついての 担Ａ水Ｉ， ｾｩｬｬ Ｂ よ 、 ＱＩ＼

ＧＨＧＨｩ ｬ ｪｩｷ ｬ リ ｉｪｬｬ Ｇ ，法随 行令 ｬ 立ぴ ｬ 従来物 の 処ＮｦＱ ｉ ｛Ｑ ，止ぴｾ， Ｇｈ ， ￥ にｊｬ Ａｪする法 Ａｬ ｴｊ ｩ ￚ￭ ｨ 令 の

ｩｾｬＩ を改正 する 政令 の他 行 の際 ｊ ｊｬＮにゅ う Ｚ ｈ している ｪ 位以を利 ＱＱＱ する旅 ｦｩ￭ｩ 虫、

に 以する・ ｊＧ［ ［ｲＮ［坊 に係る 俳 ＱＱ｜ ［Ｑく については 、・ Ｂ Ｑ 分の ＱＱ｜Ｑ 、 ｪｾＱＱＱ しない

5  Ｇｉ ｾ 物 Ｑ ヒＧＧＧｦＺ的俄ｊｩＧｩＡＡポＺ ， Ｑ Ｚ についての却ｼ水 ＩＮｾｩ ｬ Ｂｬ ［ｴ、 ｩｬｩｈ 或 ｬ 止ぴ湖 ｩｬｬ 以外 の公

)1，川水域に 1)1'11¥される 釧 :1¥水に|拠 って j盛11I し、 iじN内同ti .fi 安; 1< :d:につい

ての 俳水 ＩＮｾ ｩ ｬｬ ーは 、 ｩＡ ｬｴ 波及び ｩ 却ｊｩｬ ｬ に 俳ＮＭＱ｜ される 掛 ｈ｜ 水に ｉ［ｈ って Ｓ 盛 ｩｬｬｬ する 。



(注 2 ) ここて' 水質汚濁防止法の特定地設をもっ工場、 事業場について、その

現 況 (49年 3 J l 末現在) をぬげて布こう。

表 1 特 定事業場の規模別内訳

排出水最による鋭校l J lJ 内沢

- 1I t排水法機

全 特 定
① 1 日当たり ②同左未満の

のi盛岡を受け

の排出水 i&1 むの ③ う ち 有 害 物
るむの

ιW!I 'iJ : 品数

が50m'以上 f ' l を排出す

( ①+ ③)  

のもの るもの

153，806  21，326 132 ，480  3，825 25，151  

(100%)  (14%)  (86%)  (  2 %)  ( 16%)  

( t t )  1  特定 Ｇｊｾ ｊ［ｾ品とは特定地自立をもっ工場、事業場のこと

2 .  Ｎｴｪｴ 排水 ｊ ，ｾｩｉＧ ￭ とは、 ｬｩ￭ｊ ｩＢ ｬ にぬげる ｬ ｩｩｉの排出 ｊ ｴＮ憎のニと

表 2 特定事業場の業 種別内 訳 ( 昭 和49年 3 月31 日現在)

特定。 ｊ ｾ ｊ［場数上位 Ｑ Ｐ Ｑ［問 一律排水基準適用対象特別i1fJ，品世上位10重隆

P回 ［Ｚｊ ｾ ＺＺ｜Ｇｩ［ｾ品数
l 日当たり

ｊｉｾｩ＠ 事業場数

業 時 ( 地 設 ) 名

の排出水量

業 組 ( 施 設 ) 名

{立 ( 附成比)

50耐以上の

i立 ( 桃成比)

割合

1  

豚房、' ドI耳、馬房 30，937  

1. 5%  

1  1  J采尿処理施設 4，717  

施設( I T ¥1 号の 2 )  ( 20. 1%)  Ｈ費 ｾ Ｗ Ｒ サＩ ( 18. 8%)  

2  洗たく業( 首167号)

25，440 

0. 9%  2  

ｾｬＡＺ会 ｜Ｎｊ Ｎ ，寺地ｾ立 3. 165 

(16. 5%)  Ｈ買 ｾ ＶＶ サＩ ( 12. 6%)  

3  

立! 偏{ ( 立製造業 21，414  

0. 6%  3  

酸、 71レカリ表[ 飼 2，174 

(那17号) ( 13. 9%)  処理施設( 第65号) (8. 6%)  

4  

I'I ifih式 '11制i洗浄 9，273 

2. 6%  4  

紡 級 、繊維製品 1，665 

施設 (IT¥71号) (6 0%)  製造業 ( 第19号) (6. 6%)  

5  

水産食料品製造業 9，266 

10. 9%  5  

砂手IJ j 草取業 1，233 

(IT¥3 号) (6. 0%)  ( 第60.l}) (4.9%)  

6  

! ポ尿処. f 111地 設 5，787  

81.5%  6  

水産食料品製造業 1，006  

(IT¥72号) (3.8%)  ( 第 3 ｾｽＩ＠ (4.0%)  

7  

飲料製造業 4，799 

12.2%  7  

パ ル プ 紙、紙1J fJ工 849 

(IT¥IO号) (3. 1%)  品製造業( 第23号) (3.4%)  

8  

キ ｊｪ 品， ｉＨ 繊 ｾｉｾｾ 品 4，595 

34. 1%  8  

首f産、食料品 819  

製 造 業 ( 首119号) (3. 0%)  製 造 業 ( 第 2 号) (3. 3%)  

9  

般、アルカリ表面 4，499 

37. 2%  9  

金属製品、機械総 732 

処理施設( I T ¥65号) (3. 0%)  共製造業( 第63号ー) (2.9%)  

10 

めん Ui 裂巡業 4，225 

2. 1%  10  

飲料裂泣業 589 

( 第16号) (2. 7%)  ( 第 10号) (2. 3%)  

w回) 業的( 地政) ;}' ，側中 の ( ) 内の J，J 帯号は防止法1血行令別表郷 町 4J 俳句 である .

表 3 し尿処理施設 ・下水道終末処理施設

特
{  示E

J! ｾ品 数

一律排水 JL準規制l

同・i
対象分

f昨 業!Hl ・施設: 1' ，

① 似J排

② 同 左 t陪D物う 有

( 総数)

出水註50 未満の し
( ①+ ③)  構成比

J，}  
m' / 日以 むの 排出する

上 のもの むの

72 尿尿処理施設 5，787 4，717  1，070 4，717  18. 8 

73 

下水道終末

381  374 7  374  15  
処理施設

(; 主3 )  

し尿浄化槽設置数 S .  48. 3.  31 

ｊｾＡ＠ 処 里II
ぷ口入

fjf 担L EI( 

IfiS 1!X 1; 1: っ 51 そ の 他 散 水 活 性 その他

837 ，185 456，883 24 ，346 365 4，348 285 

」ぇ

。
21  51  101  301  

計

ｾ＠ 20 50 100 300 500 

ailj 

878，431  224，576 112，259 85，153 16，186 1，316，605  や?

501  1，001 2，001  3，001  4，001  5，000 1，323，412  

iBHt l  
以 3十

IZA I  

1，000 2，000 3，000 4，000 5，000 上

4，484  1，489 375 127 92 240  6，807 

厚 生 省 原 境1Qi'I :J .. Ｉ 環境ｾ， ｾｦｬ 酎 ｮＪ

(;主 5 )  

し尿の収集・処理の現況

特別 ｨ Ｇｬｴ ｾＱ 水洗人口( 1 ， 000人)
非 水 洗

年 度 地域人口 公 共 化 人 口

(1 ，000人)

総 数

下 水 道

浄 化 倒

( 1，000人)

U{j 38 58 533 9  836 5  496 4  340 48  697 

39 60 552 11 127 5  706  5  421  49  425 

40 64 231  12  316 6  015  6  301 51  915  

41 67 855 14 451 6  631  7  820  53 404 

42 71  292 15  711 6  913  8  798 55 581  

43 76 080 17  976 7  980 9  996 58 104  

44 80  592 19  597 9  273 10 324  60 995 

45 84 694 21  347 10  930 10  417  63 347 

46 99 127 22 061 11 755 10 306 77 066 

47 101  039 24 997 13  220 11 777 76  042  

1十 函 処 El  最 (kl / 日)

年 度

ｾ＠ : Gてiを

下水道マン

処理地設 足基村還元 海洋投棄 その他

ホール投入

1I(l 38 53 138 5  281  15  137 6  935 13  122 

39 57 279 5  205  20  508  6  547 13  699 

40 61  193 5  503 28 045  4  697 14  179 

41 65 504 5  639 35 805 3  467 14  250 

42 68 611 5  666 40  324 3  026 13  923 

43 75 047 5  529 47 604 2  444 14  167 

44 79 403 5  513  53 557 I  821  13  410  

45 82 461 4  170 60 137 I  296 13  622 

46 85 041 5  791  58 842 1  462 13  640  

47 91  770 5  391  65 961  I  121  13  527 

資料 厚生省環境1qi 生局環境艶備岡県 rw掃 ' IQ佐実態調盆J

公共下水道普及状況

f打 l.fi I出 公 共

年 度 末 而 fl7 戸 数 人 口

認可区域 排

I阿 4直 前 HI

12  663 

11 320 

8  769 

6  343 

5  672 

5  303 

5  102 

3  236 

5  306  

5  770 

下 水

水 区

戸 数

汲 取 し

尿 総 量

(  kl/ 日)

64 102  

66 083 

70  949  

74 795  

78 370  

83 963 

88 442 

91  091  

128 122 

121  320 

門 家

処分量

(kl / 日)

10  964  

8  804 

9  756 

9  291  

9  759 

8  916  

9  039 

8  630  

43 081  

29 550  

道

域

人 口

( ha)  (1， 000戸) (1， 000人)

(  ha)  ( ha)  1，000戸) (1， 000人 )

1Ij'l 40 333 113 9  367 36 422 169 446 

41 351  468 10  041  37 707 177 961  

42 366 957 10  211 38 090  194 639 

43 376 433 11 023 40 622 248 907 

44 401  194 11 794 41  695 265 865 

45 473 023 12  423 43 426 293 408  

46 521  245  13  131  46  214  

47 526 556 13  833 47 554 

公 共 下 水 道 ( つ づ き )

相| 水 区 域( つづき)

年 度 末

排水設備設置済 水洗便所設 ;w行

戸 数 人 口 戸 数 人 口

(1， 000戸) (1 ，000人) (1， 000戸) (1 ，000人

1I{j 40 2  990 11 820 1  426 5  492 

41 2  191  9  050 I  724 6  543 

42 2  317  9  682 2  003 7  476 

43 2  816  II 442  2  348  8  618  

44 3  114  11 643  2  461  9  916  

45 2  948 10 900 2  865 10  352 

46 3  098 11 426 3  404 12  134 

47 3  684 13  571  3  992 13  868 

資料 刊本下水道協会総務部 r 公共下水道統計J

( 注 ) 46年度点以降の数値は沖縄を含む.

79 572 3  500 14  351  

86 929 3901 15  190 

94 278 4  227 16  243  

107 671  4  789 18  217  

115  373 4  992 18  811 

125 221  5  218  18  622 

147  177 5  720  20  713  

164 624 6 社01 22 364 

対市街地戸数排水設備

fF及率 ( %)  

排水区 排水設備 水 洗fieil斤

域 設 置 ii'i .1主W' i斉

37. 4 31. 9  15. 2 

38. 8 21. 8  17.2  

41. 3  22. 7 19.6  

43. 4  25 .5  21. 3  

42. 3 26. 3 20.8 

42. 0 23. 7 23 .0  

43. 5 23. 5 25 .9  

46.3 26. 6 28. 6 

4 5  



( 注 5 ) 例をあげておこう。

し 尿 処 理 施 設 ( し 尿 浄 化 槽 ) に 対 す る 上 の せ 排 水 基 準 設 定 状 況
S.  49. 5.  27 

「ーーー・ー

B  0  D  C  0  D  s  s  
通 用

適 用 地 域 等

巴IL J:勾 l位 大 'jZ t句 最 大
ヰ ｼ ぇ ｪｾ ｊ

批 大

胤i，没区分

1  . 北 海 道 3  0  ( 4  0 )  7  0  ( 9  0 )  1下 化 柑 11狩 川 、 十 勝 川 等

2  . ，¥'f 綴 3  0  ( 4  0  )  3  0  ( 4  0 )  し以 処 理 地 B没 新 井 ITI 川 河 口 水 域

3. 岩 下 3  0  ( 4  0 )  6  0  ( 8  0 )  

"  
新 井111 川 水 抜

4 宮 城 3  0  
"  

阿 武 限 川 等

5. ** III 

6. 山 形 ( 3  0 )  i'f. 化 神l 最 上 川

7 術 品 3  0  7  0  しJポ 処 型 施 設 f計百代i却'130m'/ 日以上

8 茨 城 1  0  1  0  1  5  
"  

;lZ ケ ilfi 水 域 新 設20m'/ 日以上

9 栃 木 3  0  7  0  
"  

県 下 金 水 域

10 .群 馬 3  0  ( 3  0 )  
"  

V;t 下 全 水 域2000人 以 上

11. j奇 玉 ( 3  0 )  ( 3  0 )  i'f. 化 判1 り ｉ［ｾ 下 全水域 ＲＰＰＰ 人以上

12 千 葉 ( 3  0 )  (  3  0 )  (  7  0 )  

"  
第一 純 水 域501 人 以 上

13 東 京 2  0  (  3  0 )  2  0  ( 3  0 )  7  0  ( 9  0 )  

"  
江戸川、多摩川2001 人 以 上

14 事11予告川 3  0  ( 4  0 )  3  0  ( 4  0 )  6  0  ( 8  0 )  し尿処理施設 全 県 下

15 新 if，J 3  0  
i'f. イヒ ＱｾＧｩ＠ 日 波 川 2000人 以 上

16.  i:¥ 111 3  0  し尿処 理施 a没 J:t 川 等

17 石 川 3  0  ( 4  0 )  3  0  ( 4  0  )  7  0  (  9  0 )  しJi J( 処 耳1¥施 1没 駒 川 等

18. 初 )1 3  0  ( 3  0 )  7  0  (  7  0 )  

"  
北 川 等

19. UJ 製

20 長 野

21 岐 阜 3  0  ( 4  0  )  L.1i J ( 処理組iJ 生 矢 作川等

22.  ｩＧｩｾ問 3  0  ( 4  0  )  7  0  ( 9  0 )  

"  
太 凹川 等

23 愛 知l 3  0  ( 4  0 )  3  0  ( 4  0  )  6  0  (  8  0 )  1t iili 川、浅川 ・新 s没

24 三 前

25. iii n  ( 3  0 )  (  3  0 )  (  7  0 )  1予 化 付『 ML下 全 水 域30m'/ EI 以 上

26 京 町11

27 大 阪 ( 3  0 )  ( 3  0 )  i下 1ヒ 相 501 人 以 上

28 兵 1・11 2  0  ( 2  5 )  2  0  ( 2  5  )  4  0  (  5  0 )  mー純 水域

29.11モ 良

30. Ｎｦ ｮ ｾ 此 ＱＱ Ｑ

31. ，ｲＮｾ取

32. ＡＺｾ［似

33. 附 山 3  0  7  0  し尿処理総，没 既 設 水 島 等

34 広} ; ，I
j

35 山 門 3  0  ( 4  0 )  し尿処型地ぷ

ＳＶＮ Ｑｾ＠ !斗 3  0  3  0  
"  

吉 野 川 、 新 町川等

37. 香 川 3  0  ( 4  0  )  3  0  ( 4  0 )  7  0  (  9  0 )  H  
高松 "11:1<1・新 設

38. 愛 媛 3  0  
"  

伊 予三 島 水I或等

39. ［ｲｾ知 Ｑ 3  0  1下 化 !i"i  il !i 戸間等

40 福 岡 3  0  ( 4  5 )  9  0  ( 1 2 0)  し尿処理施ぷ 郡 河 川 水 域 等

41. f.t Ｑｾ＠

42. 長 崎 3  0  ( 4  0  )  し尿処理施 Ist 八 千 代J也先等

43. 熊 本 ( 3  0 )  (  7  0  )  

"  

44 .大 分

45. 下1 曲!.f

4U 沌児! :，¥ 3 0  ( 4  0 )  7  0  (  9  0 )  し以処理施設 川 内 川 水 域 等

47.  i'l' 縄

#  守 ｾｉ
」

4 6  

(;主 6 ) 燥制を受ける 11町む、制度的に対処して〈る

の で、 組 制 万 能 で は な い こ と に 注 .¥!:o ( 伊IJ 、 下 水 道

法)

. 下 水 道 法

(b主流水の水質の法体 )

ｾ 八条 公 共 下 水 道 か ら 河 川 その他 の 公 共 の 水 域 又

は海域に政i f ，[ される水 ( 以 下 「公 共 下 水 道 か ら の

政流水」という 。) の 水 質 は 、 政 令 で 定 め る 技 術 七

の基準に迎合するむのでなければならない。

. 同 施 行 令

( 版流水の水質の技術上の基地)

第六 条 ｩｈ ｩ ｾ 八条 Ｈ 法第Ｍ｟ I-)L 条町 |ーにおいて iV1JTI

す る 場 合 を 含 む。) 1こ規定する校術上 の J主徴は、次

の 表 の と お り と す る 。

括 経 下

1r述放z  ヨニ
殿沈

そ 』

1' 1: 1. 支水 ンと グ〉 σ3 

汚 lこを 法 が i:l， 他 」正

区 t厄 下 処 水 そ で グ〉

法 水 理
j泌J転の き ょ 場介

-1<) 

、を す ft!l る 1) (f 

f:¥'¥処 る 法 こ 万 下 る

司飲1I 週す! t合品

、れ法
水

(数，Ii 
モ ら に を

分 水 る デ と よ 処 lま

lHkE こと

イ同リ J11! 

rn 
7 位D，o4L 下

す l亨

法 が ア 水 る

む'令
そ で イ lニを IJJ 

の き ド 下 処 令

f也る - 水l ' i !

こ 方 エ を す ill 

日 11. 法 ア 処 る

d，x  ，t， 

ら に

レ里R場メ'"入 令i'i 

とよ l す

!白l り y る で

，，£ a e  

li.入 l i 八 IiノL l i 八

め

ノ'KJ i イオン I良/i る

八 六 ;¥.;τ ノ1. /， J¥ /， 

法

以 以 以 以 以 以

上以下以
( 水 ぷ 指 数)

上 下 と下 ヒ下

よ

生物化' { : ( 内間企J i

検，ε  ｾＺ ［ ｒＺ ，Ｈ＠
ムJ 、

li. 

( l li 立 l リ )

。 。。。し

トルにつき 5

下以 下以 -以F  

以

た

ラ日1ムI¥lにミリグ tメL弘;、

i手i l l : 物質 '"

お

七
。(t 

(  " 州 l リ ァ)

。 。。。る

トルに つ きミ
以 以 以 以

数f11[ 

'J グラム 下 下 下 下

と

す

人: 脱 l羽町数
る

(単位 l M ) 1 8  

。。。

センチノート

。。。

ル に つ き 例 。年O 以 0 以 0  以

下 下

2  水質汚濁| 坊止法 (1昭和45年 法 律百¥138.cn第 3 粂

第 1mの胤定による総理府令により、又( ; l . ln1条 第

3mのJ f I . 定による条例その他の条例により、前m

のおに仰げるなi r I について !百1mの 法 相 よ り き び し

L、排水J島根が定められ、又は同rnの )<:1こ偽げる{ j ' j

ｉＱ 以外の耳 ｩ 目についても排水 ｊ ，ｾ準が定められてい

る肱 i*E水については、同なi の 脱 定 に か か わ ら ず 、

その排水 JJ; i艇を当該m目 に 係 る 水 質 の JJ; ｩｖ ｾ とする Ｎ



行 政 側 か ら 望 む 一 服 浄 化 槽 の 構 造 、 設 計 施 工 、 維 持 管 理 に つ い て

松井文雄/ 島岡克吉/ 大森英昭/ 間野文爾

はじめに

全| 玉| で建築される往築物は、人 11.1¥"'1によるものや白己住宅の控設、

あるいは、これらの| 児述i J ! ; 築物でありますが、これらが処設される

地域は 、公共下水道が桜11iii されてはきましたが、未だその処旦g区域

外が大部分であり、またi .5J l'- i!tj とi三思必の発注で挫設されるものの使

ｊｾｔｉ 立、ほとんどが水洗式、当然、Ｉ却灰浄化楠の設置ということにな

るのですが、この尿以浄化相は、処築) ，判長法地行令および挫設省行

ぶなどで、その flYt)_宣J占il' ¥が定められ、単に住宅などの便所汚水のみ

を処到する小容昆の単独浄化槽から、住毛同地の尿尿を含めた生活

排水を処耳 ｉｾ する大規棋な令ｦ￬ＡＧ浄化納まであり、その処理方式は多純

多係であります。

この単独、合併A いずれの尿! ぷ浄化惜の場介でも、「構造、焔工、品It

r. ¥'W理」という 三つの尚 'Ii がよく喰iみ令わないと良好な機能が発仰

できないものであることは、すでに記、識されていると思いますが、

この椛造、設計、脇工および維持W.I:'I について現状と li J j 旭点、さら

にその対策または安出することなどを、行政上それぞれのぶ場のつ

ぎの三氏に簡単に. i l i べてもらうことにします。 ( 松井文雄)

1  . 尿 尿 浄 化 槽 の 設 計 と 施 工 に つ い て

1 ー 1 尿尿浄化槽の設計に際して

単独浄化槽の場合、とくに、雄物用途による使用状況などを 1J1l 1味、

巧l伝しながら、これに対応できる大きさと処理方法( 機純 ) のもの

を設計、選定することが} j f裂である 。 このことは、尿以浄化槽の大

きさが J I  ｓ 人民算定Ｉ ， ｾｩ ｬ ｾ 友にＩ，ｾづいているものであっても、雄物

川i金によって機的を選定する配lo5!: を欠くと、設55後においていろい

ろな問題( 浄化機能低下による処J 1ll 水苦情等 ) が起きているケース

が少なくなし、 。 このことも、設計を進める上における実際の知波と

して知っておきたい 一 つである 。 また、このことについて、少し Mi

) { しておくと、まず、 Mi J 住宅などは、肘住者の単独浄化問に対す

る認議不足と水洗便所の使用状態および1-;=君! の悪さなど、また、各

州教室 ( 花、茶道、手[ J 洋 J主など ) をもっ併用住宅、テナント未定の

ｭｾ ￬ｉ￬で飲食、喫茶席などにされる懸念のある府告 ｉ ｉ￬などのように、 ｦ 史

川状況 あるいは業態変＿ＱＲＧによ っ て彩料 ｊ 交が顕著なものが、浄化機 ｴｩｾ

を低下 させる要因となっているためである 。

このため、当 ｉｦｲ￮ の策として、これら，建物用途などの主 ￬ｬｾＱ｜ 浄化枠 ｩ に

は、 J I  S 人民算定基準似のほぼ50%  t;li の余裕のある大きさとし、

かつ、 最 も浄化機能の安定している機ぬ ( 長時間ばっ気万式のうち

分出lt ばっ気相 ) を選定、ぷ日 |ー するのが大切なことであり、決して、

予n却の郁子千などで尿尿作化問の大きさおよび機純を決めるものでな

いことを再認議していただきたい 。 また単独浄化槽に聞しては、ホテ

レビコマーシャルかを借りていい符えれば r.. ... .余絡のあることは

i込いこと 一・ 」である 。

つぎに、介。i 浄化槽の場千子、わずか住宅 ＲＰ 戸純度の 小 ｾＮｒＮ院なもの

から住宅2000戸位j立の住宅同地の大規模なものまであるが、それら

は、むしろ* 尿尿浄化将li " というよりか、「生活汚水排水処J ] l地設」

と表現引 ｬ 千 び伴えた ＷＵ がＡ必党的にｊＡｉｬｦｲｬｉｾされやすいものでみる 。 この

設計にあた っては、行11 rli 的な処理地設としての性格が強いものが多

いので、とくに、設置場所の '1王前剥ゴ撃を行い、周辺の環境状況など

を十分把慢するとともに 二次公害 ( 騒音、臭気等 ) 防止のよu也から、

また維持包: 理上の立場からそれぞれ巧えたものとしなければならな

い。 このほか、建物から排山される汚水排水量の適確な氾阪と同様

に流出汚水. t t 仰条1 ' 1ニである、汚水排水時間 ( 排水H寺問) 、 ilrcーは変動

(  Ｑ 日中の ＱＱ 寺 ｉｾ｜ ｊＨド ｊｩ 丸山変化 Ｉ なども卜分把握しなければならない市

安なことである 。

また 、さ きに、単独作化枠iの設計のところで述べた「余紛のある

ことは良いこと 」。 すなわち必要以上の容量のあることが、活性汚泥

法を主体とする合併浄化fFj の設計条例ニには、決して通用しないこと

を;alっていただきたい 。 とくに、汚水排水量の設定が令併浄化借金

体の機能を大きく左右させる 一 つの要素であり、かっ経i所的なもの

を作り得るためのファウンディションでもある 。 この意味からして

も設定に際しては、計ドIn姶物! 日途と fll 応、現存するものの実給水il l

または笑汚水量などについて、 Ｇ ｪｑｪ￮￯ に十分調査し、それをＩ，ｾ礎資料

とすることが大切である 。

1 - 2  尿尿浄化槽の施工に関して

尿尿浄化粍lj は、本体m成材料の 1mから、鉄筋コンクリート製、鋼

板裂または強化プラスチ ック製 ( F R P 製) のものがある。最近で

は、プラスチ ック業界の校術進歩および経済コストの面から、工場

てι ;在庫休iljlJ が符られる F R P 製のものが、単独 j判じ槽においては、

大部分を 1片め、合併浄化的では、全体の 1 芹IJfJU立とな ってきている 。

この現状下における脇工状態は、 F R P 製の既製品の進 ，'Uによっ

て、現場作業が単純化と省ブ ｊ 化されており 、 ｾ［Ｂｦｩｈｩ されるところであ

る。しかし、この反面、Ｇ［ ［ｾ識的 な地工技術も習得していない 有ま で

が安易に施工する胤i仰があり、それが欠陥施工の j采尿浄化将11 を生み

IUす似 iJ ff-のー っとな っている 。単独浄化槽においては、それが顕著

である 。 このため、行政サイドからの対症療法の ー っとして、尿尿

浄化備の施工技術資格者制度の法: J J l j化が効来的と巧ーえられる 。 この

ことから、現化、t l : 同法人日本E筑波幣備教育センタ一、および大阪
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府 並 び に 社 団 法 人 大 阪 府 浄 化 槽 協 会 な ど が 協 力 し て 行 っている

や浄化糟施工士講科会H は、非常に意義深いものであり 、最近 にお

いて、 地 方白治体も行政而から施工士の活用について巧えていると

ころが少なくない 。

大阪府においては、 昨年 10月、社団法人大阪府浄化干位協会が発足

した機会に、すでに施工士の活用を進めている 。 また、これに関連

する 一 つの 従 言 として、単独浄化槽 と合併浄化槽 の施工技術差を考

え る と ) 浄化槽施工技術資格者かの階級flll] の採用、たとえば、 一級

施工士 ( 合fjf と単独 ゆ化槽 の施 工ができる ) と二級施工士( 単独f争

化槽 の施工のみ ) を設けることが 、 より施工士 の 技 術向上 と能力活

用に役立つものであると思う 。

最 後 に、今一度、尿尿浄化PJi は予算制約型になることのないよう、

施工、設計について原点に立 って、それぞれ考えていただきたいも

のである 。 また、 事業 主 ( 建築主 、 または 開発主 ) は水質汚濁防 止

の見地 からのみならず 、広 〈水資源の硲保および 向然環境の生物サ

イクルについて認識していただき、理解を示されることを願うもの

である 。 ( 島岡克吉)

2 . 原 原 浄 化 槽 の 構 造 に つ い て

現夜、ほとんどの浄化槽は容量のみは問追いなく伴ポと令欽して

いるようである 。 反[ 師、なぜその容量が必要とされているかという

ことは余り重要視していないのではないかと忠われる例が数多くあ

る。

つぎに図 1mの不備がきわめて多いことが挙げられる 。提出された

設計図のなかには単に ｊｦｾ を総で表したにすぎないものや谷単位装置

の核令方法、部分の詳細図、あるいはスリ y 卜、放気竹の位置等の

寸法が不明石慢なものがとくに単独処理の砲式に多〈認められる 。 こ

のように図而上から椛造が1，1] 断できないものとか、実際に地工され

たものと図而が一致しない等の原因は種々与一えられるが、 一 つには

骨示そのものの使われ方が挙げられよう 。

一般に汚水処理装泣を扱うものが技術的な rf;f; 識を有し、さらに告

示に示された J M主を考慮するものと考えるのは早計てがあ って、特示

に「711 いてないことは不必要」 とされたり、行政111
.当者が→ー分理解

していないため谷 i計十弊の方に注意がかたよ ってしまう等の例が後

をたたないのが現状であろう 。 これの代表的な例を 二 、三挙げてみ

ると、単独処. f l Jl の! 腐敗タンクでは変形 2 階タンクの 桃 遣が如実にそ

れを表している 。 一次処理として最も多用され、最も 1:
1
] 断に苦しむ

のがこれであ って、管示の解釈が現実にどうな って いるかのよい見

本である 。

ほとんどの変形 2 階タンクが二次処理! として平而般化l未を腐敗タ

ンク上部に重ねており、スカム室の 一昔1¥の水面が1) H) . i . ¥【されていて有

効水首長はここて' 決めることにされている 。全体が浅くなりちょうど

多毛! 腐敗タンクの第 2 室を上に重ねてホッパーでつないだようなも

のになり、結局は 椛 泣の一部に告示が生かされているにすぎず、地

工 者11111 から f干ばれる形状に変化したものが多い 。

一次処理として用いられる平面酸化床にしても、砕石の数、空気

の流iill 'i' tについてはほとんど無視されており 、 たとえ特示に合致す

るとしても、機能的に不十分であることは明らかである 。

必要容はの確保と機能上巧えられる単位装置の梢 i立が一 致しない

典担的な ＱＹＱ｝ は、長時間ば っ 気方式のば っ 気室、沈 ｩ 澱主およひ Ｇｩ ￬ｾ 議室

の車11み令わせであろう 。

j改も目につきやすく、かつ半ば当た り前とされているのが沈澱盃

のスカム生成、浮遊物の流出現象である 。 最近では浮上物流出防止

ではなくスカム流出防止 を目的としたパッフル、 仕 切 版 を数多く組

み込んでいる例がげ:1)日している 。 また沈澱室から iW議室への移 iik方

法はきわめて多 胞 にわたり、沈澱室の水而の形状とは無関係 lこ村I 成

されているものも多 い
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以上述べたような現象は、つぎのような原因が集柏された結果であ

ろっ 。

すなわち、告示を読んで設計を行う ｼ 僚に、まず容量と 外 ｊｦ ｾ が先行

して決められ、その c!" に必要な単位装置をなんとか tljl し込んでしま

えばできあがりですというような、つま り処理方法の原理をどのよ

うな椛造で 表すかでなくて 、すでに定ま った答品と形状の 中 にどの

ように単位装琶を詰め込むかということである 。 これらを審査確認

する 行政庁 担当者の技術能力、 および骨示の法解釈論から、背示の

主旨を満足したとは いいきれないものも多々見受けられる 。 一方 設

計 者1f!11では告示通 りに設計したものを認めた 以上、 当然、告示に示

された機能は発揮するものと J7えてお り、 たとえ設計者向身が不満

足であっても営業 上 の考Ａ 必Ｎ を入れると自 社 のみ ｾＧ ｾＱｩ ｕ￭ な装置にするこ

とは不利 であるということがよくいわれる 。

さらに住宅等の建設に伴って浄化槽 を要求し選択する場合、いま

だに告示に合致し行政庁の硲認が容易に得られさえすれば値段の安

いものほど 都 合 がよいという感覚が抜 けされないようである 。 が笑

斥lの段階でクレームの解決に苦労した経験があるところでは構造機

能の{ 長れたものを選択する傾向にはな ってきているが、メ ーカー、

施工者とも建築サイドに迎合せざるを得ない現状では、これらのこ

とは大きく ;J3特するであろう 。

令併処理浄化槽 では大砲のものは緋 造 上の問題は単独t争化機の場

合よりも少ないが、設計諸元を Ｑ ｾ Ａ Ｇ るための ・ ｲ￧ 前 ｴｊ ，ｾ 笠の不 備 が目立つ

ようである 。 また 、小容誌のものでは、構造上松も重要な沈澱池と

汚泥返送装置の設計が不十分である例が多い 。 すなわち沈澱池にお

いて粧子の沈降速度と水の上昇速度の関係、汚泥の濃縮等の基本的

な条件が考慮されていないものや 、i沈澱池の7 } ( il耐の形状と流怜l にか

かわりなく越 ｩｩｬ Ｇｴ負荷からＧ， ｾｉ ｝ り ＱＱ｜ したせきの長さを局古 Ｑ｜ 的 に設けてい

る等である 。

現在の告示に示された長時間ば っ父方式の合併処理装置の故大の

欠点は、流量変動に対応できないことであ った。 この点は流量制諮

タンクと計量装置をスクリーンの後に設けることによ って解決でき

るのであるが、当初はタンク容iij ーのみ考えて計iE装置の機能を考え

なか った例が、しばしば認められた 。

これまで述べたような椛造上の問題点は設計者、施工者あるいは

維持管理者の技術レベルを上昇ーさせるだけて、解決されるものではな

いと考えられよう 。 むしろそれ以上 に，建築設計者、行政庁関連帆良

の認識を高め、技術力を上主{ させる手段を早急に講じる必要にせま

られている 。

現行の告示自休も改正後税イE までの経験により、どのようなとこ

ろをどのように改めればよいのかがほぼ1切らかにされたのではない

だろうか。現実の告示の扱われ} ' j からみても、与L し、機会に改普ーする

ことが望ましいのである 。
( 大森英昭)

3 . 尿 尿 浄 化 槽 の 維 持 管 理 に つ い て

浄 化憎 の共通したｾＧ￬［ｊＡ ｬ ｬ 'J>;:jfi は 『仕般に法づいて正しく使用され、

支障なく運転され、かつ仕様どおりの機能が発縛されているかを調

べて、 j 異状の早期l発見に務め、万一 災状を認めた場合は、直ちに適

切な措澄を講ずること 』 にあるが、その頻度は ｦｩｙｾ 造 および規模によ

って異なる 。

これらについては、浄化槽に ｼ刻 する解説 ｩ Ｇ ｾ に示されているが、わ

れわれ行 政11111 にとって、来たしてこれらのことを使用者が理 解 して

いるのであろうかが 、いちばん 間組である 。

もとより 、浄化憾につきまとう七 l伺倒 な維持管理の必要性を十分

理解した上で、水洗トイレ付住宅を購入したり、7 } ( 洗トイレに改泣

する人は少ないと込l、われる。正 直い って汲取便 所 による臭気からの

脱出 と水洗式 トイレによる日々の快適な生活を 想像 してであろう 。

しかし 小型の浄化槽 では共通してr : : 理を ! 訟行する のは家庭の主婦 で



あり、団地の役員である 。 r仕様に法づいて」といっても仕機苫ーは

手元になし、「仕機どおりの機能」や「呉状の♀WI発見」にしても大

抵ではない 。使用不能にな ってはじめて保健所にかけこむ人が多い

のもこのあたりに原因があると思われる 。

これに l具J - i A して、大阪府枚方保他所で行った使用者の浄化槽の立

識に|見lする調査結果を紹介しよう 。 この調査は、同保健所がUi'5和49

年 8 月から 2 ヵ月にわたって、各家庭に設世されている単独浄化槽

Ｑｬ Ｐ Ｒ ，ｾについて行ったもので、使用者の浄化槽に対する立識がどの程

度であるかを行政似11が再認識し、今後の指導の参考にすることを犯

いとして ff ったものである 。

×  
×  

1  . お宅は浄化槽つきの水洗便所であることを気! っていたか。

( イ) 知 っていた 10.0  ( ロ) 入肘後知 った 12 け最近知 った 1

2.  / 争イ七仰のしくみや{ 到j きについてまuっているか 。

(イ)知 っている 23 ( ロ) 少し知 っている 36 十枚Hらない 54

3. 今までにマンホールを聞けて浄化槽の中をのぞいたことがあるか 。

川ある 58 ( 吋ない 35 付業者が米たとき ー諸に見た 20

4 . 今までに j争化槽に関することで困 ったことがあるか。

( イ) ない 70 ( ロ) ある 43

上記の( 吋の内訳は、 A 放流水 5 、B 害虫 3、C 悪央 25 、D モー

タ一等の故障 10

5 、放流水を消毒しなければならないことを知 っているか。

(イ)知 っている 83 ( ロ) 知らない 30

6. 消毒剤はだれが補充しているか。

( イ) 自分でしている 14 ( ロ) 業者にまかす 89 付したことがない 10

7. 浄化問の出婦は l 年に何回するか。

(イ)1回 85 (ロ)2回 12 付 3回 2 ｾニ Ｉ Ｒ 年に Ｑ 回 Ｑ 附したことがない Ｒ

8 .  iii 婦は! r t 体的にどのようにすればよいか知 っているか。

(イ)1=1"のものを全部くみ取る 74 ( ロ) 少し残しておく 4  

付上に浮いているものだけ取り去る 2

9. 業者が来たとき立ち会 っているか。

( イ) 立ち会う 99 ( ロ) 立ち会わない 3

10. 促持はどういうもので附除しているか。

( イ) 洗剤 33 ( ロ) みがき粉 9 付水または湯 70

11. 浄化槽の也- 理I l や点検はだれがしているか ( 薬剤注入を除< )  

Ｈイ Ｉｉｾ 己 ＱＷ ( ロ) 業者依頼 84 付していない 12

12. ｩ 守子化 ｦｾｩ には屯気代や水道料金がいることを知 っ ていたか 。

(イ)知 っていた 91 ( ロ) 入府するまで知らなか った 22

x  x  

以上が ｷｾ ＱＧｬＺ結果であるが、この結Ｊ・を府下 ＱＰ 万基に及ぶ浄化槽使

HJ . f I の: t ! 識として l直ちに当てはめることは 1!1. F， '@l としても、行政1H11て

の参巧資料としては見るべきものがある 。

とくに、 1. 2.3.4. 等の回答からして、主婦の浄化槽に対する関心

ｪ 立がうかがわれ、そのｴＡ ｾＱ 床では心強い 。

ｉ ｊｩ ｉ においても維持管理については非Ｇ［ ［ ｾに以重であり、処理対象人

以が500人以下 ( 技術管理者を置くことを要しない施設 ) の浄化槽に

あ っ ては、ｾｾ・且 ｉＧ ｴｩ にこの業務の 円 ｩＧ ｩ ｩ ｩ な遂行を ｗ ｉ 科ーすることは困型 ｉ ｴ で

あるため、実際は、尿尿浄化槽 iM. ，a業者等にその ー音I1 または全部を

代行することになるので、これらの者に対して、業務の遂行上支障

が生じないよう都道府以知 ・ ｊＧｾ は研修を実施するなど資質の向上に努

められたい 。 .... .. としている 。

なるほど椛j主や機能が絞雑化されればされるほど家庭での管理は

ますます厄介になるであろうし、そのために保守点検業者に対する

依存度はさらにｾすであろう 。 しかし、浄化仰は、その機能而にお

いて「生きもの 」 であリ、それだけに日々使用する家庭の主婦の役

.，lfIJ と立識は i此も重要な要素となる 。

大阪府においても、 ＱＰ 万Ｉ，ｾに及ぶ浄化槽施設を行政 Ｑ ｬＡＱ ｊ がすべてチェ

ックすることはまI t しということから、効果的なチェ y クおよび指導

方法を設定し、また併せて保守点検業者の育成を強化するよう検討

している 。

いずれにしても、適正な維持管理を行うためには、浮化ｾＱＱｩの ｾｩ ＧｉｊＺ造

機能が適正であることが前従て' あり、その上に、使用者の正しい使

用と認識、業者による適確な保守点検、が重な ってはじめて浄化柑

本来の目的が達成されることになる 。

11M人の生活環境の向上からして 一億総水洗化 も結椛た' が ｊｾ Ｎ 実に

おこ っている浄化槽による環筑汚染はどうするかが残された大きな

諜題てe ある 。 ( 間野文爾)

おわりに

以上、各氏が述べたことを要約しますと、現イEの単独浄化槽の構

造法 il! では機能によ って機能絡差があり、建築物の用途によ っては

満足できないものもあり、また、全般的に基礎容旦が小 さいことか

ら使用頻度のｾｊｩ ｜Ｍ、時の ｊ ｢Ｎ 流水に問題があるのでｾ， ｾ￬ 悼の改正が必要で

あろうということ 。施工については、浄化槽施工上の活用によ って

施工レベルの向上を図るよう実施されているが、なお一層技術の向

上が必要であること 。つぎに椛造施工が良好であ っても維持管理が

不十分であれば、直ちにクレ ームまたは不良浄化槽につながること

になり、この意味から、数多く設置されているすべての浄化糟が適

正な維持管理を笑地するとともにその笑施方を指導するということ 。

また、合併浄化槽も五ｉＡＮ Ｎｻｅ の構造ｾｊｩ ￬ ｬ 主では流入汚水立の大きな変動

に対処できないが、 iJ，f. i，l ｾｖ ， ｉ， ｪ＠ Ａｾ柑を設置することおよび維持 ｾＷｲ 里 ｲｲ が行

いやすい構造で、かつ、適切に行うことによ って現在の椛泣基準で

も一応満足できるものになるが、なお一 層、関係の各技術者のレベル

ア y プが必要であるということ 。 すなわち、単独浄化槽 l叶1' 1; 造基準

を定めている告示の改正、介併浄化機では流量調務槽の設也、そし

ていずれの場合も維持官: 互rr の適切な版行および技術者の技術の向上

を要望するということになります 。

なお、単独待? 化槽は小m肢の建築物に対して法的に認め られて設

置されているものですが、これが処理するのは尿尿のみて" 抑制: 水は

未処理のまま放流され、これが水質汚濁の要因とな っていることか

らして 、河川や海域の水質汚濁防止のためには、早期iに公共下水道

の強制tが必要であります 。 しかし、それが当分尖現不可能な地域で

は維持| 水も処理して放流しなければ今後設置される浄化槽 の機能が

良くな ったとしても人口地による排水量の増加に伴う汚濁物質のm

加を巧えますと、この雑排 水の処理IIについては経済的負担も巧慮し

ながら対策を検討する必要があるでしょう 。 ( 松井文雄)

(まつ み川 止 胤刷川lげ府仰…f舟叫叫F地雌往雌築

しまおか かつ よ し 大阪l府好』挫且Z築E部t処i主: 築指;t持』ι. 品

j ; おも り υ であき 大阪府 立公 衆 ｪＺＱ Ｑ Ｇ 色研究所 ｦ ［ｬ ｊￆｬ｡ｩ 生ｾｾ

ま の ぷ ん じ 大阪府l : 1 i 生部環境jqr生A
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排水処理方式を考える

柏 谷 衛

1.  まえカマき

生活排水の ー音I1は公共下水道に受け入れられて処理されているが、

大部分は浄化槽によって処理されるか、あるいは、し尿のみがし尿

処理場 で処理され、雑排水は無処理ｾのままで排出されているのが現

状である 。

このため、河川、湖沼、 閉鎖海域では、工場排水ばかりでなく、

生活排水に起因する水質汚濁が大きな社会問題にな ってきた 。 とく

に湖沼、 閉鎖海域では、まだ環境基準、排水基準として基準値が定

められていないリン、窒素などの栄養泡類による富栄養現象が起こ

り、これらが部類の呉状発生、赤i-?J J発生の主たる原因のーっと考ら

れている 。 リン、室紫などの栄養塩類は 一昔11の工場排水にも含まれ

ているが、主たる排出湖、は生活排水であることが知られている 。

わが国の公共下水道の普及状況は欧米諸国に比べて非常に遅れて

いることは衆知! のとおりであるが、第 1 次より第 3 次まで、の下水道

強制" 5 ヵ年計画を通じて、総人口当たり、 20% 代の普及率を示すま

でとな った。下水道の建設には膨大な資金が必要で与あり、この普及

E を50% 代とする計画の第 4 次下水道監備 5 ヵ年計画では、約10兆

円の資金を要することが見積もられている 。

しかし、都市への人口集中にともな って、公共下水道の普及が問

に令わず、また既設の下水処理場では計岡ii J : 以上の汚水量を受けて

その対策に追われているのが実状である 。 この現象はし尿処理場で

も見られており、大量のし尿をいかに処理するかに頭を悩ましてい

る地方自治体の数は非常に多い 。

住民の生活経度の向上にともな って便所の水洗化への要求は強ま

り、これが浄化槽を大幅に普及させる婆図とな っている 。 しかし、

浄化槽は後述のごとく、十分な処理が行われている場合はほとんど

無いとい っても過 言ではなく、浄化槽 の 普及が河川などの水質汚濁

をさらに激化させることにもな っている 。

このような現状からみて 、生活排水対策は国家的にも、また地方

向治体にと っても重要な問題であり、また、下水道の普及には膨大

な資金 を必喜Eとすることからも頭の痛い| 問題である 。

編集部からm : 者に与えられた題名は「排水処理方式を考える」で

あるので、できるだけ題名に沿 った内容でまとめてみたいと考える 。

50 也第 と社会/ 1975年 8 月号

2. 生 活 排水 に よ る 流 出 汚濁 負 荷の 実 態

下水道の未経{ 街地区では 、家庭雑排水はそのまま排水路などに放

流され、し尿はパキュームカーでくみとられてし尿処理場で処理さ

れるか、あるいは家庭用浄化槽 で処理されてきた 。 また、公団 、公

社、あるいは民IIJJ 業者による住宅団地 では、雑排水とし尿とを合わ

せて処理する共同浄化槽が設けられてきた 。

生前排水の原単位は、筆者らの調査結果では、 BOD4 0- 42g/ 人 ・

目、 C OD22- 24g/ 人 ・目、全室索 6 - 7  g/ 人 ・目、全リン0.7- 0 .8

g/ 人 ・目、排水 ilt 240- Ｒ ＶＰ ｾＯ 人 ・ 日であ っ た 。 この中間 ｦ 直について、

生活排水中の汚濁物質の濃度について計算すると B OD164ppm、C O D

Ｙ Ｒ ｰｰｭ 、全ｾ素 Ｒ Ｖｰｰ ｭ 、全リン Ｓ ＮＰ ｰｰ ｭ となる 。 これは Ｑ 日の ‘ Ｑ ＼ 均値

であり、当然のことながら、昼間はこれより 相 当高〈、夜間は低く

なる 。 また、 上記の排水量は水洗便所を使用した場合であり、くみ

取り便所の場合には、約50eの排水量が減ることとなる 。

下水道未整1mi 地区について、生活排水中の汚濁負荷量の実態調査

を行 った結果は、 表 - 1 に示すとおりである 。

この調査では、生活排水を家庭雑排水とし尿処理水とに分けて調

べてあるが、住宅団地の処理施設では家庭雑排水とし尿が同時に流

入されているので、そ の政流水についての調査結果について記，1まし

てある 。

表 - 1 か らわかるように、家庭用符? 化槽でし尿を処理している場

介には、 B ODはわずかに数グラムしか除去されず、 C O Dについて

表 一 1 公共下水道未g 備地区での家庭汚水によ る公共用水場への排 出負荷量比較

( 単位 g/人・ 日)

i x 

し尿は〈み取りで、 L L 尿は家庭用浄化福で 住宅団地で雑排水、 L

尿処理場で処理し、雑 処理し、雑排水はその 尿ともに共同浄化槽に

排水はそのまま排出さ まま排出されている渇 受け入れられて処理事

れている場合 合 れτ いる場合

B  0  0  
30. 4[ 出) 吋27 1 1

8. 5 

8. 7 ( 49 .9) 

C  0  0  
17811: 71 

[ 137)  

21. 6[  "1 .9 

6.7  ( 38. 1)  

T  0  C  l l i l l  

13 .9[ 2. 8 178i l ; ; l  

4.0  (22. 8)  

全 釜 繁 555[ l 「 (|「 3. 49(  19. 9)  

3.92 
ＳＮＸ Ｙ ｛ＲＮ ｾＶ＠

全 リ ン [ 0371 
0.65 日 28 [。「O.  56[ (). ;  9  

0.31  ( 1. 75)  

(  )内は版流水町温度 ( mgfe) を示す.



はほとんど除去されていない結採が得られている。し尿がし尿処理

場で処理されている場合には、家庭用浄化槽が設けられている場合

に比べて B OD、C ODの除去は優れている 。 しかし、全釜素、全リ ン

の除去については家庭用浄化槽の場合よりも処理効率が低い結果が

得られた 。 これは、し尿の消化槽での嫌気性分解の過程で栄養極類

が浴脱してくるためと考えられている 。

家庭雑排水とし尿を同時に処理している共同浄化槽では、前記の

場合に 比べて 4 項目ともに大幅に減少している 。 この共同浄化槽か

らの放流水は B OD約50ppmであ ったから、排水基準を大幅に越えた

ものであ った。 それでも公共用水域へ放流されている汚濁負荷量と

しては相当に減少されていることがわかる 。

家庭用浄化槽はこれだけで処理が終わるのではなく、少なくとも

1 年に ー度は貯留されている汚泥がくみ取られ、し尿処理場に送ら

れて汚泥の処理が行われる 。その過程において有機物、栄養塩類の

官11が洛脱することになるので、公共用水域に排出される汚濁負荷

11 1 : はさらに増加することとなる 。家庭用浄化槽の普及は、住民の水

洗化への要求を公共の側で満たし得なか ったことより生じた現象で

あるが、水質汚濁防止の点からは悩みの深い問題である 。

住宅団地の処理施設では、発生する汚泥は好気性消化によって減

少されるが、発生する汚泥は蓄積していくので一定の間隔で取り出

されることになる 。通常、小規模な住宅団地の共同浄化槽では好気

性消化以上の汚泥処理設備は設けられておらず、汚泥は 一定の間隔

でパキュームカーで引き抜かれてし尿処ｊｬｾ場等に送られる 。 このた

め、し尿処理場では、生し尿のほか、家庭用浄化槽、共同浄化槽か

らの汚泥を受けて過負荷運転とな っているところが多〈、脱離液の

満足な処理が行われていない場合も見受けられている。

地方公共団体が行きとどいた管理rr を行い、しかも流入負荷量が設

計値以内で運転されている公共下水道の終末処理場では、 B ODの約

90% 、CODの70- 75% が除去されている 。 しかし、全姿素、全リン

については汚泥処理系統からの脱離液の返送が行われることなども

あって、その除去率は有機物の場合に比べてかなり下廻 っている 。

筆者らの調査した終末処理場放流水の汚濁負荷量の標準的な数値と

しては、 BOD4.7g/ 人 ・目、 CO D5. 8g/ 人 ・目、全釜素3.2g/ 人 ・日、

全リン 0. 32g/ 人 ・日という結果が得られている 。 この結果は、表-

1 に示した住宅団地の共同浄化槽の場合よりも相当に優れた値であ

る。 しかも住宅団地の共同浄化糟からの汚泥は自己の処理施設内で

処理していないことからみても、相当のひらきがある 。見方を換え

れば、住宅団地の共同浄化槽は施設の設計に十分な余絡があり、し

かもゆきとどいた管理が行われれば、放流水中の汚濁負荷量は上記

の数値程度までに低下させうるものである 。 しかし、地方公共団体

の管理する終末処理場でも、最近は処理区域内の人口増加のほか、

し尿や浄化槽汚泥の近海への海洋投棄の禁止に伴って、下水道への

直接投入量が増加し、あるいは下水処理場内のし尿処理施設での処

理祉の増加によ って過負荷となり、排水基準を守るのに四苦八苦し

ているところも見受けられている 。

3. 生 活 排 水処 理 施設 の 改善 策

生活排水は通常、活性汚泥法を用いた生物学的処理法によ って処

理されてきた 。活性汚泥法には標準法のほかに、種々の変法がある

が、生活排水のみを処理している場合には長時間エアレーション法

が数多く採用されてきた。家庭用浄化槽についても古くは腐敗槽と

散水炉床法をモデフ アイ ドした装置が使われてきたが、最近は長時間

エアレーション法をモデフアイドした活性汚泥法が用いられるよう

にな ってきている 。

生活排水の水量 、水質の時間変動は非常に大きく、しかも処理施

設の規模が小さいほど時間変動値は大きくなる。 図 - 1はわが国に

おける公共下水道の処理人口の流入B OD負荷変動比( 時間最大B OD
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図ー 1 流入 B O D変動比と処理人口との関係

負荷量を日平均B OD負荷量て物lった値) の実測値を図示したもので

あるが、処理人口 3，000人以下では、流入B OD負荷変動比が 4 を越

え、処理人口 30，000人以下では 3 を越えていることがわかる 。一般

に、生活排水は排水量の多い時間帯に多量の汚濁物質が排出される

ことか ら、排水量の多い時IHI 帯の汚濁負荷量が相乗的に高くなる 。し

かも、小規模な処理施設では同じ生活パターンを有する家庭からの

生活排水のピークが重なり合うことにもなるため、とくに朝の 7 -

9 時、夕方の 5 - 8 時には大きな有機物負荷で流入される 。

これに対して処理施設の方はある程度の負荷変動に対応できるよ

うには設計されているが、考え方としては日平均値あるいは日最大

値を基本に設計されているため、排水量の多い時間帯では十分な処

理が行われずに、処理水質が悪化する傾向がでてくる 。最近の浄化

槽の施設基準では、処理施設に流入する生活排水の負荷を平均化す

るために、調盤池を設けることとな ったが、これは小規模な処理施

設の安定した運転のためにきわめて優れた方法である 。 ただ、調整

池には流入した浮遊物が沈殿、堆積するおそれがあるので、そのよ

うな沈殿、 1佐干i'iが起こらないように調整池の設計に留意する必要が

あろう 。

小規模な下水道、あるいはこれから建設される下水道は大規模な

施設でも分流式で設計される 。従来、分流式で設計されてきた下水

道では、活性汚泥処理施設内での活性汚泥フロ ックが軽〈、最終沈

殿池からフロ ックが越流して処理水質が悪化する傾向があ った。 こ

れを防止するには、最終沈殿池の水面積負荷率を大幅に軽減させる

必要がある 。筆者らの実験によれば、活性汚泥処理施設からの放流

水中の浮遊物を 35- 30ppmから 8 ppmまで低下させたところ、 B OD

は20ppmから 8 ppmまでに減少した結果が得られている 。 このよう

に、浮遊物の最終沈殿池からのキャリオーバーによって、放流水の

B ODは大きな影響を受けている 。

4. 処 理 水質 の 高度 化 とそ の 問題 点

最近建設される住宅団地の処理施設、あるいは公共下水道の終末

処理場でも、その処理水の抜流について、下流の利水関係者より注

文がついて、府県で定めた排水基準の上乗せ条例よりも大幅に上廻

った厳しい処理水質が要求されている場合がある 。 この利水関係者

からの註文は、 B OD、浮遊物、アンモニアの除去などが主たるもの

であるが、場合によ っては稲作などとの関係で全釜素の除去までを

要求されているケースもある 。 このような新設の処理施設の設置に

対する要求は 、環境問題に対するな識の 向上から、ますます強まる

ことが考えられる 。

このような場合、技術的な対応が果たしてできるのか否かという

問題がどうしてもつきまと ってくる 。 また、技術的に対応できても、

処理施設の受益者が処理施設の建設および維持管理に要する多額な

経費の負担に同意してくれるかどうかの問題もある 。 このほか、処

理の高度化は処理施設の築造のためにさらに広い用地面積を必要と

するし、また、処理 ・処分すべき汚泥発生量の大幅な増加をもたら

5 1  



す。上記のような制約条件のもとで計画すべき処理施設の処理方式

の選定はきわめてむずかしい問題である。処理方式を今までの方式

と全〈変えた方法では、維持管理について大きなトラブルを生じ、

処理施設の機能が十分に発揮できないおそれも生ずる 。

これらを考慮、に入れた場合、従来から行われてきた活性汚泥法を

基本として水質の高度化をはかることが現段階では実用的である。

すなわち、現在の設計指針では、浄化槽については、流入水量、水

質の均一化をはかるための調整槽と 24時聞のエアレーションを行う

長時間活性汚泥法の採用が義務づけられている。また公共下水道の

終末処理場では、日最大汚水量について 6 - 8 時間のエアレー ショ

ンを行う標準活性汚泥法の採用が基本となっている 。 これらの処理

方式を基本として、さらに改善策を考えるのが最も得策である。

この極の処理施設からの放流水について、さらに水質を改善する

とした場合、 BOD、浮遊物の除去についてはさらに伊過設備を併設

することが望ましい。 これはすでに述べてきたように、最終沈殿池

から越流する活性汚泥の微細なフロックを取り除くことにより、浮

遊物が減少し、それにともない BODも大幅に低下させうるためであ

る。筆者の見解では、 t戸過池を併設することにより、 BODと浮遊物

については年聞を通じて 8 ppm 以下の放流水質を保証で きると考え

られる 。 この場合に、排水中のアンモニアの硝酸塩への酸化( 硝化)

は、 7 月- 9 月の高水温時には期待できるが、その他の季節には十

分には行われない可能性がある 。

排水中 のアンモニアの硝化 のために、 2 段階からなる生物処理法

がアメリカで開発され、わが国でも技術導入されてきた 。 この方法

は第一段の生物処理で炭素化合物からなる B ODを除去し、第二段の

生物処理で硝化菌によりアンモニアを硝化するものである 。アンモ

ニアを硝化するこ とによ って、放流先水域において魚類の生育に障

害を与えることにもならず、下流の水道水源に対しても障害を与え

ずにすむこととなる 。 しかし、終末処理場の場合には、用地問題か

らみて 二段階からなる生物処理法を採用できるケースはわが国では

数少な く、筆者らは一段階の生物処理で炭素化合物の高度の除去と

アンモニアの硝化を同時にすすめる方法を研究している 。

共同浄化槽で調整槽と 241時間エア レーションタンクを有し、、さ

らに沈殿池を 1 池増設できる場合には、 24時間のエアレーションタ

ンクを二分して使用することとし、その間に中 1111沈殿池を設けるこ

とによ って、アンモニアの硝化を行うことは可能でーある 。 この処理

水をさらに r戸過することとすれば、最終処理水のB ODは年間を通じ

て 3 ppm前後まで低下させることができょう 。 この際、硝化の故適

PHを維持するためにアルカリ剤の補給を必要とするかも知れない。

また、硝化の過程では、硝化菌による硝化作用を活発に行わしめる

ために、処理施設の維持管理を十分に行う必要が生じよう 。

窒素を除去するためには、排水の硝化を行 った後、有機炭素液を

加え て嫌気性に維持することにより、硝酸性愛素を窒素ガスに変換

して空気中に放出する方法が開発されてきた 。有機性炭素としてメ

タノールを用いる場合には硝酸性塗素 I gあたり約 3 gのメタノール

が必要となる 。閉鎖海域の富栄養化防止のためには窒素の除去が必

要だといわれているが、将来は排水基準の中に塗素が加えられる可

能性もある 。

湖沼の富栄養化の防止のためには、リンの除去が要求される 。 ア

メリカの 5 大i切に処理水を放流している終末処理場ではすでに放流

水の全リン濃度を 1 ppm 以下とすることが義務づけられてきた 。 わ

が国の生活排水中に含まれている全リン濃度はアメリカの場合の約

半分である 。 これは家庭で使用されている合成洗剤! の使用量がアメ

リカの場合に比べて少なく、しかも合成洗剤! のピルダーとして加え

られているトリポリ リン酸塩の量もアメリカに 比べて少ないことも

その理由だといわれている 。 しかし、湖沼で富栄養化をもたらすり

ンの濃度は O.015ppmときわめて低い波度であることが知られており、
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わが国の代表的な湖沼の多くに富栄養化にもとづく障害が発生して

いることからみて、リンの排水基準の設定は将来の比較的早い時期

に行われる可能性がある 。

リンの除去のためには硫絞アルミニウムなどの金属塩凝集斉11 を使

用するのが効果的であることが知られてきた 。金属海凝集斉11 はエア

レーションタンク内に直接注入することもできるし、 三次処理とし

て上水道、工業用水道での浄水操作と同様な方法で用いることもで

きる 。エアレーションタンクに硫酸アルミニウム溶液を注入する場

合には、 A12(S 04)J ・18 H20 として l OO- 150ppm を加えることによ

り、処理水中の全リン濃度を O. 5pp m程度までに低下させることが

できる 。しかし、リンを除去するために金属境凝集剣を注入する場合

には、処理 ・処分すべき汚泥量が大幅に地加し、その対策を考慮し

ておかなければ、あとで大問題になりかねない。

5. 生 活 排 水 の 処 理 と 水 の 再 利 用

最近行われた将来の水の需要供給予測調査の結果によれば、関東、

近畿、中園、九州地方では供給できる水の最に制限があり、下水処

理水を再利用していく必要性が強調されている。生活排水を処理し

て再利用していくことは好むと好まざるとにかかわらず、将来の水

の需要供給のバランスのうえから、現実の姿にな ってきつつある 。

処理水を河川等に放流して、再度利用する間接再利用は従来から

も行われてきたが、 7. K の需要量の増加と下水道の普及によ って、下

水処理水の混入率は上昇し、したがって処理水質の高度化はますま

す強〈要求されるようにな ってこよう 。 このため、今後建設される

終末処理場においては処理水質を高度化するための施設築造に要す

る用地も合わせ確保しなければならなくなる 。

処理水を直接に再利用することの可能性は一般家庭についてはき

わめて少ないと考えられている 。 これは直接再利用する水の用途と

して、水洗便所、洗車、庭への散水なとjl 制限があり、自動車保有台

数、 一戸当たりの敷地面積か らみて 、わが国の上水道使用量のうち、

約% 程度しか転換がきかないためである 。 これに対して 二重配管に

よる経費は膨大なものとなり、しかも誤配管の危険性が常につきま

とうことになる 。

しかし、ピル街など供給効率のよい地区への再生水の供給は十分

に考えられることである 。すでに大阪市内などでは業務用水の使用

量は全上水道供給量の泌を越えていることが報告されており、水洗

便所、洗車、ビル雑用水として再生水 を供給することは 水の供給量

の不足をカバーするためにも将来は 必要となると推定 される 。

再生水を工業用水として利用することも、とくに工業用水の不足

する地域では必要にな ってくる 。わが国では工業用水として供給さ

れる水のうち、相当 i誌を地下水に依存しており、他方において地下

水のくみ上げに起因する地盤沈下 lこ悩んでいる 。工業用水のうちで

も冷却用水など多量に必要とし、しかも水質的な要求度の低い水の

供給は、活性汚泥処理水を r戸過するのみで十分に供給できるし、こ

れは相当以前から 一部の地区で実施されてきた 。工業用水の中でも

製造用水では塩紫イオン濃度、有機物濃度が極端に低いものが要求

される場合もあり、すべてについて再生水て・間に合うとは考えられ

ない。 しかし、供給側において、伊過、あるいは凝集沈殿' - - 1.戸過

などのプロセスを現在の処理 システムに併設し、それ以上の処理は

需要者1fl11で行うようにすれば、新たな水資源開発 を行うよりも相当

に安い費用で再生水を供給できることになる 。終末処理場で生み出

される水資源は l時間変動はあるが、年間を通じて日聞の水量は 一定

しており、安定した供給源であるのが強みである 。

しかしながら、水の供給量の増加は公共用水域の水質汚濁を激化

させ、環境基準を維持するためには、さらに高度の処理が必要とな

る悪循環もこの際念頭において、7 ) ( の需要供給バランスを考えてい

かなければならないであろう 。

( か しわや まb る 挫設省土木研究所下水道部長 )



生 活 排 水 の 処 理 施 設 設 計 時 に お け る 諸 注 意

岩 崎 正 道

1  . はじめに

近年の生活環境に対する社会的関心の高まりは、 一方において、

建物の設備内容のレベルア ップを求めるとともに、他の一方では、

これらの建物より排出される汚水、その他の廃棄物による環境汚染

防止についても、シピヤーな解決を要求するところとなり、われわ

れ設備技術者は、この二 つの問題の同時解決を迫られているのが現

状である 。

とくに水質汚濁の問題は、各所で、深刻な様相を呈しており、生

活排水についても、汚染の有力な 一要因として認識され、その処理

後の7I <' l ' l に対する関心、も高まる 一方である 。 これがため、汚れの処

理施設についても、建築基準法でいう、し尿浄化槽という呼び名に

は、ふさわしくないと思われる高度な処理方式が採用されつつある

昨今である 。

この小論では、建築基準法を下敷きにして、生活排水処理装置を

計画する場千干の、二 、三 の注意点を挙げてみたい。

2  処 理 方 式 と 容量

2 - 1  建築基準 法に示される処理方式の概略

生活排水処理施設については、昭和44年 5 月1 日に公布の建設省

告示第 1726号の椛逃 : i J i ニ準に準拠して 、設計するよ うに定められてい

る。 いま、建築基準法の範囲 にお いて、設置対象区域と 処理対象人

員による、し尿 浄俗惜 の適用について縄めると、 表 一 1のごとくで

ある 。 また、告示による構造基準によって、処理方式を繋現すると、

表 一 2 のごとくなる 。

このほか、合併- 処理織の、単位装置容量についても、この告示の

中で、決められている 。

もちろん、このし尿浄化槽は、生活排水処理施設として定められ

たものであり、これら数種の処理施設の 中で、要求 に7 ッチした浄

化機能をもったタイプのものを選定、設計を行うことが基本である。

しかしながら、最近は、水質汚濁防止の観点から、より高度の処理

を要求されることが珍しくなく、この範囲外の高度処理施設を要す

る場合があるが、この場合、水質汚濁防止の要望と、建築基準行政

での取り扱いにおいて、地域的に多少のギャ y プが存在し、この程

施設の設置に円滑さを欠〈恨みが出てきている面もあるようである 。

2 - 2  処理対象人員の算定と汚水量の算出

処理対象人民については、 J I SA3302 にてその計算方法が決めら

れており、これによって算定された処理人員が、し尿浄化槽の規模

を表すことになる 。 この算定の基準は、大別すると、定員による方

法、単位面積による方法、便器数による方法、とくに専用住宅 ・共

袋 一 1 区 峨 お よ び 処 理 対 象 人 員 別 性 能 適用襲

注 BOD 生物化学的級紫袈求最 (ppm) = ( mg/ I )  
同住宅等建物の用途種別により定められている 。 この詳

細については、省略するので、同規格を参照されたい。

一一 ・ー

性 能

処 理 対 象 人 員 ( 人 )区 域
処裡方式

水質(ppm) 除去率( %)
100 500 2000 

日00

65以上

衛生上支障があると指定された区域 トー+ 単 独 処 理

90以下 特に指定のない区域 ( 告示第 )  

日00

70以上

衛生上支障があると指定された区域

和一- 合 併 処 理

60以下 特に指定のない区域 ｾ＠ ( 告示第二)

BOO 

85以上

衛生上支障があると指定された区域 合 併 処 理

30以下 特に指定のない区域
‘ - - ーー ( 告示第三)

BOO 

55以上 衛生上支障がないと指定された区域

放流先が外海および山間へき地などの 簡 易 処 理

120以下 場合 ( 告示第四)

55 

55以上 地下浸透をl . I l 的られた区域

一次処理装置か勺の流水が滞留しない 浸 透 処 理

250以下 程度の地下浸透能力があること { 告示第五)

褒 - 2 し尿浄化そうの分類と処理対象人員別処理 方式の一覧褒

注 目OD ・生物化学的般紫弘! ;J<lii:

SS : 浮遊物質量

分 類 お よ び 処 理 方 式
処 理 対 象 人 員 ( 人 )

性能

100 200 300 500 1000 2000 5000 

信タ

一 次 処 理 装 置+ 二 次 処 理 装 置

単

告 ノ

( 多 電 形 ) (散 水 ろ 床 形 )

1童 ク ( 二階タンク形) ( 平面 厳 化 形) f - → BOO 

処

ー 方

(変 形) ｾ 単純ばつ抑Ｉ 90 不 敗 式

二階タンク形 ( 地下砂ろ過形)

.  

理
第

.  
ppm 

裳
畳 時 間 ば っ 気 形

以下

長 時 間

置

ば っ 気 方 式
沈 殿 分 離 タ ン ク 付 き

L 基 長 時 間 ば っ 気 形

散 水 ろ 床 方 式

尿 準

a回k  

散 水 ろ 床 法 BOO 

会 示

高 速 散 水 ろ 尿 方 式

60 

; 争構

第

長 時 間 It っ 気 方 式

ppm 

{井 ニ
活性汚て・い法

循 環 水 路 ば っ 気 方 式
以下

1t 造 処

長 時 間 ば っ 気 方 式

-・

理

aロk  

標 準 活 性 汚 で い 方 式

迫ee田- 園Eー・Eーー・

日00

そ 形

装

示 活 性 汚 で い 法 分 ，主 It っ 気 方 式

30 

汚 で い 再 It っ 気 方 式

第
ppm 

ヲ
置 循 環 水 路 ば っ 気 方 式

以下

散 水 ろ 床 法 標 準 散 水 ろ 床 法 :ー

簡 易 処 理 装 置
J ロK  

不 第 四 日00 120ppm以下

浸 透 処 理 装 置
a同包

ホ 第 五 一次処理装置の流出水 55 250ppm以下

特 殊 構 造 形
£目色

不 第

六 告示第一ー第五の構造と同等以上の効力があると建設

大臣が認めたもの

こうして算定された人員は、し尿単独処理の場合には、

容量そのものを決めることになるが、排水をすべて処理

する合併ー処理にあたってはこのことは、当てはまらない。

あくまでも、設計に際しての目安にしかすぎない。実際

の装置の容量を決めるには、給水量から排水量を推定し、

さらにその汚水の水質を勘案して決めなければならない。

建築の用途によって、使用する人がその中で使う水量に

は大きな相違があるとともに、 排水 の水質に影響を与え

る要素も種々雑多である 。 さらに、排水量の時間的変化

のパターンも 一線ではない。処理装置がこれらの要素の

影響で、容量、構造に対する配慮、が異なってくることは、

いうまでもない。

このように各建物の実態をよく調査し、使用状況につ

いての正確な判断をもとに定めなければならぬ。 このう

ち排水 の容量については、大体の目安として、日本管工

事工業協会の資料による、建築用途別最大給水量と平均

汚水量の表で求めることが多いので、参考までに載せて

おくと、 表 - 3 のごとくである 。

2 - 3  汚水の水質 人の家庭における活動に関連して

排出される生活汚水は、現在のところ、 B OJ ) に関して

は40gr l 人/ 日として問題はないと思われる 。 これを家庭

下水にみると、その内訳は、 表 - 4 のごとくであるとい

われている 。

しかし、住宅以外 の用途の建築の汚水の水質について

は、調査された事例が少なく資料は皆無に近い 。 このた

め、設計の基準になる負荷の容量を決めるためには、綿

密な調査と、熟練した判断を必要とするものである 。

一般に、生活排水のような有機性排水の処理方式は、

挫 築 と 社会/ 1975年 8 月号 53 



表 - 3 建築用途別最大給水量と平均汚水量 ( 日本管工事工業協会 資料)

類似
l 日最大給水量 ( t  / d)  

用別途番 建 築 用 途

対 象

対象当たり 給水

給 水 量 時 (h間)  
号

病 院 療 養 所 病 床 500 - 800(1)  

伝 染 病 院 病 床 500 - 800 

外 来 患 者 10 

昔会 療 所

医 師 看 護 婦 110 

養 老 院 常 住 者 200 

往
毛{  

常 住 者 250(2)  

2  共 同 住 宅 11 250(2)  

下 宿 ・ 寄 宿 舎 11 180 

託 児 所 幼 稚 園 児 童 定 員 60 

学 校 職 員 110 

3  中 学 校 高 等 学 校 生 徒 定 員 90 

11 ( 夜) 60 

大 学

職 員 110  

自衛隊キャンプ宿舎 常 住 者 30日

4  

学 校 寄 宿 舎 11 180 

旅 館 (3) ，自 客 240 

ホ ア ル(3) 11 540 

5  

料 亭 貸 席 客延 30(4)  

簡 易 宿 泊 所 合 宿 所 ，自 客 180 

延 客 40 

飲食庖レストラン(5)

従 業 員 110 

延 客 20 

ビ ヤ ホ ー ル(5)

従 業 員 110 

6  

喫 茶 庖 (5)

延 客 10 

従 業 員 110 

延 客 30 

キ ャノ〈 レー・ 〆〈ー(5)

従 業 員 110 

7  公 衆 }面 場 延 客 50 

事 務 所 銀 行 従 業 員 100 

8  

新 聞 社 11 (6)  100 

底 舗 ・ マ ー ケ ッ ト

延 客 5  

9  

従 業 員 100 

延 客 5  

10  百 貨 広

従 業 員 (7) 100 

11 研 究 所 試 験 所 従 業 員 100(8)  

12 工 場 ，作業場・管理室 従 業 員 120(9)  

一 般 公 開 図 書 館 延 閲 覧 者 9  

13 

付 属 図 書 館 11 9  

14 公 会 堂 集 会 場 延 利 用 者 18 

劇 場 演 云 場 50 

15 
11 

映 函 館 18 

観 覧 場 競 技 場 観 客 30 

体 育 館 選 手 従 業 員 100 

耳主

延 利 用 客 15 

00 車 場

従 蝶 員 100 

16 

スケート場・ポーリ 客延 30 

ン グ 場 プ ー ル 11 50 

ゴ ル フ 練 習 場 11 10 

油 球 場 卓 球 場 ・ パ

延 客 5  

17 チンコ庖・図碁クラ

ブ 麻 雀 ク ラ ブ

従 業 員 100 

18 ガソリンスタンド ｏ ｾ 従 業 員 100 

プ レ ー ヤ 200 

19  ゴルフ場クラブハウス

従 業 員 150 

<1' 耐 J 守〉

(1) 高級病院では、 1，000- 1，200 e  / 1-1<をと るニとがある.

(2) 洋風パス を備 える 住宅は350 e  / 人とする.

Ｈ Ｓ Ｉ 旅館は ｊ ｾｉ ｔｊ パス‘ ホ テ ルは個 室パスと ＭＧｦ える Ｎ

(4) 従業H を含む.

12 

12 

4  

8  

10 

12 

12  

8  

6  

8  

6  

4  

8  

8  

8  

10 

10 

4  

8  

10 

10 

10 

10 

12  

12  

6  

6  

12 

8  

12 

8  

8  

8  

B  

8  

80時

5  

15 

18 

10 

12 

15 

5  

12 

8  

10 

10  

10 

8  

8  

8  

10 

10 

(5) 全lol!Jl J水量町中、冷却水専処忠士裂 しない木が50- 70% を占め る.

排出系数

平均汚水

量 t / d  

0. 7 - 0. 8 

0 .7 - 0 .8  岡50 - 640

0.8 - 1. 0 8 - 10 

1. 0 110 

0. 9 180 

0. 8  200 

0. 7 - 0 .8  175 - 200 

1. 0 180 

1. 0 60 

1. 0 110 

l 日 90 

1.0  60 

1. 日 110 

1.0  300 

1.0  180 

0. 6 - 0. 7 144 - 168 

0. 6 - 0. 7 324 - 378 

0. 6 - 0. 7  18 - 21 

0. 8 144 

0. 3 - 0 .4  12 - 16 

1. 0 110 

0. 3 - 0. 4 6 - 8  

1. 0 110 

0. 4 - 0. 5 4 - 5  

1. 0 110 

0. 3 - 0. 4 9 - 12 

1. 0 110 

1.0  50 

0. 8 - 0 .9  80 - 90 

0. 7 - 0. 8 70 - 80 

0 .6 3  

1. 0 100 

0. 8 4  

1. 0 100 

1.0  100 

1. 0 120 

1.0  9  

1.0  9  

0 .9  16 

1.0  50 

日 7 - 0 .8 13 - 15 

0. 7 - 0. 8 2 1- 24 

1. 0 100 

0. 7 10 

1. 0 100 

0. 8 - 0 .9  24  - 27 1  

0 .8 - 0. 9 40 - 45 

0. 8 - 0 .9 8 - 9  

0. 7 - 0. 8 3 - 4  

1. 0 100 

1. 0  100 

1. 0 200 

1. 0 150 

これらは押' 化そ うに汚水 として流入させ ない町で . 排出係散は小きい.

(6) 夜勤従業只 を加算する.

(7) 従業員 は延客向 3 部 位J立がふつうである.

(8) 実験JJJ 水は別途の処理 t 必要 とする何で含まない.

(9) 工場m水は含まない.

00) 1 究枠勤務あ とりとする.

00 J  1  S  A3302ではr公衆便所」が含まれるが . 1臣汚水のみで雑排水がないので噺 をi"i略 した .

ｏｾ 洗 Ｇｉ ｩ 排 水等が あ る 場合、捕矧 Ｎ土 砂 専を含むので Ｘ Ｑｊ 系統的 処理 が 必裂 であるう Ｎ

褒 - 4 京庭下水の量と B O D

区 介 汚水量 t / 人 d  8 0 0  p p m 8 0 0 当量 g / 人

ち ゅ う 房 30 600 18 

使 所 50 260 13 

，苗 {  主主 60 

，先 た 〈 40 

75 9  

手 洗 い 洗面 10 

雑 用 10 

計 200 200  40 

54 

安定性、維持管理の面から、生物処理がもっとも適切なものとされ

ているが、この処理施設にかかる総負荷を決めるに当たっては、汚

水の性格をよく考えて決めるべきであり、汚水量に 200ppmをかける

ようなことは厳につつしまなければならない 。 これらの{直 について

は、建物の用途、使い方、設備内容について 、関係 当局と充分打ち

合わせた上、その判断を仰いでいるのが実情である 。表- 5 に、建

築用途別の汚水の特性につき 簡単 にふれる 。

表 - 5 建築用途別による汚水の特性

介 類 特 長 汚 水 の 特 性

集会場施設関係 水洗便所汚水が多い

@①鴻，場寄解合設性生の使物物質の用状栄が養況多原に〈バ、よラ生っン物てス処水カ嬉理量のいが

一設合定しない

住 宅 施 設 関 係 臭気、騒音考、害虫発必生などの公

害に対す る J t . が要

宿 泊 施設 関 係 宿泊慮客以外の外来者関係の汚 水

に配

医 療 施 設 関 係 ちゅ う房排水、消毒薬の混入 消毒薬を含む排水は別途に処理

広 舗 関 係 多目的ピ j レの場合共同便所的な 水質に関き係ないが粗大爽雑物の混

水留意洗便す所汚水とちゅう房変排水に
在 が 大 い

るとともに週 日 化が大

きい

娯 楽 施 設 関 係 週あるいは季節変化が大きい 向上

学 校 施設 関 係 水洗便所汚水が多い 溶解性物質が多い

休暇期間が長い

事 務 所 関 係 外大来き客の数によって使用水量が 同上

〈変わる

作 業 所 関 係 特学校殊#、事務所関係に類似するが 向上の ほかに特殊排水は別途に処

ド水が多い E里

3  処 理 施 設 の 計 画 と 外 部 の 条 件

3- 1  処理施設のス ペー スと位置 前述のごとく、 処 理施設の

方式、容量等が検討、決定されるわけであるが、さらに、これらの

設計計画時点 で、設置の場所、 外部条件などの関連につき検討され

ねばならぬ点がある 。 これについて、 二 、三指摘するとつぎのごと

くである 。

3- 2  設置 スペ ースと位置 排水処理施設の設計に当た って、

処理方式とともに、その設置場所と商積が重要な問題であることは

いうまでもなし、 。初歩的な司王項ではあるが、この点 のチェ ックポイ

イントをあげるとつぎのごときものである 。

1  建物の基礎や配管に当たることはないか 。

2  繍削、機材の搬入が容易か 。

3  傾斜のある場所ではないか 。

4  排水の流入 、流出先等 の ことを充分考培、したか 。

5  将来の維持管裂のための作業がやりやすくな っているか 。

3- 3  地下水位 地下水位が高いことによる事故が種々あるが、

とくに、 F R P製、鋼板製 の処理施設を地下に設置する場合、とくに

注意を要する 。 コンクリ ー ト製の施設といえども、地下水により浮

上 することもあるので、最高水位をよく制査して、 構造計算のチェ y

クの段階で浮上計算をも行い、これが充分な対策をたてなければな

らない 。 またこれと反対に、 地下水のない良好な 地盤でも、大雨等

で、掘削音11分が池のようになり、施行中の処理施設が浮上する場合

があるので、土の佼透性に注意しておかねばならない 。

3- 4  周囲の環境条件 周囲の環境条件によ ってさらに注意す

べき点を 二、三挙げるとつぎ の ごとくである

1  附近に井戸があるような場合には、最低5m以上は離して設置す

る。

2  放流先附近 に、集水口 のある場合は、その下流1f1IJ に放 流する 。

3  放流先の河川等で、魚の養殖などが行われているような所では、

放流先河川の水量の調査をなし、それに応じた排水量のコントロ

ール等に 特別 の配慮が必要 である 。

4  J::l 業用水へ放流の場合には窒素、燐等によ って良作物に悪影響



を及ぼさない程度のものでなくてはならないが 、 これは最もむつ

かしい問題の 一つ であって、 一次、 二 次処理以上の高級処理が必

要な場合が多〈、注意を要する 。

3- 5  安全対策 学 校 、住宅、公園等のごとく、 処理槽の上や

真近で人が遊んだり、歩いたりする場合、マンホールに転孫などに

よる事故が起こりがらである 。 このような場合、つぎの点に注意し

なければならない 。

1  " 7 ンホールは極力数を少なくするとともに、蓋は、 鎚付、ない

しは、重量の重いものなどを用い、 一子供などが簡単にあけられな

いようにすること。

2  天端に起伏のないようにすること。

3  グレーチング等は、子供の足のはまるようなものは避けること。

4  荷重に対し充分な強度をもつものを設置すること 。

5  地上にオ ープン で設立宣するような場合、充分に堅固な柵などを

設怪し、 ー子供や 、人が中に入れないようにすること 。 オープンで

ない場合て' も、できうれば、このような 棚 で、地設に人が近づか

ないようにした方がよい。

3 - 6  音 排水処理施設の中て¥いちばん問題になる音は、送

風機、 俊神機等による音である。普通小型排水処理に用いられる送

風機は、ロータ リー型式のもので、これは機械 自体の発生音は 60-

70 ホーン程度で、余り問題にならないが、中規模以上のものになる

と、ルーツブロワーが使用される 。 これは、機械自体の発生音が、

80- 100ホーシ近くあり、考慮しておかねばならなし、。対策の 一例を

上げると、つぎのようなものである 。

1  ブロワーは余り回転数の高いものを用いない。

2  機械室は、| 坊音材を内装し 、できるだけ密閉構造とする。

3  後件処理をする士会合は、オープン構造をさける 。

4  1吸気、排気にはサイレンサ ーを 取り付ける 。

5  振動による発生音について対策をたてる 。

6  音の発生地点をできるだけ民家から遠ざける。

3- 7  臭気 好気性処理!!. の場合は発生しないが 、嫌気性処理の

場令は、排液中の有機物が嫌気性分解する過程で、各種臭気物質が

発散する 。その主 たる成分は 、硫化ガスとアンモニア等である 。嫌

気性分解による消化 ガスに起因するものが多い関係で、 |坊央対策を

たてるのがむつかしし、。つぎのような 、消極的対策がある J却支である 。

l  ろ床を使用する場合、できるだけ、好気性状態に保っておく。

2  ポンプピットに長時間放流水を JI宇めて、再腐敗を起こさせない

ようにする 。

3  強制排気により、民家より遠ざけるように考慮する 。

そのほか、アルカリ溶液による脱臭の実施例もあるようであるが、

銀本的解決はむつかしいようである 。

4  維 持 管 理 に つ い て

排水処理Ａ施設の設置に当た って 、設計施工上 の 問題と ｬ ，￭ｊ ｾ 事ないしは

それ以上にも重要な問題は、維持管現の問題である 。維持管理の法

準については 、廃棄物処理法の省令により、基準をきめられており

それによると、点検の最低回数は 表- 6 のごとくである。

また処理装世の高度化に伴い、管理者にも、専門的知識が要求さ

れるようになり、 川崎市にある日本環境衛生センターにおいては、

技術者に、講習や資格試験を行い、 1 級 2 級の技術管理者の資格の

認定を行っている。浄化槽の管理については 500人 以 下 は 浄 化 槽 管

理技術者の設置を 、501人以上については、専任の技術管理!!. 者の選定

を喜g; j をされており、その際 法 的 に 強 制 さ れ た わ け で は な い が

501人- 5000人は 2 級 5001人以上は 1 級技術管理者が妥当とされて

いるようである 。 このような 制 度の定着により、維持管理を専 門 と

する会社もJ ¥fl え、これらの会社と維持管理契約を結ぶ事例 も増えて

いるが機能維持 、水質汚濁防止の点からい って 、設計者、施工者、キ1主

褒 - 6 保守点検回数

処 理 処 理 対 象 活 性 汚 で い 散 水 ろ 床 そ の 他 の

方 法 人 員 方 式 方 式 方 式

ー
20 3 月 に l 回以よ

21- 500 2 月 に l 回以上 6 月に l 回以上 6 月に l 回以上

単 独

301 - 500 l 月 に l 回以上

501 - l 月に 2 回以上 3 月に l 回以上 3 月に |回以よ

101  - 500 l 月に 2 回以上 | 月に l 回以上 l 月に l 回以上

501 - 2，000 | 月に 4 回以上 | 月に 2 回以上 l 月に 2 回以よ

合 併

2，001 - 5，000 毎 日 l 月に 4 回以上 | 月に 4 回以上

5，001 - ー骨 日 ー時 日 毎 日

持管理者の 三位一体の努力は、望ましいものである 。な お、維持管

理上のかくれた大きな問題は、装置内に 堆積 される汚泥の処理のコ

ストである 。現在、機械脱水乾燥、焼却、埋め立などで処理される 。

これが、運転経費のすーすにのぼ って いるが、総本的解決策が見い

出せないのが悩みである

5  おわりに

現在生活排水処理について規制 する法律は建築基準法 、廃棄物

処理法、および水質汚濁防止法の 三つの 法律によるところが大きい 。

しかしながら、この 三 つの法律がややもすると整合性を欠き、各所

轄担当の行政措置に、ちぐはぐな点が比られることは 、残念なこと

て・ある 。

一方、われわれの似I j にと っても 、 処 理 対 象 人 員 が501人を越すも

のは、基準法に恭づく法的規制を基本とすることはもちろんである

が、水質汚濁防止法にかかる特定施設であることを失念するという

ごく、初歩的ミスも 稀 ではない 。 また水質についても、 B O Dのみで

ことを処理し 、PH 、ss 、大腸菌群に対する配慮、を失念するようなミ

スが見られる場合もあり、注意する必要がある。さらに、海域、湖

沼への放流の場合は C O D規制lによることも忘れてはならない。

また、この頃は、公害防止協定を、 地 域住民組 織、あるいは、農

水産業界の団体と締結することを義務づけられている区域 も治えて

きている 。 このような場合、俗に 5 、3 、1 (  B O D  5  ppm、S S 3  ppm 

T - N  1  ppm) の条件が示されるケースが多い。

このように義務付けでなくても、手IJ * 権者の同意書、承諾舎を、

行政指導の段階で要求されることが多い 。 このような環境保全に対

する認識の高まりは、水質汚濁防止法による、各都道府県の上乗せ

条例の制定、総量規制! の導入問題の具体化、特定区域 についてのた

とえば、瀬戸内海水質汚濁防止法等のきびしい規制の誕生を生み、

きびしくなる 一方である。

現在では B O Dについては日間最大30ppm、平均 20ppmは普遍的な

ものとなりつつあり、さらに最近の傾向 としては B O Dについては 1

桁に移 りつつあるのが実情である。 環境問題の深刻化 と、それに 伴 う

住民の要求は、法律の規制の 一 歩先をいっているケースも珍しくな

い。し かし 、 このような要求にこたえることができなければ、この

種の施設の設置は不可能 といっても過言ではなく 、ひいては建物の

建設そのものが不可能にな ってきて いる 。 このような実態を充分認

識され、計画時点で、処理施設設置のスペース、位置、コスト、維

持管理上の諸問題について、充分な配慮をとくにお願いし、 ｾ Ｂｩ￮Ｚをお

く次第である。
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. 排水規制に対処する処理施設 1

住 宅 の 排 水

三 谷 和 久

1  . 住 宅 排 水 の 内 訳

現在のところ、住宅排水について、その排出水質を直接的に規制l

する法規はないが、公共下水道の処理区域外てブk 洗便所を採用する

には、建築基準法に基づいてし尿浄化そ っを設けることとなるので、

この場合にその排出水について廃棄物処理法による規制をうけるわ

けである 。 そして、この規制lは主として生物化学的駿素要求量 ( B

O D) に| 期して行われて いる 。

住宅から 排出される 汚水の量および質は、 比較的 ぱらつきが少な

いので、その標準値に基づ いて設計の吟味が行われることも多〈、

浄化そうの構造基準でも、 処理対象人貝から直接装置の容量を算出

する方法が示されている 。 この場合、住宅排水の標準値としては、

排出水量200 R， I 人・目 、 B O D濃度200mgl R， ( B  0  D韮40 g  I 人・日 )

であるが、 排出水量を 250 R， I 人 ・日とする等、建築主事による指導が

別途行われることも多い 。

住宅排水 の標準値に対する内訳としては、およそ次表のように考

えて大過ない 。

. 住宅相|水内訳191J

極 ｾｩｊ＠ 汚水虫 ( e  I人・日 ) ｂｏｄ ｩ 農 ｊｾ Ｈ ｭｧ Ｏ t  )  BOD量( g / 人・日)

水洗便所排水 50  (30- 80)  260 13 

厨 房 排 水 30 (30- 40)  600 18  

浴室手洗排水 80 (60- 80)  50 4  

洗 1話 排 水 40 (30- 50)  125 5  

百十 200 (150- 250)  200 40 

2 .  し 尿 浄 化 そ う の 排 水 規 制

この ような内訳をもっ住宅排水に対し、し尿浄化そうは、小規模

な住宅施設に対しては水洗便所排水だけを単独に処理対象とする装

置 ( 単独処理浄化そう ) が設けられる 。 この場合、水洗便所排水以

. 浄化そ う放流水の規制l

対象 汚水 処理方法 BOD(mg/  e  )  処理対象人只 水 I或

水 洗 i史所 日間平均飢 100人以下

単独処理 90 
支障のない

排 水 の み 以下 500人以下
水域

日間平均11li: 101人- 500人

水洗( 便所 60 

支障のない

以下 501人- 2000人
水域

排水および 合併処理

日開平均値 501人以上

雑 排 水 30  

支出Fのない

以下 2001人以上
水域



外のもの、すなわち雑排水は無処理で排出される 。処理対象人員が

101 人以上( 放流水域によっては 501人以上) の規模の住宅施設では、

水洗便所排水と雑排水とを fjf せて処理する装置( 合併処理浄化そう)

を設ける 。 これらの排水規制lは前頁の表のようである 。

処理対象人只が501人以上のし尿浄化 そうは、水質汚濁防止法の特

定泊設であり、上表のほかにこれに基づく水質規制が適用されるの

で注意が必要でL ある 。 また、 l政流水I或に 利水上の問題がある場合に

は、その地域で与の行政指導方針や水利権者との折衝に十分意を払う

必要がある 。

3 . 住 宅 の 処 理 対 象 人 員

J I S A  3302における、住宅縞設の処理対象人貝算定の基準は次表

のようである。

. 住宅』血設の処. f ! 1¥対象人民

建築用途 処 理 対 象 人 貝

延iIi i W 100 130 160 190 220 220 

(主
そｾ 己 ( m'/ 戸) 以下 以下 以下 以下 以下 をこえる

人/戸 5  6  7  8  9  10 

居室数
l 居室

1  2  3  4  5  

共同住宅 ( 室/ 戸) ごとに

人/戸 2  3. 5 4  4. 5 5  0.5人

下宿 固定ベ ッド等で定只の明確

0. 2 人/m' (J 丹室)

苦手宿合 なものはこれによる 。

この他、学校苦手宿合 ・自衛隊キャンプ宿舎 ・老人ホーム ・養護地

設は定貝によることとしている 。

住宅の最低 5 人に対し、共同住宅では l 戸当たり人民にこれ以下

の値が与えられているので、汚水量の算定には注意が必要でi ある 。

建物の程度や生活内容が排出品の多少に関係するが、この意味では、

1 人当たり汚水量よりも 1 戸当たり汚 7KfJ: ( たとえば 1 m'/ 戸 ・日)

の方が目安値としては使いやすい 。 また 、女子寮や水道料金が例人

負担でない社宅では汚水誌が多くなる 。 自W: r 隊キャンプでは l 人当

たり汚水量を 300 R， / 日とするのが普通である 。

4  パ ッ ケ ー ジ 形 の 浄 化 ぞ う

処理対象人民 100人までの単独処理浄化そうは、昨今では、そのほ

とんとーがパ ッケージ化されていて 、工場で一式製造されたものを現

場へ運搬して熔え付け、配包: を接続すればよいようになっている 。

その主要部分は F R P製のものが最も多 < P V C製や鋼板製のもの

もある 。 そして、その年間出荷数は 30万とも 50万ともいわれる 。 し

たが って 、そのメーカーの数も多〈、形式や種類も多いので、信用

のあるものを選び、それぞれの住毛に対する例々の形式の適用を誤

らないよう十分注意しなければならない。

単 ｾＡￜ 処理てすま、浄化そうの大きさは処理対象人員から直按決める

ことが行われる 。 メーカーのカタログには、それぞれの機般に対し

てその処理対象人貝が表示されていて、これによりその適用機種を

拾い出すこととなるが、 トイレの使用状況を与えて、来容の多い住

毛 、女性の多い住宅、庖舗i付住宅等では大きさに余絡をみた機種を

選定しておくことがよい 。

また、 j彰式の選定に当たって最も大切な事項は、務差である 。 パ

y ケージ形の浄化そうは、流入管 ・放流管の位置が決ま っているの

で、これが当てはまることの確認が必要である 。 さらに、敷地の広

さ ・形状、排気管の要 ・不要、' ; 1 L i . 原の有無、主主設費および維持管理

伐の多少等を勘案して腐敗タンク方式 か長時間ばっ気方式か等を決

める 。

パッケージ ｊｦ ｾ の浄 化そうは、装置の精度が向上する ・ 納 ｗｉ が短縮

される ・施工工数が節減て・きる等の特長があり、施工法も非常に容

易とな っているものであるが、手軽なだけに乱暴に扱ったり、不撃

に据え付けたりしがちなので専 門的 な施工者が正しい施工を行うこ

とが必要である 。 メーカーでは、標準的な設置の状態を設定して、

それぞれの浄化そうを製造しているので、特別な荷量を受ける場合

. 地下水位の高い場合 ・流入管底が深い場合等の特殊な設置状況で"

は補強することが必要となる 。J I S A  4101には 、処理対象人民 100

人以下のプラスチ ック製し尿浄化そうの材質強度等に関する基本的

事項が示されているので参考にするとよし、 。

5  関 係 者 の 連 携

浄化そうでは、設計 ・施 工 官Ｚ逓Ａの連携が大切とはｾｲｪ［Ｇに言われる

ことであるが、住宅施設とくに 小住宅においては、上にのべたよう

に標準値による設計 ・基準による人員算定 ・既製品のあてはめと画

一的な運用が行われがちなだけに 、特殊な条件に対する検討が大切

であり、設置後の使用者の協力も不可欠のものとなる 。

浄化そうの維持管理は設置者が行う建前であるが、その徹底を図

るためには専門家に委託し、定期的に保守点検および清掃が行われ

るようにしなければならない。浄化そうの正しい使い方、維持管理!

の必要性はよ り広 < P R される必要があり、このためにも、無届け

の浄化そうをなくす ことがぜひ必要である。なお、厚生省謀長通知

による桜 i焦点検回数は次表めようである 。

. l祭i.II!点 検 回 数

処理方法 処理対象人員

活性汚でい方式 1放水ろ床方式

(長時間lばっ気方式 ) ( / 1 応敗タンク方式)

20人以下 3 月に 1 回以上

単独処理 21 人ー 300人 2 月に l 回以上 6 F1に l 回以上

301 人- 500人 1 月に 1 回以上

令官1処理 101人- 500人 1 月に 2 回以上 1 月に l 回以上

( みたに かずひき 西1Mネオエl ; 1 ( j ( . 水質管理主郎氏}
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. 排水規制 に対処する処理施設 2 .

ビ ル の 排 水 規 制 と 処 理 施 設

塩 崎 政 志

はじめに

場を建設しようとする場合、大気汚染、水質汚濁、騒背につい

ては相当の対策と準備をしなければ簡単には J i 工ができにくくなっ

ている 。建造物についてもようやく工場ほどではないが、事前に環

涜との制手[1 を巧ーえたいわゆる“ 受け皿l" づくりが当事者間で訴しあ

われるようになってきた 。

マンション怨設時の日 !K¥権をめぐる争い、大規悦リソートマンシ

ヨンが排出する生活汚水の湖沼流入の問題などがそれである 。長11心

部では高照雄iiE物が完成するとそれが受け入れる飲料水の隊保の問

題、あるいは公共下水道の校' 官が制11 し、ために汚 ・雑排水を下水導管

にj皮流できないという深刻な事態が発生しつつある 。

環境汚染の元凶は今日では工場排水よりも生活排水にあるとする

議論があるが、あながち偏ったデータをー褒ー 1

て区別する以外に ) j 法が見つからないからでもある 。

1  ビ ル の 排 水 の 規 制 の 現 状 と 動 向

現イ五、ビルから の排水の水質 、水量を組II，IJ する法rlt としては、建

築基 il ' 法のほか作業所排水としての規制法である水質汚濁防止法と

下水道法とがあるが、しかしながら、建築基準法を| 徐いてはビルの

排水のみを対象としたも のではなし 、。 ビルのうち、旅航、ホテル、

研究機| 到などに ついては、特定施設( 水質汚濁 11}] 11 : . 法に定める) と

しての取り扱いがはっきりとしたため規制の対応策もその線にした

がってとりやすくなってきた 。 ビル排水の規制にかかわる処築基 il' ¥

法、7 ] ( t ' l 汚消防止法、下水道法から規制値を抜慈し 表ー 1 に示した 。

表 - 1 は匡lが定める法作であるが、他に地方向治体がこれとは >]IJ

に定める条令、あるいは自治体と事務所( ヒル) との lill で決める協

万的に駆使しているとも思えない。

公 共 下 水 道 に 放 流 が 可 能 の ピ ル の 場 合
公 共 下 水 道 が 無 く 下 水 道 に 放 流 が 不 可 能 の ピ ル の 場 合

飲料水の水源地となっている湖の周辺に

処つ保養焔設からのたれ流し、海水浴場に

面したホテルなどの浄化装置からの不完全

な処理水の政 j氏、大学、病院などの実験研

究初7l <: の柿釈 Jii. ［ｊￍｾ 等々、発生源の ｪ 主いはあ

れ、汚染狐としての責任を回避できない焔

設は地万、高1IIIi 古11 を問わず膨大な件数に達

する 。

下水の終末処思場が汚染源として海域を

汚染しているようなケースもあって、 il 司々

の雄造物など 中、小規模の汚染源よりもも

っと大成以発生源の対策について論ずるべ

との主仮もあるが、ここでは本経iでない

ので、行1IIIi 1¥'/ ビルを中心にいわゆるビルを

処設する l際の排水成制の手引きといった内

芥でまとめることにした 。

ピルのｾ屯阿をどこまで拡大するかについ

ても検討したが、通説に従い、ホテル、デ

ノマート、旅館、地下街を含む共同飲食前ビ

ル( 街) 、大学、病院、事務所にとどめた 。

常 H寺、府( 上しているマンションなどはビル

の一般であるが、これは、住宅とみなした 。

大学にも寄宿合などがあり、住宅と言って

も差し支えない，雄物があるが、これは大学

の建物全体からみ た場合、相対的には一部

分であるためビルのグループとして取り扱

った 。 ビルと住宅との明確な区分法はない

が、建造物の持つ主要な機能、目的によっ

58 也築と社会/ 1975年 8 月号

， ぷ ? ご 士
下 水 道 ; 圭

，且 明E 45' C 以上 ( 40' C 以よ)

水 素 指 数 5 以 下 又 は 9 以 上

水素イオン，血度 ( pH)

11 5. 7以 下 又 は 8. 7以 上 )

生消物費化量学{ 的6 .0政D繁)  

5 日間に 600吋 / 1 以上

(  11 300叫 / I 以 上 )

600""1 /  I 以 上

浮 遊 物 質 量 ( 55)
( 300吋 / I 以 上 )

ノルJル正出レマ別鞠J棄質レ凶へ宮キ有，消サ肖置ン L巴|貸竺a  

5叫 / t  

抽 僧鴇，・
30司 /

沃 量
220司 / t 以 上

フ ェ ノ ー ル 頬 含 有 量 E 叫 ; t

シ ア ン 含 有 量 3 叫 / t  

ア ル キ ル 水 銀 含 有 量 キ貴出される b の

有 俄 蛾 含 有 量 1  ""1 /  t  

力 ド ミ ウ ム 含 有 量 0 . 1""1 /  t  

音色 含 有 量 1  ""1 /  t  

? ロ ム ( 6  価) 含有量 0. 5""1 /  t  

枇 紫 含 有 量 0. 5司 / t  

総 水 銀 含 有 畳 0. 005""1 /  t  

ク ロ ム 含 有 量
2 叫 / t  

銅 含 有 量 3  ""1 /  t  

亙 鉛 含 有 量 5 吋 / t  

鉄 u容 解 性 ) 含 有 量 10' 可 ; t

含マンガン有{ 溶解性量)  
10何可 / I  

弗 素 含 有 量 15阿'9 / 1

大 腸 菌 群 数

単 位 1立 方 セ ン チ

メ ー ト ル に つ き 個

t l: :  (  ) 内は腿泣来、ガスf J l，給j { ; に対するJ J i . : t IJj l H;t ｊ ，ｾ＠ ｉｾ ，＠

見，，;( r.! 1下 水 道 条 令 で は ( ) 内の JJi. ih1J(，11. とな って いる .

! t : 令てづι 的るニとカ可I古Eである .

水 質 汚 濁 防 止 法
建 築 基 準 法

生 物 化 学 的 厳 禁 消 費 量

海 域 放 流 : 5 . 0- 9. 0

の み 規 制 ( 6.0 .0 . )

海 場 以 外 に 放 流 : 5. 8- 8.6  

単 位 : 叫 / t  

160 ( 日間平均 120)
処 理 対 訟 適 用

( 6.0 .0 . ) 、 ( C. O. O. ) と b 同じ

人 員 、 区 峨 基 準

200( 日 間 平 均 150)

区説。 ( 1)

5  

30 l ∞ 人 以 下 90以 下

101 人 以 上

60以 下

5∞ 人 以 下

501 人 以 上 30以 下

い司 / t  

区 域 (2)  

120以 下

4輩出されないこと

区 域 (3)  

i  阿可/ 1 500人 以 下 90以 下

0. 1 叫 / t

501 人 以 上
印 以 下

20∞ 人 以 下

1  ""1 /  t  

初 ∞ 人 以 上 30以 下

0. 5吋 / I  

，主) 区域は特定行政斤が指定

で き る .

0 . 5吋 / t  

0. 005吋 / t  

Z 叫 / t  

3  ""1 /  t  

5 叫 / t  

10司 / t  

10""1 /  t  

1Sm<j / t  

日 開 平 均 3. 0∞

iI '  ただしこの脱制を宝: ける付

ーと水 ｾｉ｜Ｚ は ＵＰｭ Ｇ Ｏｄ 十 Ｑ Ｇ Ａｾｊ ｴ

ピ ル で は 旅 fiiC佐、日f・先機|見i

な どが 波 町 す る .



図 ー 1 建 物 別 、 用 途 別 使 用 水 量 比 ( 洗 浄 水 : トイ レ洗浄水、学校ー 小 、 中学 、 高校)

オゾン発生機

CJ P-;  

71点。Ul 廿了

原水水質 6 .0. 0 ＲＵｾｰｭ＠

5 5  200ppm 

処 理 水 質 目。0. 0 IOpp m 以下

5 5  5  ppm以下

③再利用 b 可能な水質

原水水質: 6 . 0. 0 170ppm 

5 S  170ppm 

処 理 水 質 日 0. 0 IOppm 

排水

5 5  5  ppm 

再利用 b 可能な水質

pH潤重量槽

原水水質

処理水質

微量の化学物質、重

金属を含む.

化学物質、重金属は

殆んど処理され、良

質水となる .

再利用も可能な水質

処理水槽

図 - 2 尿 尿 + 雑排水が原水の場合の処理1 J IJ ( 合併処理)

ピット

( 汚泥処理装置へ)

図 - 3 維 排 水 が 原 水 の 場 合 の 処 理 例

脱水ケーキ貯留槽

排オゾン処理

且
一一 一ー」

「一一 一

イメディアムフィルタ⑮

回収水槽

活性炭; 戸過器

処理水

( 研究所内空間用冷却塔補給水)

濃縮ブライン槽

図 - 4 ・実験、研究廃水 + 生 活 排 水 が 原 水 の 場 合 の 処 理 例 ( 実 験 研 究 廃 水 の み の 場 合 は 若 干 処 理 方 式 が 異 な る )
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定などがある。さらには行政指導という法律ではないが、かなりの

拘束力を持 った実質的な規制も行なわれる場合がある 。

これ らは概して国の法律よ りも厳しい内容で、たとえ ば研究機関

であるビルなどて・排水をピルから一滴たりとも波流してはならない

といったケースさえでてきている。また、このような水質の規制と

は別に、水量規制の事例も最近では自治体によっていくつか出はじ

めている。総量規制といった意味と、下水導管の容量不足と終末処

理場の処理能力オーバーといった問題とがE いにからみあった形で

ビルの排水量が規制されようとしている。東京都ではすでに大型ビ

ルに対して節水計画の一環としてビル排水の量規制 、すなわ ち循環

再利用を設計計画の段階で設計者に求めている 。

環境保全といったこれまでの状況とは違って水資源の枯渇対策と

しての時代的苛最も見逃すことができない。ビルの排水量を規制す

れば当然のことながら使用水量を減らすか、あるいは循環再使用と

いった水資源の有効利用策を講じなければならないからである 。

ビルの排水規制は、汚濁防止を目的とするだけでなく、人口の集

中度のたかい 地域では水資源不足といった事情からの規制lが今後は

多くでてくることが予想される 。

2 . ピ ル の 排 水 の 水量 と 水 質 状 況

一口にビルと言っても、水量、水質の而から一般的な 111I . を求めよ

うとすることはきわめて困維なことである 。限りある公表された資

料から建物別、用途別使用水量比を求めたのが図一 1 である 。

図 - 1 に示した般類がビルのすべてではないが、公会堂、劇場、

競技場、体育館、駅、パスターミナル等々についてはいずれも発表

された資料がほとんどないため、またの機会に譲ることにする 。

ビルのＮｦｯ ｬｬｾ 別の水質Ｈ排水Ｉについても水量比と同様、実 ￬ｬｴｬ ｊＱ Ｑ 立が

ほとんどないため、明確には示すことができないが参考191J を表 - 2

に示した 。

表 - 2 排水要素 ｾｉｊ の排水量 、 負荷畳

分類

排水要繁 排 水 量 排出 BOD量

番号

し尿単独排水 50 2 1人 ・日 13 9  I人・日

2  生 活 排 水 2002 1人・日 40 9 1人・目

一室の定員は 3 人とする .

l 人 l 室型式の宿泊絡投( ビジヰ

3  宿泊締役排水 2，∞02 t室・日 1009 1室 日

ス ホ テ J レ等) は 3 室当りの水量、

BODとする .

4  病 院 排 水 750 2 1床・日 75 唱/床・日

延面積 1，500 川以下の施般に適用

する . 単位の rm' J は厨房と食堂函

械を合計した面積とする . 中撃料

5  飲 食 后 排 水 20 2 1m" 日 8  9  I 附 日 理庖の排出 BODは 2 倍とする .

ここでいう飲食底とは、不特定人

に 対 し 食 事 を 提 供 す る 絡 役 を い

つ.

ト

単位の rm' J は厨房面積とする .

6  給食施政排水 802 I  m' ・日 409 1 m目白日 ここでいう給食施設は特定人に対

し食事を提供する施股をいう .

鮮魚、庖がない場合は

食 料 品 売 場

排水量20m' I施設日、排出 BOD

量 1k91施殺・日を減ずる .

7  その他の庖舗 30m・/ 縄 訪 日 3  k91施設・日

食肉広がない吻合は

排 水

排出 BOD量 1k9 I施設 ・日を滅ず

る.

一一小川雄比山はか I日途別 ill 築物俳水町実態と排水町原単位に| 則する研究、神保川県同I生研

究所年報21-¥}. 100- 102 ( 1971 )  ・同年報22号、 92- 95 ( 1972)  
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ビルの排水要素をとりあげ汚濁 tti 可i誌の基準を示したのが表ー 2

であるが、今後はさらに排水要素別にビル排水をチエ ンクし水量、

水質の笑態を明らかにしていくべきであろう 。

3 . ピ ル の 排 水 の 処 理 計 画 上 の 注意 点

ピルからの排水を処理する場合、処理システムそのものはとくに

一般の生活排水 と変わ りがないが、ビルがおかれた環涜条件ーについ

ては設計上、十分に巧ー! 恕する必要がある 。屋外に処理施設を建設す

る場合は比較的問題ないが、ビルに隣接して、あるいはビルの地下

室( 屋内フ ロア ー) に地設を計画する際は事前につぎの諸項目につ

いて検討をすすめる必要がある。

1  ) 処理施設は補修、掃除、点検を行ないやすいよう作業性を考

えた設計ーであること 。

2  ) 散水炉床方式の場介、散水機と j戸l未がつまらない工夫をする

こと 。

3  ) スク リーンかす、汚泥の処理、処分の方法を ι& 終段階まで隊

認すること 。

4  ) 処理施設の構造および性能などについて十分なる知識を有す

る技術者を必要に応じて招請できること 。設計上のテー 7 で

はないが、維持官主li を徹底させるうえで重要な 'J q丙である 。

5  ) 蚊やノ、ェの発生| 坊L i : 対策を講じること 。

6  ) 放流水は公衆衛生而でのトラブルを未然に防止するため消毒

をすること 。

7  ) マシンハ ッチは迎H寺使用できる状態にしておくこと 。

8  ) 屋内換気を十分におこなう( 川公計装設備の結保防止、央公

対策上欠かせない )

9  ) 処型施設は配也ーもあわせ飲料水系と完全に隔縦すること 。

4 . ビ ル の 排 水 の 処 理 例

さまざまの短矧のビルのうち掛水水質の代表例をとりあげ処理フ

ローを 図 - 2 、3 、 4 に示した 。

5 . お わ り に

ビルからの生活排水に| 以って々えれば、下水道の有無が決定的で

ある 。下水道が完備すれば、いわゆる排水処思をビルが独自にする

必要はないからである 。研究機関や病院などはもちろん、その性格

からして排水中に有害物質が出入するおそれがあるため十分に吟味

して処理をする必要があるが、既設のピルではたとえば実験廃水と

生活妙| 水とが向ーの配管系に流入しているようなケースが多い 。 こ

うい った商で処理を悶慨にさせていることが実際j 9IJ で見られるため、

とくに、新規に研究倣を計回するに| 努しては配色: を分縦し男 IJ 系統に

しておくことが必要である 。

し、ずれにしても、ビルの排水のみを処J ! I! しようとすれば用地総か

ら地設を屋内や地下室などに建設せざるを利ず、央公対策ひとつを

とりあげてみても未解決の問題が多し¥下水道の持及がぜひとも待

たれるわけである 。

できるだけ「ビルj という範問のなかて、規制の動向、実情、処J 11!

法を剥i ' E 、検討したつもりであるが、現状を必ずしも適切につかみ

えていない音日分カずあろうかと思う 。 ご批判! をあおぎたし、。
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- 排水規制に対処する処理施設 3

団地における水問題

杉 浦 則 夫

わが国の衣食住のうち、とくに住宅事情については高度経済成長 団地のような小規模な汚水処理については、わが国では比較的に

のH寺代を経てきた現在も、まだ依然、として十分に満足でωきる状況に 新しい技術であるため、行政面でもその構造や水質についての規制

なっていない。
11位、基準数他などで不充分な而がある 。今後、これらに関する研究、

地価の興状な上昇、工事資の高騰などで住宅の建設はおくれがち 調査を重ねて幣備されなければならないと思料される 。

である 。 人/l¥/ 生活の基本条例ニであろう住宅供給の緊急性は重要な課 税イビのところ、これらの技術には未だ外国技術の直訳的な部分も

題である 。
多く、応用消化が十分なされないまま笑用に適用されていることも

しかしながら、大規伎な住宅団地の建設は年々と困 ｾｕ になりつつ あり、わが匡! の実態に令致した技術としなければならない。

ある 。 これらは先に述べた理由のほか、地元自治体と人口 J引こ対す 小規模汚水処理地設の設計、工事、管理を行うに当た っては、小

る、学校、交通対策または上水道供給力不足、家庭から出る排水処 規肢の特性を良〈理解していなければならない 。すなわち、流入汚

君! の問題、などで調援することがむつかしくな っていることである 。 水の水質変動、水晶変動、そして放流先が小河川が多いため、政流

とくに水問題についてみれば、現在、日本住宅公団における扮水 水質により環境が大きく左右される、など基本的な条件をよく設定

処理! については柄性汚泥法による日級処理を行 っているが、場所に して実地する必要がある 。同じ処理方式を用いても家庭ばかりの住

よってはさらに高度な処理をしなければならない場合がある 。いわ 毛団地と 、大規紋な者/1市排水の公共下水道の終末処理場とは条件の

ゆる排水の上采せ基準によるものである 。そしてその効率を高める 呉なる点、が多々あるものである 。

ために重要なものに、排水から発生する余 った汚泥の処理と処分が

ある 。現実には各地方ともこの汚泥の処分は大変に困難な状況であ S  小 規 模 汚 水 処 理 技 術 の 開 発

る。
団地の汚水処旦11砲設は、数百人から数万人のものまでの i阪の広い

また、ー/ j 場所により上水道供給能力の不足がある 。最近の重大 応用技術が必要である 。 さらに団地ごとに独立して設置され、地形、

な社会問題となりつつある水不足のことである 。 この水不足の問題 処理品、放流条件など伽| 々に異なるむつかしさがあり、画一的な燃

は住宅公団というより、広〈日本全体の問題であり、よくいわれる 準化は困難である 。

9: 1 水道の問題に関係がでてくるものである 。 現布、これら技術の相当部分について水処理プラント業者が、そ

近頃、各純の公害が大きな社会問題とな っている 。 このうち水の れぞれ異な った特許やノウハウとして、データーについて非公開の

問題は直接的に人閉め生存にも関する大切なすq î iである 。 まま l坂売競走を行 っている 。

人聞の身体の56% は水で、その20% を欠くと死亡するといわれて まだまだわが固めこの関係における技術レベルが高いとはいえな

いる 。水がわれわれの生命の維持に、また社会活動に必要不可欠な い状況で、単に光らんかなの営業が優先し、発注企業! 日1/ における審

資源であることはいうまでもない 。 査能力が少ない場令には、担|惑な施設ができる危険がある 。 これら

7l<.の12かな環境のなかに生存しながら、そこに文化をつくりあげ 公害防止のような天織の場合、できる限り、それらを公開し、お互

てきた人↑ HJ は、水と共存する以外に生きる iii はない 。 これらの問題 いの技術向上を凶り、全体のレベルをあげることが必要であろう 。

ＮｉｾＡＺ を十分に理解し解決策をたてながら社会全体として、とらえてゆ
技術開発の動 IIlj としては、現段階のような決定的な方式、機種を

かなければならなし、。 定めがたい現状では、可能なかぎり合理的で安定した処理のできる

住宅公団では公共的な立場で、多量に住宅と毛I也を供給すべき買 施設を目標とし、彼維な傑作を要しないもので、理論と笑際とが7

務を与えられ、この業務の円滑な達成のため、それらの対策を講じ ッチし、処理効果の高いものが、良い地設といわれるもので、目標

ながらいろいろと努力をはらっている 。 とするのがよし、 。

汚水処理における 二次処理の水質向上と、処理! の安定化の技術開 ユーザーからみると、設計、工事、官: 理を- 11 して、性能を重視

発、余剰l汚泥の処分しやすい処理装置の開発、さらに汚水の高度処 し、責任を明怖にできる発注契約方法が良い方式といえる 。 いわゆ

理技術の/:if. / 発、また水不足に対処するため再利用水として所用する る、性能発注とか責任施工とか呼ばれる方式である 。

ための研究と技術開発などを行 っている 。 汚水処理技術は、この数年で著しく進歩している 。将米どのよう

な優れたものがでてくるか、予測カミむつかしし、 。 また、社会の要請

S 団 地 汚 水 処 理 施 設 の 要 件 はだんだんと極微量、または特殊な含有物質を除去することを必要

汚水処理は総合技術である 。優秀な設計、工目J1 - と正確で与適切な管 としつつある 。

現とが卓の耐輸のようにバランスがとれてこそ、その機能が発揮で 汚水処理は P C T (物型化学処理) などを含めて、高度廃水処理

きるものであり、一方が欠けても安定した良い効架: は望めない 。 プロセスの防l発が世界的な目標にされている 。開発項目をいくつか

汚水処理技術も最近は、いろいろと多様な機段、方式が係用され あげてみると、

ている 。公害防止関係法令等の規制の強化にともない、次第に処理 a) 汚水の質に対応する ι紋i菌処理方式の開発

効栄の優れた} J 式、たとえば活性汚泥法などが多〈用いられている 。 b) 処理地設の ( 1動運転技術の開発

しかしながら、設置数の増加により中には性能の劣るものも見受 c) 処理フ・ロセスの自動制御技術の開発

けられる 。 また残念なことに施設の能力は十分にも っているのに、 d) 施設の建設技術の合理化、工業化工法の開発

管理体勢が適切でl ないため、その機能を発揮できず、見方によ って f) 処理水の11利用を図れる技術開発

は高級すぎて使いこなせないようなものも見られる 。 などがA 与えられる 。

組 築 と 社 会/ 1975年 8 H号 61  



5  二 次 処 理 の 水 質 向 上 と 処 理 の 安 定 化

最近 、三次処思! とか高度処理とか、あちこちでよく聞くようにな

った。これは従来の処理だけでは、河川、内海等の水質が悪化し、

水源汚染や、ｾ作物、水産物への被害が大きくなってきているから

であろう 。

その防止対策として、より高度な水質を確保するための三次処型

装置を設ける 'j¥.{列が増えてきている 。

三次処理を効率よく働かせるためには、前段の二次処理までを安

定化し、その水質を向上させることによって可能である。

先に述べたように 、団地排水の特長の大きなものに、流入水1，1と

水質の時間変動がある 。 これは団地入居者の生活ノ、ターンがｾ｛似し

ているために生じるもので、午前 9 - 12時頃と午後 5 - 9 時頃に、

その他の時 tl1J 僚の流訟の数倍の水量が流入し、7 ] ( ' t ' i も高い傾向を示

す現象である。このため処理機能にも支障をきたし、とくに i訟終沈

殿池において沈殿汚泥の流出が見 られるなど、 l皮流水質も - 11寺的に

悪化する場作がある 。 また、夜間1の12- 6  u寺頃までの汚水量は_ ; Y ，' し

く少ない。

これらの. EJ l . 象は、ノ!、規快汚水処理! の大きなネ ックであり、二次処

理を良くするため一番有効な下法は、流入水量や水質をできるだけ

一日 中を均等化 させ、処理! 焔設をコンスタントに五Jf 転させることが

が重要である 。

水量、水質を均等化させるため、数時間分の容量のあるタンク( ; l I r . j

終糟という) をエアレーションタンクの前に設け、それ以降のプロ

セスの処l111:fu日I を必J等化し、定il ] : 的にすることが有効な対策 )} 法で

ある 。

調務槽の設u 1 によるがJ 巣は実験、および笑際の施設による成総で

はキ11当な効- * を生じている 。st! 忽! 的には 、一日に排出される汚水; 立

を ｲ［ ｩｾＧ に一定 ［ｩ ｴ のみ処旦 ｉｉ し、余分 ｩ､ はＡ貯留し、流 出比 の少ない ＱＱ 寺Ａ 日 ｬ に

処理すればよいが、施設 ［ ｩｾ が大きくなるので適当な大きさとする 。

そのうえで三次処旦II を行えば水は相 当に浄化されるものである 。

いま一つ主要なことは、汚泥コントロールを適切にすることであり、

換言すれば汚泥の姶て場を確保することである 。汚水処理は全体フ

ロセスとして巧えるべきで、簡単に三次処理装出を万能と巧えては

いけない。

5  余 剰 汚 泥 の 処 理 処 分

汚水処旦 ｉｉ において、大変、屯要なことで、また最も困 ｾｕ な問題は

余剰汚泥の処息! と処分である 。 これを解決しない限り水はきれし、に

ならないとい っても過言でない。

住宅団地からの余剰 ｬ 汚 ｩＯｾ は、 ｭｬ ， ｮ 下水の汚泥に比べ有機分が多〈

取り扱いが| 体| 錐である 。安易な処理を行うと、短期間に腐敗し 35央を

発するなど 二 次公 ［ ｉ ｾＺ となることもある 。 住宅問 ｊ 也の汚泥処思Ａは、そ

の処分先の状i ) i . にあ った方式て“r'ffii 時確実に笑泌されなければならな

い。一般的に同地の汚 i/ t _ 処理は、 EL1度的な凶iから好会t性の処理をし

ている WIJ が多〈、さらに必要により、脱水機でi成品し、つぎのよう

な処分 ( 同地から外に搬出すること) がされているのが笑|努である 。

a)  組め立て

同地からの i
/7i 尼は繊維質のイT機分が多いため、将米地盤沈下や地

下水の汚染防止対策を巧ーえておく 。

b) 焼 却l

有11r11下水で白は多〈係用されているが 、団地主Q. 悦では汚 i/ i ! . 発生 161が

少ないので、焼却l炉の述続五J f 転は困匝Igであり、また汚泥のみ単独で

燃焼可能なほど含水率を下げることは、現〈正の脱水装置に 相 当な設

備を要し、焼却! の場合に発生するガス 、臭気、焼却灰などの| 坊 11:. 対

策、用地の雌保、灰の処分方法など、大士l i . 紋な場合でないと効率的

でないと 忠われる
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c)  ｾ巴料化

放 も自然な方法であり 、永〈採用されていた 。 しかし 放近まで都

市周辺必地 では 、化学肥料の使用が主力となったため、汚泥を遠隔

地へ輸送しなければならず 、経済的にも困難さがあ った。近頃、農

地の! 肥料成分のアンバランスが深刻となり、改めて有機物の汚泥を

耕作地 に還元すべきことが見直されてきている 。

衛生的で利用しやすい処理! 方法を 附! 発すれは¥今後大いに有望な

処分先である 。

d)  海洋投棄

海洋汚染の問題から投棄場所が述悩化している 。 また団地が内| 笠

宮1¥の場合は 地理的不平IJ 、船積場の環境などから最近この万法も困難

さが別して、経済的に不利な場合も多い 。

e) 乾 燥

天日乾燥と強制乾燥とがある 。天日乾燥は臭気や美観、そして用

地を広〈必要とするなど、団地 などでは不可能となってきている 。

強制乾燥には、いろいろな技術が開発されている 。{五毛公団では

JJi 砂熱学工業K .K と共同で、汚泥を l質犠し熱風て、乾燥する万法を研

究開発した 。 この方法は有機成分を践し、乾燥させるもので、粉末

状で肥料分も多〈、土壌改良や有機肥料として有効に使用できる 。

また 、illH鍛i I l は著しく j戎i lf されるものである 。

S  厳しくなる水質規制と処理水の手写利用

テレビ、新聞等でも公害問題に |剥して P PMとか P P B とかの単

位が使 われている 。

P P M= 1007J 分の l

P P B= 10f: 0' 分の l

同地のIi ) { 流水は、特別な水質規制を受ける地域を| 徐いては、 B OD

30P  P M以下となっている 。活性汚泥法による場令は、十分この水

' l ' l は雌f! t i : できるものである 。

ｊ 位 ｪ 丘、水質汚 ｩｾ［Ｉ Ｑ 坊 ＱＱ ＺＮ 法やその 他 公 Ｇ ［ＧＭ ｪ Ｚ 防 止 の法律、粂 ｗ ｩｊ等によ り 、

さらに厳しい水質基準が設定されている地域がt(: IJ II している 。上采

せ基準と呼ばれるものである 。 また放 iJrc先の水利権限l係者から 地元

安望による水質が基準となる場合もある 。 それらに対応するため三

次処旦1:装置を付加したプラントが.1f1えている 。

ii'i 'I'I:汚 i/ t _ 法の処理主力来は、主として B ODや s sの除去で表現さ

れ、また鋭11，11もそれらについての数111(で決められてきている 。 しか

し、最近では河川、湖沼で排水による水の市栄養化が問題にされて

いる 。主主家 ( N )や燐般嵐(PO. Ｉ 責 ｊ｛ が汚 ｩｾ［Ｉ の要点として大きいといわ

れている 。燐は i.l iri i¥. 、人間が2g/ 人/ 日斜度だすが、他に合成洗剤か

ら ｾｉｉ 当に排出されている 。

B OD、ss 、室索、燐などの除 1; をより高度に| 徐〈場合に三次

処理がつかわれる 。- L I に三次処J f ll. とい っても、 一機絡でどの汚濁

物に対しても安 ｾｊＪ があるというものではなく、除却すべき対象にあ

った β 法で実施しなければならない 。 liij に述べたとおり、 三次処理

は二次処理が安定していることが前総条件である 。

とくに厳しい要求のある場合には、計阿段階から版流先の状況、

、 ｩｊｲ ｣ の利水状態の十分な調伐を行い、資料を務 ｦｾｩｬ し、地元とよく訴

し令いをして、 三次処理装置の )j 式、性能を定める必要がある 。

- )J 、地肢によ っては 、水のWIIJ II 前裂に水の jj 刊行がIflJ に合わず、

深刻な事態が発生しており、ますますそれは重大になりつつある 。

佳設省広威手IJ 水第二次調盆報告J iーによると、昭和60年までに 580 余

のダム、河口腹その他の水資源開発をしたうえで、なお大都市圏てゆ

年 It: Jk:'.) 42f. 0'立JJ 米が不足するといわれている 。

これら水不足の原凶については、 有1¥市の人口 、l産業の集中と使用

水量の TrllJII 、水源である河川、 iMJi i 1の汚濁 i並行、取水に対する地元

住民による環境保全耐からの反対、ダム等水源開発に要する 費用の

大 Ｇｾ ｨ｜ な Ｎ ｗＺ ｉｊｉｉ など悪条件が 屯 なっているなどである 。



このような Ｔｱｾ に対して、各万而でさまざまな対策が々えられて

いるが、これは圏全体の総合的なものとして illi めなければならない 。

対策としては、産業、人口の分散、用水の有効利用と再配分、湖

沼の水位調 節 による貯水 ｩ ｬ ｬｾ ｬ 力 Ｑ Ｑ 、工ＮＤ［用水道の普及、 Ｑ ｉ ｩｪＺ ＷＯ＼の淡水化、

筒i水器具の開 発、汚水処理の効率向上による汚濁防止と保全、 1守v化

水の再利用 ( 中水道) などがある 。

中水とは、まだ固定した定義ではないが、上水と下水の中間的志

水質の水をいうことで生じた 言業で、中水道は iit 用水道とか循環用

水とか呼ばれることもある 。

いずれにしても飲料水ほどに水質が良くなくても実用上支障がる

い用途には、用途に応じた水質の7 / < を使用して水不足の対策の一手

法とするものである 。

中水道の原水としては、雨水、汚水処理水、工業用水等がある 。

このうち処理水の再利用については、前に述べたように、環境保全

のため排水の高度処理を要求され、 三次処理をして相当に浄化して

放流しなければならない状況があること、 一 万、給水 1mからみて、

片や絶対的な水不足が IU! ばれている現状から、それをさらに必要な

処理をして再利用することが与一えられる 。住宅公団においても、そ

の実証試験を行 っている 。

団地の汚水処理水の再利用のメリ ッ トは、河川水のように水利権

が必要でない 。 同一 敷地内から発生する水なので特別な i取水施設を

必要としない 。工場廃水が入らないので有害な重金属灯l は含まれて

いなし、 。 など多くの適応条件がととの っている 。

なお水の安全性の確保は' !京重、かつ重要な粂件であることを忘れ

ではならない 。

このように浄化水は新たなＷＯ＼ ｦ ｴＮ ￬ｬｾ として 、Ａ ［Ｉ＼Ａや自治体から期待さ

れるようにな った。 また 、技術的な検証と感覚的なコンセンサスを

得られれば実用化は可能である 。

なお、これらがt止にそi二Aえするためには、公的な水質基準の設定と

似拠となる法律の制定、設世者はその設備11-'( と運営費が水道引込以

外に必要になるので、応分の宇m肋1!，111立を制定するなと-fj- ，攻上の助成

が必要である 。

日本は昔から水が盟51 であるという印象が似強くある 。 たしかに

日本国土に対する降雨訟は、諸外国に比べると多い方である 。 しか

し国民一人当たりに換算すると ｾＡ ］ Ｑ［｜Ｇ に少なにさらにわが国のように

人口、産業の者11市集中 11? の憐造の場合の水不足は深刻である 。( 図1. 2 参照 l

水はよくいわれるように、天からの] 立い水である 。毎年、毎月、

毎日の天候に左有される 。私達は空気と同僚に水の i'i: mさは感じな

いで利用してきた 。 たとえば、東京オリンピ y クの年のような異状

渇水になり 、東京砂i臭と呼ばれるような、水飢餓に見舞われると大

騒ぎとなる 。

水の問題は 、汚染が進行し死の川や海にな ったり、不足が生じた

からといって、短時日で解決するきめ手はでてこなし、 。常時、慎重

な対策を用意しておく必要がある 。 ただし、飲料用の上水になるがl

い水を得る水源地域の雌保と保全は、デスカパージャ パ ンの好きな

日本人にと って心すべきことである 。

5  小 規 模 汚 水 処 理 施 設 の 管 理

汚水処理地設の機能は、十分なデーターによる正確な設計と良心

的な工事および優秀な官製によ ってはじめて十分な機能が発揮でき

るものである 。: g; 理技術iがなおざりにされていたのでは、せっかく

の施設も宝の持ちぐされであろう 。

小規桜汚水処理! 地設ては、公共下水道に比べ、管理人口、管理技

術水準、管理体制等において弱体な面が多い 。最近のように活性汚

泥プロセスのほかに、脱水装置、 三次処理rr装置が併設される場合に

は、かなり高度な専門技術を持 った管理者でないと施設の能力を発

揮させることは困隊である 。 しかし 、住:芝rr 内容は、日常発生する 比

較的単純な作業から、かなり高度な作業まであり、その作業内容の

重要度合が異なるため、平 Ｇｪ ｾ ｾＧ Ｑｉ 寺は通常の作業只、Ｗ｝ ｉｊ に管理コンサル

タントセンターのような集 中旬- 理組織を設けて、よ り専 門的な技術

について巡回管理を行うなど、人以の少ないむ型技術者の効率的な

活用を図るのがよいと巧えられる 。

5  むすび

以上、団地における水問題の慨要にふれた 。 ここに述べたものの

うち、あるものはすでに笑用 化 されているもの、またその笑用 化 に

多少時間を要するものもある 。

水は公的共有財産である 。 7]<の1i Hi 1，立は単純に物質だけの評価では

決められない 。 占 Ｑ Ｑ 市にみられる消 ￬ｾＱＱ な河川、そして緑の風景などに、

どれだけの価イ，Il を認めるかはそこに住む人達が、そこに築かれた文

化を基礎として判断するだろう 。

7 / < を大切に扱う、水に対する意識の転換をすることが重要である 。

( 昭和45年 )

図 1 世界主要国の降水

の比較( 1967年)

図 Ｒ ブ ロ ック ｾｉｊ 降水量の

比較( 昭和45年)

( す ぎ う ら の り お 円本住宅公団主 ｾ 築部土木謀長 Ｉ
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排 水 の 再 利 用 の 最 近 の 動 向

岡 田 芳 之

1  . わが 国の 水資 源不 足

山紫水明 を誇り、水資拐、の豊富なわが国も産業の高度成長ととも

に、用水不足の現象が見られるに至 った。用水源の大部分が依存し

しているわが国の河川 は、単位面積当たりの降雨量が多いため、諸

外国 に比 して水量は多いが、 利用 できる水量は、通t常・年間最低流量

程度しか得られないので、平均流量 に比 して最低 流量の小 さいわが

国の場合、いわゆる 利用率がはるかに少なくな っている。この対策

としてダムを建設して、工業用 水 としての 利用率の向上が計画され

ているが、将来 は相 当世の水量不足となる見込みで 、こ の分につい

ては 、排水 の再利用、 すなわち回収水に、依存せざるを得ない 状態

となる公ti ーが強 い。表 - 1 に示されているように、 通産省の試算p に

よると、回収率は昭和45年度には 51. 7%であるのに対して、 昭和60

年度には70%として、回収水総量も 2 億トン / 日を計画している実状

て' ある 。

一方、建設省の発表によると、昭和60年度の水需給状況は、まず

需要の方に ついて述べると、生活用水、工業用水、農業用水の年間

需要量はそれぞれ270{草川、371他 州、585億 m'でレ合計1，163{i意m' とな

り、昭和45年の笑紋794億 m' に対して、 369億 m'の増加となる 。 1，163

億 m'のうち、地下水に依存するもの等考慮すると、河川に必要とな

る量は年間967億 m' となり、新規河川水必要誌は402億 m'の増加分と

なる 。

これに対して、水資源の |制発は昭和45年以降開発可能な年間800億

m'のうち、昭和60年までの開発可能丑は460億 m' であ り、そのうち

3 %は開発コストが、 20同1m'以上 と、 限度 に近い 施 設も取 り入れ

ている 。

以上をプロ y ク別 に水需給のバランスをみると 表 - 2 のようにな

り、南側束、京阪神、北九州等においては、大幅の不足となり、こ

れに対処 するため、現時点より排水の再使用について 充分、研究、

テスト、実施の 必要がある 。

2 . 排 水 の 高 度処 理 に つ い て

高度処理、 AW T  (Advanced Wast e Tr eat ment ) とは排水 の再

使用の場合に必ずとい ってよいほど必要な処理方法であ って、生活

排水の場合は通常二次処理後に含まれているつぎのような不純物を

6 4  祖 築 と社会/ 1975年 8 月号

褒 - 1 ヱ襲用水使用の現状と将来

Ｈ ただ し 、 ＳＰ 人以上 町 ｊ ｊ ￯ ｾ 住所 の み の 数 字で あ るＩ (単位 干 m' / 日)

その他

年度 工業用水道 上水道 井戸水 ( 河川 1) 新規縞給水計 回 収 水 合 計

水 等

1，380 1，486 7，768 8，055 (  18，689)  4，554 23，243 

33 7.4%  8.0%  4 1.5%  43.1 %  ( 1∞ %)  

5. 9%  6.4%  33. 4%  34. 7%  19. 6%  l ∞ %  

9，801 3，491 15，360 12，404 (41 ，056)  43，986 85，042 

45 23 .9%  8. 5%  37. 4%  30. 2%  ( 100 %)  

11. 5%  4. 1%  18. 1%  14 .6%  51. 7% 100 %  

50，700  5，700 16，100 13，300 (85，800)  200，200  286，000  

60 59. 1 %  6.6%  18.8%  15. 5%  (1∞ %)  

17. 7%  2. 0%  5. 6%  4.7%  70  %  100 %  

褒 - 2 昭和60年における水需給の見とおし( 昭和45- 60年) ( 単 位 億 rn'/ 年)

プ ロ ッ ク 名

新規河川 供 給 過 不 足

供給が不足する地域と 不足量

水必要量 可 能 量 ( ム不足)

北 海 道 37. 9 61 .7  23. 8 

東 オヒ 51. 2 70. 2 19. 0 いわき郡山 0. 6

南 関 東 62. 8 43 . 1  ム 19 .7 南関東 19. 7

関 東 北 関 東 26. 9 28. 7 1.8 

昔十 89.7 71.8  。17 .9

北 箆 14. 4 16 . 1  1.7 

東 海 60. 0 81. 0 21.0  

京 阪 神 29. 3 17. 2 6 12 . 1  京阪神 12. 1

近 畿 そ の 他 14 .8 25 .9  11 . 1  

計 44 . 1  43 .1 ム 1.0

山 険 3.8  8 .6  4. 8 

中 国 山 陽 21.6 25. 6 4.0 備 後 2.2

計 25. 4  34. 2  8. 8 

四 国 23. 4 25. 1 1. 7 高松 1. 6 東予 0.6 松 山 0.7

北部九州 21 .2  16 .7  6 4.5 北部九州 4.5

九 州 そ の 他 34.3  45. 1 10. 8 

計 55 .5  61. 8 6. 3 

ムロ 富十 401 .6 465 .0  63. 4  8 地織 42 .0



除去することを目 的 としている 。

P O. ， NH. ， N 0 3  

S S ， B OD， C OD，色 ，臭 味，細菌 ， スライム発生微生物， ビー

ルス ， コロイド

硬 度 成 分 ，溶 解 性 塩 類

これら高度処理を行うことにより下記の再利 用 が可 能となる 。

(1) 放流による下流での再使用

琵琶湖等上水道源としての湖沼、河 川 に放流する場合は必然的に

高 度処 理が必要とな ってくる 。後述する米国タホ湖における例もこ

の類である 。

(2)  工業用水としての再利用

下 水の 2 次処 理 水 を原水 としてさらに高度処 理 を 行 い 、 工 業用水

として供給する方法 で、わが国でもすでに実施されている 。

(3)  中水道としての再利用

中水 道 と い う の は 上 水 道 、下水道に対応する言葉で、水質がその

中間的な 水 を系統的 に供給するものである 。水 洗便 所 用 水 、 庭 園 へ

の散水、自動車の洗車用水等が考えられる 。袋 一 3 は中水道の百楳

水質の 一例 を 示 す。

(4) 上水道としての再利用

下 水処 理 水 を 上 水 道 と し て 再利用することは、技術的にはすでに

可能 な 域 に 達 し て い る が 、わが国では未だ実施されてない 。 南西ア

フリカの首都ウインドフークでは上水としての 利用 が 笑 現化 してい

るとのことである 。 同市は乾燥地常に位置するため、新規水源の開

発が非常に高価なため下水を再利 用する方が安価となることが半IJ っ

たためである 。

(5) 処理場内雑用水としての再利用

下 水処理場てが下水 を処 理 す る 場 令 、 多 量 の 清 澄水 が必要となる 。

すなわち a)管理 用水、 b)洗機 用水、 c)冷却水、 d)装 置 運 転 保 守 用水、

e)放水用水、 f) 防 火 用 水 、 等 に 処 理 水 を 高 度処 理して再利 用できる 。

3 . 排 水 の 再 利 用 の 最 近 の 動 向

(1)  米国に おける動向

A WT は 米 国 に お い て 技 術 お よ び 実 績 に お い て 非 常 に 進 ん で い る 。

1961年から A WTの研 究が本格的に始められ、研究費は 1962年の 200

万 $ が、 1968年には 6500万 $ に急増した 。 1968年 に は 五 大;/;) Jに流入

する排水については、リンの除去が義務づけられ、数多くの脱リン

装置が設備された 。連 邦 政 府 の都 市 下 水処 理 施 設 の 建 設 に 対 す る 補

助金は、 1961年 5000万 $ 、1971年 12 .5億 $ 、1972年 50億 $ と大幅に

増加している 。 1972年の連邦水質汚濁防止法では、 1985年までに、

公共用水域に 一切 の 汚 染物 質を 排 水しないことを 第 一 の国家目標と

しており、 1983年 7 月1 日までに 都市 下 水処 理場は最 替 の処 理 方 式

を用いなければならない 。 したが って米国はこの法律によ ってA WT

プラントの建設がより 一 層 に盛んになるものと考えられる 。表 - 4

は米国における主な A WT プラン卜 一覧表であり 、表 - 5 は代表的 な

タホ泊Ij下水処理 場A WT プラントのフローシートを、 表 - 6 は同プラン

トの入口、および出 口の水質一 覧表である 。

(2)  わが国における排水の再利用の動向

上述の情勢よりわが国においても大きな関心が払われている 。

・下 水処 理 水 の 工 業 用 水化 の現状

現 在 、下 水処 理 水 を工業用水として給水している事例は、東京都

江東区工業用水道 、名古屋市工業用水道、大阪市工業用水道、 川崎

市工業用水道などである 。 これらは下水 を一 次 お よ び二 次処理 ( 活

性汚泥法などの高級処 理 ) を行った後、滅菌して給水 する、あるい

はさらに凝集、沈でん 、主主過 、滅菌して給水するという方式をとっ

てお り、三 次処理 ( 活性炭 l吸着、 屯気 透析 など) による 給 水 の例 は

ない 。表 一 7 は下 水 処 理 水 を水 柳、とす る工業 用 水道一 覧表である 。

最近に至って大都 市 域の深刻! な水不 足 よ り 、 新 設 の 大 規 模 団地 や

褒 - 3 中水道の目標水質( 東京都の例)

一一← 項目 B  

A B S  

所

所

除掃

便

便

床車

洗

洗

洗

途

一

水

周

一

水

水

散

平均 1 p p m 以下

1  p p m以下

表 - 4 アメリカにおける主要な A W T プラント

A ワシント ンoC. ブループレイ ンスー・・・ー ・ー. .... .. .・・ 114 万 m・/ 日

A デトロイト， ミシガン ー. ........ ... ・・ 0 ・0 ・・ 0 … 114 万 m・/ 日

A )レイスビル，ケンタy キイ ・・・ -・・ ・ー ・ー・ ，....・ 40 万 m・/ 日

企デンバー，コロ ラド ・ ・ ー・ ・・・ ・・ .  38 万m'/ 日

企タムパ，7 ロリダ ・0 ・・ e ・ .. .  ・e ・ ・ 23 万 m' / 日

A アレクサ ンドリア， パージニアー ・・.. ・u ・ ・・ ・a ・・・ 20 万 m・/ 日

Oクリ ープラ ンド，オハイオ ・ ・ ・・ ・ ・・・ ー 19 万 m' / 日

企ナイヤガラフォー J レズ，ニ ューヨーク ・ ・・ ・ ー 18 万 m' / 日

. ガーランド，テキサス ・・..・ 0 ・. . . ・・"' "・ 0 ・0 ・・... ・0 ・・ 0 ・0 ・ 11 万 m' / 日

A オコクア ン，パージニア ・0 ・0 ・0 ・ ... .... ... ....... ... ..  •.• •. ••.. 5.7万 m' / 日

A オレンジカウンティ，カリフォルニア ・・・ 3.7万 m' / 日

O ロy キィリ バー，オハイオ ー ・・ ・ ・ 2.8万 m・/ 日

・9 ホ湖，カリフォルニア ...... .......・ e ・........・. .... .. .....・・. ..... . 2.8万 m' / 日

o. ールポロ. マサチ ューセ ッツ ・ ー. . . .... ... .. .. .... ... 2.3万 m' / 日

. ピスカタウヱイ，メリラ ンド ・ ... ...... .. ........ ...... 1. 9万m' / 目

。ハ y トフ ィールド，タウ ンシッ プ， ベルシルパニア ー・ー・ 1.9万 m・/ 日

. コロラドスプリングス. コロ ラド ・ .• •. ー .. ..・・・ 1. 1万 m・/ 日

. 線働中

O建設中または建設終了

A 設計中

企計画決定済

褒 - 5 タホ湖下水処理場の A W T プラントのフローシート

I孟繁

紋

，荒

褒 - 6 タホ湖下水処理場の A W T プラントの処理結果

}酎主汚泥処 高 度 処 理

被処理下水

成 分 理プラ ント アンモニ

ii' 過 器

活性炭吸

除 去 率

入 口 水 ア除去塔

出口 木

着塩素処

( %)  
出 口 木 出ロホ 理 水

合成洗剤( M B  A  S ) ・

4  - 9  0.4  0.4  0. 4 0. 1  98- 99 
( 叫/ 1)

C O D  ( 吋/ 1) 200- 500 20- 60 12- 25 14- 20 10 95- 98 

B O D  {吋/ 1) 250- 300 15- 30 5  - 10 4  99.6- 99. 7 

濁 度 ( J  T  U )  100 20- 50 2 - 5  0. 4  0.2  99. 8 

浮遊物質 ( 叫/ 1) 225 10- 20 5  - 10  0. 9 0.9  99 .6  

リン (叫 as P  / !) 10- 15 5.7  5.7  0.8  0.06 99.4- 99.6  

アンモニア性窒素

20- 30 25- 35 5 - 9  5 - 9  

クロラ ミ

55- 83 
( 司 as N  / 1) ンに変化

大腸菌群

15，000，000 150，000 150，000 15 (2.2 100 
( 憲確数/ IOOmt )

色 度 (度) 大 大 大 10- 30 無 色 100 

臭 気 有 有 有 有 無 臭 100 

• M B  A  S  :  Met hyl ene Bl ue  Absor babl e  Subst ances 
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褒 - 7 下水処理水を水源とする工業用水道

工業用 水道名 水 源 給水能力 m' / 日 給 水 量m' / 日 処理のプ ロセス

川崎市工業用 入江崎下

30，000 18，800 下水処理水→塩素滅菌

水道 水処理場

名古屋市工業 千年下水

57 ，000 30，000 

下水処理水→凝集沈で

用水道 処理場 ん→砂ろ過→塩素滅菌

江東地区工業 三河島下

376，000 167，000 

下水処理水→ 凝集沈で

用水道 水処理場 ん→砂ろ過→塩素滅菌

大阪市工業周 津守下水

60，000 (休 止 中 )

下水処理水→ 凝集沈で

水道 処理場 ん→砂ろ過→塩素，威菌

* 参 巧

東京都芝浦下水処 ｪＡ ｬｾ 品で ｩ 立、下水処理水を ＳＰＰｭ Ｇ Ｏ 日 位Ａ皇、 ｆ匝同 ］司 ｬ 鉄Ｈ￬洗先 ｩ卓 Ｑド ｬ 閉 Ｉ 及び ｒ院古

つて おり、また場内雑用水として 10，000m' / 日を砂ろ過して使用している 。

表 - 8

ケ
l 人 l 日給水量 中水道水量規模

l 用 途

( I )  {  m・/ 日)
排水処理 ・再生処理方法

ス
日平均 日最大 日平均 日最大

l 水 洗 便 所 40 53 300 400 活性汚泥法急速砂ろ過; 圭

2 便 所 散 水 洗

120 158 900 1，200 

活性汚泥法 ー急速砂ろ過; 去 ・

車 掃 除 洗 ， 祖 活 性 炭 吸 着 法 塩 繁 消 毒

表 - 9

年 問 経 費( 千円)

給水単価

給水シ ステム

3次処理費・ 団地内給配水資・ 上水道料金・ ・ 計

一 元 給 水
。

20，098 27，331 47 ，426 

4，300 24，077 22，959 51 ，336 

給 とlケース 2
31 ，517 26，224 

住) ・維持管J l l¥貨のほか、公償利一子、減価償却測を含む

. 1 m
l

につき 40円として算出

表一10 エ喋用水( 淡水) の製品 1 トン当たりの使用量

業 種 用水量 業 種 用水量

食 ロロロ 125 製紙周/ ¥.) レプ 300 - 500 

綿 糸 350 人絹用パルプ 700 

ス 7 糸 1，200 石 油 精 製 20 

ポ リエチレ ン 50- 60 セ メ ン ト 2 - 5  

アルミニウム 350 メタノ- ) レ 300 

染 色 整 理 380 硫 安 200 - 250 

費 一11 工場における業種別、回収率引き上げ目標

鉄 鍋 75→ 90 策 哩長 48→ 60 

石油・石炭 70→ 90 出版 ・印刷 39→ 70 

イヒ 'f: 忌 65→ 90 ゴ J .‘  
27→ 70  

非 鉄 57→ 80 パルプ ・紙 27→ 40 

輸 送 機 械 54→ 80 電 気 機 械 26→ 50 

66 

14，211 71 ，962 

業 4重

ア ン モ ニ ア

鍋 材

非 鉄 金 属

電 解 ソ ー ダ

ァ ; 去ソ ー ダ

ヱ チ レ ン

一 般 機 械

食 ロロロ

E邑 総

( 円/ 附)

69.41 

75. 13 

105. 32 

(m' / ト:.-)

180 

120 

300 

400 

(  l i!f立は%)  

19- . 40 

17→ 30  

6 → 30 

埋立造成地 での 中水道構想、が具 体化 しつつある。現在神 戸市のポー

トアイランドで計画中であるのをはじめ、東京都の新宿副都心、白

髪地 区などの 中水道構想、のための調査が行われている。 神戸市の場

合、ポートアイランドで必要な水、 20，000m'/ 日のうち 、10，000m'/ 日

を上水道で、 10，000m'/ 日を中水道でまかなうことを予定している 。

・ ビル等建築物における雑排水の再利用

以前は大都市において地下水の汲み上げ制限がなか ったためピル

等で雑用水として 地下水 を利用 しており、したがって、給水系統も

上水系統と雑用水系統の 2 系統とな っていた。しかし 地下水の汲み

上げ制限で、升ニ水が利用できなくなり、上水系統 ( 飲料水、洗面、

浴用水、厨房排水等) の排水を処理 して雑用水系統( 水洗便所用水、

帰 |徐用水、冷却塔用水等 ) に 使用することが考えられたが、コスト

l師で採算がとれず笑現しなか った。しかし 最近において夏期におけ

る都市の水不足などより 、新しく建築されるビルにおいて排水の再

利用 が考えられている 。大阪市内某ターミナルビルにおいても検討

が進められているが 、 コストの関係である程度規模の大きなもので

ないと経済的に有利 にならないようである。

・集合住宅排水の再利用 計画一例

中高層住宅、団地等集合住宅においても排水の再利用 が検討され

ている 。今計画人口 7200人として再生水の用途および給水原単位、

中水道の水量規模、排水処理、 再 生処 理方法を 表 8 で示した 。 ま

た上水のみ使用の 一元給水と、上水道再生水併用の 二元給水の場合

の各給水単価は 表 - 9 のとおりとなる。ただしこれらの給水単価 は

いずれの場合も、上水道料金、団地内の屋外、屋内給配水' f ' i を合わ

せた年 ｉＺｉｊ 総経 Ｑｾ を年間給水量 ＶＸＳ ， ＲＸ Ｐ ｭ Ｇ て Ｇ除した 値である 。

・工場における排水の再利用

各工場ーにおいては多量の工業用水を使用し ている。今製品 1 トン

当たりの使用量を示すと 表 一10の通りである 。 しかし排出汚濁物質

の総量規制lの傾向が最近各地で係用されるよう になった ため、さ ら

に節水、クローズドシステム化が検討されるようになってきた 。現

在においても冷却水、製造用水、等相 当iit 回収再利用 されている 。

通路省においては前述の通り Uj!j和45年度の回収率52% を、Uj!j和60年

度には70% に引 き上げることを目指しており、業種別には 表 一11 の

ような 引 き上げを予測している 。

最近と くに新一設 工場の場合は ｉｾ￨ 水 ｪ 苑 ｈ￬ｬｊ がきびしくな って おり、ク

ローズ ドシステム 化が検討線用されつつある。

4 . 結 言

以上、各分釘' における排水の再利用 の動向 について 述 べたが、最

近では各方而とも熱立を持って、研究 ・計画 ・笑施に当た っている

ことは喜ばしいことと考えている 。l K も大切な資源であるので、極

力節約利用すべきである。この際付言したいことは、 排 水の再利用

の場令 、分離除去した不純物よりなる廃棄物が生ずるが、こ の処 理

方法が未だ不充分の点があり 、将来、廃棄物処 理 も確立できれば、

さらに排水の再利用する訓合が必然的に向上するものと思われる 。

参考文献

Ｈ Ｑ Ｉ ＱＱＱ 水 と ｬｩｾ 水 Ｑ Ｖ ｾｭ Ｑ 号 Ｈ 水の祈効利 ｉｉｉ に ついてＩ 1974  

ＨＲＩ アメリカにおける ｾ Ｎ Ｉｪｊ 主処理 ｉ 的実例Ｎその他 ｃ ｍ ｃ セ ンタ一公害防止研究会、 成柑Ｈ 1974 

( おかだ よしゅき ナンスイ工業以取締役技術部長 技術土〔水辺) )



都市設計資料- 3 -

2 - 3  美 し い 橋

a ア ルベ 河 橋 ( ス イ ス ・ ジ ュ ネ ー ブ 州 ) . . . . イヤールの設; 1 1 - . 3 本 町 l，iJ lf. 何 事fI げ

た ア ー チ で . ア ル ベ 河 内 凹 10:( 1風 景 に よ ( "" ッ チ し て い る . 1936年 完 成. Si /ll JS6  

m . ( s . W.  P 1 58 )  

A 丸 山 大橋 11- 1'. 5 0 mの つき'1' を 定 る V レ ッ グ ラ ー メ ン附 . Ｄ十めのピアが ｉｾ 目 Ｕ さの

不 安 定 を Mi っ て い る . ( 俄 70ー 71. P 4 9 )  

A 妙 高 大 橋 ( 新 潟 県中 顕 城 郡) 刊 紙 脚内 鉛 l内線 と 桁 桁 円 水 '12::斜t の J J 錦、 、川成 が

維 大 な n 然 と よ ( i!11，1干日 し て い る . ( 愉 72ー 73， P  73 )  

... ; t r ; 干栂橋梁( 宮崎県西臼杵郡高干砲町} トラス 榊 i立何 事量、、感じと 1([ 線 町 村i 成

が 1'f 茸そと かt l1ニして見しも ' . W; ; 72ー 73， P  53 )  

〈橋 ) = その 2 二 神 戸 都 市 設 計 資 料 研 究 会

出 典 S. W 1" 卵白幡 米 山 氏 成 制 # 雄 樹 ( f. ，.Jじ/1¥仇

情 BRI DC E S  IN  J A PAN  '10- '71. ' 72- ・73 L 水 中 i !

R. C  rn. ivers  In  The Ci lYJ  Roy  Mann l. 

11 と 円 止 111区町 民 情 @ .k持f，(( lJi j 7i 'I! 凡 社

制11，; 町 郎 市 川 111111967 神ぃ Ililffi ，f iJ 十両川

1. 

a サ ル ギ ナ ト ー ベル 橋 ( ス イス・ シ ー ル J ロ ー ベ ル マ イ ヤ ー ル が 設，11 し た t情

的 中 で 紋 L 1正大な文I i I I を む つ 慌 で あ る . 1929- 30年 に 他 工 . J I' 常に民し、、. ムー

1i119 0 m. 判 以 3 . 5m . ( s ' W ， P 15 1)  

血 東 関 東 自 動 車 道 の 跨 高 速 道 路 偶 π ラ ー メン ｴｲｾ ｯ r，!i 速 道 路 を 走 る 'Il に 付 し て

粍 快感 を リ え て い る . ( 焔 70ー 7 1， P 77 )  

品 浦 戸 大橋 ( 高 知 市 ) 備 会 {牛肉 揃 〈 ゆ る や か な 111刷 4 と材l桁 断 而 的 変 化 に よ る 1111

線 向車Il イトせが、コ ン クリ ー ト怖 の む つ if( い 感 じ を な く し て 、 ま わ リの Jl t l 見と マ

ソチ し た も の に な っ て い る . ( t !li 72ー 73. P  8  )  

A 神 戸 大 橋 ( 神戸市 ) 安 定感 あ る ア ー チ 俄. 技 l 民l初 の :Y "7" 1レ デ γ キt! l i でもある .

( 抗冊70ー71. P 6 )  

回目. . . . . . . . 川

A 摩 耶 大 橋 ( 神 戸 市 ) Ｑ 快 ｊｭ ＮＮ［ Ｎ ｾ ｪ Ｈ にかかる Ｎ ー名、 や じ ろ べ い 怖 とも11乎ば れ る .

( や111 ・的 行11"; ;) I'I 'lli I 967 . P 6 3 )  



都市設計資料

2 - 4  は ね 橋

A は ね 橋 ( オ ラ ン ダ 、 ア ム ス テ ル ダ ム ) ア ム ス テ ル 河 に か か る 〆 ー グ ル 怖 の 安

は ア ム ス テ ル ダ ム の 絵 闘 がJ な 紫 色の ひ と つ で あ る ( B . W. P 37 )  

2  - 5  そ の 他

ａ 縫離宮の土橋Ｈ京都市右京区Ｉ なだ句かな ｉｉｉ ｉｾ 駐が ＱＱ ， ＱＱ 川 町 Ｑ［ｴ 色に ｡ 潤相している Ｎ

( H ，と日光 )

ＮＮＮ ｾ置繍Ｈ山製県Ｉ n 本 =ヲ 予 備 の U とっ て' 、 は ね 本 怖 と (， 11千 ぱ 札 て い る. は ね 本

は Itllj I  ｾ をと も 件 4 本 づっ 1 H ね句れている . 立 l1i 130 m. 水 1'. 30 m. ( B . W. P 1 7 4 )  

A 勝 闘 機 ( 東 京 都 ) 附 凹 川 に 決 け ら れ た シ カ ゴ" 1
1f
t'.!の 銚口f H，情で、 1939年 に 池泊

さ れ た. 今 は 1m備 し て い な い. 支 !日13 6 m( B . W. P 213 )  

一診

... タ ワ ー ブ リ ッ ジ ( イ ギ リ ス ) テ ー ム ス' 伊I を ま た E 、 ロ ン ド ン e住 に お と ぎ3吊的

雰 ｉ ｬｉ ｪｾｴ をかもし ＱＱＱ しているタワ ー プリ ｹ ジＮ 2 つ の .t
x の 1mの 水 路 中日6 0 m. 1894 

-' 1三完 成. ( R . C . P l l O)

A 錦事停橋( 山 口県 ・ 岩 国 市 ) IIJ : 伴 u 大 町 本 j立 ア ー チta. ｮｬＧ ｩ ｬ 純 一 主 ｦ Ｎ ｾ 川 氏 的 発案

に よ ') 1673年 也元止 さ れ た. 総 民 193 . 3 m . 5 つ の ア ー チ. 日 本 主奇 怖 の U と つ.

，、
Ｎ Ｎｾ＠

A 平 和 大 橋 ( 広 島 市 ) ｊ ｪ，Ｈ 燥悦災ｲＮｊ ｬ ｯｉ ｩｉム ｽ ［，ｾ 町 ＧＱ Ｑ ，し布 ｉ Ｑ 、子 初 公 ｉ ｾ ｉｉ の そばを流札るや［

安 川 に' 1i '':: .t止 さ れ た 怖 で . ;H. ' i 的 問側て' .，¥J ι J 苦心 を して い る .
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はじめ に

鉄 什 造 建 築 物 の 使 用鋼 材訟が、建物1I皆数、

( a ) 両 方 向 ラ ー メ ン 構 造で伎に角形鋼管: を

使 用 す る ( R という) 。

( b) 桁 行 方 向 ラーメンてサ民間 方 向 は ピン 椛

造と 1 る 、 い わ ゆ る 共 同 住 宅 ス タ イ ル で 、

帰 lfil 1J 向 が 1 ス パ ン ( 5 1という) と 2 ス バ

ン ( 5 2と い う ) を 考 え る 。

これについて、 階 数 は 111塘 まで、スパンも

い ろ い ろ 変化 させて 構 造 討の: を 行 u、桜 算 す

る。 計 算 は 鉛I在 荷 重 は 閤 定 法 で 、 水 平 不:j ヨ1

は 武 藤博 士 の D 値 法 に よ り 行 い 、 大 ば り に

は ハ ン チ を つ け て い る 。 計: n : 機は京大大型

計 算 機F ACOM230- 75 を使用 した 。 今 回 は

小 ば り の 方 ri 'J に つ い て の べ る 。

両方向ラーメン構造の場合

図 - 1 は 小 ば り 短 辺 方 IIl J 配 世 に 対 す る 長

辺 1) I Il J 配 位 の鋼 材量 比 であり、償制li の Aは l x

とl yの 比 で ( l x， l yは ス パ ン ) λ = 1は車己主グ

リ ッ ド が 正 方 形 を 示 す。 λ = 1の と き に 鋼 材

ス パ ン 、 プ レ ー ス の 誌 、 小 ば り の か け 方 に 誌 が 敢 小1i 在 を 与 え る か ら 、 小 ば り は 短 辺 方

よ っ て ど の よ う に 彬 斡 さ れ る か を 伊IJ に つ IIl J 配 置 が よ い こ と 、 l x とl yに 純 端 に 差 が あ

いて 計 ｾ ＤＧｾｾしたのでここに紹介する 。そ れは る柱 グ リ ッドは 不 利 な こ と が 分 か る .

床 と 外 壁 が R .C .i1t で 、 は りは H 形鋼 、 住 は 図 - 1 の 内容 を さ ら に H今 味 す る と 、 こ の

角 形 鋼 管 と H J杉 鋼 の 建 物 で あ る 。 傾 向 は図 - 2 に 示 す よ う に 小 ば り 白 身 の 虫

ｦＮ ｙｦ 泣 ｊｦｾ ｊＺ｜は下記の Ｒ 種対 ｬ である 。 iit 比 によるもので、 地 反 11寺 応 力 が 支 配 的 な

2. ol :  3臨時 冒の比
璽

1. 0 ー ニ ニ ｌ ム ｾ

1.日

図 - 1 ( 全鋼材量〕
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3.。

位、大ばりは λ に よ っ て ほ と ん ど 差 が 出 て こ

な か っ た ( 問 而 に お け る 谷 ポ イ ン トはスノマ

ン を か え て 計 t): したそれぞれの結栄である) 。

張間方向がピン構造の場合

図 - 3 は J 長1i 11方 IIl J に 全地 i兵 力 を 負 担 す る

プ レ ー ス が あ っ て 、 こ の 万 li リの は り を 単 純

ぱ り と し た 雄 物 の 鋼材[ . 1で あ る 。 こ れ か ら .

3 階 建 と 7 1智 雄 の 差 、 ス バ ン に よ る 鋼材 最

の 直 線的地吻[ J と、そし て小 ば り を プ レ ー ス

と 同 じ 方 l旬、 す な わ ち ラ ー メ ン 大 ば り に か

け る 方 が 鋼 材 誌 の 少 な い こ と が 分 か る 。

この，建物は娘 1[¥1を9 m とし、 桁 行会 長 が

42 mで 一 定 で 、 こ の 方 向 の 純 の 数 を か え て

いる。 検事UI は そ の 間 隔 l xでh ある。

張 問 方 向 中央 に も 位 を 設 け 2 ス パ ン に し

た 場 合 も 、 同 じ 傾 向 を 示 す。しかし 5 2 は 5 1

に 比 べ鋼 材 設 はかなり 小 きかった。

( す が よ し と み た 主 か し げ き 近世金大学理工' 下部)

( スパン数) 8 7  6  5  4  3  

l %( m)  5.25 6. 0  7.0  8 .4  10 .5  14 .0  

図 - 3  5  I のスパンと鋼材量 ( l y= 9. 0 mの喝合}図 - 2  (小 1; : ry の鋼材置〕
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中野 賢治

昭和 45年の建築基準法の改正に伴い、i I ' 1 i

さ31 m をこ え る 建 築物 に は 非 常 用 エ レ ベ ー

タ の 設 世 が 義 務 づ け ら れ た 。 非 常 用 エ レ ベ

ー タ は 公 共 消防 隊 の 消 火 活 動 と 救 出 作 業 に

供 す る た め に 、 か ご の 大 き さ 、 速 度 、 運 転

機 能 等 の エ レ ベ ー タ の仕 様 並 び に 乗 除 ロ ビ

ー の梢 造 が 規 定 さ れ て い る 。

非 常 用 エ レ ベ ー タ は 高 層 建 築 物 の 火 災 の

際 に 消 火 活 動 を 支 え る 唯一 の 交 通 機 関 で あ

り 、 設 置 に あ た っ て は 法 的 な 条 件 だ け で な

く 、 で き る だ け 安 全 性 を 高 め る よ う な 配 慮

が 必 要 で あ る 。 な お 非 常 用 エ レ ベ ー タ を 設

世 す る 義 務 め な い 建 築 物 で 消 防 活 動 の た め

非 常 用 エ レ ベ ー タ を 設 置 す る と い う 場 合 に

は 、 エ レ ベ ー タ 自 体 の 機 能 だ け で な く 、 釆

|後 ロ ビ ー 等 周 辺 の 建 築 並 び に 設備i も法的条

件 を 満 た さ な け れ ば 、 火 災 時 の 運 転 は 危 険

で あ り 、 法 的 条 件 を 満 た す こ と が 最 低 限 必

要 と さ れ る 。

1 . 非 常 用 エ レ ベ ー タ の 設 置 を 要 す る 建

物並びに所要台数

(1)  悶さ 31 m を こ え る 建 築 物 に 設 置 し な け

れ ば な ら な い 。 ただし、 31 m を こ え る 部 分

が 次 の 場 合 は 設 置 し な く て よ い 。

① 階 段室、 機 械室 等 平常 に 人 が い な い 用 途

に 使 っ た 場 合

② 各|滑 の 床 而 桜 の 合 計 が500 m'以 下 の 場 合

③ I
1皆数が4以 下 で 床 商 積 の 合 計100m'以 内 ご

とに| 坊火区画をする場合

④ 機 械 製 作 工 場 、 不 燃 性 の 物 品 倉 庫 等 火 災

の お そ れ の な い 建 築物

(2)  所 要 台 数 は 高 さ 31 m をこ える 階 の 一番

大 き い 床 而 械 に よ っ て 決 め ら れ て い る 。

①1500川 以 下 町 場 合 1 1台

②15∞rげをこえる場合 I 3000m' 以内を I悼す ごとに

①の数に 1 を加えた台数

2 . 非 常 用 エ レ ベ ー タ に 必 要 な 機 能

( 1) 非 常 用 エ レ ベ ー タ の 大 き さ

か ご の 大 き さ 、 出 入 口 寸 法 、 機 械 荷 重 は

J I S- A4301 に 規 定 す る E - 1 7- C Oの 寸 法 お

よ び 般 戦 荷 盤 以 上 と す る こ と 。 高 発 泡 消 火

総 等 を 装 備i し た 消 防 2 個 分 隊 を 述ぶ こ と を

安 と し て 決 定 さ れ た 。

• E - 1 7 - COの 規 格 内 容

積 載 荷 重 1150kg 、 最 大 定 員 17人

か ご 内 法 寸 法 、 間 口 1800凹 、 奥 行1500凹 、

高さ 2300阻

70  処 績 と 社 会/ 1975年 8 月号

有 効 出 入 口 寸 法 幅 1000皿 、高さ 2100阻

( 戸 閉 勝 手 は 2 枚 戸 中 央 闘 )

昇 降 路 の 最 小 寸 法 問 ロ 2400皿 、奥行 2350mm

(2) 非 常 用 エ レ ベ ー タ の 機 能

① か ご を 呼 び も ど す 装 置 : 避 難 階 や そ の 上

下 の 階 の ロ ビ ー に 設 け ら れ る 呼 ぴ も ど し ボ

タンと中央管理室! へ設けられる呼ぴもどし

スイッチがある。これを ONす る と 通 常 の11111

御 装 澄 の 機 能 が 停 止 し 、 か ご は 避 難 階へ 帰

培 す る 。 か ご 内 に 釆 客 が い る 場 合 に は 、 不

安 感 を い だ か せ な い よ う に 、 中 央 管 理 室 よ

りインターホーンでその旨連絡してスイッチ

ONを し な け れ ば な ら な い 。

② か ご と 中 央 管 理室 と を 連 絡 す る 屯 話 装 置 :

非 常 用 エ レ ベ ー タ は 消 防 活 動 上 で 中 央 管 理

室 と の 連 絡 を 密 に す る 必 要 が あ る 。 装 置 は

インタ ー ホ ー ン 式 が よ い と さ れ て い る 。

③ ド ア ー ス イ ッチの機 能 を 停 止 さ せ 、 か ご

の 戸 を 聞 い た ま ま か ご を 昇 降 さ せ る こ と が

で き る 装 置 こ の 装 置 は ド ア ー ス イ ッ チ 装

誼 が 放 水 等 で 支 障 を き た し た 場 合 、 か ご が

運 転 不 能 に な る の で 、 そ の 場 合 の 緊 急 用 と

して、かごの戸を閲し、たままで逆転するた

め の も の で あ る 。 か ご 操 作 盤 上 部 の一 次 消

|坊主E転スイ y チONn寺に、 二 次消| 坊運転スイ

ッチを ONすることにより、 ド ア ー ス イ ッ チ

の 機 能 を 停 止 さ せ る こ と が で き る 。

3 . 非 常 用 エ レ ベ ー タ に 要 す る 周 辺 の

建 築 と 設 備 機 器

( 1) 非 常 用 エ レ ベ ー タ の叡 置 位 置

①屋外への出口まて' 歩行距雌30m 以 下 で な

け れ ば な ら な い 。

② 2 台 以 上 設 置 す る 場 合 は 避 難 と 消 火 活 動

上 有 効 な 間 隔 を 保 っ て 配 置 し な け れ ば な ら

ない。

(2) 非 常 用 エ レ ベー タ と 他 の 部 分 の 区 画

① 非 常 用 エ レ ベー タ の 持 降 路 は 2 台 以 内 ご

とに 耐 火 構 造の 床 お よ び 壁 で 困 わ な け れ ば

な ら な い 。

② 一般 エ レ ベ ー タ と の 併 殺 は 不 可。

③ 列ー降 路 と 機 械 室 は 耐 火 構 造 の 壁 で 区 画 し

な I t hl ; f ならなし、 。

④ 非 常 用 エ レ ベ ー タ の 乗 降 ロ ビ ー は 他 の 部

分から独立していることが皇室ましいが、 一

般 エ レ ベ ー タ と 乗 降 ロ ビ ー が 共 用 の 場 合 に

は 、 非 常 時 に は 甲 種 防 火 戸 で 来 降 ロ ビ ー を

区画しなければならない。

(3) 非 常 用 エ レ ベ ー タ の来 降 ロ ビ ー

消 防 隊 の 消 火 ・ 救 出 活 動 の た め の 基 地 で あ

る。 また初期遊雛者の滞留場所として、| 勿

火 防 煙 、 停 電 対 策 が 完 備 し た も の で な け れ

ば な ら な い 。 非常ー用エレベータは、この安

全 性 が確 保 さ れ て 、 は じ め て 火 災 時 に 活 用

て・きるものて' ある 。

① 各 階 で屋 内 と 連 絡 で き る こ と ( すべての

階 に エ レ ベ ー タ を 停止 さ せ る ) 。屋上 階 も ヘ

リ コ プ タ 一 等 の 消 防 活 動 が今 後 行 わ れ る こ

と が 予 怨 さ れ る の で 、 エ レ ベ ー タ を 停 止 さ

せたい。

② 床 面 積 は 1 台当たり 10 m'以 上 必 要。 細 長

い ロ ビ ー は 不 可 て ¥ 一 辺 の 最小 長 さ は 2. 5

m 以上が必要である。

③ 耐 火 構 造 の 床 お よ び 壁 で 閤 み 、 天 井 、 自 主

の 下 地 と 仕 上 げ も 不 燃 材 料 で 施 工 し な け れ

ば' ならない。

④ 排 煙 を 有 効 に 行 う た め 、 バ ル コ ニ ー ま た

は 外 気 に 向 か つ て 開 く こ と が で き る 窓 、 も

し く は 排 煙 設 備 ( 建 設 省 告 示 第 1833号昭和

45年 12月28 日による ) を 設 置 し な け れ ば な

らなし、。

⑤建築物j HlJ との出入口には甲車E防 火 戸 ( 自

動 閉 鎖 、 幅750凹 以上、高さ 1800凹 、 床 面 か

ら150回 以 下 ) を 設 置 し な け れ ば な ら な い 。

⑤ 予 備 電 源 を も っ た 照 明 設 備 を 段 位 す る 。

この照明設備の構造は「非常用の照明装世」

と同ー のものとする。

⑦ 屋 内 消 火 栓 、 連 結 送 水 管 の 放 水 口 、 非 常

凋 コ ン セ ン ト 設 備 等 の 消 火 設 備 を 設 置 し な

け れ ば な ら な い 。

@ 非 常 用 エ レ ベ ー タ の 用 途 、 機 械 荷 重 、 最

大 定 只 の 名 板 、 避 費 量 経 路 、 注 意 事 項 の 表 示

板 。 エレベータ設備制I j としてインジゲータ

昔I1へ「非常」の運転表示灯を政世する 。

⑨ 避 難 階 ( 直 上 ・直上階でもよし、) の乗場

jlr く に か ご の 呼 び 戻 し ボ タ ン を 設 世 す る 。

な お 、 非 常 用 エ レ ベ ー タ の 出 入 口 音11分は、

消 火 時 の 放 水 の 校 入 に 備 え て 、 水 勾 配 を と

る の が 望 ま し く 、 ま た ピ ッ ト に は 排 水 設 備

を 設 け る こ と が 望 ま し い 。

(4) ・ 源 設備 、 電 憶 装置

① 非 常 用 エ レ ベ ー タ に は 予 備1lI il京 が 必 袈 で

ある 。 予 fmi i'1Lil ，京は商用 ttL i阪の停111 と同 H寺に

自 動 的 に 切 り 換 る も の と す る ( 発' i 1 L 機の氾

圧降下は、 A Cエ レ は 16 . 5% 以下、 P C エレ

は 18% 以 下 に押 さ えなければならなし、) 。

② l lI i，原 線 は 火 災 に 対 し て J安 全 な よ う に 、 非

常 用 の 照 明 装 置 と 排 煙 装 誼 の 屯 気 配 線 に 副 総

じ て 地 工 し な け れ ば な ら な い 。 電 線 は 6 0 0 V

耐 熱 ビ ニ ー J レ電線等を用いる 。

③ か ご 内 と 中 央 管 理 室 聞 の lt I 話装泣は同時

通 話 式 イ ン タ ー ホ ー ン が よ く 、 そ の 配 線 は

二宮己②に準じる。また 中 央 管 理室 に 設 置 す

る 呼 ぴ も ど し ス イ y チ の 配 線 も 問 機 と し な

け れ ば な ら な い 。

4 . 非 常 用 エ レ ベ ー タ の 遍 転管 理

① 非 常 用 エ レ ベ ー タ が 常 に 正 規 の 機 能 を 保

つよう日常の細心 の維持管理が大切である。

た だ し か ご の 戸 を 開 い た ま ま 井 降 で き る 装

也 ( 第二 次 消 防 運 転 ) は ド ア ー 閉 鎖 状 態 が

確 認 し に く い の で 、 こ の 装 抵 の 試 験 は 、 エ

レベー タ の 専 門 技 術 者 に ま か せ て い た だ き

TょL 、。

告〉一次 ・二 次 消 防 運 転 ス イ ソチ お よ び 中 央

官・型 Ｑ Ｓ キ ｊ の ｬ 呼びもどしキ ースイ γ チは ｻ呆ｾｾ寸あ

所を Ｂｬ Ｍ ｩｾ Ｎ に明石 ｪ ｊｩにしておかなければな らない。

① 非 常 用 エ レ ベ ータを 非 常 の 用 に 供 し て い

る 場 合 は 、 他 の 一 般エレベータはi ! ! i 昔I t ll 皆に

帰 着 さ せ る の が 望 ま し い 。

( なかのけんじ 三 菱 Ｑｴｌ ｾ｜ ｋｋ 大阪営業所必除機部Ｉ
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大 仏 殿 と い え ば 、 「 世 界 最 大 の 木 造 建 築

物 」 と い う の は 、 通 り 相 場 に な っ て い る が

こ れ を 後 世 ま で 風雪 に た え ん が た め 、 屋 根

の主主きかえを施す必要に迫られた。

そ こ で 、 昨 年 6 月 4 日起工式が行われ、

明治以来、「大仏殿昭和大修理」と銘打 つて

の、 世 紀の 大 事 業 は 、 ま ず 大仏 殿 を す っ ぽ

り覆 う 須 屋根 工事 か ら ス タ ー トし た 。 工 事

中 も 大 仏 拝 観 は 一 日 た り と も 止 め る こ と が

で き な い の で 、 観 光 客 の 安 全 を 守 る た め の

諸施策の配慮、が喜要求される。ましてや木造

で あ る “ 国 宝 大 仏 殿 " に 対 す る 防 火 、 重 要

文 化 財 等 の 損 傷 な ど に つ い て は 、 な お さ ら

σ〉こ とて・ある。

2 . 工 事 の あ ら ま し

須屋械の大きさは、 間 口 86. 4m，奥行79 .2

m ，軒高32.9 m，線 高 55. 0m， 鉄 骨 造 H 交式

山型ラ ー メ ン 構 造 で 、 使 用 鉄 骨 総 重 量 は 、

2，300ン¥ そ の 占 有 す る 空 間 は 280，000m' と

最 大 級 の 重 油 タ ンクの 2 - 3 基 分 に 匹敵 す

る。 こ の 須 屋 被 に は 、 大 仏 殿 を 風 雨 か ら守

るだ け でなく、 内 部 に 屋根 葺 き か え 用 の 作

業 床 が 、 上層 、下層ともそれぞれ設けられ、

また 瓦 の 妨 げ お ろ し 用 の 機 械 設 備 や 、 昇 降

用 の 人 荷 用 の エ レ ベ ー タ ー な ど も 完備 して

いる。

3 . 工 事 の く わ だ て

工 事 の た め 使 用 で き る 作 業 敷 地 は 、 大 仏

殿 の 周 辺 と 、 南 側 の 前 庭 の ー 苦I1で 、 し か も

前 庭 に は 中 央 に 参 道 が あ り 、 東 西 に 二 分さ

れ て い て 、 ま た 資 材 の 搬 入 は 北 門 に 限 ら れ

て い る 。 建 方 時 に は 大 型 重機 が 大 仏 殿 周 囲

を 占 用 す る た め 、 必 然 的 に 鉄 骨 の 地 組 作 業

は 前 庭 を 使 用 す る こ と に な る が 、 建 方 時 に

は 同 方 向 か ら の 資材 の搬 入 は 併 行 してでき

な い し 、 ま た 莫 大 な 鉄 骨 を 事 前 に 搬 入 し て

お く に は 、 ス ト ック ヤ ー ド の ス ペ ー ス が 充

分 で な い 。 か と い っ て 、 資 材 を 参 道 越 し に

図 1
。印 数字 は建方工区順序

u  ｾ＠
4  5  6  7  8  9  10 11 12  1  2  3  4  5  6  

| 施 工 計 画 地 組 ヤ ー ド 及 建 方 術 台 工 事

起工 式 澱 送設備 工 事

取 り 込 む 作 業 は 危 険 こ の 上 も な い 。 そ こ で

参 道 を 斌 揚 げ して立体交叉を言十 づ た こ と て ¥

① 観 光 客 に 対 す る 安 全 性 と 、 ② 地 組 み ヤ ー

ドに通ずる搬送ライ ンにワン ウ ェ イ 方 式 を

採 用 す る こ と に よ り 、 建 方 時 の 資材 搬入 を

確 保 す る こ と が で き た 。( 図 ー 1 参 照 )

工 事 工 程 上 の 関 心 事 は や は り 鉄 骨 建 方 時

の 台 風 対 策 で あ っ た 。 9 月 の 最 盛 期 を 避 け

て、 10 月 か ら の 建 方 準 備 に 焦 点 を 合 わ せ て 、

前 後 の 工 程 を 勘 案 し 、 表 - 1 に示すごとく

とした。

4 . 工 事 の あ し ど り

施 工計 画 と 準備 工事 は 4 月 か ら 始 ま った

が 、 起 工 式 の 直 後 か ら 本 格 的 な 梅 雨 期 に 入

り、 事 笑 上 の 若 手 は 7 月 下 旬 と な っ た。 須

屋 根 の 基 礎 工 事 、 場 内 盛 土 、 舗 装 な ど 、 工

事 用 路 悠の舗 設と、 I也 組 み お よ び 徹送 設 備

を進 め る 一 方、 10月 初 か ら 着 手 す る 鉄 骨 建

方 用 構台 と と も に 10月末完了をめざして、

11 月 か ら 始 ま る 本 番 の 鉄 骨 建 方 に 備 え た 。

また 併 行 し て 、 こ の 間 あ ら ゆ る 施 工 上 の 検

討を行った。建方は、 1 工 区 ( 大 仏 殿 正 面

中 央 6 ス パ ン ) か ら 先 行 す るが、 直 接 場 所

組 み を 行 う こ と は 困 難 な た め 、 大 仏 殿 の 東

1"IJ に 設 置 し た 前 記 建 方 用 構 台 の 上 に 荷 量 を

あ ず け た か た ち で 、 安 全 に ま 且 み 立 て る 仕 組

みで、まず最初 2 ス パ ン 分 の 建 方 をおこない、

中 央 に 向 か つて 1 ス パ ン 分移 動 さ せ る 。 そ

して 構 台上の空いた部分に、 1 ス パ ン 継 ぎ

仕 上 工 事 竣 エ

表 一 1

足 す 。 こ の パ タ ー ン を 4 回 繰 り 返 す ことに

より、 6 ス パ ン 分 の 建 方 を 完 了 し た 段 階 で

一 気 に 正 面 に 大 移 動 さ せ る と い う 、 当 社 技

術 に よ る 独 特の 「 ス ラ イド工法」 をおこな

っ て 、 所 定 の 位 置 に セ ッ トした 。 r スラ イ

ド工法」のメカニズムは、「 コ ロ 」 を 使 用 し

て 、 ジ ャ ッ キ で押 し 進 め る と い う 、 シ ン プ

l レな発想、で あ る が 、 技 術 革 新 時 代 の 中 で の

原 始 的 な 方 法 の 見 直 し で あ り 、 こ の 方 法 の

採 用 に よ って 、 実 績 と し て 高 度 な 実 用 性 と

安全性、それと経済性が立証された。「スラ

イ ド 工 法 」 に 要 し た 月 数 は 、 正 月 を は さ ん

で通 算 58 日間( 実働43 日 ) 、 又 ラ イ ド の 全

行 程 は 54.5 mであった。 2 - 7工 区 は 、 工

区順 に 従 って 、 場 所 組 み で 建 方 作 業 が 行 わ

れた 。

作 業 上 の 安 全 対 策 に つ い て は 工事 の 性 格

上 、 高 所 作 業 に 終 始 す る た め 、 重 大 災害 に

つ な が る 墜 落 災害 と 飛 来 落 下物 の 防 止 に 対

しては万全を期した。

5. あとがき

工 事 は 着 工 か ら お よ そ 、 ま る 1 年 を 経 過

した現在 ( 50- 6  - 20) 須 屋根 の 鉄 骨 は完

了 し 、 す で に そ の 偉 容 を 三 笠 の 山 麓 に 誇 っ

て お り 、 設 備 機 械 の 組 立 と 、 屋 根 ・外 壁の

取 付 工程も 順 調 に 進 捗中 で 、 須屋 根 は 近 〈

完 成 の は こ び である。

( いとうぜんぞう 清水建股K 1 l 大阪支庖工事課長)
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戸引昭 和50年度・第 2 回 若 い 会員の集い可

(  建 築 家 の た め の 7  

f  「みどり」学習会 く

と ( 香 里 即 、みど りH の観 察 ).J

第 3 回 〉

C  レ ポ ー ト 3  

ｌ メ ｲ ｕＢＢＢ｟｟ メ ｫ メ ｲＮＮＮＮＮＮ｟｟｟ＩｾＮＮＮＮＮＮ｟｟ メ ｉ ｕ

行/1心 よ り17k m、 近 郊の 芥 ill.Ji:i /駅 よ り 団 地

1f の パ ス に J取 る 。 ほ ど な く 走 る と 、 ケ ヤ キ

の1立木 が) !ll¥' にキラキラそよさ' 、 $)rlt止の そ の

'i ' を 、 パ ス がitfl りぬ け た 所 が 、 今 1:1 のよ拒イト

.tJ占ifr 、新 芥 !旦で あ る 。 fF' j : " むような 4サきて¥

公 団 の1] の ご 好 It に よ り 会 場 で JJJ !む し て い

た だ いた変才存がなんと L い え な く お い し い 。

往 ｲＮＯＩｩＧぶのための ｱ みど リ学 ｾｾ ＿ ｬ 会作い ｉｾ ￵ ｩ ｬ ＧＮ

の軍手、 秋 にあ，'(. 1"、て、 3 /11/// の y リーズで、

今 ま で の が 基 礎 編 と し た ら 、 今 1: 1 は応用編

とし、ぇょうか。

今日の，fl博r. 1/i 、 住 宅 公 団 の ir/" I' 他 氏 、 鈴 Ij )L

幸 雄 氏 に 呑盟 団 地の、、みど り" に つ い て 説

1¥月し て い た だ く 。

II i' H日33年 ご ろ の 造 図 ，{ Iー箇マスタープラン、

お よ び 当 H寺の 様 様 と 年 Jl js，j っ た 今 、 そ れ 句

が ど の よ う に 変化 し て い る か 、 ス ラ イ ド や

写 真 に よ る 裏付 け 等、 興 味 深 L 、。 時 代 の 背

景 と し て は 、 当 H寺 の 練 早!行士是が緑 化 に 関 心

の あ る 方 で東 洋 ーー の ニ ュ ー タ ウ ン を 目 が け

らt Lた こ と て' あ る 。

こ の団 地 の 紋 も大 きな 特 徴 と し て は 、既

存 の木を Ｒ ｾ 直し、アカ マツ 林、ネ ズミ サ ｹ

t字 、 復J也特イ了の 木 が自' 1 = . している土猿 にむ

か か わ ら ず 、 水 を 大 切 に 保 存 す る た め の J レ

ー ルを {乍 っ た こ と で あ る 。

ま た メ イ ン の itfl リに:立川村 がなく、 地 下

に 、 ケ ー プルをはわせ、 fit 飢 lょ美しく、す

っ き リ さ せ 、 そ の 分 だ け中I!HJ トを大きく 、 植

樹 l師般 をjぶげ、 市 と 人 を 分離 し散 策 追 を 設

け た こ と は 、 このタウンカ汁立し リて' あると

72  処娯と社告/ 1975年 8 月号

か 。 そ の f也 、 土 手 の 緑 化 に 力 を 入 れ 、 経 吹

付 の 実験 を 試 み 、 法 函 緑 化の 発 祥 地 と な っ

た こ と な ど 説 明 さ れ る 。

会 場 で の 話 は こ こ ら で ス ト ッ プ し 、 今 日

の ハ イ ラ イ ト 現 地 観 察 と な る 。 両 講 師 に つ

い て そ れ ぞ れ 散 策。 ま ず 、 シ ョ y ピン グセ

ンタ ー の 前 の 、 大 き な 紫 式 音/1の 花 木 を タ ウ

ン フ ラ ワ ー に す る あ た り 非 常 に 心 憎 い プラ

ンである。 ト ウ カ エ デ 、 ナ ン キ ン ハ ゼの並

木 道 を 通 リぬ け な が ら 、 ク ワ 、 ク リ 、 カ キ

な ど が お い 繁 っ て い る 藤 田 川 の せ せ ら 軍 を 、

郷 慾 を 感 じ な が ら 通 リす ぎ る 。 幼 い こ ろ の

ＢＯ ｊ 、 川 Ｂの イメ ージカずここにはまだ ｹｾ って

い る = あ る 11寺 は の び や か な 芝 生 の 原 っ ぱ が

統 〈小 径 を 横 切 った リ、 保 存 の た め石 被 み

された、 ニ 本 松 の 大 木 を 眺 め な が ら ー。 道

か ら は ず れ 、 ひ ん や りし た 紋 の 民 恨 の 下 を

落 業 を 踏 み し め 丘 に 登 りき る と 、 今 ま で の

団 地の 雰閉 会t か ら 、 ま っ た く 隔 離 さ れ た 、

関 西 周 辺 に 見 られる、 ク ヌ ギ 、 ソ ヨ ゴ、カ

シ 等 の雑 木 林 があ り、 ち ょ う ど ヤ プ ウ ツ ギ 、

ネジキ、 ヤ マ ツ ツ ジの 花 がn' i寄り で 、 そ の

rl" に ひ た っ て い る と 、 ふ っ つ り H寺川 が た ち

切 ら れ た よ う む 錯 覚 を ・ お こ さ せ る 。

樹 木の 4門前、 性 質 な ど む つ い て' に 教 えても

ら い な が ら 、 説 明 を IlfI < 。

緑 の 追 跡 剥 査 で は な 、 、 が 、 何 年 縫 っ て も

良 く な ら な い も の と し て 、 マ サ キ の 生 垣 は

虫 が つき や す いこと 、 ユ ソカ、キ ミガヨラ

ン等の 特妹木は 子 供述 の ｾￍｽ ｊ，Ａ ｪ 付近に は 線 が

あ り 危 い こ と 。 ヒ マ ラ ヤ ス ギ 、 ポ プ ラ は 台

) ! l l ¥' 1 I 与に羽〈、常に支柱が必弘之; なこと等、今

後 の 参 考 と な る 。 野 趣 ム ー ド、 凶 闘 ム ー ド、

山Ij ;t ム ー ド ・と ゾ ー ン ご と 特 色 を' 1=. かした

地裁，i hilli ( ，、ユニ ー クである 。

そろそろ ｨ 止手ｾ ｊ［必 ￯ｦ ｲ の Ｉｪ［ 長 十加 のｦｬｉリで、木Ｏ，会を

よlどめ悠談会となる 。 熱 心 に 見 学 し た あ と の

がＱＮ ＱＱιＡｾ と、ｾーさと歩き疲れがミ ッ クスして、

。 ｊ Ｇｾ Ｚｲ ｦｩ 広 ｪ がｊｊＱむＺしてＡ ご さった ジュー スでホ γ

と 忠、 つく。 そ の せ い か 併 . t;ri に 必 と な し

こ れ か ら の 紋 化 .;1回 の 巧 え 万 と し て 、 ' /二

以 の 早 い 、 ポ プ ラ 、 ヤ ナ ギ の よ うる、 材 が

折れ やすい ｾ ｉ ，、 ｩｩｬｩ 緑化から Ｇ Ｏ ＧＮ Ｑ と の ｩ 怪 い、カシ、

シイ等、 付 がlill! ，、安定紋化 へ と バ ト ン タ ソ

チ が必 裂 な こ と 、 ブ ル ド ー ザ ー ? の iti 成 機

械 の 発 注 とと L に 、 お し げ も な く 将司い木を

伐 保 していく 現状に、 それら古川、かに 大 切

か 、 生 活 す る も の に と っ て の "1Tk仰の役' ，1111

を、 呑 虫 団地 で 碓 か め そ れ ぞ れ 心 の 中 に 絡

め、 VJTf. l¥x にな った。 ( 大隅蟻子 J己)

自 時 昭 和50年 5 月31 日比) 集 合 13・30- 解 散 17 : 00 

観 窮 地 香 里 団 地

鴎 師 沖中 健 氏 { 日 本 住 宅 公 団 首 都 圏 開 発 本 部 事

換 第 1 部 進 国 専 門 役)

鈴 鹿 幸 雄 氏 ( 日本 住 宅 公 団 関 西 支 社 建 築 郵政

骨十煤 造 園 係長 )

参 加 者 24名

行 程 13:40 - 14 :40 鋭 明 「香 里 団 地 の ‘ み ど り勺ニ

ついて J スライ ド併用

( 於 日 本 住 宅 公 団 香 里 営 喋所 集 会 室 )

14 :40 - 16  :30 現 地 銀窮{ 徒歩 約 2 - 3  km)  

16:30 - 17 ∞ 中央公園にて惣般会

終 了 后 現 地 解 散

七色の造園プロックム ー ドと生垣計画

( 日 本住 宅 公 団香 里団 地 計 画 図 )

木陰で休憩す る

回 ・開 園 臨 _ l '  

緑の量、地量産の高低差等のあ る箆泊、な空間

Z 砕 '

屯 Ｍ ， Ｍ Ｇ Ｍ Ｂ ｾ

タウ ンフラワ ーの *紫式部'



! 日 本 建 築 悶 験 問 り 図 t

新建材認証制度のあらまし

1  . 新建材認証制度とは

い わ ゆ る 新 建 材 と よ ば れ る も の は 、 そ の 紐 鄭i も 多 〈 、 数 般 以 上 の

素 材 を 組 み 合 わ せ た も の や 新 し い 材 料 に よ る も の が 次 つ ぎ と 開 発 さ

れ て 市 場 に 売 り 出 さ れ て き て い る 。

それらの材料に対しては当然、のことながら該当する J 1  S 規 格 は

制 定 さ れ て い な い し 、 ま た や が て 制 定 さ れ る と し て も 制 定 ま で の JtJ ]

川 が 長 び く も の が 大 部 分 で あ る 。

Ｍ ｽｪ わ ｾｌ われが快適で安全な自治生活を営む上で、怨物の音 Ｑ Ｑ 分を

間成する姐H. . j について、防火性、断熱性 、i虚 音 性 、 耐 久 性 、 強 度 等

々、その性能はよりj C j J交 の 居 住 性 能 が 要 求 さ れ る 。 こ れ ら 性 能 の良

何 に つ い て は 消 費 者 に と っ て分かりにくし、ばかりでなく、建築の設

計 地 工 の 専 門 家 で さ え 、 多 種 多 様 の 建 材 の 中 か ら 、適 切 な 建 材 を 選

択 し 、 適 切 に 地 工 す る こ と が 燥 し く な っ て き て い る の が 現 状 で あ ろ う 。

こ れ ら 多 純 多 機 な 新 処 村 の 中 か ら 、 そ の 品 質 性 能 等 が す ぐ れ て い

る も の を 通 商 産 業 大 臣 が 認 証 し 、 消 費 者 が 安 心 し て 使 え る よ う に し

よ う と す る の が こ の 新 建 材 認 証 制 度 で 、 「優良新建材の12c及 促 進 を

凶リ、 I)'J 資者の利益を. t < ，vli ! 主することを目的」として、昭和46年 12 月

に. i J : ! i 間産業干? により制定党足している 。

以 下 に こ の Ilil]J交 の 概 要 を 紹 介 す る 。

2 . 該当新建材

こ の 制 度 の 対 象 と な る 建 材 は 、 各 組 の 建 材 の う ち J 1  S 未 制 定 IRI

口で、しかも、

(1)イ1:来 建 材 の 品 質 性 能 を 大 幅 に 改 良 し た 建 材

(2).(1:米主tt . f ' . . j とくらべ 、 」号車4が 新 し い 建 材

(3)名純のぷ十イが復合されてできている建材

に該当する，庄村とされている 。 ま た こ の 中 に は イ ン テ リ ヤ は 含 ま な

いが、階段、 ド ア 、 タ イ ル 、 錠 等 は 含 ま れ て い る 。

3  認 証手続急

必日正 E宇1;'h1i は処材製. i l i $ 者が通商産業約( ; 窓 口 谷地 方通商産業局' 1 : : .

活 物 資 諜 ) に EII Ji/ す る が 、 申 請 か ら 認 証 書 交 付 ま で の 手 }I 闘はつぎの

とおりである 。 ( 図 参 照 )

(1) 申 j肖f!F ，

地方通商産業広ｾ Ｈ 窓 ｌｉ 生活 ｩ 物資諜 Ｉ で申 ｾｴｻｬｾｽ 受付後通商産業省

( 生 活 産 業};:;j 賢明業建材課 ) に 進 迷。

(2 )  性 能 試 験 tj' i EI 、千刊行法i . I '; 等の決定 .  

Ｎ￬ｊＺＡ￭ ｭ ｩ 産業 ー ヂ＿では、申 ｾｃｬ 主 ｴｴ 材ごとに試験すべき性能項目、試験方法、

工場担査(6) 決 定 ( 1 1)

申請書提出( 1)

¥

試

験

結

果

報

告

J

f

試

験

項

目

方

法

違

給

、

試

験

実

施

指

示

ω
試験成績. 交付(8)

試験依頼(η

( 財) 建材試験セ ン ? ー

( 財) 日本建築総合試験所

図 総 証手続の経 路

GENERAL BUI LDI NG RESEARCH CORPORA T10 N  

本試験所 ⑤ 565 吹 田市蔵白台 5 丁 目125 電話/ 大阪 (06) 872 - 0391代 表

大淀分室・⑤ 531 大阪市大淀区長柄西通 2 丁 目35 電話/ 大阪 (06) 35 1- 72 17  

今絡」庄司れを作成、判定会議に治問。

(3)  試 験 実 地 .

判 定 会 議 の 結 栄 に も と づ き 、 通 商 産 業 省 か ら 指 定 試 験 機l品lに 申 ZJi

往 材 の 試 験 笑 施 が 指 示 さ れ る 。 一 方 、 申 前 者 は 試 験 機 関 に 試 験 を 依

頼 す る 。

(4)  工 場 調 査 :

通 商 産 業 省 に よ り 、 工 場 の 製 造 設備 、検査設備、品質匂ニ迎! 等の状

況 、 と く に 申 3i N71 に つ い て 、 製 品 と し て 申 官 庁 品 と 同 一 品 質 の も の が

常 に 生 産 さ れ る か ど う か が 部i査 さ れ る 。

(5)  判 定 :

指 定 試 験 機 関 の 笑 施 し た 試 験 結 果 、 工 場 調 査 結 栄 : が 判 定 会 議 に 報

告 さ れ 、 審 議 さ れ 認 証 の 可 否 が 通 商 産 業 大 臣 に 答 申 さ れ る 。

(6)  認 証 舎 の 交 付 お よ び・認 証 品 の 公 表

認 証 新 建 材 に つ し て は 、 通 商 産 業 大 臣 の 認 証21Fが 申 論 者 に 交 付 さ

れる 。 また認証新建材は、 11'j 技 者 、 処 築 関 係 業 界 に 弁j し周知される

よ う 、 品 目 名 、認 証 番 号 、 製 造 工 場 、 等 そ の 概 要 が 公 表 さ れ る 。

(7)  表 示 :

認証された新建材には、必要な ￩ｊ ｪＺｊｪｾをラベル、または Ｎ ｐ ｉＧ印による

か 、 ま た は 添 付 説 明 舎 に 表 示 す る こ と に な っ ている 。 表 示 す べ き 事

項は( イ) 名称、( ロ) 認証番号、付商 IRI 名、( ニ)用途、( ホ) 製造会社工場名、

付製造年月、( ト) 試験結果の概要、( チ) 似月J 上 の 注 意 と な って い る 。

(8)  有 効 期 間 :

認証の有効J ! J ]nIJは 、 認 証 さ れ た 翌 月 か ら 3 年 11¥1とな って い る 。

来ｽￍＢ姐よ材の ｉ ｾｾｊ 発は升［に［急テンポであり、また品質も 向 上してゆくの

で、 3 年 後 に 比 直 し を 行 う 一 方 、 そ の 間 に 該 当 す る J 1  S 鋭 絡 が 制

定され、 J 1  S  制定品目に移行することも考慮された措置主である 。

4 . 試験機関

前述のごとく、新建材には、 J 1  S な ど が 制 定 さ れ て お ら ず 、 ま

た そ の 品 質 性 能 を 評価 す る 試験 方 法 も 硲 立 し て い な い も の が 多 い の

が 災 情 で あ る 。 こ の た め 、 こ の制 度 で は 判 定 の た め の 試験 方 法 は 申

前 ご と に 判 定 会 談 で 検 討 さ れ る 。 ま た 試 験 実 施機 関 も 指 定 さ れ て い

る。 現 夜 で は 指 定 試 験機 関 と し て つ ぎ の 2 機 関が 指 定 さ れ て い る 。

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

阪 府 吹 田 市 藤 白 台 5丁 目 125番地( 1 l t . ( 06)  - 872 - 0391附 )

財 団 法 人 建 材 試 験 セ ン タ ー

東 京 都 中 央 区 銀 座 6 - 15  - 1  ( 屯 ・( 03) - 542 - 2744(代) )

通 商産 業 省 分 室

5. 判定会議

判 定 会 談 は 通 商 産 業 大 臣 の 諸 問 機l品! として一般消費者代表、建築

業 界 代 表 、 学 識 経 験 者 、 試 験 機 関 職 以 、 行 政 機 | 刻 戦 只 ( 建 設 省 、 通

商産業省Ｉ計 Ｑ Ｕ 名で構成されており、申ｾｾￍｩごとに試験すべき性能項

目 、 試 験 方 法 、 各 項 目 ご と の 合 格 .，JJ; iV!について検討し、試験結果: 、

工場淵在結果: 等にもとづいて認証の可平野を通商産業大臣に答申する

こ の 制 度 の 中心 と も い え る 組 織 で あ る 。

6 . むすび

以 上 が 新 建 材 認 証 制 度 の あ ら ま し で あ る 。 こ のZti正によ っ て 、 優

良 品 が 見 分 け や す く な る 、新 建 材 も 安 心 し て 使 用 す る こ と が で き る

よ う に な る 等 々 の 効 果 がJtJ l待され、律事長に関係する者・にとって、よ

り よ く 活 用 さ れ る こ と を 望 む も の で あ る 。 なお主欠点の 表 は 認 証 さ れ

たま) f 池村認証品目を示したものである 。 (_1j "' llhj ｾセ ｫ 正 法院陽三 )

叫築 と社会/ 1975年 8 川 73  



日本建築総合試験所だより 36

新建材隠証品

回 庇 香 号 品 目 名 用i i ! 魁 遭工場 名

タポタカ ラ ー ベス

久 蝿 回 融 エ 酬

72501 ト コロニア ，ｾ 思 拙 用

小 田 皿工場

( 乾式 ス レー ト極 }

タポタカ ラ ー ベ ス

72502 

トシングルー 割 地

外 壁 用

久 催 国 融 工 欄

シート、カラーシート 小 田 皿工場

( 乾式 ス レ ー ト甑}

クボ タ 不棉 サ イデ

久 蝿 回 融 エ 酬

72503 イング 外 壁 用

小 田 皿工場

{ 乾 式 スレ ー ト 極)

ノダ7 ネ ンシ ーリ

野 田 舎 組 側

72504 ン グ { 化 粧 グ ラス 天井 用

摘車工 場

ウー ル 岨 )

アサヒ 7 7 ン シ ー

' " 不 撫 ( 化 粧 石 綿 朝 日 神 障骨 組 欄

72505 
け い暗カ ルシ ウム

内 壁 用

車中工 場

幅 )

キ J レ ホ ン ( 車 き10

7330 1  

回 ) ( ア セ テート 輔 内量 用 ダ イ セ ル 棚

会主体 とした 唖 音 唖 膏 柑 塀 工場

量 韓 材 }

イナホ ニュ ー ス パ

中 山 嗣 寓 醐

73302 ン { 亜鉛 睡 眠 強 り 外 量用

大 臣 副 温情

石 青 ボード )

13303 

ナ プ コ 天 井用 中 村 合 艦 欄

岨不 棉あ ん し ん 内壁 用 空 見工場

ア ス ベ ス トラック

究 井朋 日本ア ス ベ ス ト

73304 ス平 柑 ( け い 融 "

内陸 朗 酬 強 井 工 場

ルシ ウ ム 極 )

アス' " スト ラ γ ク

73305 ス唖 音 幅 ( け い惜 荒 井開

日本アスベスト

カルシ ウ ム 極 }

酬 唖 井工 場

ホ ー ム ラ ッ クス

73306 { けい暗 カ ル シウ 荒 井用

日本アスベス ト

ム櫨 }

醐 喧 井工 場

7  ，ト ン テ ン A 南 揖プ ラ イ ウ ッ

14501 
( 不購 買井 植}

売 #用

ト刷。 鹿 島工場

74502 

ヲ ネ ン テ ン B

天 井用

南 揖 プライウ y

{ 不融荒井 岨) ト酬 血 島工場

X ー ラ ス { 防 水 眠 左 官 下 目融金属工 薗 醐

7450 3  
岨 み 込 ラ ス } ，也Ｎｾ 東 京エ 場

K - ラ ス { 防 水 眠 左 官 下 日蝕金属工 輯 酬

74504 
継1;" 込 ラス} Ｒ 也 ｴｾ 九 州工場

スー，- ，守 -!- ' レ{ 竹

血 畑、

7' 505 簡入 木岨 セ メ ン ト

究 井 . 神F 不 楓 岨エ揖

岨 } 車 き 拓国

外 壁 . 脚 本 杜 工場

席 用

タイ ヵライト (70
輸 大 臣 " ッ キン

74506 

回 )( 高け』、岨 石 既

内盟 用 グ制 適所

モ ル タル単 一 パ ヰ

ｾｊｉｉＮ 工 場
，レ)

74 

製 品 グラ 概

'昼

石 崎 、セメ ン ト、暢 束 ンリ カ金 主n医科 と

し乾式魁桂によ り魁極 し . そ 的 世 面 を 白

色セメ ン f . m. カ ル噂 でfヒ畦 l..f.ニ圃 岨 朗

石 綿 スレート 植 である .

石 輔 、セメ ン ト. 惜 束 シリ カを 主 /Ij(料 と

L 乾 式 製 法 に よ り割睡 し‘ そ的 費 閣 を 白

色セ 〆 ント. b陀カ ル噂 で 化 粧 した 外 壁 用

石 輔 ス レ ト化 粧 極 で あ る .

石 輔 、セ〆 J ト. 掛 車 シリカ 金主 皿 軒 と

し乾 式 魁 桂 に よ ワ 副 極 し、 そ何世 田 を自

色セ〆 ン ト. 胆 カ ル帯 で 化 粧 した 件 担 用

石 輔 ス レー ト化粧甑である .

グラ スウ ル極 を 基 材 と して費 面 を 石 暢

帯 で 加 陣 した 買 井 用 瞳 材 で ある .

石 綿けい園陸カ ルシウ ム 極的世 田 を究 開 ツ

キ 極 で 強 ry . 直 面 は ラ ワ ン ベ ニヤ を 輔 勺

た内 瞳 用 化 粧 柑 で あ る .

アセ テート 輔 を 主 /Ij(軒 としてこれに 剛 楓

加 工 を 聴 し. 守 y ト執に 血盟 し た もの 肉

世 面に聾 闘 用 町 陣 鵬 曹 布 !: 檀 珊 した 岨官

量 輯 材 で あ る .

木目 韓 両構 樺 金 融 付け量 輯 した 揮 さ0.27

園 町圃 甑 に厚 さ 7園 町石こう 市ー ド を は

。つけ た 外 壁 用下 見聞 撞 材 で ある .

石 輔 、セノ ン ト、有楓 蝿植を 主 車 料 とし

た特 融 石 綿 セ 〆 ン ト極何世面 に ア ミ ノ ア

ルキッ ド果樹脂量軒を血輯 した内世 用 蝿

材 である .

石 綿 . 石府 & t F IT ¥. 、暗 輸 を ま 服 軒 とし.

妙 遣 血 陪 植 高圧 缶 に 入札 て商 担聾 生 し た

け い暗 カ ル シ ウ ム 極で ある .

石 輔 、石 眠 法 U'，れ、 瞳 輸 を 主 /Ij(桝 とl . . .

抄遺底J I '多櫨 高圧 缶 に 入 れ て離 劃聾 生 し た

lすい雌 カ ルシ ウ ム 甑に 貫通 孔 を あ け た 究

井 用 唖 膏 植で ある .

石 輔 、石 匹 及 びけ い嘩 世 輸を主/ I j ( 料 とし.

抄 遺 車 時し ながら 畳 面に構 憎 を つ け た 植

高圧 借 に 入札 て膏U<: 費 生 し た け い 暗 カ ル

シウ ム 睡 で あ る .

ロ ッ クウールを 轟 材 と し 、 化粧 ア ス ベ ス

ト眠 全 世 材 とした l l R . 不 相究 井抵 であ

る.

0 ，，， タウー ん を 葺 材 とし . レーヨン 植 物

金量 材 とした 畳尺 ‘ 不楓買 井掘 で あ る.

耐 火 ‘ 防 火構 i宜的 モ ル タ ル 下地 材 で、ラ

ス に 防水 艦 を 取 っ 付け た 特 融 な 柵 遣 とな

っ て い る.

耐 火 、 耐 火 構 i量的 モ ル タ ル 下地 材 で‘ ラ

スに 防水艦! : 取' ) 付け た特 醜 な 構 造 とな

っている .

町二〈 ず韓 同 木村片 を セ ノ ン ト で極 故 に

肱 型 し ‘ ニ れ に竹 高 金 入れて 補 強 した下

地 材 料.

け い雌 均 ，. シウム木和 物伺うち、 最 も 酎

火 性 的慣 れて い る ゾ ノ ラ イ ト 会 主血骨と

した ものに 補 強 岨 植 な どを加え 脱 木 直 開

しfよも"' .

ニュース

- 昭 和50年 度 施 設 登 備 補 助 事 機 の 実 施 に つ い て

動 風 圧試験 装 置 を 中 心 と し た 昭 和49年 度 施設 箆 備 補 助 事 業 ( 事 業

費 総 額123 ，100 ，000円 、 う ち 日 本 小型 自 動車 振 興会 補 助 金53 ，500 ，000

円 ) は 昭 和50年 3 月 無事 完成 ( 写 真参 照 ) 、 4 月 か ら 稼 働 い た し て お

ります。

本 年 度 も 引 き 続 き 予 算67 ，200 ，000円 ( っ ち 日 本 小型 自 動 車 振 興会

補 助 金 ) をも って 、イ ンス トロ ン万 能試 験 機、 パネ ル 強 度 試 験 機 を

主 と し た 施設 を 盤 備 す る こ と に な り ま し た 。 完成 ( 昭 和51年 3 月 予

定 ) の 節 は 粉 々 ご 利 用 下 さ る よ う 前 も って ご 案 内 申 し 上 げ ま す 。

- 昭 和49-"手度事業概要について

昭 和49年 度に 受託 し た 試 験 研 究等 の卒 業 概 要 は つ ぎの と お り で す。

1  怯 験 研 究 受 託 操 務

1) 耐 火 ・ 防 車 関 係 鉱 験

2  建 接 審 査 調 査 研 究 受 託 蝶 務

1  ) 建 築 審 査 業 務

a 耐 火構 造 獄験 45件 11 ，884，9∞ 円

b 防 火 構造 猷験 8lfiキ 17，781，270 

C. 防 火 材 料紙 験 表 面 紙験 297件

17，033，420 

基材 献 験 131件

計 2件 850，0∞ 円

建 築 碕u申鮒用 の 審 査業務 は 下 記 の とおり で、 そ

れ ぞ れ専 門の権 威者 に 委嘱 して、 審 査 を行った.

a 内 図 ピ ル 改 造 工 事 に 関 する 構 造

d 錐 燃性 能 li¥験 8/'キ 223，000 訟 計 円建 築 基 準 法 並 び に こ れに 500，000同

e 防 炎性 能 以験 51キ 63，000 基づく 条 例の規 定 に 対す る 審 査

小 計 46，985，590 b. ニ チ メ ン 今 福 グ ラ ン ド ハ イ ツ に 350，000 

関 する 構 造 審査

38件 56，220 ，680円

指件 6:932:6∞ : 2 ) 鯛 査 研 究 喋 務

2  Ｉ 暢造 物ｾ験

a. 大 型 t構 造 物 試 験

b.1構 造 材 料 強 度 試 験

c コ ン ク リ ー ト l i ¥験

d 一 般 建 材 試 験

e. 建 物 診 断

f 施 段 使 用

21件 13. 165. 530 : 計 7件 20，152，729問

anA nl n ｾ 内駅
53件 6，904，010

小 計

16件 17，134，140 :  a 軟 弱 地盤 に おける 紐 高 層 住 宅 町

初件 6，874，8ω j  開 発 研 究 ( 趨 高層 住 宅開 発 研 究 2，550，780 

全)

107.231.760 

: b 南 港 に お け る 地 鍵 と建 物 と の関

3  Ｉ音書Ｎｾ関係肢験

a 音 響透 過IJI 失調l定 試験

b 残響 室法吸青草測定訳験

C. 垂 直 入 射吸育園ド測定試験

d  6転材料 町衝撃音測定I i t 験

e 音響 調定( 現場測定) 猷験

f . 熱 貫 流 率 的 測 定 献 験

ｧ Ｎ 結 ｾ 向調 ＧＱ 定猷 験

h 熱 伝 導 耳i の 測 定 訳 験

係 に 関 す る 研 究 ( 超 高 層 住 宅問 1.382. 725 

70件 13，351 ，840円 j 発 研 究 会 )

25件 2，834，480 :  c. 高 層住械 の 建物 ・地 盤i車成に 附

8件 340，000 :  する 研 究 ( 趨 高 層 住 宅開 発研 究 5，∞ 0，ω0  

3件 674，080

13件 7，088，930

6件 1，560，000

l 件 150，000

24件 1，680，0∞

全)

d. 原 子 力 ・ 火 力 P/S建 屋 の 防績 に

関する 研 究 ( 関 電 コン 7 ') ー ト

委 只会)

4  Ｉ 工事用材 料ｾ験 ＴＲ ， Ｙ 乃 件 ＶＶ ， Ｙ 郎 ， ＱＱ Ｐ

小 計 幻， 679，3初

e. 民 間住 宅建 訟 合 理 化推 進 に 閑 す

る 調 査 研 究 { 民間l住 宅 資 料 委 貝

会 外 4 委 員 会 )

f. 太 径鋼 管 憎遺g漏f 力に関する研究

E 溶接亜鉛メ ッキ 部 材 の 溶融亜 鉛

メッキ 高 カ ボ ル ト に よ る 1 ; 様被

告 継手 に l期す る 猷験

@  

受 託 猷 験 斜 計 248，882，7卯

• 
. 本年 4 月 よ り 稼 働 告 側 蝕 し た 働 且 庄 1 1 ( . 楓

. 外 壁 ・ カ ー テ ン ウ オ ー ル 、 サ γ シ 等の耐且庄強度1 1 ( 験

水 密 ・気 . . 喧 般 用 圧 力 .

左 側 大 型 圧 力 箆 ( W4.0X H6.0 m)

右 側 小 型 圧 力 箆 ( W2. 5X H2.8 m)

. 防 火 ダ ン パ ー の 洩 煙 政 敵 畿 置

圧 力 室 W 1. 5X H J . Om(建 設 省告 示 郷 2565号 に 適合 )

. 小 型 圧 力 重 に よ る ア ル ミ サ ッ シの 気 密 依 骸

( J I SA4206、 建 訟 省 告示 第 2564号 に 適 合 )

. 防火 戸の温度ヒューズ遮働閉鎖樋布陣の作動1 1 ( 験獲 量

{ 建 訟 省告 示 第 2563号 に 連 合 )

2，3∞ ，000 

6，319，224  

2，000，0∞ 

6∞ ，000 



日本建築協会

月間の動き

昭和50年 6 月分

通 常
. 6.  
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総

26日 4 1時半 - 5 時半 於会館集会室

出席者 塚 本 会 長 ほ か24名

議 事 (1)昭和49年度事業報告承認の件

(2)昭和49年度収支決算報告示認の件

(3)昭和50年度収支予算承認の件

(4)名誉正会員推挙の件

定 時 評 議 員 会 1

26 日 4 時- 4 時半 於会館集会室

出席者 相川評議員会副議長ほか 15評議只

委任状 32名 計 48名

連! 司王出席者 塚本会長ほか 8 名

議 事 (1)昭和49年度事業報告ゑ認の件

(2)昭和49年度収支決算報告ゑ認の件

| 編 集 委 員 1

9 月号「ターミナル j (仮称) 特集第 2 団幹

事 会

3 日 4 時- 7 時 於会館集会室

出席者 紙野特別幹事、松村委員長ほか 7 名

議 事 「ターミナ J レJ 特集の企画の具体化

広告企画小委員会

11 日 4 時- 6 時 於会館集会室

出 席 者 松 村 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 (1) 8 月号排水処理の広告企画

(2)9 月号住宅公団20周年に伴う広告企画

(3)10月号「騒音対策と防音材料」特集に

関述した広告企画

作品作風小委員会

17日 4 時- 6 時 於会館 3 階会議室

出席者 横山副委員長ほか 3 名

議 事 (1)  7 月号作品府民センターピノレ報告

(2)8 月号排水処理場作品について

(3) 9 月号作品について

「騒音対策と防音材料」特集編集幹事会

17 日 5 時半 - 8 時 於会館 3 階会議室

出席者竹本委員、十念委貝ほか 2 名

議 事 10月号「騒音対策と防音材料」特集の企画

9 月号 「ターミナルJ 編集打合せ

18 日 2 時半 - 4 時 於会館集会室

出席者 片倉委員、稲垣委只、塩崎委貝

殺 事 愉ターミナ ｊ レとかいわい ｾ ｦ ｂ ｬ Ｂ について

の編集打合せ

委 員 会

18 日 4 時- 6 時 於会館集会室

出 席 者 松 村 委 員 長 ほ か 6 名

議事 (1)編集理事会報告( 収支計画について)

(2) 7 月号= 建築とプレストレストコンク

リート構造特集経過報告

(3)8 月号= 生活排水処理施設のあり方特

集報告

(4)9 月号= 人間環境としてのターミナル

特集第 2 回編集幹事会報告

(5)10月号= 騒音対策と防音材料 ( 仮称)

特集第 1 回編集幹事会報告

(6)11月号= 第22回青年技術者特集 の件

(7)12月号= 集合住宅の設備 ( 仮称 ) 特集

編集幹事会について

(8}f'乍品作風小委員会報告

(9片生稿欄小委員会報告

(10)広告企画小委員会報告

12月号 「集合住宅の設備」特集編集幹事会

27 日 101時- 1 時 於会館集会室

出席者 山崎重男、成瀬哲生両特別幹事、佐

々木主査はか 2 名

殺事 「集合住宅の設備」特集の企画( テーマ

の選定)

ターミナル特集打合せ

27日 4 時 - 7 時半 於会館 3 階会議室

出席者 片倉委員、稲垣委員

議事 れターミ ナノレとかいわい空間H の打合せ

員委集事
. 6.  
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若い会員の集い小委員会

3 日 6 時- 9 時 於会館集会室

出席者 西村副委員長ほか 13名

殺事 (1)第 2 回「建築家のためのみどり学習会

(3)j 実施報告

(2)第 4 回「リクリェーション施設を考える」

( 仮称) の企画について

(3)第 5 回以降の企画について

若い会 員の集い小委員会第 4 回企画分科会

12 日 6 時 - 9 時 於会館集会室

出席者 ( ゲスト) 井上都宏、弘、太田隆信両氏

阪倉主査はか 8 名

殺事海とレクリエーション 「レクリエーショ

ン1庖設を考える (l )j 内容、行程そ の他実

施企画

見学会小委員会

17 日 6 時 - 7 時半 於会館集会室

出 席 者 水 谷 幹 事 ほ か 6 名

議事 (1)  4 月、 5 月の見学会実純報告

(2) 7 月の見学会企画についての報告

(3) 8 月以降の見学会の企画について

若い会員の集い小委員会「教育環境」分科会

18 日 6 時半 - 9時 於会館集会室

出席者 I銅線委員ほか 3 名

殺事企画の趣旨、内容、ゲストその他

若い会員の集い小委員会企画分科会

26 日 6 時- 9 時 於会館集会室

出席者 中村主査ほか 5 名

殺事 第 5 回 「ディ スカパ一大阪」の企画

ｼ 住宅委員 ｾ
住宅総務小委員会

10 日 4 時- 5 時半 於会館集会室

出席者 高田主査、片山、生岡両委員

致事 第12回よろず相談住宅展開催について

委 員 舎

10 日 5 時50分一 8 時 於会館集会室

出席者小西、岩本、高田正副委員長ほか 13名

殺事 「マイホーム見て歩る記」スライド上映

第12回よろず相談住宅展について

住宅展総務合同小委員会

23 日 5 時50分 - 8 時 於会館集会室

出席者岩本、高田両主査はか 9 名

殺事 第12回よろず相談住宅展の会場計画、展

示資料について

D グループ打合会

10 日 5 時- 7 JI寺 於会館 3階会議室

出 席 者 正 法 院 幹 事 ほ か 3 名

議事 (1川0. 51号 ( 11 月発行) の企画決定

(2)そのほか

委 員 会

20 日 5 時半 - 7 時半 於会館集会主

出 席 者 井 上 ・n塚正副委員長ほか 11名

殺事 (l )No. 51号( 11月発行) の掲載予定シート

(2)企画分科会からの報告について

一

会
A

一

一

員

一

一

委

一

一

書

同

一

一

教

一
第21回工高生デザイ ンコンタール募集規定作成の会

14日 3 時ー 5 時 於会館集会室

出席者 池閏審査委員長ほか 8 審査員

委 只 会 斉 藤 冨1] 委只長ほか 2 名

議事 (1)第21図工高生デザインコンクール募集

規定について

(2)今後の作業予定について

建 材 委 員
. 6.  
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委 員 会

27 日 5 時半 - 8 時 折会館集会室

出席者 山問、元木正副委貝長ほか 5 名

小野田セメント 4 名

殺 事 膨 張 セ メ ン ト 検 討 会 ( 第 2 回)

| 建 築 業 務 基 準 委 員 会

10 日 2  I1寺ー 41侍 於日本建築士会連合会

出席者 本会より山線委員出席

殺事 (1) r建築士及び建築士事務所笑態調査」

について・

(2)士会連合会「士法改正特別委員会の中

間報告」について

(3)家協会「建築設計監理業務法案骨子」

について

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会 1

10 日 81時- 9 時半於大阪グランドホテル

出席者 77名

当日は関西言論科学研究所所長金井金子郎氏よ

り 「良い 人間関係を作る話し方」について お話

を伺った。

組築と社会/ 1975年 8 月号 75 



社
A 、

ヱミ株 式

内 装 不 燃 材

室 谷 商

本 社

支 底

倉 庫

を

前回 ｾｉ ミー悶ｾ帯

宇 ヲ q イト8 弁J 2 の IW7/( ( 冷 工 法 )

特許 絶 縁 工 法

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

陸屋根|切れは 奥 山 式

'o!i，1，fj 03(571  )2703- 4・2370・4064・0264

1氾話 06(921)  2 4  9 7 ・(922) 7  2  8  0  

ｾｉｔＮ訴 ＰＵＲ Ｈ Ｘ ＱＱ Ｉ 3  6  6  0 ・3 1  0  4  

Ｇｩ ｛Ｑ ｾ ￍｩ＠ 011 (231)  7  5  1  1  

東京都中央区銀座 8 - 4 ー 1 1  

大阪市高11品区高11);，¥中jj[j 1) 2  -3- 1  

名 古 屋 市 南 区 指 1江町 3 3  

札 帆 市 中 央 区 北 三 粂 来四丁目

本 社

大 阪 出 5長所

名古屋 ｡ ｾＧ ｪ 長所

札 幌 出 娘 所奥山化工業株式舎社

建物の周途別に設計要点を、情造別に楠造

婆点を即戦的に指導して短期実力向上を計

町、受験期には r 2 級 ・ l 級の課題研究コ

ース』 を実施して毎年多数の合格者を出し

ている絶賛の通信教育。 2 級| 級受験者は

ぜひお申込み下さい。説明書急送

仕事に追われる受験者の環境、実力程度ま

で考慮して、最短時間の勉強で充分な対策

がとれるよう、独特な企画構成指導がなさ

れている全〈新しい合格への道しるべ。安

心してご利用下さい。説明書急送

厳罰ELt当図E

E 璽塑璽盟醒ヨ

l 響 |

建築実務研究所建築と社会係

神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

ｾ 話 神 戸 ＨＳＳ Ｑ Ｉ 0 8 8 1 - 3  

阪市北区紺笠町50{ 立 ピ ル 51; 皆 502号室)

屯話 大阪 ( 364) 2031- 4  

神戸市持合区八嶋通 1 - 5  (屯話221 2923)  

wl 64 *J; ぽ11中野区束中野ト51- 3

'，!L i:ij 03 (363)  7  9  3  6<<目

不況どこ吹く風-

今こそ生きた実力を/

厳しい社会情勢を反映し倒産 ・人員獲理が相

次ぐ中にあって、構造技術者だけはますます

の盛況一一ーまさに矯造知機こそこれからの建

築界を勝ち抜〈切札です。

。気軽に構造をチェック したい f

。手早〈、確実な計算書を作りたいノ

@ 2 級 1級建築士試験に合格したい .ノ

という方は今すぐお申込み下さい。全〈新し

い方法で初歩知識から計算書の作成まで短期

間にマスターできるようにした速習通信教育

の詳細鋭明書を急送します。

昨年は45才の主婦でさえ修了し、現在引張り

だこの活絡を続けています。

〈

建

築

家

必

習

の

通

信

教

育

〉
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電 気 設 備の 頁

⑤ 
W自 信署員 ｾ＠ ｾ・ .....ll. 

l場 竜 丸 俳 誌

代表月足締役 山 本 博 三

社 大阪市北区中之 ｽｾ｜ 3  - "  ¥iJ 1 日 ビ ル

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

京 町11 rll 布 京 区 西 京 甑 葛 野 町 2 1  

T E  L  J; 王者11 075 ( 3 1  1 )  1  1 8 5  ( f t )  

市 中 央 区 茶 院 1 - 1 4 - 8

T E L 札l 問 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

社
A

Q

E

 

設 計 施 工
電 気 設 備

草月

電 気 工 事 ・計 装 工 事

設 計 施 工

6を

回UX 

本

本命士営機所

京 都 営 難 所

社

!ポ 信 英

6 番 地 ( 束 阪 急 ビ ル )

( 大 代 )

ー阪商 ・神 戸 ・広i d， . 九州、|

A

Q

一
品式株業

菜

工

取締役社長

大 阪 市 北 区 高 垣 町

屯 話 大 阪 ( 3 13 )

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・持 鶴 ・

原栗

。
1  

稲 岡福 岡 出 張 所

電気設備工事設計施 工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

取締役支社長 す 市 川 正 男

大阪市東区間聞紙J l T l l 二八千件J也 1t I 話大阪 ( 202) 0325- 9 得

本 訂 以 点 ffll 千代I l I I寛 商事1

'

IJI 1 丁 目 4 帯 地 5 ｾ子
支 社 札 帆 ・仙台・九 I I人l ・名古 J;{ ・N，¥ I刈

営業所 ・出世♂ofr 全凶主要1: 11市20ヶ所

会 社

電気 工 事 設 計 施 工

血i，、

代表取締役 林 敏夫

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビル 7 1滑)

m ｾ丹 Ｈ ＳＶ Ｑ Ｉ 3  6  7  1  (代)

東 京何日 中 央 区日本 航箱 崎町 3 丁目 2 番 地

屯 話 ( 671) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 相 模 原 ・ 堺 ・ 市 山

社
一
一
一

株 式 会 社

庖

本

支

出 張 所

設計 ・施工

司'

気 株

電 気 工 事
電 気 ・ 暖 冷 房 ・空 間 工 事 設 計 施工

ｾ＠ 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 円 ー h

ｾｉｌ＠ ，，/i 大 阪 (931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市減点区野江点之町 3 丁 目II m話大阪 (931)7004 

奈良県御所，Ij 御岳liill 3  6  0  電話御所 ( 2 ) 0 1 2 2

枚万市山之上西町 1 の 1 電話枚 }'j (43)8659 '  (44)9232 

ふ
一

A
式本 電中

本

社

大 阪 市 北 区 紛 笠 町 5 0  ( 堂 ビ ル 31，皆)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代)

東京都港区新僑 2 - 1  6  ( ニュー新 椴 ビ ル 7 階)

包 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺 ・千 築 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

社

庖支

資 材 倉 庫

奈良営難所

枚 方 営 業 所

庖支

神 戸営 業 所

各種電気工事設計施工 ・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 中 白 虫 町 1 丁 目 1 1  0  . J 詐地

1也 前 大 l仮 ( 472 ) 代 表 1 1 0 1 - 7

点' ; {f，11品 川 区 西 J j 反 則 6 丁 目 25搭 11号 ( 似 品 ピ J レ)

f包 括 訴 品工 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 介 区 鈍 物 nln 11汀 2 3 併 地

'; G: ;1占 小 介 ( 56 ) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

1時 ・ T- ｾ正 、 ー 和歌山・才 ＧＱ ._Ii b{  

干上

，
1

11  

dド

支

社

電 気 工 事 ・ 曹十 装 工 事 ・ 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取 締 役 会 長 今 村 騰

取 締 役 社 長 平 木 党

大 阪 市 北 区 怖 ケ 校 町 5 6 番 地

' Ql 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 li . "q 日 市 ・神 戸 ・和: 炊山

松 山 ・ 京 都 ・l:r i  1; ・j'n，問 ・水 島 ・祈 阿

ネ1本

常 業 所
支 間

営業所
lt宇｡Ｑｾｵｲｦｲ＠

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社

電 気 工 事 設 計 施 工

社

A

Q

一

A

事 株 式工藤エ太 陽

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 )0564- 7・7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福

田
取締役社長ｾ￟＠四林

取締{ 支社長

オ士本
大 阪 di 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T E L ( 06)  452- 1  1  5  1 ( 代)

社本

大 阪 市 此 花 区 恩 1 t 南之町 7 3  

T E L ( 06)  462- 1  3  0  1 ( 代)

電力工事本部

岡営業所

A

S

A

 

商

電 気工事 ・計装工事 ・設計施工

ヤ マ ト 電 気

刀t

株式会社

電気設備設計施工

'tl:. 

1旦

大 阪 市 北 区 西 掘 川 町 1 5 番 地

'，t;: ，1，1 ; 大阪 ( 364 ) 代 3 0  5  6  

Jlミ 京 神 戸 ・広 J:. 1j  

名 占 昼 ・間 山 ・水 };. Ij  

札幌 滋 Ｑｾ ・高砂・絵山 ・ 三 ｄ［｜ . 沖 縄i

本山
取締役社長

社

庖

所

所

本

支

日

目

出

車 千 穂 亀 械 株 式 会 結

u..o 

右

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 - I  0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358 ー I I  7  I 大代表

東 京 ・ 神 戸 ・九 州

雄久崎
取 締 役 社 長

⑮ 

キ土本

業

張
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空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

令 都 朝 日 三 業 社

本 社 東 京 都 港 区 芝 浜松 町1- 2- 7 電 話 ( 434) 6171( 大代)

大阪支社 大 阪市東淀 川区加島町 357 電 話 ( 302) 227 1( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

営 業 所 自11 路 ・函 館 ・盛 岡 ・ 横 浜 ・静 岡 ・京 机 ・神 戸

電気・空調・給排水衛生設備

設 計 施 工

. 大阪電気暖房株式会社

表

山

川

・

代

広

明

叩

幻

・

古

小

m

u

沢
υ
金

井

“

.

一悩

(

台

・

話

仙

本

国

電

・

熊

笠

岡

・

ω
一福

松

山

一

・

高

宮

1

阪

・

・

踊

場

大

山

浜

那

戸

・

問

機

・

江

屋

・

・

島

区

古

潟

回

児

西

名

新

秋

鹿

市

・

阪

京

税

関

戸

大

東

札

盛

神

社

庖

所

所

幽

需

張

本

支

省

出

給 排 水 ・ 衛 生 設 計施工

暖 冷 房 ・換 " ，

株式- - l - 1<口...f.，...t. r---r 7:n: ? u  ;:;ι 

会 社 大 阪 城 口 俳 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 J レ 電 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通六 ノ ー 電 話 神 戸 341局 5 8 9 2  

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備

. その他管工事一切の設計・施工

( 旧斎藤久孝事務所)

⑧ 斎 え Z 業 株 式 会 社 大 阪 支 定

大 阪 支 后 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 路 06- 443- 504 1間

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手町 会 6- 2( 日 本 ビ ル デ ン グ)

電 信 0 3 - 2  7  0 ー 7 4  1  1附

営 業 所 札 帆 ・ llll 台 ・ 金 沢 高 松 ・ 岡 山

出 版 所 稲 井 倉 敷 ・ 広 仏 ・ 苫 小 牧

冷 暖 房 、， 環 境 衛 生 地 殻

給 排 水 ・術 生 水 道 s .  

気 ｾ、 荷 役 選 織 機 械

厨 房 ，園圃園司F 化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 策 室 主 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支庖長 藤 田 初 戴

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 番地 電 話 大 阪 ( 202) 代 表3071

本 庖 東京・日比谷・ 三倍ピル

支 庖 名 古 島 、 稲 岡 、 札 悦 、 広 島 、 仙 台 、 北I複

出 版 所 横 浜 、 高 松 、 静 岡 、 盟 国 、 岡 山 、 金 沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

⑩ 三 建 設 備 工 業 ヰ 総 書 社

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電話 (352)11 31 (代 )

本 社 東京都中央区日本備制綾町 2 - 22 包括 (667)3431  (大代)

支 社 名古屋・ fill 台・札帆・広島 福岡 ・金沢 田新潟・横浜

78  

空 気 聞 和 ・ 衛 生 股 備

。 発 空 調1式会社
--
-・東京本広

大阪本庖

支 庖

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 'ill 話 03- 344- 1911

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 包括 06- 363- 1371

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 品 町 11 - 2 電話052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22 号 電 話0822- 47- 4535

福 岡 市 中央 区 大 名 2 丁目 4 番22号 氾 穏092- 761- 3795 

横浜・福井・京都 ・神戸・松江・沖縄出 張 所

一一冷・暖房 、衛生 、機器配管 、設計施工一一

⑧ 
株会社式 主J 同主 ，jく

エ 業 所

本 社 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 14番地

干 5 3  1  .; 包 括 大 阪 (372) 2  8  5  1  ( 代表)

東京支山 東京都中央区八丁樹 4 丁目 11番 7 号

干 1 0  4  ( 相" 谷ピ ル)

ｾｉｬ話東京 Ｈ ＵＵ Ｑ Ｉ 8  0  4  1  ( 代 表)

出 Ｔ 長所鳥取 ・ 群馬宇都宮 ・ 君 ｩｾＡ

Jゐ恨. 1 ; . ¥岡 ・松 山 . 7.'!i t0. 

著書新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 立 1:.¥浜 通 1 - 2  5  (; 新大ピ J レ)

ilI 宮古ー (06 )  344 - 6  0  3  1  (代 )

本社・東京支庖 東京都中央区 日本締本石町4- 2( 三井第二別館)

氾Mi (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 仏 ・札 幌 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 ト 14 T  E  L  0 6- 441 - 5  1  7  1  

支 j苫 東 京 ・大 阪 ・名 古屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 千 葉 ・ 横浜 ・静 岡・ 高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧ 縞fR;: ; ;11f 繍 :aS ' :t

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3搭丁68番地( オー トセ ンター ビル2階)

郵便番号542 包括 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 番

東京営業所 東京都千代悶区九段南 2 丁目 2番 5号( 九段ピル 8 階)

郵便番号 102 包 括 東 京 ( 03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

- 空 気 関 和 股 備 ・ 給 排 水 衛 生 政 側 ・ 塗装置宜備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 疎 機 ・ 公 害 防 止 関 連 織 椋/ 置宣言十 創 作 ・施 工

、F 大 気 商 土

( 旧 社 名 建 材 社 )

本社・東京支防= 東京繍宿区西蹄H(附住友t : n. IH3F) ⑨ (344)1851大代

大 阪 支 庖= 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 22 ⑨(203)3721 代

名 古 屋 支 庖 = 名 古 屋 市 中 区 錦 2 - 2  - 13 ⑨ (211)1535 代

出 張 所= 札 械 ・ 仙 台 史 悶 金 沢 ・ 神 戸 ・ 高 松

広 島・松 山 福 岡・沖 縄・ パンコ y ク



一 般 空 関 段 備 ・ 恒i且悟 i皇 陵 備 ・ 冷 凍 冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥 般 備 ・ 環 境 改 普 段 備 そ の 他 上 況 に 附

， 園 、 ー 帯 す る 衛 生 、電 気 等 一 切 の 工 事 の 段 骨 十 ・ 施 工

ｉｾ タ写本 ｕ フヲシト犠議室組
弓ヨF 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本社 大阪市大淀区中 ｩｾＡ 本通 Ｑ 丁目 Ｒ 帯地ホ ーコク ピル

千 531 電話 大阪 ( 06) 372- 5171(代 表 )

支 l苫 東 京 都 中 央 区 日 本 備 本 IBT 3 町 1 共 同 ピ ル

〒 103 電話 東京 ( 03)242- 5521(代 表 )

嘗揖陣所 福 岡・名 古昼・広 th ・ホL 眺・仙 台

i媛 ・冷房 ・空気温温度調整装置

回高

設 計

fi!!: 

施 工

牽白
持 4

-← 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪 急 ピ ル 9 階)

電 話 大 ・阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代 表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

温・湿度開整装置、暖房

冷房、水道、徴送機設備

設計 並ニ施工

第一工業株式会社大阪支届

大 阪 市 北 区 沼 田 町 3 0  也 館 ( 364 ) 6 6 6 1 ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1 ( 新東京ピノレ)

電 話 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 支 庖 仙 台 市 新 伝 嶋 田T 6  0  

也 君舌 ( 21 )  4  4  9  1  

名 古 屋支庖 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 話 ( 971 ) 3  6  2  1  

く m哩型里コ 空 気 調 和 設 備

設計施工

換 気 ・除塵設備

東 洋 熊 工 調f. 儀 式 会 祉 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目 T  E  L  (  433)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

設 計 並 施 行

⑨日本管工業株式会社

耕民京都支后

大 阪 支 庖

四 日 市 支 I苫

滋 賀 営 鎌 所

建 営 難 所

.;，，119. 

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

電話 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37(天満橋北詰)

1tr昔話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 包 括 ⑮7431- 3  

大 津 市 打 出 浜 13 - 15 電話ー 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1 電話 0592 ⑧ 3 6 1  0  

2舎町震房副" .

-・圃
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃置伺 ｆ 可 Ｚ ｾ : 11: ( : 1 

ーa:電，ー....

③百副議掃事荒

空 間 ・ 衛 生設 備の 頁

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

5522 西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

出 張 所 京 都 ・広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

@平曲互業株式会社

大阪市西区江戸堀通 2 の 2 T E L ( 441 )間1994・( 443)的0331

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

@ 不 ニ 熱 紅 葉 総 括 粧

本 底 大 阪 市 南 区 11聞鹿町 2 - 5  0 電話 261- 2436(t¥j 

東京支唐 東京都大問区西!馬込 1 - 2 - 1 電話 773- 1231附

営 業 所 銀 座 ・ 浜 松 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 稲 岡

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 細 1 丁目 6 2  ltt 括 ω ( 443)8161( k代後)

名古屋支社 名 古 届 市 中 区 栄 2 丁白 16- 13 llt 話 055 (202) ∞17(代袋)

ｊ［Ｈ ｾ 匝ピル

出 張 所 東京師港区北fiil13 丁目 6 - 1 8

⑪ 

共 同 ビ ル デ ィ ン グWI.Li 3階 包括 03 (409)  8  9  0  5  

神 戸市生 ＱＱ ＱＨ 互北 ｮ 侠ｩｉＱｩ Ｗ 丁目 ｬ 町 ｉ ｾ 脂 ＰＷＸ (341)  1778・4386

空 気 開 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各種プラント設備

各種送風機・風力輸送装置

空調機器類・公害防止装置

設計施工

設計製作

林武舎社，，: ' 9. シ

代表取締役 仙 田 四 郎

旧社名 関西媛房工業株式会社

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T  E  L  (672) 1281 ( 大 代)

営 換 所 東 京 ・名 古屋 ・京 都 ・広 島 ・ 福 岡 工 場 和 泉 ・名 古 屋

デレックス 本社 No. 562 - 7688 和 泉 工 場 No. 538- 5898 
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

奉 仕 感 謝 の 庖

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウオル ・ヨドスパン )

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及 責任施工

⑨ サ ク ラ 建 産 株 式 会 社

特許申請中・完全滑止タイル

サ ン エ ス

s s s タイル新発売

大阪市都 島区者[1烏中通 2 丁目 1 7 番 4 号

屯 話 大阪( 922) 代 表4421 - 3  

( カタロ グ進呈)

⑩ 
ト弓 1 ・ヒューム事

ペン手/"'-9ー・ミ〉ホーjレ

⑪ 淀 川 淳 窯 s 商 庖

合

目

d

u

商

k

m

幸

一和

一

-

-

域

開

本 社 大 阪 市 阿 区 制 本 町 2 丁目 9 8 接地( 靭本町バス停 lii J)

'i1i J!i 大阪 06 (532) 代 o 4  6  1  

姫路公業所 航 路 Tli 北 条 口 1 2 6 帯 地( 住友生命保険ビノレ 31滑)

ffi Ji i  姫路0792 (82)  0  9  9  9  

建設省認定の防火材料

ソリジットスタ イン 基材同等 o  0  0  3 号

エ パ ウ オ ー ル 基材同等 o 0  0  3 号

エ パ ー サ ン ド 基材同等 o0  0  4 号

ｾｬ＠

Standard 

3 十 7 "，目

Board&Slate 

事関

阪r! i*住吉区駒川 urr 3 - 54 氾話 (06)702ー 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

フ タ パ 需 3阪

タイル

常設展示場

A M. I0 目 00- P.M. 5.00

日曜 ・キ兄日はイ木官官

|実|年中見ていただ、ける 皆様の見本室

梅田新進 O  

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町4 6番 地

八 千 代 ピ ル 南 館2 F

T E L  ( 0 6 ) 3 6 4 - 2059 

盟 か な 経 験

耳支新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社 . 大阪市東区 l同伎町1- 12 日生ビル f i  (943) 6571代 表

東 京 ・燃 浜 ・盛 岡 ・lt日山 -水 戸 ・浜 松 - 岡 崎 - 手/1 占屋 ・山山 ・大j . $: . 京 都 ・場l ・神 戸 ・広 島 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市
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奥村重呉衛株式会社 日

日 式 ( 装飾天井くクロッパーI
フロッI i ーは光と影をだくみに合成し疋光天井の一種で、色々の基本パタ ンを

持ち、その建物や使用用途によって幾通りもの組合せが可能です。その柔和な光

と影は現代感覚にマッチし疋最高の人工空間を創ります。 ( P A 丁、6 件〉

大 阪 市 北 区 伊 量 寺 町 22 番 地

穿号哀昔s CI コ央区銀座 1 丁 目27番 9 号

徳 岡 市1専 多 区 住 吉 2 丁 目16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町2 丁 目 1 番 6 号

広 島 市 舟 入 本 町 19 番 13 雪

仙 台 市 燕 沢 字 西 山 5 の 18

〒 530 電 話 ( 06) 312- 4131( 代〉

〒104 電 話( 03) 563- 3351 ( 代〉

〒812 電 話( 092) 291 - 0459 ( 代〉

干 733 電 話( 052) 522 - 5 4 3 6 ( 代〉

〒733 電 話( 0822) 91 - 1  533( 代〉

〒983 電 話( 0222) 52- 2631( 代〉

旧 社 名 株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 唐 名 古 屋

広 島

仙 台

豊 か な 生 活 環 境 を お 届 け し ま す

I n白

伊 奈9 T J I . ，・伊奈衛生閲冨・伊崇ポυパコ

I n a 伊 奈 製 陶 練 武S 社

本 社 愛 知 県 常 滑 市 大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 南 通1- 62 T E L  532- 6081供)

ｾ， Ｚｴ ＺｬＮ，，，Ｎ ｧ＠

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

L A F リミットロードエT ーホイノレファン C A F 直 流 式 静 背 送 風 機

L E F リミフトロ ー ドアー ドファン V A F 可 変 式 軸 流 送 風 機

、

S AF ス ト リー ムラ イ ン 7 7 ン T A F 軸 流 送 風 機

HA F タ ー ボ 7 7 ン

P A F  7. レ ー ト フ ァ ン

MA F 多 爽 送 風 機

J OY 可 変 節 軸 流 送 風 機

マ ル チ ウ イ ン グ 軸 流 送 風 機

塩 ピ 製 耐 般 送 風 機

営 業 品 目

本 社 ・工 場 〒 536 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 2 丁 目 l 番 地

電 話 大 阪 ( 06) 9  3  1 ー 7 8  0  2  ( 代)

東 京 出 張 所 〒 113 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 丁 目 6 番 1 7 号

電 信 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代)

九 州 出 張 所 干 81 2 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

電 話 福 岡 ( 092) 2  8  1 ー 7 3 9 6 番

快適なオフィスの

環境づくりには

やっ ｾｦ りすぐれた

製品カ也、要です;

粧

U

U
開

会

配
1

柿

4

z

n

-佳

杭

中

川

附

・
E
a
-
-
-
a，

咽

5

1冊

固

t
』

』

圃

ヨ

官

琵

問

凶

-

Y

問

問

凶

一

h

認

4
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2

 

F

F

所
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は

鞭

庖

品

市

営

売

E

湖

棚
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4 E  

S i  ｾ＠

つ

• .  

社

-0、

% ¥ 

柏 原 涯

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  0  
2  4  

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工場

第 二 工場

ヤ

マ

ト議

決

吹付…に 1

ｾ ｾ Ｇ Ｚ＠ ｾ＠ .- I 主 材

塗付・・・に}

| 石綿

完 全 耐 火 j

ｾｾ＠

〆ｾＮＮＮＮＮインテリヤ・・・カラーストーン・・・研出し仕上Ｏ

( 旭化成ミューj レコートセット品 )

ｾｾＺＺＭＺＺＱ・スト Ｍｺ｢
ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 
いつも美しい

d騒

音 株 式

( 旭イヒ成ミューj レコート・セット品 )

- カ タ ロ グ お送 りします

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l新 興 建 材 工 業 一

発

売

元

- 全国 有 名建 材1苫 へ 御問合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

阪 市 西 区 南 場 江 通 6 丁目 39番 地 T E L大 阪 ( 538) 2951- 5・( 541)5757 - 9  

t所東京 ・高槻 ・明石・姫路・四国・中国
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タ然えない

わ れ な い

傍 ら な い

カ タ ロ グ 御 柑 求 下 さ い 。

本

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P. M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P . M)

波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ボ 波

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

社 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 リ 3 - 26松 本 ビ ル 電 話 大 阪 ( 412) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42)  3115 - 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 回 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 J苫 及 エ 掲 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 来 電 話 八幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 支1吉 友 工 喝 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中 経 ピ J レ 電 話 名 古 屋 ( 581) 2781 - 4

モルタル・コンクリート用

ご一報次第

カタログ進呈します

* マ ノ ー ル 防 水 剣 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 搬 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

* A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

申 セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕 ・腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・防 湿 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 材 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z 2: : J 1- I - ( …起泡剤) ・ %" 2 .・ & (f2222)  

関 東 営 換 所

東 北 営 業 所

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 業 所

セ メ ン ト 混 和 斉IJ ・ 助 材 綜 合 メ ー カ 一

株式ｾＮＮＮ固 ｾｉＢＢ ーＮ・唱 ｲＮＦ

会 社 ......EI 唱・- .  ...ー・回
東 京 都 品 川 区 大 弁 1 ー 15 ー 1

茨 城 県 土 浦 市 大 町 1 2 1 3  

福 島 県 福 島 市 下 野 寺 字 遠 原

岩 手 県 盛 岡 市 南 大 通 3 - 12- 50  

大 阪 市 東 成 区 東 中 本 2 - 17- 26 

倉 東 京 ( 774) 4111代 表

台 土 浦 (21) 5  1  8  9  

8  福 島 (34 )  7  1  1  1  

8  盛 岡 ( 24)  0  2  1  3  

合 大 阪 (971 ) 4  7  6  5  

8 3  



「一一一一一ｾ

1 ' -一 一一「

「一一一一一「

巨 ヨ
「一一一一「

「一一一一一、

E E歯固

- 用途に応じて選べる1.3m' (O.4坪) から

6.6m' ( 2坪) までの豊富な8 機種

・素材はさびを知らない特殊カラー鋼板

・色はクリームとローズのツートンカラー

⑤改良》

ヨド E 自

※ マンション ・団地主主どのベランダに

ヨド物置ミニガ好評です。

恒 I  ｾ盟思綱 本 社 一 南 悶 附 糸M州. 町T'円 叶 一T河市吋目帥吋謁時叫番制……地日 …〒刊m恒制l 叩 叩 … …)問附剖拘5ト一

車宜宜社 東草都中 9尖ミ巨八T 堀 ' T 自31番s地 l'号寄(J京苦4禍昆高市ビ，ルレ} 干 1倒 宮 (ω03幻) 5白51一1171

宮，喫晦所札慢(2お5引lけ)'灯77円7.f仙山古( お} 苅9引i 断，l 4(28) 3幻7尉 千 草 ( ' 3引} 曲2お5 車軍{ 何5引 )1171

機，) ¥( 641) 9123 高崎 (61 ) 1281 静岡何3)∞19 富山 ( 32) 2804 名古贋 (571 ) 2' 21 

ス阪 ( 2' 5) 1201' 広 島 ( 48) 2' 31 ・高松( 3' ) 3611 晴間 (781) 田35

おしゃれな

ヨドコウの生活関連商昂

4 |( 2r 
- ヨド物置の看板のお居、または全固有名百貨庖でお求めください。 目

最高のコンクリートを最良の減水剤で・・・. グ

- 特 許 コ ン ク リ ー ト 減 水 剤 園 各 種 擁 壁 工 事 ・ 宅 地 造 成 用

.，.， E ・

. フ ッ 素 樹 指 加 工

〈そ の 他製 造及 び 取 扱 い 商 品 〉

・ 減 水 剤 リ グ コ ン

. A E 斉1J リ グ ポ - ) レ

・建 設 資材 全般

・ コ ン ク リ ー ト 二次 製 品

食 カタログご入用 の方は 本誌名記入の上 ご一報下さい 。

⑩ 神 戸 材 料 株 式 会 私

84  

本 社布 Ｑ Ｑ 戸 ､ｩ 野合区ＱｦＡｾ内 町 Ｑ 丁目 Ｓ 7  f i 078( 231) 1421 (代 )

東 京 営 業 所 束 京 都 千 代 田 区 内 神 田 1丁 目 12- 12( 美 土 代 ピ ル ) f i 03( 294) 6167 ・6177

九 州 営 業 所 柏 岡 市 中 央 区 後 回 2 丁 目 1 6 ー 7 f i 094( 731)  2  4  7  7  

北 海 道 出 張 所 函 館 市 吉 川 町 8 番 6 号 f i O138 ( 41 )  7  8  7  4  



⑭東西アス協組

防水なら. . . という自信は、一朝一夕では生まれません。

東西アス、生まれて 20年。写真集はその歩みの集約ですb

ｾＮ＠ m 

f j 1' ]. .77
Ivt

事事・協偶総合

防水に専心し、業界に先進する東西741

今日までの積み重ねをパネとして、新た

東西アス責任施工による実績( 累計)

マ 東西アスフガ岬業協同組合

田島ルーフインク" 株式会社

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1- 74 電話 (06)443- 0431

東京: 東京都千代悶区岩本町3- 1卜13 電話 (03)862- 8531
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三星ピサロンは、材料だけの販売はいたしません。

責任施工の出来 る協組員が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの日寺イt です

全く新しい床タイルです

定

価
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円
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き

り

え

加

版

義

明

現代の

イ ンテ リアデザイ ンに要求さ れる個性的な床造り

には欠かせません。東京浜松町の超高層世界貿易

センタ ーピルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星ピサロン ミ

はその模様がフランスの画家ピサロのタッチに似

三星ピサロンは、従来のビニ ールタイルとは製法

原料配合が全く違います。塩ビの他に最近開発さ

れ た 新 し い 共重合体の特殊樹脂を用いた画期的な

新製品です。軟質プレスタイプの床タイルに比べ

仕上り安定性がよく、

とは対照的な静止した現代模様。 ピサロンの持つ ー

エラスチ ックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床タイルの新しい世界を開きました 。

ノT ターン は、三星ピサロンの新しい色調、

カレンダ一方式の流れ模様

ていることから 、名 付けられたものです。

安 規 格 = 333. 3X333. 3X 2 協

女 色 数 = 15色

脅価 格 = 標 準 工 法 2，100問 1m
2

(300m
2

以上)

耐 水 工 法 2，250問 1m
2

(300m
2

以 上)

階 段40% 高

9 牧:/m
2

臨 同

協同組合員が責任をもって施工いたします一一一一一

田

東日本床工事事業協同組合

西日本床工事事業協同組合

〈専 用 品〉

東京/ 東 京 都 千 代 国 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電路 ( 866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電路 ( 441) 5  9  5  1  

大阪市東区北浜3- 37 電話大阪 ( 06 )231・9648 ・9649 ・9640 振替口座大阪 39975番
日 本 建 築 協 会 干541. ご入会のお申込および r建築と社会 J の購読は ・社団法人


